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はじめに 

(データ処理編 )

このデータ処理編は､昭和5年 9月に気象衛星セン

ターから発刊 された

気象衛星センター技術報告 (特別号 

4

)12-.II

GMSシステム総合報告 ⅠⅠ

データ処理解説編 12.

に続 くものであり､この時以降に開発 されたプロダク

トの説明､および､昭和6､6年度の地上機器更新に1

している｡

0

伴って変更 したデータ処理方法の説明､を主な目的と

データ作成方法の把握により､気象衛星データの特

質がよりよく理解 されることを望む｡また､将来の一

層よいシステム作 りの参考 となれば幸いである｡

気象衛星センター

データ処理部長

能美武功
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1. 計算機システム 
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11.

879気象衛星センターの電子計算機 システムは1 年 4

月の運用開始以来､画像の集配信処理をはじめ各種デ ⑤複雑なシステムオペ レーションを自動化 しオペレー

ータ処理 を行なってきた｡最近の社会の需要拡大等の ターの負担 を軽減する事｡

新 しいニーズに答えるため観測頻度を高める全球毎時 ⑥運用を停止することな くシステム試験が行なえる機

観測､観測時に画像配信サービスを可能 とするス トレ 能を有する事｡

事｡

S

M制系､画像系)し､各処理系をそれぞれ､

S

データから得 られる各種気象プロダクトを､より充実

ッチ ドVI R運用の導入の必要が生 じた｡更に､画像 ①の条件 を満たすためには､処理系を分離 (運用管

063- R2台

する必要 も生 じた｡ 3しかし､従来のFACOM2 7-0 5(オ によるホットスタンバ イ､M 83- 0S 2台によるデュー

ンライン､バ ッチの 2セット)を開いたシステムでは､ プレックス方式で二重化 した｡ さらに運閏の中断を避

処理能力上の限界からこれらの要求に答えることが不 けるため､通信制御装置および直接アクセス記憶装置

可能 となった｡ このため気象衛星センターでは電子計 も二重化構成 となっている｡

789算機 システムを更新 し､1 年 3月より新システムに

よる運周を開始 した｡

システムの更新にあたっては､以下の条件を満たす

ようにシステムが構築 された｡

①信頼性の高い連続運転 を可能 とする｡

②増加 した多量のデータの効率の良い処理を可能にす

る｡

③各業務内の処理は互いに関連 を保 ちかつ設定時間内

に行なわれる必要がある｡ これらの業務の容易なスケ

ジュー リングを可能 とし､またスケジュールの変更な

②を満たすために､多量のデータを各ホス トコンピ

ュータから扱 えるように直接アクセス記憶装置を全系

に接続 した｡

③ を実現するためには､運用 スケジューラが開発 さ

れた｡運周スケジューラは全系にわたる運用の管理を

行 う当センターの中核をなすソフ トウェアである｡

④は画像デー タの､画像管理による一元管理､新画

像処理装置を導入することにより実現 した｡

⑤では､ホス ト計算機が 4つに分れているために生

ずる複雑なシステム操作を､自動操作機能により実施 

tysemec*OBj tofS

iNAITO内藤成規 igenorhS

- 1-



技術報告 (特別号 ⅠⅠ-データ処理編)

している｡ またシステムJ)効率Jj良い監視を可能 とす

る機能 も導入 している｡

⑥では､仮想計算機機能 を軌 てゝ一つの計算機 を運

周系 と試験系に分離 し､かつ試験 系に予備系装置を組

み込むことにより､運同系に影響 を与 えない試験 シス

テムが構築で きるようにしている｡

この報告では､以上の主な機能 を中心に､当センタ

ーの計算機 システム､及び中核 となる運用 スケジュー

ラーについて解説 を試みた｡ 

1.2 計算機システムの概要*

本システムは､ 4台のホス トコンヒュ一 夕 (M-360 

R2台,M-380S2台)か らな り､系問をホス ト問通

信装置 (FSI)で接続 したデー タ通信 ネッ トワー クによ

る疎結合分散 システムを構成 し､集中制御装置 (SUP)

により全系を集中制御 している｡

ソフ トウェアは､高速のジョブ処理､合理的なノ＼-

ドウェア資源の利用を可能にする他に､ この様な 4ホ

スト計算機 による連係 した効率の良い処理が行 える機

能 を用意 している｡

業務 は､衛星監視 を主 とする運用管制系､画像処理

を行 う画像系に分離 されている｡

運用管制系 は､M-360Rの 2台 によるホッ トスタン

バイ構成が とられ､業務の中断を最小限に抑 えるよう

にしている｡

画像系はM-380Sの 2台によるデュープレックス構

成を探聞 し､オンライン業務の中断 を少な くしている｡ 

1.2.1 ハー ドウェア構成 

Fil21 ＼ ドウェアの構成図 を示g..にシステムのノ-

す｡ 

(ll 30 本体系M-6R

運用管制系のホス トコンヒュ一 夕であるM-360Rは､

主記憶装置に24〔MB〕の容量を持 ち､高速 LSIと高機

能なマ イクロプログラム制御の探聞により､高速処理

能力を有する｡ また､主記憶 (MEM)と中央処理装置 

(CPU)の間に32〔KB〕のバ ッファス トレンジ (BS)

を持 ち処理速度を向上 させている｡ 旧システムで使用

されていた F-230/75(2CPUで構成 されていたが､シ

ングルCPUとして) と比較す ると演算性能 は約0.7倍

である｡

周辺装置は入出力制御装置 (CHP)を経由 してCPU. 

MEMに接続 されているが､ ニJ)CHPには最大 12Jつチ

ャネル装置を接続することがで きる｡ 本体系 システム

の監視､システム制御､診断､自動省略化な どを行 う

為に､サービスプロセ ッサ (SVP)ヒ呼ばれるサブシ

ステムが接続 されている｡ 

(2) 30 SlM18S SA

画像系J)ホス トであるM-380SはM 360Rとほぼ同

様 の機 能 を有 す るL, た だ し､M 380SJ)主記憶 は 

32〔MB〕であ り､M-360R√)バ､ソファス トレンジ(BS)

と同等なローカルバ､ソフ ァス トレンジ (LBS)の他に

グローバルバ ､ソファス トレンジ (GBS)を内蔵 してい

る｡ F-230′′75(シンブルCPU)と比較する と演算性能

は約 4.8倍である｡

また､Vm// Vita cie機 構 J 採 閏 に よっⅠ( rulMahn) )


て､ 1つのCPUで複数の オへ レー テ ィングシステム
 

(os)を動作 させ､複数の計算機があるJつと同等の効


果 を作 り出す事がで きる｡

チャネル制御装置 (CHP)は､最大 32のチャネル装

置 を接続することがで きる｡

叉､本体には､/16Rと同様 にS が接続 されてい九I30 VP

る｡

尚､主記憶装置について旧システム と比較すると､

システム全体で容 量は約 10倍である｡ 

(3)ホス ト間通信装置 (FSI)

ホス トコンピュー タの一元管理の為の全系の監視､

および全系か らのコンソー/レメッセージを集中 して表

示 した りする場合 には､系問で メ､ソセージ､デー タの

や りとりをお ニP,う必要がある｡ Sは､此J為の高連: F I )

な通信 を可能 としている｡

二の通信が不可能 になると､システム全体に大 きな

影響 を与 えるため､ この装置は 2重化され､各系 と常

時接続 されている｡ 

(4)集中監視制御装置 (SUP)

ホス トコンピュー タ､入出力装置等の操作 を行 う集

中監視制御装置 (SUP)は､サー ビスプ ロセ ッサー 

(SVP)を経由 して全系に接続 されてお i上 中央処理

装置 (CPU)に対 して動作停 止､開始､初期設定等の

指示をお こなう｡

入出力装置等の制御 をする場合､その装置に直接あ

るいは上位の制御装置がある場合はその制御装置に対 

*SummaryofSystem

松川 基､内藤成規､田中宏文､奥山順健 MotoiMATSUKAWA,ShigenoriNAITO,HirobumiTANATA, 
JunkenOKUYAMA 
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して指定 した装置√)組み込み､切 り離 し等の指令を発

行する｡ 

(5)通信系制御装置

通信系制御装置 として､高速通信制御装置 (HCCP)

と通信制御装置 (CCP)がある｡ 

HCCPは､VISSR､HR-FAX､WEFAX等 と本 シス

テム を接続 す る高速 回線 の全 て を制 御 して い る｡ 

HCCP本体は､S-3500スーパー ミニコンから成 り立 っ

てお i工 大量のデー タを高速で送受する事がで きる｡ 

CCPは､気象衛星､DCP､ADESSな どと本 システム

を接続する中低速回線のすべてを制御 している｡

この 2種煩の装置はそれぞれ 2台ずつあ り､一 方が

現周で､他方が待機 となる｡ 現同系が障害時は待機系

に切 り替わ り､道 明の中断が起 きないようになってい

る｡ 

(6)画像情報処理装置群 (FIVIS系装置群) 

FIVIS系装置群 とは､マンマシン等に上る画像処理

能 力､操 作性 の 向上 を図 る為､画像 処理制 御 装 置 

(MMC)とIDP･IPR･VTR等の画像表示装置群が光

切替装置 (DVSW )によって接続 された ものである｡

また､MMCは入出力切替装置 (IOSW )を切 り替 え

る事 によt工 全系に接続可能の為､ システム切替､ フ

ォールバ ック遷御 寺にも使開で きる｡ 

(7)HRPTデータ伝送装置

当装置は､チャネルアダプ タ- (CA)､ リモー トス

テーションアダプ ター (RSA)､光 ケーブ)Lより成 り立

ってお り､ NOAAデー タの記憶装置 (伝送系システム

の磁気デ ィスク)から送 られて くるHRPTデー タを高

速 に受信することがで きる｡ 

(8)システム運開監視機器構成

① スケジュール表示卓 (SDC)

業務の スケジュール運転､ システムの状態監視､ コ

マンドの入力の為に使用するコンソールである｡ グラ

フィックデ ィスプレイ装置 (GD)を使用 し､大型画面

とカラー表示に よる操作性の向上を図っている｡

この GDは､ グラフ ィッ クデ ィスプ レ イ制御装 置 

(GMC)を通 して運開管制系の両ホス トコンピュー タ

に接続 されている｡ 

②GOC操作卓 (GOC) 

GOCは､衛星の運用監視の為GD三台で構成 されて

い る｡

このGDもSDCと同様 にGMCを経由して運用管制系

に接続 されている｡

③ システム監視 コンソール	 (OSコンソール)

システムか らJjメッセージを表示 した り､ システム 
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に対 してコマン ドを打 ち込んだ りする事がで きるコン

ソールで､SDCでは行 えないIPL等の監視 に使岡 して

いる｡ 当コンソールは､各ホス トコンヒュ一 夕に 1つ

以上接続 されている｡ 

(9)磁気 デ ィスク (DASD)

本 システムで使開 される磁気 デ ィスク (DASD)は､

システム固有､運用管制共有､全系共用DASDに分類 さ

れる｡ また､システム固有DASDは､接続系の違いによ

り運用管制系固有DASDと画像系固有 DASDに分 けら

れ る｡

① システム固有 DASD 

i)運円管制系固有 DASD

記憶容量635MByteのDASDで構成 され､M 360R1

号､ 2号 にそれぞれ 6台ずつ接続 されている｡ 

ii)画像系固有DASD

運用管制系固有 DASDと同 じ物 を使開 し､M 380S 

1号に 6台､M1380S2号に 8台接続 されている｡

②運用管制共有 DASD


記憶容量 2.2 tの物 を使開 し､運 円管制系に 2
5GBye

台接続 されている｡

③全系共用DASD

記憶 容量 2.2 tの､全 系か らア クセ スで きる5GBye

DASDで､22台接続 されている｡ 

(0その他Ⅰ′0群1)


前記 したⅠ/0の他に次に述べる ものがある｡


①磁気テープ装置 (MTU)

データの累積 を行 う為､画像 1次系に 2台､ 2次系


に 6台､運開管制系では､現周､待機系にそれぞれ 1


台ずつ接続 されている｡


記憶密度は､6250〔BPI〕を採開 している｡

② カー トリ､ソジテープ装置 (CTU)

画像 2次系にデー タ累積 を行 う為 6台接続 されてい

る｡ 

VHSタイプのカー トリッジテープを使閏し､一巻当

た り容量 は約 280MByteで あ る｡ 記憶 密 度 は 32000


〔BPI〕である｡


③ フロッピーデ ィスク装置 (FPD) 

8インチ 2D型の装置が､画像 2次系に 2台接続 さ

れている｡

④ 日本語ラ インフ リンター (NLP)

このNLPは､ 日本語､図の出力が可能である｡

当装置は､画像 1次系に 1台､ 2次系に 3台､管制待

機系に 1台接続 されているO

印刷方式には､ レーザー書込みによる乾式電子写真

方式を軌 ､て､印字速度は､2000〔行 ///分〕である｡
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SE次にジョブの実行を依頼するため､J はジョブ制

運用管制現用系に 1台接続されているラインプリン 御文を解釈 し､ジョブクラス毎に入力キューに順番を

ターはインパ ク ト方式のプ リンターで､印字速度は 登録する｡

⑤ラインプリンター 

2400〔行 /分〕である｡ ②ジョブの実行

イニシエータと呼ばれるジョブ管理制御プログラム

122.. ソフトウェア構成概略 には､処理を担当するジョブクラスが定義されている｡ 

衛星センターのシステムは､多 くのソフ トウェアか SEJ は担当するイニシエータに該当するクラスのジョ

ら構成 されているが､ここではシステム構成上､重要 ブを割 り当てる｡ これによりジョブが実行 される｡

なソフ トウェアの概略をのべるにとどめる｡ ③出力処理

JoEJ(1) S( b tusysetnr

SEJ

bE yS m) 
は､ジョブの入力処理､ジョブの実行依頼､ジョ

実行結果 (システムメッセージ及びジョブの実行結

果)は､イニシエータにより一旦スプールボリューム

ブの出力処理を担当している｡ に格納され､出力クラス毎にあたえられている特性に

22..
ig.
以下､F 1 に従ってジョブ処理の概要を述べる｡

①入力処理 出力)が行われる｡

より､異なった出力処理 (消去､保留､ライタによる

印字装置等への標準的な出力はJ

ライタが担当し､フロツヒイディスクへの出力はフロ

SE

Iジョブ制御文及びSYSNデータをリーダで読み込

み､スプールボリュームに格納する J.ESリーダは､カ ッピィライタが行 う｡その他､ユーザーの指定する任

ー ドからの入力を担当し､インターナルリーダは､媒 意の装置への出力 :ま､エ クスタナ /レライタによって行

体によって異なる各 リーダーからの入力を担当してい われる｡

る｡ ④出力結果の退避
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技術報告 (特別号 ⅠⅠ-データ処理編)

出力されたスプールボリューム上のデータをそのま

まの形式で順編成データセット仙IT等)との移動を可

能 とするローダ､ダンパが同意されているO

以上がジョブ処理の概要であるが､JESのその他の

ノ

ー 

機能 としてJES/NJE (NetworkJobEn ytr)がある｡

二の機能を利用すると､データ通信ネットワークで結
HM叫tHt川eu 

.
_ 
_

､ゝ

'且合されている計算機システム間で､ジョブ､ジョブの

出力結果､コマンド､メッセージの送受信が可能 とな

る｡ 当センターは､ 4つの計算機 システムから成 り立

っているので､この機能を有効に利周している｡ 

IV/F4 MSP)OS 

IV/F4 MSPはMシリーズ共通のOSであ り大別 し

(2

e.ratoraag lS g

る｡

ジョブ管理における仮想空間の創成､ジョブ及びジ 処理に遅れが生 じないよう必要な実記憶容量を実装 し

ョブシステムの実行はイニシエータによって管理され ている｡ 仮想空間にはこの様なページング処理が可能

2.1.igF . m3I treofViuてジョブ管理､タスク管理､データ管理の機能を有す

る｡ Sから投入 されたジョブは､イニシエーターによ な部分 とページング処理の対象外 として常に実記憶にJE

って16Mバイ トの仮想空間を与えられる｡ 続いてイニ

シエータは､ジョブのスケジュー リングに必要な制御

ブロックの作成を行い､ジョブステップが使用する各

種資源の割当解放を行 う｡ (そのためイニシエータに

は､インタプ リタ､アロケ一夕､アンアロケ一夕等が

存在する部分 とが指定できる｡ 前述の空間共通領域や 

OSの中核部は後者の部分に含 まれている｡

データ管理では､豊富な入出力装置上のデータをシ

ステム共通資源 としてシステムが一括 して管理 してい

る｡ つまりシステム内で発生するⅠ/0装置に対する(チ

含まれている｡)次にイニシエータは､ジョブステップ ャネルに対する)入出力要求はすべてデータ管理 

として定義 されているプログラムをメモ リーに読み込 にIOSと呼ぶ場合がある｡)によりチャネルのアクセス

(特

み実行可能な状態 とし､実行中ジョブの管理を行 う｡ 権が振 り分けられる｡ 以下の主な機能がある｡ 各種入

その他ジョブ管理ではCPUやシステム資源の使用 出力装置を標準的なアクセス手順でアクセスできる様

量等を監視 している｡ にする｡ データセットの集中管理､各種データセット

タスク管理ではジョブの同時並行処理を可能にする 取 り扱いのサポー トを行 う｡ 

ため仮想記憶方式を実現 している｡ 仮想空間は､Fig. tr(3)VTAM-G(Vi leualTe iccommun aiton Access 
3.1 のような形態をとってお り､斜線部は各空間共通2. htMe od) 

の部分であり､空間固有の部分はジョブ毎に存在 して

いる｡ (旧システムでは､仮想空間の概念がなかったた

め､同一空間内に複数のジョブが存在 していた｡)従っ

て後述する画像管理のようにジョブとジョブとの通信 

(空間間通信)を行うためには､各空間の共通部分を

使用 しなければならない｡ さて実記憶にすべてJ)仮想

空間を展開できるだけのメモ リ容量が無い場合､実記

VTAM-Gの主な機能は端末制御装置､回線及び端

末の管理である｡ 回線及び端末の共用､ならびにネッ

トワークパスを確立することにより､応用プログラム

と端末間のデータ転送を可能にしている｡ 端末には､

ホスト計算機にチャネルで接続 されたローカル端末 と､ 

CCPに通信回線で接続 された リモー ト端末があるが､

リモー ト端末の回線制御の場合は､VTAM-Gの配下

tr憶上に置かれていない仮想空間上の領域にアクセスが で動作 しているCCP上のNCP-G(Network Con ol 

あると､ページング処理により実記憶上に必要領域が

itrafiec

ro

te

P g

用意 され る｡ ペ ー ジング処理 とはペ ー ジ単位 (4 障害対策 として､代替資源へ自動切 り替え機能を持つ､ 

R ong on 

ram)によってその制御が行われている｡ CCPの

KBy )に実記憶 と外部記憶 との間で転送を行 う処理 VTAM-G/DCRF(Dynamic CCP 
である｡ (旧システムでは､ページング処理の代 りにジ Facitily)

ョブ単位の､外部記憶 と実記憶間の転送を行 うロール が用意されている｡ 

アウ ト､ロールインが用意 されていた｡)当センターの foce(4 dIn rma

実際のオンライン運周では､ページング処理が発生 し AIMはOSとアプリケーションプログラムの間に位
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技術報告 (特別号 II-データ処理編)

置す るサ ブシ ステムであ る｡ DC部 (オ ンラ イン制 Ut の連係によって信頼性の高い運閏を実現 して)tyili

御 )､DB部 (デー タべ-ス制御)及びそJ)共通部から いる｡ 尚､当サブシステムは当センター業務の根幹で

構成 される｡ あるので､後節で詳 しく解説する｡ 

up(7ECS( dC lStonroE dtxene) )tpor共通部 にはシ ステム環境 定義 を行 うDDMS(Di-c

オペ レータの負荷軽減 を図るために､システムの監yadDi yMa metS teb Susynllagetrecornilloart m)の

各コ ンポー ネ ン トが 含 まれ る｡ DC部 で は､AIM/ 視､ コマンド投入作業においてより使用 し易いシステ

ム操作法を実現 している｡ 主な機能 は､ メッセージ選DCMS( aC mmtlll

m)がVTAM

ioi tcao

-

ta
D


te

IIMall metS

Gと連係し､通信回線Jつ別間を容易に

nage -busys

択出力､ メッセージ検索､コマン ドの メニュー入力､

又､ECS

Eとの連係により､特定 コンソール

lonsoeiefil/′UNIC(UI dCしている｡ すなわ ちオンラインシステムにおけるあら 画面操作等がある｡

/) ′はJESNJS iurvceゆるキュー と端末が統一的に管理 されているので､ユ

ーザーはこれ らを意識せずプログラム作成が可能 とな か らネ､ソトワー ク上U)すべての計算機 システムの一元

る｡ 管理を可能 としている｡

以上がシステムの運閏を行 うための主な基本 ソフ ト

2..g.24.ig

5

ウェアであ り各系における偶成はF .. ､Fi11

に示す通 りである｡ また､ここではふれていないがそ

AI ノ′DTPF(Di dTr nP essllgirociotansacbtueitsr

)

1

F ityac

N

li はDCMSJl〕サブコンポー ネン トとして動 作

し､当センターの ような複数の計算機 システムを結合

した分散処理 システムにおい てAIMシステム間通信 の他当センターの運 円を円滑に行 うための多 くのソフ

トウェアが導入されている｡

プログラム開発では､当センターで使閏される汎岡

DTPFはFS 

li tnca

I

lliommt

及び応用プログラム通信を可能 とする｡

Coを制 御 して い るSCM (Sb〉us-Stem

のサブルーチン､画像処理を目的 としたサブルーチンMa OSJ内部に存在) と連係 して通信 を行 って

いる｡ のライブラリなどが装備 され､それ らのソフ トウェア

);
llager


R lteaDB部では､AIM RDB( )asetaDi lona aB が画 S 

tyseh iarn(

資源が､生産性向上､経済性向上 を目的 としたTS

TimeS g S m)で開発に利用 されている｡像デー タU)管理に別間されている｡

llgProgra

STS

ン制御､デー タベース制御の ような性格の異なった機 分割 して使開可能 とな り､各端末ユーザは lつの仮想

能が含まれているのは､最近の傾向 として､コンヒュ 空間を与えられる｡ その配下に､プログラム開発を支

援するプログラム としてPFD( mmi

この ように､一つのサブシステムJ-つ中に､オンラ イ では､多数のユーザが 1つJ)計算機を端末か ら時

一夕ネッ トワー クではデー タベースと関連 した処理が トF iac

多いためである｡ )serslspaoti

ioi tncaorograItne

yFrDi yU 等が同意 されている｡ 

CF( rP m C mmu nF

FSLで結合 された Sシl)-ズJ)計算機 とMシl)-ズ 1.2.3 運閏管制系

J〕 l良い通信 を行うことを目的 として 運用管制系は衛星の運開および状態監視 を主要な業計算機問の効率 J)

導入された｡ 通信に必要な各機能 は､応岡フロブラム 務 としている｡ このためシステム ダウンに際 して も､

PI()5 )tyiliac

Pか らI

される｡ )OO53-S()

CF内のルーチンをコールするニヒにより実現

当センターではHCCI と画像一次系 

監視の中断を最小限にとどめることを目標に､運用管

制系は､現開管制系 と待機管制系の二つのシステムに

083-M( S)間での画像デー タuJ)転送 に利鞘 され てい よるホッ トスタンバ イ構成になっている｡ また､運開

る｡ 管制系は､当センターシステム全体Jj管理運閏の中核

hdcenlCrR teso;RSe( OCS eadS をなしている｡(6)運用スケジューラ -

(1)システム構成tysetonroitera olueOp nC lS m)

運開スケジューラは当システムにおける業務処理の 124g...システムの構成図を､Fi に示す｡

中核 として､業務のスケジュー l)ンブ､業務で使開す ①運開管制系 (現開系)

るデ- タセット､装置資源の管理を行っている｡ 4系 各分散 システムの動作状況､また運用で使開するノ＼ 

b tusysem)､ - ドウェア資源を一括管理するためRSeOCS/GSが動

L loca 

itera oboaの統括管理を行 うGS(Gl lOp nS

各系 J)業務 の ス ケ ジ ュー リン グを行 うLS( 作 している｡ 各分散 システム間は系問接続装置 (FSI)

S

b tusyseinhdlceuiotera

Sb tusyse

Op nS gS

グラ ム と LSとの 通 信 を 行 う SS(

m)､運 岡のサホー トを行 うUTY(

te

m)､配下の業務プロ

pE

により結合され､GSはAIM/DTPFを介して各系間の

IIiolttxec 情報交換を行ってしゝる｡

-

tporSup
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システム障害 ./装置障害が発生 した場 合 GSは､



技術報告 (特別号 ⅠⅠ-データ処理編) 

Fi... ofgaino aellt otoadOeainSseg124 Cnirto fSt ieCnrln prto ytm 

sUpを経由 して該当するシステムの停止や装置の切

り離 しを行 う｡

このようなシステムJ)接続状態や動作状態は､GS管

理による集中監視卓 (SuperGD)に表示 される｡

②運用管制系	 (待機系)

運円管制系 (現同系)がダウンした時の対応 として

ホットスタンバ イ (待機) している｡すなわち現同系

の状況を監視 しダウンを検知 した場合､運開管制系を

切 り替えるために待機系に もReSOCS/GSが動作 して

い る｡

ホ､ソトスタンバ イ切替 え時には､待機GSはGOC､ 

SDC､Super-GDの接続変更および周辺装置 (NLP等)

の切 り替 えをSUP経由で行 う｡ また､運同業務は連続

性 を保つ為に､全系共用DASDのチェックポ イン トフ

ァイルを参照する｡ 

③GOCによる衛星の監視

衛星に対する各種 コマンドの発行､衛星の状態監視

は運開管制系 (現同系)､運用管制系 (待機系)にそれ

ぞれ 3台接続 されているGOCから行 っている｡

ホッ トスタンバ イ切 り替え時GOCが､待機系に接続

変更 されるまで､衛星の制御監視はCDASでお こなわ

れる｡ また､現開GOCが障害 /保守時には､待機GOC

が現開衛星の制御監視を行う｡ 

④SDCによる運用監視

各系に対するコマンドおよび各系からの出力メッセ

ージは､運開管制系 (現同系)に 3台､運用管制系 (待

機系)に 1台接続 され てい る スケジ ュー ル操 作卓 

(SDC)に集約､分類 して表示 される｡ これは､FSIを

経由 LECS′′UNIC機能により行われるもので､全シス

テム運開監視の一元化を可能にしている｡ ホッ トスタ

- 9-
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ンバイ切替 え中のシステム監視は､待機系に接続 され

ているSDCでお こなわれホ ッ トスタンバ イ切 り替 え

後は､旧SDCを新現開系に接続変更することにより運

用監視が続行 される｡ 

(2)運用管制系の業務

運用管制系 (現用系)では､ほ とん どの業務はスケ

ジュール運用 されている｡ 当系の業務処理 は現開衛星

とのコマ ンドおよびテレメ トリデー タを処理するテレ

メ トリコマン ド(T/C)処理､ADESS集配信処理およ

び通報局 (C)データ集信処理､現用衛星の内部状DP

態を監視するハウスキーピング (HK)処理､現用衛星

の位置測定 を行 う三点測距 (TRRR)処理 にわかれ､

これ らデータの送受 はCCPを介して行われる｡ 

T/C､ADESS､DCPについては､以下に簡単な説明

を加 える｡

テレメ トリコマンド (T/C)処理 は､衛星 より送 ら

れて くる250余 りの各種テレメ トリ信号､CDAS機器の

動作状態および衛星の運用モー ドを リアル タイムに 

GOCの同一画面に表示 させた り､衛星に対する制御 コ

マン ドの受付け､発信 を行 う｡ 制御 コマン ドには､白

系内で発行するコマ ン ドの他､VISSR集信､WEFAX

配信に ともなう衛星のモー ド設定等､画像一次系か ら 

GSを介 して依頼 される場合がある｡ 

ADESS集配信処理 は､ADESSより配信 される気象

報およびCDFデー タ等 を全系共闘DASDに格納す る｡

以後画像二次系の処理に供 される｡ また､画像二次系

で処理 され た雲 画像情 報 図､風ベ ク トルデー タ､ 

VISSR格子点 デー タ等 を全系共用 DASDか ら取 り出

しADESSに配信する｡ 

DCP集信処理は､DCP(航空機､船舶､ブ イロボッ

ト､山岳､離島)が観測 したデー タをGMS経由で収集

し､国際気象通報式に電文編集する｡ その後 ADESS集

配信処理によってADESSに配信 される｡

運用管制系 (待機系)では､待機衛星の三点測 距 デ

ータの集信のみ行っている｡ また､待機衛星の制御監

視 も可能であるが､現在は行っていない｡ 

1.2.4 画像処理系

画像の処理は､管制系 と連係 したオンライン処理 を

行う画像一次系 と､画像一次系で作成 されたデー タを

処理する画像二次系に分かれる｡


前述のように､画像系はデュープレックス構成の 2


台のホス トコンピュータ (M-380S)で成 り立ってい


る｡ 

(1)システム構成

画像系のシステム構成図をFi...に示す｡g125

①画像一次系

運用管制系 と連係 して､画像データの送受信が主な

業務である｡ 

VISSR,HR-FAX,WE-FAXの ような高速大容 量

の画像 データは､ IIICCPで出力 される｡

また､NOAAデー タの集信 も光 ケーブルを介して行

われている｡ 

HCCPにはフレーム メモ リを 1画面分搭載 してあ り､

画像 データの集配信 を リアルタイムでモニタすること

を可能 としている｡

②画像二次系

画像データの二次処理 を行 うため､FIVIS系の装置

群が接続 されている｡ 資源の一部 を開発のためユーザ

ーに開放する目的でTSS端末等が接続 されている｡

③ デュープレックス構成 とフォー/レバ ック運用

画像一次系では､VISSR観測､FAX配信な どのオン

ライン運用を行 っている｡ そのため､長い中断が起 き

ないようにデュープレックス構成 をとっている｡

デュープレックス構成 とは､二つの異なった別の シ

ステム (例えば画像一次系 と画像二次系は業務で必要

とする資源に大 きな違いがある｡)を互いに現用叉はそ

の予備 として機能 させることを可能 とする｡ 画像一次

系の本体系障害時には画像二次系を停止 し､その本体

系に必要資源 (旧画像一次系で使開)の接続 (切替 え)

を行 う｡ 次に､そのシステムを画像一次系 として立 ち

上げる｡

画像一次系､画像二次系 どちらの システムがシステ

ムダウンして も画像二次系の業務 はその ままでは実行

で きな くなる｡ そのため､ システムダウンの間画像二

次系の業務 を運用管制系待機系に肩代わ りするのがフ

オールバ ック運用である｡

フォールバ ック運周を行 うためには画像二次業務に

必要な FIV IS系装置を待機系に接続 して行 う｡ た

だし､待機系 (M -360R)は画像系 (M-380S)に比べて

処理能力が小 さいので運岡に制限がある｡

④ システム試験

システムの修正､改造の必要がある場合､運用中の

システムを停止せずにシステム試験 を行 える構成 とな

っている｡ 画像二次系の仮想計算機機能 を使い､実運

岡から独立 した形で試験系をたちあげる｡ サブシステ

ムインタフェースを持つプログラム試験 を実施する場

合は､予備のCCP及びHCCPを接続する｡その際はテス

トデー タ発生記録処理プロ グラム (GL)が使用 され

る｡ 
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(2)画像一次系の業務

画像一次系の業務はすべてReSOCS′′′LSによってス

ケジュー リングされており､予め決められた時間に決

められたジョブが動作している｡

業務はVISSRの集配信を行うIP系の業務 とHRPT

の集信を行 うHRPT系の業務に分かれる｡ 

IP系で行われるVISSR集信及び､WEIFAXの配信

は､衛星に対 してのコマンドの出力を伴う｡ IP系でコ

マンド送出などのスケジュー′レを一括管理 し､スケジ

ュールに従って管制系にコマンド送出を依頼すること

によって､管制系の業務 と連係を持って行われる｡ 尚

他系へのジョブ起動の依頼 はすべてGSによって行わ

れ ている｡

又､多量の画像データを扱 うためHCCPを経由して

データの転送が行われる｡ HR-FAX及びWE-FAXに

ついては同報機能 を もってい るので､ホ ス トか ら 

HCCPに対 して一種頬のFAXデー タを送 って も複数

回線へ同時出力することができる｡ IP系では集配信 と

その画像の作成の他に降水指数の算出､画像二次系で

使用する画像の準備､雲情報図の原図作成､画像二次

処理を行 う為の基本データの作成を共用DASD上に行

っている｡ 

HRPTの業務ではHRP (- )Tデータ記憶装置 U400

から､HRPTデータの集信のみ行っている｡U-400とホ

ス ト計算機は光ケーブルを介して接続 されているが､

これは-軌道分のデータ (約 110Mbyte)を次の軌道 ま

でにすべてホス トコンピュータに転送 しなければなら

ないため､高速のデータ転送をおこなう｡ 集信の方法

では､NOAAの観測開始時間が定 まっていないため､

ホス トコンピュータ上の集信プログラムは充分余裕 を

取った時間にあらかじめ動作 し光ケーブルから送 られ

て くるデータを待 ち受ける方法をとっている｡集信 さ

れたデータは共開DASDに格納 されている｡ 

(3)画像二次系の業務

画像二次系の業務は､ReSOCSの管理で行われてい

るものの､すべてがスケジュールされているわけでは

ない｡ スケジュールできない理由 として､①画像一次

系の特定ジョブの終了を起動条件 としているものがあ

り､その通知が複雑になる｡ (二次系が ダウンしている

場合等)②マンマシン処理が多い ③不定期な処理が｡

ある｡ ④MTへの累積など機器の操作を伴 う処理が多

い､等があげられる｡ 従って､ これらの制限を受けな

い処理に関してはスケジュー リングが可能で､現在 ス

ケジュール運局を行っている｡ 

FIVIS系装置を利用する業務 として､台風解析､風計 

DKC l)KC 

I 

r)ⅠSKx2 

BM:lc ufilxrlaleCBokMl,pee nrnl 
cIikCnrDk:)s otoller 

Fi... D Cnirto once tg131DAS ofgaincnetdwih 
eachSatelliteControlandOperation 
System.

算､雲解析､軌道 //姿勢等の業務が行われている｡ 台

風解析､風計算､雲解析の処理では画像一次系で共筒 

DASD上 に作成 された準備済画像 デー タ等 を伺い､ 

IDP･GD上のマンマシン作業 により出力デー タの修

正､情報の付加を行っている｡ 軌道/姿勢処理では管

制系で作成されたデータも加えて入力 とし､マンマシ

ン処理をほどこしたデータを､再び画像一次系から使

用できるように共同DASDに作成する｡

基本データを使用した処理では表面温度算出､長波

長放射量算出､雲量分布編集処理が行われる｡ 

HRPTデータは､鉛直温度分布算出処理等に利用 さ

れ､その出力を配信プロダクトとしている｡

又､準備済画像デー タの管理はすべてこの系で行わ

れ､データの更新､参照等はすべて画像管理業務を介

して行われる｡

その他､業務により作成されたデー タの保存のため

MT･CTへJ)累積 /-.lIjニ引 )れている｡ 更に画像二次 
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系でプログラム開発等をサポー トする目的でTSSに

より画像二次系の資源が各端末を通 して使用出来るよ

うになっている｡ 累積､開発等が行われているため､

他系に比べてMTU､CTUが多く接続 されている｡ 

1.3 システムの主な機能 * 

1.3.1 直 接 ア クセ ス記 憶 装 置 (DASD :Direct 

accessSoaeDvc)trg eie

(1DAS) Dの構成

本システムで使用するDASDはシステム固有､運開

管制系共有､全系共闘に分類できる｡ さらにシステム

固有は接続系のちがいにより､ 2種類に分けることが

できる｡

分散システムの各系で動作する業務プログラムは､

他系の業務プログラムで作成されたデータの参照､他

系の業務プログラムJjためにデー タの作成を行 う｡ 共

有､共用DASDとは､このようなデータを格納するた

め､複数のシステムか ら接続 された ものである｡ 各 

DASDについて以下に述べる｡ 

() D2システム固有DAS

システム固有DASDは､OSが動作するために必要な

システムデータセットやIPLプログラム等が格納 され

ている｡

①運用管制系固有DASD

運用管制系はホットスタンバ イ構成 となっている｡

従って､現開系の切 り替えに際 し､配下のアプリケー

ションプログラムを入れ替 えるだけでOS等のシステ

ムの移動は行われない｡このため､このDASDはFi..g1

3.1に示すように､物理系に固定的に接続 されている｡

②画像系固有DASD

画像系は､デュプレックス構成 となっている｡ 従っ

てOS等のシステム全体が切 り替えられる｡ このため､

二のDASDは､Fi...に示すように本体系 と固定的g132

な接続ではなくシステム切 り替えによって､どちらの

本体系にも接続できる｡ 

() D3運用管制系共有DAS

運 用管制系 は全系を管理する運 開 スケジュー ラ 

ReSOCS/GSや衛星を監視するテレメトリコマンド処

理等を実行 している｡運開管制系DASDには､このよう 

M380S#l CPU M380S#2 CPU 

B 
KC 

AKら 
D

A 
凹 

hatLVe rn SD or Secondary

【mage Processing System 

hatlVe DASH of Prlmary 

lnage Processing Systenl 

Fig132 DASDC niuaincnetdwih... ofgrto once t

EachImageProcesslngSystem

な業務によってのみ使用されるデータが格納 されてお

り､Fi...に示すように､現開､待機の両系から常g133

時接続されている｡ 

() D4全系共闘DAS 

これらのDASDには全系から参照 される可能性のあ

るデータが格納 されており､Fi...に示すように全g134

系から常時接続 されている｡ 通常､画像データ等は運

開管制系では使用しないが､フォールバック運転時な

ど特殊状況において使用できるように､管制系にもこ

れらのデータの格納 されたDASDが接続 されている｡

ある系から共闘DASDを使用するときは他J)'系から

のアクセスを防 ぐために､後述のDVSにより装置を占

有する｡ 従って複数系からの複数のDASDの利用が競

合する場合､デッドロック状態 となる可能性がある｡

これを防 ぐためには､ある共同DASDを占有 した場合､ 

*FunctionofSystem

宮崎 稔､岩測茂雄､梶野芳樹､板谷浩樹､関根和夫､ MinoruMIYAZAKI,ShigeoIWABUCHI, 
西田貞明､稲毛重雄 YoshikiKAZINO,HirokiITAYA, 

KazuoSEKINE,SadaakiNISHIDA, 
ShigeoINAGE- 13-
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DAS) Dの二重化 ら切 り離 さtf(ナオロゴならない｡従って､DVCFで二重化(5

DASDには運 岡に必要な多 ､く√)デー タやOSの動 作 されているDASDJ)セ､ソトは､異なるDKCのユニ ､ソト

に必要なデー タセッ トが含 まれてお り､ これ らは高い に接続 されている｡ 

頻度で更新参照 されている｡ 従って この ような装置 J)

3.1

均ア クセ ス速度を高める等の目的か ら二重化が必須 と 当センターの通信制御処理装置は､高速でVISSRデ

な る ｡この制御は､DASDボ リューム上J)デー タをボ リ ー タとFAX画像デー タを送受信するHCCP(高速通信

.2 通信制御処理装置運間中の保守､障害時レ)運閏中断の防止､デー タの平

l-ューム単位に二重化する機能であるDVCF(DualVo 制 御処理装置)ならびにCDAS･ADESS等､外部 シス

umeCon )-テム と本体系 コンヒュ一 夕を接続する中低速回線O刺tr itil

き込みは 2台同時で読み込みはどちらか一方早い方か 御をするCCP (中低速通信制御処理装置)の二つに分

ら､ という制御である｡ 応開フロ ブラムがア クセスを け られ る｡

行 う場合には､二重化 されていることを全 く意識 しrf これ らの装置は､それぞれ予備系を持 ち二重化 され

くてよい｡ ているが､完全に二重動作を行 うことは､制御方式上

oIFac y; ) 書OSブ機能 )で行われている｡

i>

｡そのため回線切替装置 (

のためのコピーがで きる｡ さらに二重化されたDASD 介して､外部装置 との接続関係を変更 し､常に正常な

装置が機能する様 r方式を とり､障害や保守 に対処 し

また､片系運 唱か ら二重化運[削二戻す場合 に二重化 fILSW, をLSW )むずか しい

を複数の システムで共同する場 合の排他制御 を行 うの

laが DVS (DL itrelul Vo me d Op o

n)である｡ (1HCCP() 高速通信制御処理装置) 

Sha n; ている｡DVCFの 

itOp o

本 システムのDASDは､そのほ とん どが二重化 され

ている｡ ただ し画像二次系で使岡する準備済画像デー

タセ､ソトについては二重化を行っていないが､保守な

どでデー タ退避のため共通の予備DASDを弔意 してい

HCCPは､高速U)デー タ入出力装置であ り､本体系 コ

ンヒュー タ ヒは別o)ス-ノ＼- ミニ コンFACOM S 

3500を中核 として､u SSR､HR-FAX､WE-FAXの

各 インターフェ イス装置.'=より情成 されていて､全て

る｡ 二重化されている一 Fi 

また､HCCP;よCPUを持つが､通常は自動運開 され

5.3.1.g 参照)

(6)DKC､DKUの接続形式

本システムのDKCとDKUの接続形式 は､DKCJ)片 ている｡ ,なお試験等て使甲する場合は､オペ レー タに

系が ダウ ン して も運 岡が継続 で きる よ うに 2台 の よるマ二ュア ,L二 ㌢ r∴JtJ可能である｡

TI

k:'/,

DKCの配下 にDKUを接続 している｡ シスチ∴ノ)重要J二軍務で f)る1

J走性 と信相性 を確保するため 

SSRデー タ取得､お

また､共有､共闘DKUを配下に tJつDKCは 1ユニ ツ よびFAX配信言､:∴ 
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技術報告 (特別号 II-データ処理編)

# 2 HR# 3 

A D/A 

I 丁 

HCCP#1 竺 Hソ C 

SLF車]L FF S 

llJ
｣

J+__

一 

~
~
~
｣

〔′し P 

｣ 

igF .1

ドウェア､ ソ7 トウェア両面 で様 々rj工夫が さ

ec3.. on5HCCPCn t.irit o

れてお り､最高600KB,秒J〕高速 デー タ伝送が行われ

onEnv nmen

t二ノ､-

れている｡ ている｡ これ らJ)FSLはシステム切 り替えを考慮 し､

)F

HR AX3 繰WE AX HCCP U同期 を とった後､ 回 2回線 に はホ ス ト計算機上F-F-

i

出力 されている｡ 各FAX回緑 はHLSllT(高速回線切 替 ログラム)か らJ)通知 を受 け､その通知uT)行われた側

装置)に よって､どちらJ)HCCP二二iJ接続 変更が可能で を画像一次系 として認識する｡ 

ある｡ S)HCCPと画像系計算機の様な異rfるシステム間で動

AXの出力信号は､D A変換器 を通 り 1ラ イン毎に 画像一､二次系双 方に常時接続 されている｡ 

Ir)~ CCPM (HCCP管理 プ

②VISSRデー タ回線 は二重 化 されFSを通過 し､常 二

ic

)~作する応開フロ ブラムJ 

erP gralllConlmun a

通信ア クセス法 として､IPCF 

roltL,)r二台 uHCCPで受信 をするデュアJ処理 二なっている｡

現開HCCP障害時 には､自動的ここ予備系二切 り替わ っ れている｡

(h itoIIFacitily)が用意 さ

IPてVISSR菓信 を継続 し､デー タJDL:落を 2-3ラ イン 現弔HCCPまたはFSLJつ障害 は､ニJl CFJ)復帰情

こことどめる構成にf' 報 とHCCPより送 信 されるF )jっている｡ AXJ終了情報 に よ り判

鋤 ICCPは､VISSR受信中にホス トコンヒ1- クが ダ 別される｡ 障害がHCCPMにより確認 されると画像一

Il/-ンして も､引 き続 きデー タはHCCP内J)DASDJ)方 次系か らGSに伝 えられ る｡ それ を受 けGSはSUPを介

して自動的にそJ〕IiCCPを切 り離 し､予備 HCCPある

15

ii-

tsib

i/)-

ここ格納 されるため､デー タが欠損する こと,:く障害回

復後､再送がで きる｡ いはFSLに切 り換 える｡

2台のHCCPと画像系ホス ト計算機 はそれぞれ二重 なお､障害対応U 

leSy e

-

7-)-詳細 につしゝては､13 障害対策機

化されたFSL(Flex m LinkH=よって接続 さ 能を参照｡ 

-



技術報告 (特別号 ⅠⅠ-データ処理編)

⑥ その他の機能 として､QL(QuickLook)モニ タへの

画像表示 も､HCCPで行っている｡ 画像データは､外部

メモ リであるフレームメモ リに転送 され､HCCP管理

プログラムから送 られた起動パ ラメー タをもとにQL

表示をする｡

また､VISSR集信時のスキャンカウン ト表示閏の回

線 と､画像一次系システム試験でGL(GeneretorLog-

ger)を使閏する時に必要なHCCP制御回線が､CCPを

経由し管制系計算機に接続 されている｡ 

(2CCP () 中低速通信制御処理装置 ) 

CCPはCDAS. SIIADES CCP等 とホス トコンヒュ一

夕ヒを接続する中低速回線の全てを制御する装置であ

る｡ (Fig.1.3.6参照)主､予備 とも回線割当は同一 とな

ってお り､一台あた り16〔‥司繰接続可能である｡

現在運局中の回線 は､CDAS(PCN1､ リアル タイム､

コマンド､CDAS情報､DPC情報､以上各 2回線､三

点測拒､VISSR運 剛 吉報､各 1回線､DCPI4回綿､ 

DCPR共 通33回 繰､DCPR個 別23回 線)､ ADESS 

(Alfha/NumericData3回繰､その うち 2回線は末使

開､CDFl回線 )､ HCCP (スキャンカウン ト 2回線､ 

HCCP制御 2回線 )J)約80回線が接続 されている｡ 

①CCPは､実運閏では運用管制系のみて値開きれてい

るが､システム試験等でGLを画像二次系で動作 させる

事を考慮 し､画像系からも使開できる様､全系から接

続 されて いる｡

② ホス トコンヒュ一 夕の中で動 作す るVTAM-Gは 

OSの下で動 く汎岡の通信アクセ ス法であ り､その付加

機能プログラムDCRF(Dynamic CCP Reconfigtlra-

tionFacility‖士障害時にCCPやパ スの自動切替 えを

行 う｡

一方､CCP内ではNCP-G(Network ControlPro_ 

gram)が､デー タ通信 ネ､ソトワー クの中核 をなすプロ

グラム として動作 してお り､VTAM Gと連携 し､効率

的で柔軟なネッ トワー ク管理を行っている｡ 

NCPはVTAMの起動時にホス ト側 よりCCPにロー

ドされる｡ また､ホス トコンピュー タからの通信コマ

ンドに基づ き､端末装置 と通信を行い結果 をホス トへ

返 しているが､その際､各端末装置毎に伝送制御手順

が定められている事が多 く複稚な処理が要求 される｡

従来､ホス トコンピュータで実行 していたこの処理を 

NCPが実行することで､ホス ト側の負荷 を大幅に削減

させている｡ 

CCPU-障害時 にはVTAM G′′ Opr-) - DCRFヒOPF( ea

tionProcedureFacility)の連携で､CCP自動切替えが

実施 される｡

運用管制系 (現同系)のOPは､CCP切替えを確認す

ると､NJE経由で管制待機系に通知をする｡ GSはCCP

を資源再構成の対象 としていないため､このOPが動作

しないとホ､ソトスタンバイ時､CCPが使用で きない状

態になる｡ そのため通知 を受けると管制待機系からも､ 

CCPをアクティベ イトし､常に使開出来 る状態にして

いる｡

なお､障害対処の詳細は､仁3-9障害対策の項参照 

1.3.3 AOF(AdvancedOperationFacility) 

AOFとは､自動化や省力化を推進するために用意 さ

れている諸機能の総称である｡ 当システムでは主な機

能 として､自動IPL機能 とオペ レーションプロシジャ

機能 (自動 コマンドスケジュール､自動応答等)が利

開されている｡ 

(1)自動IPL

自動 IPL機能 は､SVPか らの自動 IPL指示 を受け､ 

SVPに事前に登録 されたIPL機番 とシステムパラメー

タに登録 された自動IPLパラメータによって､OSシス

テムのIPLをオペレータ介入なしに行 う機能である｡ 

JESの起動 までがIPLの対象 となる｡

当システムのIPLが終了すると､業務の起動に関連

したOPにより業務の自動立 ち上げをおこなっている｡ 

(2オペ レー シ ョンプロシジャ機能 OPFOprto) ( : eain 

ProcedtlreFacility)

システムの自動化や省力化を推進するための ソフ ト

ウェア機能 としてオペ レーションプロシジャ機能があ

る｡ これはあらか じめ専開記述言語 (OCL:Operation 

CotoLnug) ( : e-nrl agaeで記述 された処理手順 OPOpr

ation Procedure)をシステム に常駐 す る解釈機 能 

(OPIOprto rcdle trrtrが､その記: eainPoetr lllepee)

述内容に従って実行することにより達成される｡ 

①OPI 

OPIは､一つ√)空間を占有 して動作するサブシステ

ム で あ る｡ その 起 動 と停 止 は シ ステ ム コマ ン ド 

(STARTコマンド､STOPコマンド)により行 う｡ 当

システムではOPIはシステム立 ち上 げ時 日動起動 され

常時動作 している｡ STOPコマ ン ドが 入力 され る と 

OPIは制御 下にある全てのOPの実行 を中止 し停 止す

る｡

② シミュレーション 

OPIには通常の実行モー ドの他にシ ミュレーシ ョン

を実行するモー ドが開意 されている｡OPを運岡で動作

させる前に､OCLの記述Jj誤 りやロジックミス等をチ

ェックすることがてきる｡ コン′､イラの場合､エラー 
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技術報告 (特別号 ⅠⅠ-データ処理編 )

ADESS 

手 と=i:二_ 

Ⅷ■ 
- _｣ 

[享車 上 - ⊂ 

FACOM 

N DATA ,CDF 

FACOM
 
M360R #1 60R #2
 

Fi... C onncinEvrnet
g136CPC eto niomn.

文はまとめて表示 されるが､OPの場合､インタプ リタ

による解釈であるため､一行ずつのデ ィバックとなる｡

シミュレーションJ)手 順は､ (a)シ ミュレーションOPI

の起動､(b)シミュレーションOPの起動､(C)シミュレー

ションの実行 (待 ち合わせ メッセージ等の返答)であ

る｡ シミュレーションが終わると､OPはシミュレーシ

ョン開OPライブラリーか ら運開OPラ イブラリーへ登

録 され､運同便閏が可能になる｡ 

③OP 

OPはOPIのOPラ イブラ リより読み込 まれ､主記憶

上に中間テキス トの形式に変換 される｡OPライブラリ

に対するアクセスは解釈時のみであ り､実行中には行

われない｡OPが起動 されるとOPI空間に作成 されてい

る中間テキス トに基づいて処理を行 う一つの タスクが

発生する｡ 

() の別間3当システムにおけるOP

① システム管理

システム管理 を行 うOPは､IPL時の自動立 ち上 げ､

ワー クデータセッ トU)クリ7開､SYSOUTの クリア

用､CCP切替え開､HLF切替 え監視用､運開管制系LS

の起動開､画像系LSの起動開OP等がある｡

例 えば､画像系 LSの起動 OPは､ LSの起動 J)他に､

白系のLSの異常 を運用管制系に通知 している｡ その方

法 として､OPはLSJ) か らのLS~異常を待 ち合わせ､OS

のABENDメッセージを受け取 る｡ 次にAIMに対する 

MODIFYコマ ン ドを発行 し､AIMレりセッションを停

止する｡ その時点で､AIM断を検知 LGSはその系が シ

ステムダウンしたと認識 し､SUP経由でCPUSTOPを

する｡ そして､オへ レ一夕にメッセージを送 り､シス

テム切替 えを行 うか否かの問い合わせを行 う｡

②その他

保守時における機器の組み込み､切 り離 し等の定型

的な保守手順を一つのOPにまとめることにより､保守

操作の自動化や省力化が行われる｡ 例えば､DKC装置

切 り離 しでは､各系に対 し､配下の装置切 り離 しコマ

ンドやその他のコマンドを､各系の状態を確認 しなが

ら打つ ところを一つのOPを動作させるだけで良 い ｡ 

1.3.4 全系一元管理

本 システムは四つのホストコンピュータからなる分

散 システム構成であ り､各系を一元的に管理するため

に､い くつかの機能がある｡ 以下にその特徴を述べる｡ 

(1S)DCによる監視

分散構成をとる四つの系をオペ レー タが集中的に管

理するためにスケジュール表示卓 (S :ceue s-DCShdlDi

playConsole)が用意 されている｡ SDCは通常､運用管

制現開系に 3台､待機系に 1台接続 されているが､ 

ECS/UNICにより全系の状態の監視､全系へのコマ ン

ド･メッセージJ)送信などを行 うことができる｡ 

ECS(Exteded Console Support)は そ の UNIC 

(UnifiedConsole)機能 により全系か ら発行 され るさ

まざまなメッセージをコンソールに選択的に表示 し､ 
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技術報告 (特別号 ⅠⅠ-データ処理編)

また各系へのコマンド･メッセージJ)送信を行う｡ こ

れはJES/NJEの ノー ド問通信機能 によりFSI経由で

行われる｡

その他ECSには メッセージロギング右上'JtそU)バ＼ソ

クアッフJ)機能を百し､必要に応して過去 V)メ､ノセー

ジを検索することができる｡ 主上階層化 された メニュ

ー形式J)画面による容易ffオへレ-シjンを可能にし

ている｡

ためJ 77 f 1L MessgメッセージログJ) ) IL (IF.l ae 

LoggingFile)は各系ごとに四本ゲーノ弔意 されていて

サ イク1)､ソクに使哨される｡ 王たそれ J,J)ファ 1 し;土㌦

他系で も参照できるJ)で一つJ)系か ら他系J)メッセー

ジ検索 も可能 となっている｡ 

(2)運間スケジューラ.'=よる全系管理

本システムでは蓮田J)中断を最小限こことビノ)る必要

性から運用スケジューラ(ReSOCSGS)言よる全系 J)

管理が行わjしている｡ ReSOCSGSはAIIIやAOFな ど 

uTサブシステム とヒLに各系をリア′) レタイムに監視 し､ 

SDCでのオへ レー ダに上る管理 ヒ補い合って障害発

生時 √)迅速な対応を可能 としている｡

四系は各々､AIM DTPFJ)系間通信機能によ ()お

互 いに通信 をして必要引 苗報 交換 を行 っている｡ 

ReOCS/ M DTPS ′GSはAI Fヒ連携することで各系 J)

状態を監視する｡ Tjfわ (f ~応答を' ,見開GSは各系からJ)

一定間隔でチェックし､ もしそしり応答が返ってニ/㌢ュt

オ‖王､そJ)系をシステム ダウンとみj'fL､ただちにそJ)

系の停止およびオ/､レー クへそJ)ことを通知する｡~ 去

た待機GSは現開GSJ) v)監視を行っていて現唱GSp輿

常を検出すると､旧現開系の停止およびチェ､＼ノクホ (

ン トからJj現唱GSヒしてJ)情報取得､各系へレ)現唱属

性Jj変更指示等を行う ことですみ写,か.1二桁現用GSノ､

移行する｡

またGSは上述 した各系U) PL '応して停止やI ､必要 .=

装置を他の系に接続変更 したい場合二二集中監視制御装

置 ( :ytm Spr-srを通 じて構成制SUPSse ue＼io) 御を行

つ｡ 

SUPは各系に接続 されており､そJ)操作卓あるし鳥

現開J)スケジューラが存存する蓮田管制現同系 か ら各

系にSUPを通 じてCPU STOP､IPL等Jj指/雨 ;でき

る｡ またSUPはI/0ス(､ソチャー ヒfJ接続 され､入出力

装置を他系へ接続変更する｡ 

1.3.5 画像処理機能 

VISSR観測によって取得された画像デー タは､まず

前処理 として画像準備処理が施 され画像デー タセット

二納められる｡画像管理サブシステムではこれらJTー)画

像デー タセ､ソトを一元管理 し､各画像二沃ntr理か らJ)

依頼に対する当該画像デー タセ､日､情報 (所在及び状

態など)J~通知後ブ画像デー タセ､ )) ソトJ排他制御を行

っている｡ ニJ)依栢 7i㌘通知は別 々J)フロブラム問で

行われるため､空間間通信 ヒいう方法が とられている｡

各画像二沃業務で:1､二J)ようここして得/,れた情報

をもとここして､使鞘可能でf)j‖fそJ)画像デー タセ､ソ

トを円い､(画像情報システムを使明して)処理を行っ

て し るゝ ｡ 

Fi...に1J J‖- これらJ)g137 ､L上 〕)流れ図を示 し､＼工 ~檀

要に一)い て述べ /-3っ 

(1)画像準備 tlL埋

画像準備処理 ヒ ;士､VISSR集信 ~~7ァイJLを入力とし

て､画像デー タを画像二沃業務J=JLl増 し易い よ/)に変

ろ換 し､画像÷＼-一夕七､日､.I=格納する L J)てE) C ニ J)

画像デー タセット.I ~画像二沃処理 1人T画像i大部分J) (､ J

処理)で共通:二使用され る｡

画像準備処理では画像デー タセ､ソトを作成する際に､

画像デー タJ~サンフ 二よるラ) リ ング､画像分割､障害:


イン抜け等I) 補間､更に必要に応じて
Jエラ-ラインJ)

投影変換,などJ)処理を施している､-)去 り ､画像処理

はニJ)画像:,:一 夕セ､ソトを使朴 ㌻ることに上って前処

理を省 くことができる｡ 

(2日画像管理サブシステム

画像管理サブシステム､士､画像管理フロブラム､ (

ンターフェ (ス,し-+ン､画像管理ユーテ ィリテ ィー 

J)ソ フ トウェア群才女㌘画像管理デー タベースから構成

される｡ これらに上り､画像データセットJ)一 元管理､

アフリケ-シjンフログラムへJ.画像データセ､) ソト情

報J)適矢口､牧び 画像デー タセットJ)排他制御が実現 さ

れている｡

これらJ)機能によE)､画像デー タセ､バ､を値鞘する

｢′フ リケーi,jン7ロ7ラ∴沃一 a必 要 ヒすろ画像デ

ー タセットJ)指示 (読み 書 き､デー タ種別､枚数な

ど)J)ふて､存在位置 (ボリューム通番､デー タセッ

トF]JJ: 日)-自ら排他制御を行iど)を意識せず ともよい､

う必要はない､ rc)依碩 された画像デー タセ､ソトがノ＼-

ドエラーを発生していた場合､そJ)旨を通知されるJ)

で､言呉←ノてこJ)画像デ-タセ､ソトを使用丁る二とは避

け/,L T] ldる､な どJ),j架を享受できろL

l画像管理プ ログラム

画像管理♯フ シス÷ノ､レ,)中核である画像管理フ ログ

ラムでは､ ~′'フ 171T-ションフロブラムJ)問い合わせ

ここ対する当該 :,- /-_､/十情報 J)TI I ,, :車知､及び更新デー 

- 18-



技術報告 (特別号 ⅠⅠ-データ処理編) 

wChartofImageDataProcessing. 

作成フラグの値 1 2 -1 1

更新者 IDの有無 無 し 無し 有り 無し

排他制御 更新可 更新可 更新不可 更新不可

RDB二二I

7Gi13g...F loflenera

1 排他制御の内容l13e...Tba ろ｡又､更新 (書 き〕依相 を受 け付けた場合は､管理

デー タを検索 し､そJ~結果空 き状態のデー タセッ トが)

あればそレりデー タセ､ソトレ引苫報を通知 し､無 ければ吊

旧デー タセ ッ トJ)情報 を通知する｡ つ まり､更新 デー

タセ ッ トの割 り付けがサ イクリックになるように行っ

ている｢. 

,,いて Lトラ ンザ クシ ョン単位 に排他制御

されてお り､同時 に複数 J)ア クセ スを受け付けない よ

アセッ トJj割 り付けをI''ころ:っている｡ うにrj-)ている｡ 

通知する情幸酎ま管理デー タ (画像管理サブシステム erl空間問通信

では､RDB (デー タベ ー ス)を使 嗣 した AIM RDB 空間間通信 とこ士､別 々 J〕仮想空間内に存在するフロ

taionalteanageiot
for
lCe
llva


)Hasp

Åd dII ma IIMa rR lDa

と呼ばれるデー タベー ス管理 システムを採 円 し

ブラム間レつ通信 を､全てJ)仮想空間に共通な領域 を使

弔して行 う方 法である｡

deleuている) を参照 してI]リ､そJ〕内容は､ボ リューム通 二才‖土､お互 いにQL eNo と呼ばれ る通信受付

)ea＼ierc,ln)

de

S

ueuQ

部をC A (C( mOllS e Ar

eNo

に設定 し､ 二の 

＼リ[1ヒして通信 を行 う方

番､デー タセ ､. ､告､デー タセッ トJ) L/T 状態,fビであるC 

)状態 とは管理 デー タ内の作成フラ グ及 をIi互 い JT)班 )-㌻一 夕セ ッ ト√ _

b㌻＼更新者 IDの有無であ り､ この内容 をTa 3lle･･1に示 法である｡

す｡又､ 二の管理デ- 夕をもとにして排他制御が行わ 実際J)画像管理フロ グラム とアフ ))ケ-ションフロ

れる｡ deueuブラム間J)通信では､ ますお互いのQ eNo を設

例 えば､使唱 (読み)依相 を受 困 寸けた場合､該当 定 し､そjLぞれが動作中でf)ることを確認 したうえで､

deueueNo に対 して通知及び依頼 を行 う｡

上み､そO-結果更新､空 き或いはノ- ドエラー状態な 又､複数 J)依相 が短い間隔 で出 され て も､上述 の) ､ 

Q)_Tニuソトの管理 デー タをRDBよ り読 みJLる画像 デー タセ ､

､ur/,ばその旨を､使 円可能 ならばそJ)デー タセ､. )JI青/T l d'eueuQ eNo .=よる制御で画像管理 プロ グラムは順番

寅 (デー タセ ッ ト名､ボ リューム通番な ど)を通知す に依相を受 け付ける ことがで きる｡ 

-9- 1



技術報告 (特別号 ⅠⅠ-データ処理編) 

M-380 

() S 

NOMAL 

A V … 

TⅠTEERAOSTSOPSⅠOAATNOOER′′0PMLN 

S

‖ 

/
′/＼
＼
/恒

､ 

V 

B 

≡≡宅 

車 

≡≡:弓≡≡匂

vE:?L_
ON 

F ･8Ch gan･3i･1g etoAVM O iotap nfer rom NomalO iotaerp n. 

)画像処理システム

衛星センターでは画像処理システムとして画像情報 ケーションプログラムのシステムへの追加の確認試験

(3 ムのレベルアップ､あるいはユーザが開発 したアプ リ

システムFIVIS(Fu su

m)を採用している これは主 として､画像 可能であるe ｡ ｡

fouIn g dVi allnteratetsji に際 して日常業務 と並行 し､かつ影響の少ないことがrma-

onSy

処理制御装置 ( : moyCnMMCMassMe r o

tsit

､デo

la

)rletr

sp y)､プリンタ装置 

この 2台の仮想計算機はそれぞれ独立 してお り､機

能的には実計算機 と同様 とすることがで きる｡ィスプレイ装置 (I :maDPI geDi

( R n のハー ドウェア及び画像情報

基本サブルーチンライブラリー a

)r
te
irI:IP mageP

su(VI :PLVi r_ folln (2)AVMの構成 

)のソフ トウェアから構成 AVMモー ドで運開する場合､衛星センターでは仮ma onP cess

されている｡ 更にVTR機能 も有 している｡ 想計算機の一万を通常運伺 (VMA)､他方を試験運用 

roit tyraibgLin

画像処理を行 う場合､まずMMCの画像メモ リに画 (VMX)とするようにしている｡ 但 し､M 803- S2号

像データを転送する｡(このメモ リはFIVISに画像処理 機でのみしかこの機能は使開できない｡

専用に設 けられているものである)そしてVIPLを使

用することによって､先に述べた ′＼- ドウェアを使開

した画像処理 を行 うことがで きる｡ VIPLは全てサブ

ルーチンになってお り､FORTRAN 77によるアプ リ

ケーションプログラムにおいてCALLで きるようにな

っている｡ 

MMCは画像 メモ リの管理の他に､デバイス制御､各

種画像処理の機能を有する｡ 各種画像処理 とは､多値

80実計算か ら仮想計算機 に移行する際､M 3 S2号

機のハー ドウェア資源が再構成される｡ 必須資源 とし

てVMAには通常の運岡に必要な装置､lJMXにはシス

テム として成 り立 つための装置 として SYSTEM ･ 

DASD､SPOOL･DASD､PAGING･DASD､共 闘 

DASD､入出力装置､DISPLY装置が結合 され る｡ 

VMA､VMXの各OSにはそれぞれのOSコンソールが

接続 され､OSの資源管理､コマンド入力が独立 して行

及び二値データ演算､座標変換､ベク トル発生､文字 われる｡ ( g1Fi. 8.3. )

発生などである｡ 叉､AVM全体 の運 転 に対 して は､SVP(Se icrv

)rro

3.

e 

P コンソールがVMXの起動 と終了､VMAと 

且つ容易に画像処理 を行 うことができる｡ VMXのCPU､メモ リの分割比率の指定や､AVMシス

テム内で発生 した種々の事象の監視の役割 を果たす｡

1 .6仮想計算機AVMシステム 

これ らの機能を活用することによって､すみやかに cesso

更に､VMAとVMXの間におしゝて資源の移行等に関す

るコマンド等を入力する事ができる｡
(1)目的 と機能 

AVM (Adv trancedViua in
hc
lMa e)システムとは､ AVMシステムはM3802号機で しか動作 させ るこ

1台の計算機 を 2台の仮想の計算機 (VX)に見せ掛 とがで きないが､これは二重ボリュームの共闘サポー

け､それぞれの計算機上でオペ レーティングシステム ト (DVS)の共同システム数の制限により､ 2号機 し

を動作 させるシステムである｡ この機能によりシステ かAVM運 岡がサポー トされないか らである｡

- 20-



技術報告 (特別号 ⅠⅠ-データ処理編) 

) VMX間の資源移行の例AVMによるVMA,(3


通常運用､試験運用の状況によりハー ドウェア資源

をVMA､VMX問で移行す る必要がある｡ MTUを 

VMAからVMXに移行する例 (Fig )をあげて､9.
3.
1.


その考え方を示す｡ 

① VMAのOSからMTUの切 り離 しをおこなう 

② AVMシステム上でVMAか らの切 り離 しをおこな

う 

③AVMシステム上でVMXへの結合をおこなう 

bVMXのOSへMTUの組み込みをおこなう 

.7障害対策機能1


(1)T/C系障害 とホットスタンバ イによる業務再開

運用管制系は衛星運用業務及び､計算機システムの

中心である｡ システム障害に際しても運岡の中断を最

小限にとどめるため､運用管制系システムでは､M-360 

Rの二重構成 とし､AIM/DTPFの系間通信機能を用い

て､ホットスタンバイ切替え機能を構築 し､障害時に

こまIPLなしで自動的に業務を再開する｡

運用管制現用系が異常 となり､ホットスタンバイ切

3.


10
替となるのは､待機系が感知 した系間通信の停止 ( 0

秒間以上 )である｡

系間通信停止の主な要因

① システムダウン

②サブシステムダウン 

③ FSIの異常

次にホットスタンバイによる業務の再開までの手順

を示す｡(自動) 二三三 二 
①待機系GSはAIM/DTPF (系間通信)より現同


系応答なしの通知を受ける｡ この時点で待機系


は現用系として動作を開始する｡


②新現用系は旧現用系CPU停止をSUPERを通 し

て行 う

③新現同系GSは現用系GSとして動作するために

必要な事項をチェックポイントファイルより読

み込む

④新現用系GSは現用系GSとして動作するための 

GS資源構成制御をSUPを通して行う

⑤新現用系GSは現用系GSとして動作するための

/ 

3.
1.
igF .9AnExampleofAVM O iotaerp n
論理系 (ソフトで使用する機番)構成の整合を


行 う


⑥新規用系GSはホットスタンバイOPを起動する｡

⑦ホットスタンバイOPは以下の処理を行う

ィ.GS資源の組み込み

ロ.対応システムへ日系が現用系であることの 

-21-
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技術報告 (特別号 ⅠⅠ-データ処理編)

通知及び白系において運用管制系現同系の するが､オペレータはシステム切替えを行わない応答

ReSOCS/LSを立ち上げる｡ をし､システムを停止させる｡

ハ.待機系業務の終了指示｡ 画像二次系システム停止 とその要因は画像一次系と

こ.現用系業務の再開指示｡ 同様である｡ 

運用管制待機系が現用系障害を認識 してから､約 5 GSは系間通信でAIM/DTPFより画像二次系応答

分30秒でテレメ トリ業務が復旧し､この時点から 1メ 無 しの通知を受けると

ジャーフレーム (約 2分 )が集信 された時点でコマン ① システム切替え問合わせメッセージをSDCに出

ド発信が可能 となり､ホットスタンバイ切替完了し業 力する｡

務を再開する｡ ②問合わせに対 して､オペレータはシステムに切替

旧現用系は障害復旧後には､待機系 として動作 し､ えを行わない様に "OFF"を応答する｡

ホットスタンバイを再構成する｡ 注 )たとえ､システム切替えを行 う "C H ANG''を

(2)画像一次系障害によるシステム切替えと業務再開 応答 しても画像二次系は画像一次系よりも優先

画像処理系はオンライン処理を行 う画像一次系 とバ 度が低いのでシステム切替えは行われず､画像

ッチ処理を行 う画像二次系の 2システムによりデュー 二次系のシステムが停止するだけである｡

プレックス構成されている｡ ③画像二次系のCPUが停止 していない場合 (保守

画像一次系障害時にはAIM/DTPF(系間通信 )の機 等)はSUPを通 してシステム停止を行う｡ 

能を用いてGSが感知し､ただちに､システム切替え問 (4)フオールバック運用

合わせメッセージを出力する｡ オペレータは画像二次 画像二次系白身の障害･保守及び､画像一次系障害･

系業務の運用状況をみて､切替え時機を判断し､切替 保守のためのシステム切替え後､画像二次系業務処理

え応答を行 うことにより､画像二次系の停止､システ は障害が復旧するまで､運用管制待機系を使用し､フ

ム切替えが行われ､画像一次系業務が再開される｡ オールバック運用で業務を再開する｡

画像一次系が異常 となり､システム切替え問合わせ 次に､フォール,バック運用への移行手順を示す｡ 

メッセージがGSより出力 されるのは運用管制現用系 ① MMC/IPCを運用管制待機系に接続変更する｡

と画像一次系との系間通信の停止 (100秒間以上 )であ ②運用管制待機系のスケジュールを停止する｡ 

る｡ 系間通信停止の主な要因は運周管制系の場合 と同 ③AIM/RDB(リレーショナルデータ管理 )を運開管

様である｡ 制待機系で起動する｡

次に､システム切替えによる業務再開の手順を示す｡ ④運用管制待機系で画像二次系フオールバック用に

① GSは系間通信でAIM/DTPFより画像一次系応 画像管理を起動する｡

答無 しの通知を受ける｡ 以上のオペ レーションの後､運用管制待機系システ

② GSよりシステム切替 え問合わせ メッセージが ムを使用し､フオールバック運用で画像二次系業務を

SDCに出力される｡ 再開する｡

③問合わせに対 して､オペレータはシステム切替え フォールバ ック運用では画像二次系の必要最小限の

を行うため "CHANG"を応答する｡ 業務処理を行い､TSSは停止する｡ なお､画像二次系

④GSはSUPを通 して､画像二次系を停止 し､IOリセ 業務に必要なMMC/IPCはホットスタンバイ切替､シ

ット後､旧画像二次本体系ハー ドを新画像一次本 ステム切替え等に備えて､どの系にも接続可能 となっ

体系ハー ドとしてIPLL､LSをWARMモー ドで ている｡

起動する｡ 障害復旧後､次の手順で通常運用にもどす

システム切替えの応答が行われてから､システム切 ①運用管制待機系で起動 している業務 (AIM/RDBを

替えが完了し､業務が実行されるまで約 12分～13分程 含めて)を停止する｡ 

度である｡ ② MMC/IPCをOFFLINE状態にする｡

旧画像一次系は障害復旧後､画像二次系 として稼働 ③画像二次系を再起動する｡ 

する｡ ④ MMC/IPCを画像二次系に接続する｡

(3)画像二次系障害 ⑤画像二次系スケジュール問合わせに応答する｡

画像二次系障害時には､画像一次系 と同じく､GSが ⑥運用管制待機系スケジュールを再起動する｡

感知し､システム切替え問い合わせメッセージを出力 以上のオペレーションの後､通常運行を行 う. 
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技術報告 (特別号 ⅠⅠ-データ処理編) 

(4)HCCP障害 と業務の再開 

HCCP装置はスーパー ミニコンS-3500とICU装置 

(インターフェイス ･コントロール ･ユニット)で構

成され､二重化されている｡ また､ICU装置からVISSR

回線は直接､FAX回線はHLSWを経由して接続され

ている｡ 

HCCP装置障害 としては､HCCP本体装置 (S-3500)

障害 とICU装置障害の二種類に分けられる｡ いずれの

障害の場合でも現開HCCP装置より待機用HCCP装置

に切替え後､処理を続行する｡ 

HCCP本体装置現用障害時の切替え手順は次の通 り

である｡ 

①GSは､画像一次系で起動しているHCCP管理プロ

グラムからの現用障害通知により､SUPに待機用

への切替 え依頼｡

②待機系は､新現用HCCPと認識 される｡ 

③ SUPはすべてのICUの切替えを行う｡

④切替え完了時点で､障害 HCCPはSUPにより､シ

ステムを停止される｡ 

ICU装置現用障害時の切替え手順は､次の通 りであ

る｡ 

①GSは､画像一次系の当該使用STEPからの現用障

害通知により､SUPに待機用HCCPへの切替え依

頼｡

②待機系は､新現用HCCPと認識される｡ 

③ sUpはHLSWにより切替え対象ICU毎に新現用

系に､切替えを行うが旧現用系使用中の正常ICU

は切替え移行中となり使用終了時点で切替える｡

④切替え終了時点で､旧現用系はSUPによりシステ

ム停止される｡ 

(注) 待機用HCCPが登録されていない場合は､障害 

ICUのみの切離しを行う｡

本体装置障害､ICU障害の二重障害は本体装置障害

ヒして､障害対応をするr 

vISSR巣信中に当該ICU障害､またごま､現周本体装

ギ障害で待機系HCCP装置に切替えられた場合､切替

え完了までの間､ ∠ライン程度のライン抜けが発生す

る｡ 

FAX配信中に当該ICU障害､または､現用本体装置

障害で待機系HCCP装置に切替えられた場合､ライン

抜け､同期づれ等の障害が発生する｡

障害HCCP装置が復旧後は､待機用HCCP装置 とし 

て組込む｡

オペレータによるHCCP障害の感知は､待機系 も含

め､SDCのメッセージちるいはSUPER-GD画面の色

の変化によって行 う｡ 

(5CC 障害 と業務の再会) P

CCPはCDAS､ADESS､HCCP(スキャンカウント 

GOC表示､HCCP制御プログラム)などと運用管制系 

(現用系､待機系)とを接続している｡ 

CCP障害の対処 として､LSW (回線切替装置)を介

して予備CCPと切替えることがで きる構成 となって

いる｡

次に現用CCP障害時の予備 CCPへの切替 え手順を

示す｡ 

① vTAM-G/DCRF (動的CCP再構成機能)がCCP

ハー ドウェア障害､または､NCP-Gソフトウェア

障害検出｡ 

② VTAM-G/DCRFはSUPにLSWを予備CCP側に

切替え依頼｡ 

③ VTAM-G/DCRFは②確認後､予備CCP側にNCP

をローディングする 

④ VTAMか らのCCPが切替わった旨のメッセージ

を現用系常駐OPが受けて､NJEにより待機系にも

この旨 知する

⑤待機系では､CCPが切 り替わった旨の通知を常駐 

OPが受けて､待機系からも使用できる状態にす

る｡

障害発生から切替え完了まで30秒前後で業務の再開

をする｡

障害CCPは復旧後､予備CCPとして組込む｡ 

1.4 センタ管理 *

当システムは多数のユーザーによって共同利用され､

その処理内容も多種多様である｡ このような共同利用

を円滑にはかるために､ユーザーの資格検査､ジョブ

の監視､データセットの保護等を行う必要がある｡ ま

た計算機センタを運用するにあたり､CPU､リージョ

ン､DASD､MTU等のシ 'テム諸資源の使用状況も把

握 し､システムあるい は運用の再構築､業務変更等に

対処できるようにしておく必要がある｡ これらの管理

機能をセンタ管理 と称 L/T弓り､当センタでは､ユー 

*CentralControl

鈴木万寿雄 MasuoSUZUKI
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ザ管理､ ジョブ管理､デー タセ ッ トの管理､ システム e1 許容検査テーブル41..lbaT
統計情報の管理､システムロギングの管理等を行って

いる｡ 

センタ出口ルーチン

センタ独 自の利開税制 を定めたプログラムでジョブ

文解釈､ ステップ開始､装置割当等特定の事象を契機

として呼び出 される｡ 総てのジョブはこのルーチンを

通 り検査 を受 ける｡ 主な外部仕様 は以下の とお りであ

る｡

① ユーザー識別名の発行

業務 グループをもとにした英字 2文字数字 2文

字か ら成る｡

41..

データセット種別 (データセットグループ名)

ユーザジョブクラス SYSnシラステムイカ tJ 車 級 曲理藁葺鮎二車 

敵 1_,. 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○

恥 ".0 ○ R × × × △

馳 ユーザX,Y R ○ × × × ○

些# (1) A～H R 良 × R ○ △ 

②課金番号の発行
○ 全てのアクセス可能 

△ READ/NRITE可能､作成/削除不可(自分のユーザデータセット以外) 
ユーザ識別名を t,とに計算 される｡ × アクセス不可 

③DASDデー タセ ッ トをシステム､運 円､開発等の種

別に分類 し､ これをデー タセッ ト名の第一修飾

子 ヒす る｡

R READのみ可､NRITE､作成/削除不可 

③FIBジョブコマ ン ドの利開資格

④ ジ ョブ種別 とジョブ クラス ④動的割当の際の装置のマウン ト要求資格

ジ ョブを保守､運用､開発等の種別に分類 し､ ⑤ ログオン時の最大 リージ ョンサ イズ

使用するジ ョブ クラス及びデー タセ ッ トをジ ョ ⑥ ロ グオン時の省略 リージ ョンサ イズ

ブ種別単位で制限する｡ ⑦ ログオンプロシジャ名

Sザか TS ユーザかの区別

DASDボ リューム全体 に対 しア クセ スするユー ⑨最大 ジョブ数

テ ィリテ ィの使開者を制限する｡ ⑩課金番号 

⑥ JOB文の規約 (2)ジョブクラス ･デー タセッ ト使岡の制限

(9ユーテ ィリテ ィの使用規制 ⑧バ ッチュ -

OB文に記述するバ ラメタの形式 を規定する｡J

⑦LOGONコマン ドの規約 

センタ出口ルーチンによりブ′レ-プ毎 にジ ョブ クラ

ス､デー タセッ トの使岡が規制 されている｡Ta

TSSセション開設時のLOGONコマン ドの形式 1に許容検査テーブルを示す｡ 

を規定する｡ 

1.4.3 ジョブ管理

ll4e..b

Sb tusysetysemdtanarS

e


S
'S

teneta
D


42..

gra

1

ユーザ管理 はS PP MF( d S


m P


とい う制御 プ ロ グラム を使 用 して行 わ れ て お り､ 出口ルーチ ンによって行われている｡ 

DCUM ( aC rUsrMa

Jboユーザ管理 ジョブの入力 ･実行 ･出力 自体はJES( ltryEI

m)によって行われ るが､CPU､ リー ジ ョン､-Pro

nnageS tyse/kacage m Ma metF )tyiliac デー タセ ッ ト等の資源利 開場制 はDCUM及 びセ ン タ

)l ten｡nage とい うサブ (1)ジ ョブ数の制限

Sシステムが常時動いてTS ユーザ､バ ッチューザを一

元管理 している｡ 個の イニシェー クに対応することか ら､JESの起動時

(1)ユーザの登録 に イニ シェ一夕の起動 を制限することで全体のジ ョブ

セ ンタを利 用す るユーザは総 てDCUM管理簿 と呼 数が定 まる｡ ジ ョブ数制限はDCUM管理簿上で一般ユ

ばれるファイルに登録 されていなければならない｡登 ーザに対 してのみ定義 されてお り 1ユーザ最大 5個で

システム全体 のジ ョブ数については､1ジョブが 1

録作業 は最高管理者 (

項 目を以下 に示す｡ (2)資源別間の規制及びジ ョブの監視 

① ユーザ名 DCUMはユーザ管理の他 にジ ョブ監視機能 によ り

② グループ名 資源利岡の税制を行っている｡ リー ダ､ジ ョブ クラス､ 

)OOPS のみ可能である｡ 主な登録 ある｡ 

-4- 2
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出力 クラス毎に制限を設け､特に一般ユーザのジョブ

に対 してはリージョン及びCPUの使同量､SYSOUT

出力量 を制限 したり､リアル リージョンの使開､業務

用装置の使開禁止等を行 っている｡ 但 し特殊 ユーザ 

(s x , xPMx, x ,0)p xMNx , xTS x//0のジ ョブについて

はジョブ監視の対象からはずしてお り資源利用規制の

制約 を受けない｡

なおDCUMの規制はジョブクラス､出力 クラス等項

目毎の定義であり､どのジョブが どのジョブクラスを

使用するか と言った組合せの定義はセンタ出口ルーチ

ンで行われている｡ (Table1.4.1参照) 

DCUMのジョブ監視機能 はジ ョブ管理簿 と呼ばれ

るファイルを基に行われている｡ ジョブの受付･開始･

ステップの終了等の際の メッセージ出力はこのジョブ

管理簿を参照 している｡ また､ジョブあるいはTSS終

了後に出力 されるセパレータ (資源使開情報､ジョブ

あるいはセション情報等の一覧を記述 したもの)の形

式の定義 も行 っている｡ 

1.4.4 データセットの管理

当センタのDASDデー タセットは､ユーザ名で始 ま


るユーザデー タセット､グループ名で始 まるグループ


データセットの 2つJ)形式を取る｡ ユーザデー タセッ

トはそのユーザ名と同じユーザが作成 ･登録 ･管理を

行う個人的なものであるが､他のユーザからも参照 ･

書込みが可能である｡ これに対 しグ)L,-ブデー タセッ

トは各種 ライブラリ及び業務 ファイルとして使開され

ているため､作成､登録､書込みはもちろんのこと､

参照にも制限が加えられている｡ グルーブ名の定義は

センタ出口JL,-+ンによって行われており､主なグル

ープ (デー タセット種別) とユーザの関係はTablel. 

i.1に示 したとお りである｡

この他にデー タセ､ソトの管理 としてカタログ管理機

能があげられる｡ また､パ スワー ド､満了日付による

保護 も可能である｡ 

Ll)カタログ機能による管理

デー タセッ トの装置名､ボリューム通番等の情報を

あらかじめ台帳に登録 してお くことにより､データセ

ットを割当てる際 これらの情報の記述を省略すること

ができる｡ この台帳をカタログと称 している｡

当センタのカ タログ管理 はVSAM (Virtual Stor-

ageAccessMethod)というア クセス法の中のカタロ

グ管理機能 を使用して行われてお り､システムに 1個

㌍け存在するマ スタカタログとそれにぶらさがる複数 

∫)ユーザカタログから構成されている｡

バッチジョブにおけるユーザカタログの一般的な指

定 として､カタログ直接指定 とデータセット第一修飾

千 (ユーザ名あるいはグループ名)による指定がある

が､後者の指定方法が可能 となるようユーザカタログ

には第一修飾子 と同 じ別名を与 えている｡ 例 えば､ 

UD99.A.DATAというデータセットをアクセスする

場合､ユーザカタログ(MSCUCATlとする)を直接指

定していなければ第一修飾子による指定方法が取 られ

｢UD99｣ という名前のユーザカタログが参照 される｡

と ころが この ｢UD99｣とい うユ ーザ カ タロ グは

｢MSCUCATl｣ の別名であるので これを参照 したこ

とになる｡ 

TSSの場合 はログオン時にユーザカタログが指定

されているため､自動的にそのカタログが参照される｡ 

(2)パ スワー ド及び満了日付

センタ出口)L,-チン､カタログ管理で基本的なデー

タセット保護が行われているが､更にパスワー ド､満

了日付を設定することで二重､三重の保護が可能であ

る｡ 当センタでは､システムライブラリ､運用ライブ

ラリのい くつかに満了日付が設定 されてお り､この日

付に達するまで特別なユーザ以外は書込み不可 とし重

要なデー タセットの保護をはかっている｡ 

1.4.5 システム統計情報の管理

システム統計情報は､課金情報､システム利用情報､

デー タセット情報等に分類 される｡ さらにこれらはジ

ョブ終了レコー ド､ ステップ終了レコー ド等のレコー

ドタイプ別に分項 される｡

これらの情事酎まSMF(System ManagementFacil-

ity)というサブプログラムによって自動的に収集 ･保

護 されるSMFデー タセッ トに格納 される｡ このデータ

セッ トを毎 日MTに吸い上げ､さらにそれを基に日､月

単位で統計 ･解析処理を行っている｡ 

(1MTへの吸い上げ及び保存)

sMFデー タセットは各系 2つずつ持 っているが､1


個のデー タセットは 1-2日分の容量 しかないため､

毎 日データセッ トの切 り替え及びMTへの吸い上げを

行っている｡ そのMTは､運用管制現用系､待機系につ

いてはそのまま保存 し､画像一次､二次系については

情報量が多いので必要な部分だけ保存 している｡ なお

保存期間は次のシステム更新 までである｡ 

(2)統計 ･解析処理

一般ユーザが利用できる画像二次系及び運用管制待

機系については月単位でANALYST(Analyzer for 

statisticalData)とよばれる統計データ処理パ ッケ-
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ジを使用 しシステム情報の統計 ･解析処理を行ってい

る｡ この処理ではジョブクラス毎のCPU使用時間及び

ジョブ走行時間 (CPU負荷)､TSSユーザ毎のCPU使用

時間及びセション時間､ユーザ毎の NLP出力ページ

数､TSS端末毎のセション時間等を求め､システム資

源の利用状況の把握に役立てている｡ 

1.4.6 システムロギングの管理

ここではメッセージロギング､ハー ドエラーロギン

グについて説明する｡ 

(1)メッセージロギングの管理

システムか ら出力 されるメッセー ジはECS(Exted-

edConsoleSubsystem)というサブプログラムによっ

てMLF(MessageLoggingFile)に格納 される｡ MLF

は系固有の ものであるが､何れの系か らも参照で きる

よう共用DASDに存在する｡ MLFはVSAMデー タセ

ットであ り 4つに分割 されサ イクリック使用 される｡ 

MLFは業務調査 上不可欠なデー タなので定期 的 に 

MTに吸い上 げ 1年間保存 している｡ 

(2)ハー ドエラーロギングの管理

ハー ドエラーを軽微なうちに発見 し処置するために 

ELOG(Error Lngging)デー タを毎 日 リス ト出力 し 

MTに吸い 上げている｡ ELOGデー タの分析 は/､- ド

の詳細に係わるためCEによって行われている｡ 

1.4.7 ユーザ開発環境の管理

ユーザは各課 に設置 されたTSS端末､OPR(Office 

Printer)の他に､画像二次系計算機資源か ら成るユー

ザ室を使用することができる｡ ユーザ室にはTSS端末

の他､MTU､CTt '､ FPD装置が設置 されているが運

周に悪影響 を与えt,:いよう以下の工夫がなされている｡

①業務用装置 との区別

業務用装置 と区別するためにユーザ伺装置 グループ

を設定 し､一般ユーザが業務用の装置を指定 して もユ

ーザ用装置に置換わるようにしている｡ なおこの定義

はDCUM初期化パラメタによる｡ 

② OSサブコンソールの制限

ユーザ室 には画像二次系のOSサブコンソール 1台

が設置 されているが､表示コマンドあるいはシス ｢

からの要求に対する返答1､丹十は受付ないよう了1､

いる｡ 

*System Maintenance

田代 誠 MakotoTASHIRO
 

1.5 システムのメンテナンス* 

1.5.1 ハー ドウェアメンテナンス (保守)

計算機 システムを構成する装置のハー ド障害によっ

て､システムの一部 または全体の動作が出来な くな り

業務停止 となることがある｡

ハー ドウェアメンテナンスはこのような状態を防 ぐ

ために､定期的に機器の点検､調整 を行 うことである｡

保守の際の装置の切 り離 し､切 り戻 しは手順を簡略化

するためにOP化 されたコマンドを使用 している｡

保守 にあたっては､まず､当センターの職員が運用

システムより対象 となる装置の停止､切 り離 しを行っ

た後CEにひきわたす｡

また､保守 日時､運伺スケジュールの調整及び機器

の切 り替 え等を行って運岡への影響 を最小限にとどめ

ている｡ 

(1)本体系の保守

①保守周期 3ケ月 保守時間 2時間

②運用管制系の保守

運用管制現開系についてはホッ トスタンバ イ切 り替

え後保守 を行 う｡

運開管制待機系の保守はそれを停止 させて行 う

③画像系の保守 

(M-380S 1号機､ 2号機)

画像一次系の保守はシステム切 り替えを行った後､

保守する｡

画像二次系については画像二次系業務をフォールバ

ックし′十二後､保守するっ 

i) (DASD)の保守)直接アクセス装置 

主､DKCの保守 

(a)保守周期 6カ月

保守時間 4時間～8時間 (1ユニ ット) 

(bDKCの場合 は配下のDKUすべてを切 り離 し上/%) (

保てする｡ (配下のDKUもこの時一緒に保守する｡) 

/F,固有DKUの保守 

(a)保守周期 6カ月

保守時間 5時間～7時間 

(h)固有DKUにはページデー タセットが含 まれてい ろ ｡

ページデー タセ ッ トを持つDKUはDVCFによる二車

什の対象になっておらず (正副で もっている)一旦切

り離 されると次の本体系のIPLまで本体系に組み込 ま

れ Jない IL碓って十体系州呆守 (Pを伴 う)の直前仁保
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守を一㌦

運間T)中断.iあらかじめ､正から副のページデータ

セット二オペレータが切 り替えることにより発生 しな

い ｡ 

(CVM運用に必要なIL) P ､資源管理VOLUMEは二重化

の対象になっておらず固有DKUに含まれている為､該

当するDKUの保守を行 う場合はVMの運用は出来な

い ｡

③共用DKU 

(a)保守期間 3ケ月 (6ケ月に 1回はDKCと同時)

保守時間 2時間 (1台につき) 

() 配下の場合bDKU全てがDVCF

DKCから対象装置を切 り離 し保守する｡ 

(CDKUにDVCF) 配下 となっていない画像管理配下の

データセットを含む場合

保守対象装置の画像データセットを保守閏DASDに

退避させた後システムから切 り離 し保守する｡

その為保守周の退避用のデータセットが同意されて

いる｡ 

(3)予備系をもつ周辺装置の保守

①現用衛星用GOCとSUPERGD 

(a)保守周期 3ケ月

保守時間 2時間 (4台) 

(b)GOCはすべて同時に切 り離す と衛星状態の監視が

できな くなるので個別に待機 GOCに切 り替え､保守

する｡

②高速通信制御処理装置 

(HCCP#1,HCCP#2の保守) 

(a)保守周期 3ケ月

保守時間 3時間 (1台)

肋	 現用系HCCPを保守するにはGSによる切 り替 えを

行った後､保守をする｡ 

(C)なおFSLも同時保守する｡ 

(4MMCGMCの保守) ,

(a)保守周期 3ケ月

保守時間 2時間 (1台) 

(bMMCの保守は予備系がないので､MMCスケジュー)

ルの空時間に保守する｡ 

(CMMCにはI が 2台IPRが 1台接続されており､こ) DP

れらをシステムから切 り離 し同時に保守する｡ 

(d)GMC及 び配下 に接続 されているGDは､業務 が 

MMCと並行 して行われるためMMCと同時に保守

する｡ 

(5S)DCの保守 

(a)保守周期 3ケ月

保守時間 2時間 (1台) 

(bS)DCは各システムか ら出力 されるメッセージを集

中監視 しており､SDC4台により機能分担を行い円

滑な運用を行っている｡

保守は 1台ずっ行い保守中は他のSDCに分担を移

す｡ 

(6)その他のⅠ/0装置の保守 

(a) FSI

保守周期 6ケ月 保守時間 2時間 (2台) 

(b) NMC

保守周期 3ケ月 保守時間 1時間 (1台) 

(C) MTU

保守周期 1ケ月 保守時間 2時間 (2台) 

(d) CTU

保守周期 1ケ月 保守時間 1時間 (4台) 

(e) LP.NLP

保守周期 2週間 保守時間 2時間 (2台)

画像二次系のNLPの保守中は画像一次系のNLPを

代用する｡ 

(f)CR


保守周期 1ケ月 保守時間 1時間 (3台)
 

(g) RSA

保守周期 6ケ月 保守時間 2時間 (1台) 

(h) CCP

保守周期 6ケ月 保守時間 2時間 (1台) 

1.5.2 ソフトウェアのメンテナンス

当データ処理サブシステムでは気象衛星業務を運用

するために数千に及ぶプログラムが常時動作 しており､

それらのプログラム群は運用後の修正や新機能の追加

が頻繁に行われている｡ また必要に応 じた新規プログ

ラムの登録および運用への反映などを行う必要がある｡

そのためそれら一群のプログラムをソースレベルで一

括管理 し､更新作業 ･新規登録を円滑に行っている｡

またシステムの基幹 ソフ トウェアであるOSは全系

に共通のものが使われており､その修正 ･機能追加に

さいしては時期をみて全システムに反映させなければ

ならない｡

このようにソフトウェアの保守はハー ドウェアの保

守 と同様にシステムを運用していく上で重要な作業 と

なる｡ 以下にその概要を述べる｡ 

(1)運用のためのプログラムの保守 ･管理

業務プログラムなど運用のためのプログラムの保

守 ･管理はプログラム保守管理者により一括 して行わ

れる｡ プログラム管理ではプログラムの更新､新規登 
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録､不要なプログラムの削除､バ ックアップ､および

それらの履歴の作成を行う｡ その対象 となるソフ トウ

PDTfEEAEiQSrU

<CMO> <UPD> 

ェアは以下の ものである｡

業務プログラム

スケジュールデータ

業務データ
PR∝;RAM仰DIFY
 

他にも汎用プログラム､共通に使周されるライブラ (PMX;RAMMER)
 

リ等があり､一部はメーカーの管理 となっている｡ な

おここで言うプログラムの更新は管理レベルでのもの
RE fCK):MASTE NVIK)NMENT 

(oRPRKRAn) 
UP PAEEVf)nN

であり､プログラム自体の修正は開発担当者によi日子
D:UDT NIKNET 

(ORPm RAn)われる｡
L‥ SNL DA KDLI:IGELDr)UE 

MAKEUPP耽 ESS
プログラムの更新にさいしては､開発者がプログラ 2･L E DDr ELH .川KDLA t)Du.

UP で行った)D(
HAEU FXESSK PPX:

ム修正を一定の決められた修正環境 SFM:∝肥DULEDATA 
MAEU FXESSK PPX:

rogramoow

o

nera

n

151g...

SF :A:HEDULEFILE 
APL:APPLICATIONLIBLARY 

修正 されたプログラムは､まずマ スタ環境である 

MO( tOff が管理す

後､保守管理者はそれを運用へ反映 させる｡

)ice

Fi Ge lFl fP Ma

metfrOp

C nMa mennageioi tguraC fon

るプログラムライブラリに登録する｡ MOが管理する

ライブラリには業務別 ･種類別い くつかのライブラリ

C

FErL肝刀(ETAD)Lnrogramがあり､いずれ もGEM( lPGenera itngidE

Ma met F

GEMはそれ らのライブラリを効率よく一元的に管理

nnage に よ り管理 されている｡)
ites
iliac
-nage

ion.tera
するためのソフ トウェアツールであり､モジュールの

レベル管理､スペースの節約のためのプログラム圧縮

Cなどの機能をもつ｡ MOに登録 された修正モジュール

は決められた処準による翻訳および結合 ･編集を行っ

た後､運用のライブラリに登録 される｡

CP

6.

D

1

の大型電子計算機 システムを使用 して行なう

運用スケジューラ* 

RSeまた運用スケジューラ ( OCS

ケジュールデータは特別なデータ形式をもつため､デ

)SL/ で使用するス

SS業務処理は､衛星へのコマンド発信､VI R画像デー

ータ変換を行った後､スケジュールファイル (運用ラ タの集信､各種FAX画像の作成･配信および画像デー

イブラリ)に登録 される｡ タ処理のための基本データの作成等を厳密な時刻 スケ

GEMによる管理を含めたプログラム保守･管理の一 ジュールにもとづしゝて､逐次､多重に実施 している｡

i151g...

)2(

例 をF に示す｡ 

OSの保守 業務処理の自動運用を実現する必要がある｡ さらに､ 

このため､何 らかの方法でスケジュールにもとづいた

基幹 ソフ トウェアであるOSのシステムへの組み込

ltuaみ に当た って は､まず画 像 二 次 系 で VM(Va

42時間連続運用､システムダウン時の計算機システム

と業務処理スケジュールのすみやかな復旧および作成

P

i :ne
hc
Ma 仮想計算機)による機能試験 を行った後､ こ

れを全系に反映する｡ この際システムの停止､再ILを

されたデータセットの有効性の管理等 も要求 される｡

Shdlceu

S
Se
6..

これらを総合的に満す自動運用ツールが運開スケジュ

e Op

1 1 R OC の機能概略 

&
伴 う｡ 実際の修正および機能試験はSEによって行われ

る｡ 

Resource

S tyse

RSe

C ltonro

ーラ : OCS (

m)である｡ 

iontera

.IFRSeOCSは､次のような基本機能を持っている｡ Gl

S
hdlceua

ktsaas
ioO tpera* nS

石川正勝 Ma uIHIKAWA 
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OSIV/F4 MSP 
作成されたデータセッ トの有効性は､全て利男者プロ


グラムで行なう必要がある｡ OCSの資源管しか し､ 

理は､この有効性 を管理 し､後続の業務処理に対 して､

という概念を導入し､業務処理プログラムが動作する

上で､全ての資源が確保できない場合で も､必須資源

が確保できれば業務処理プログラムの動作を可能 とし

ている｡ 

(4) 業務処理 スケジュールの復旧処理 

RSe

データセッ トの確保を 御 している また､必須資源制 ｡

M 
e
s
A
P 

APPLICAT ION
 

PROGRAM
 

OCSは､系のシステムダウンが発生 した場合､リカRSe

バ リ後､系内で動作 していた業務処理 スケジュールを

自動的に復旧する｡ 

(5)スケジュール,シミュレーション 

OCSは､業務処理の内容や処理 スケジュールの変

更 に対 して､ スケジューー)レのチ ェ､ソク､業務処理 と 

RSe
S:R eadS eO nC lS
P :M lS elleApp nP

tysem. 
kacage. 

tonro
io

io
li tca

tpera


t
i
hdlceu
ta

nesourc
l iteeoroogca

CO
A

RSe
MSe

Fi ma cd m ofs warftoiagraitShce161g...

i itgura on.f

ec -on RSeOCSとの間のインタフェースの確認のためのシミ

ュレーション機能を持つ｡ シミュレーション機能 は､

オペレーション訓棟等に応伺することが可能である｡ 

に 

す｡ 

61. OCSの ソフ トウェア構成上の位置づけを示RSe

62..I

RSe

Se

RSe

6..1 2 R

OCSは､以下の 3つの管理プログラム とユーテ

ィリテ ィプログラムで構成 される｡FG1 に分散 シ

ACOM M- R､ 2台およびM- ステムの各系における 

台による疎結合分散 システムの形態 をとっている｡ づけを示す｡ 

063F

OCSの構成 と機能 

(1) 疎結合分散 システムの管理

気象衛星セ ンターの大型電子計算機 システムは､ 

S083 ､ 2台の計 4 OCS管理プログラムの位置

OCSは､各システムを系 という概念で とらえ､一つRSe

SRSe

:(/

′

RSe

RSeRSe

OCS GSGl

の系から各系を統一的に管理 している｡ OCS/GSは､ OC の中核 をなす管理プログ

(システム)がダウンした場合､その系の特性 (運用 ラムであり､現岡 と待機の二つで構成され､その各々

管制系は､ホッ トスタン切替え､画像系は､システム は運開管制系 (現開) と運周管理系 (待機)で実行 し､

b tusyseioO tperabloa nS m)(1)

OCSは､系 

切替え)によって､復旧処理を行なう｡ また､系に接 RSeホットスタンバイ情戒をとる｡ 

続 されている装置､スイッチの切 り替 えや､HCCP装置 算機 システム全体の系管理を司るプログラムである｡ 

COCS/GSは､DP 計

の障害時における自動切替 えを行なう｡ このような系

管理を行なうことにより､ トー タルシステムダウンの

/RSe ′.OCSGSは､分散 システム全体を一つのシステム

として一括管理 し､システムの立上げ､停止､状態監

)2(

少ない高信頼性 システムを実現 している｡ 視､システム切替えおよびオペレータインタフェース

業務処理 (ジョブ)のスケジュール管理 の機能を持つ｡ システムの立上げ､停止には全系一括

iervS

RSeOCSは､時刻による業務処理プログラムの自動

起動を行なう以外に､決められた時間内に処理が終了 がある｡

しない場合､自動的に業務処理プログラムを強制終了 全系システム一括立上げは､ まず､SUP(UP

立上げ､特定 システムの立上げ､特定システムの停止

-

し､後続のスケジュールを保持することを可能 とする｡

また､業務処理開始時､必要な資源が確保出来ない場

sor)か らの指定 システム 

系 :運開管制系)のシステムIPL (

RSe( OCS/GSが存在 す る

rogramiaIitn l P

合､許容時刻 (後続のスケジュールに影響を与 えない

範囲) まで業務処理プログラムの実行を抑止すること

droceureiterao

RSe

ingL doa )後､OP (Op nP )からの開

始コマンドにより OCS//′GSが起動 され､この系が

ができる｡ 

(3) 業務処理プログラムが使用する資源の管理 

RSe

P

運開管制系現用系 となる｡ 

テムILをSUPにより自動的に行なうとともに各系の 

OCS/GSは､他系のシス

L/RSetyseinO tperaRSeOCSは､OS( gS OCS

管理 とは異なる独 自の資源管理を行なっている｡ 通常､ ムを立上げる｡ 

m)が行なう資源 S(後述)の起動を行なうことで全系システ
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一次系のシステムダウンを認識 し､CPU停止 を行なOC

ータからの開始コマンドにより､やはりSUP経由で立 つ
ヽ

｡ 

/SRSe GSへのオペ レ特定システムの立上げは､ 

OC

ペレータに問合せる｡ オペレータからの切替え要求に

/SRSe GSは､SDCにシステム切替えの有無をオ上げを行なう｡ 特定システムの停止は､オペレータか ②

OC

を停止する場合 と､システムダウン時､AIM/DTP

Ad d I ma Ma Di

nP gF

F 

/nager

/S

iton

RSe

in

fnor

rocio


vance


tansac


(

Tr ess

GSが確認 して､その系らの停止コマンドを 

より､SUPから画像二次系のCPU停止を行なった後､

画像一次系 としてシステムを立上げる｡ 同時に､必要b dtueitsr

装置の (HCCPNL. P､磁気テープ等)の切替えを行な)からの通知によりtyiliac

OCS

停止する場合がある｡

/RSe

inhdlceuLoca

62..

RSe

I

GSがシステムダウンを認識 して､その系を う｡ 切 り替え不要の応答を行った場合は､画像一時系

はシステム停止のままとなる｡ 

L

Se

/

2)R OC S( lS g Op

m)Sb tusyse

の各系で動作する 

(

RSOCS S ､FGlは に示すように分散システムe

L/S ionteraシステムの状態監視は､運用管制系 (現用､待機)

および画像一次系､画像二次系 とも各系に設定されて

OCS/RSeいるAIM/DTPFの相互監視機能 を用いて 

OCSの管理プログラムである｡GSが行なう｡

システムの切替えには､ホットスタンバ イ切替え(運

用管制系) とシステム切替え (画像一次系 と画像二次

系)がある｡ 

(ア)ホットスタンバイ切替え

運用管制系は､衛星状態の常時監視､衛星に対する

制御コマンドの発信等､衛星運岡のための重要な業務

を行なっている｡ システムダウンに際 しては衛星運用

に関する業務の中断を最小限にする必要がある｡ この

ため､運用管制系は､ホットスタンバイ構成 となって

いる｡ ホットスタンバイ切替え時の動作について述べ

る｡ b tusyseiotxecuteS

L/

Se

RSe

(

OCS Sは､各系毎に定義 されている業務処理 ス

ケジュール (スケジュール表 という) と業務処理手順 

(ジョブプロンジャという)にしたがった業務処理の

起動および終了を制御する｡ システムダウンした場合､

システム再立げ後､停止直前のスケジュール状態に戻

し､業務処理を再開するリカバ リ処理を行なう｡ また､

業務処理プログラムに対する必要資源の割付け (OSの

資源の割 り付けとは異なる)､データセットの有効性の

管理等を行なう｡ これらの各機能の詳細は､別項で解

説する｡ 

3)R OC S( pE nS m)S/S

RSeS/RSeOCS Sは､ OC Sによって業務処理プロ

れに一定時間間隔で相互に正常動作を監視 している｡ グラム空間でジョブステップ タスクとして動作する 

L/S① 運用管制現用系および運用管制待機系は､それぞ

それぞれの系は､監視時間タイムオーバが発生すると､ RSeOCSの 1プログラムである｡主な機能 として､空間

L/RSeOCS Sとの通信､業

GSは､相手系がシステムダウンした 務処理プログラムが使用する資源の動的割 り付けおよ

AIM/DTPFに対 しシステムダウンを通知する｡ それ 間通信機能 (後述)を用いた 

/RSeにより､ OCS

と見倣す｡現用系のシステムダウン時は､ホットスタ び開放､業務処理プログラムの起動等がある｡ 

ンバイ､待機系のシステムダウン時は､C 

みの処理を行 う｡

PUSTOPの

163.. スケジュールデータ 

/SRSe②異常通知を認識 した OC

系のCPU停止 と現用系に必要 とされ る装置 DC,
S
(

GSは､SUPから現用 L/RSeOCS Sは､各種業務処理プログラムを時刻 ス

ケジュールにしたがって起動する｡ スケジュールデー

PL,GOC 等)の切 り替 えを指示する｡ 

③ 待機から現用に属性を変更 し､待機 

タは､業務処理スケジュールおよび処理に必要な資源

RSeRSeOC 等の各種情報を定義 したデータである｡ 

および待機 T/Cコン トローラ (テレメトリコマンド処 ケジュールデータを解釈 し､実行することによって時

理の中核をなす業務処理プログラム)の強制終了を行 刻 スケジュールによる自動運周を実現 している｡ スケ

SL/S OCSは､ス

Sない､現用L

さらに､現用回線のアクティベー トを行なう｡ 

及び現用T/Cコン トローラを起動する｡ ジュー/レデータは､記述の簡便さや保守の容易さを考

63..

ShdlC Itceue onro 

I

:
S


S)Language

慮し､アセンブラマクロ言語 (CL

で記述する｡CLの位置づけをFGl に(イ)システム切替え

画像一次系に障害が発生 した場合は､業務処理の優 示す｡SCLは､アセンブラマクロであり､アセンブラ､

先度にしたがい､システム切替えを行ない業務処理を リンケージエディタ､スケジュールファイルとなる｡ 

RSeOCSは､スケジュールデータを逐次解釈 (インター

RSe

再開する｡ 

OCS F/GSは､AIM/DTP からの通知により画像① プリト)し､スケジュールを実行する｡ 

-0-3



データ処理編)-ⅠⅠ技術報告 (特別号 

ell ec la

ns

dntonroti

io

Sta

topera

ec la

o ns . ku)p

dn 
Bac(

tonro

tysem

ti

io

lS ltae

tpera)Pirmary(tysem.

Fig.1.6.3 Processing flow chart of schedule 

Secondaryimageprocessingsystem.yi ep ess gs

:G lO nS

tysem. 

tysem. 

in

io

roc

tpera

mag

lboa

Pirrnar

SG

lS gO nS tysem.iotperainhdlceuLoca･.
S
L

:S pE nS

.:App


b tusyseiotxecute

LP1

SS n. 

nprogram.ioi tcal

Fi 2 C

1

言語で記述するスケジュールデータの種類には

16g...

LC

64..

S

b tusysenofR OCSs m･Seioi tgurafon

dtaa.
スケジュールデータの種類/構造 

ノ､上下の ものがある｡ Language)に相当するものである｡

lJシステム定数 業務処理プログラム名､起動パラメータ､必要資源等

定義内容 として､

RSeSRSeOC の動作に必要な基本的な がある｡ OC

壱数 (業務処理に必要なHCCPやデータセット等の資 により､結果 として業務処理プログラムを起動する｡

､頃､衛星名､システム構成等)を定義 したものである｡ また､業務処理プログラムの終了パラメータ (終了コ

システム定数は､ L/S Sは､このJPを解釈､実行すること

スケジュール運動 二関わる定数 としては､各系で動 Pー ド)により､J内で後続のジョブステップの抑止等

乍する業務処理のマスタスケジュール表名､システム が可能である｡ 

共通変数名等が定義されている｡ システム定数は､ JPには､システムが停止するまで永久に動作する常

駐JPと､業務処理プログラムの終了 とともに終了する

P

)4(

非常駐Jがある｡ 

システム共通変数

RSe/SRSeOC OC

二展開され､系管理､スケジュール管理､資源管理の

GS､ SL′S/ の初期設定時に主記憶上

叩期情報 となる｡ 

tec

i))スケジュール表 システム共通変数は､全ての業務処理 (画像系､T/′ 

)が共通に参照､更新する定数スケジュール表は､下位のスケジュール表やジョブ C系､三点測距系､ 

RSe各系において更新を行っても OCSシステ

ーブルである｡ スケジュール表には､その起動レベル ムとして一意の値を持つよう管理を行っている｡ 定義

,二応じてマスタスケジュール表､デイリイスケジュー 内容 として､衛星番号､位置､衛星のスキャナ/セン

･レ表､下位スケジュール表およびオペレータ起動スケ サの選択等がある｡ 

ジュール表がある｡ (5)業務内共通変数

フロンジャの起動時刻､起動パラメータを定義 したテ である｡

こう)ジョブプロンジャ Jo:PJ( bP )droceure 業務内共通変数は､業務処理内 (マスタスケジュー

ltonroeJo

JPは､業務処理プログラムの起動に必要な資源等を

壱義 したスケジュールデータで､JCL( bC

ル表単位)で共通に参照､更新する定数である｡ 定義

内容 として､交替ファイルのファイーしグループ名等が 

-1-3
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ある｡ 

スケジュール)( ,デー タの構造

Fig.1.6.4 Schematicdiagram ofscheduledata. 

スケジュールデー タは､FGl

構造 となってお E工 

64..I

RSe

に示す ように階層

OCSが､それぞれ下位J)スケジ

ール表､ジョブプロンジャお よび業務処理プログラム

を定義 されている起動時刻 に従 って起動する｡ 

1 スケジュールデー タと OC

(l)スケジュー /レ運閏の開始 

SRSe65..

ジュールデー タを解釈 し､逐次業務処理フログラムを

起動 して自動運閏を行なうことは既 に述べた｡ ここで

は､ スケジュール運閏を開始する (マ スタスケジュー

RSeOCSは､業務処理 スケジュールを定義 したスケ

ル表の展開) までの OC の動作を述べる｡ 

FIGl に､その動作概要 を示す｡ 

SRSe

65..

OCSGSは､システム間通信機能 を持 つ J

NJE ( bE yS m/NewokJbEortb tusysetnr

′′′


Jo


RSe SE①

)tnry

OCS/tSを立上げる｡RSeを介して 

RSeOCS//L MSは､正 常 に立 上が った事 象 を AI

通信を用いて OCSノGSに通知する｡′′RSe

②

or 
C ltonro 
ofMirrTP

③ OC GSは､/′S

F

RSe

D

RSe

通知する｡ 

S

ド､ スケジュールファイル識別､ システム共通変数 を

OC Sに対 して立上 げモーL′′

OCS/Sは､オ- レー クに対 して実行する業務

処理のマスタスケジュール表の選択 を問い合わせる｡ 

L

LOCS/Sは､全ての初期設定が完了 した時点で 

RSe

RSe

④

⑤

OCS/

た､SDCに初期設定完了のメッセージを出力する｡ 

RSe ′ に対 して､ まGS 初期設定完了通知 を行なう｡

RSeOCS

スケジュール表 をスケジュールファイルか ら読み込み
一一Il… 

SL/′ は､オペ レー タか ら選択 されたマ スタ⑥ T T 

TPF 

hdlceuethcetoncepua

CRe

6..g.

SO

解釈 を開始す る｡ @ @ @

主記憶上 に展開 されたマスタスケジュー ル表の定義

Fi1 5 C ls ma c ofs

S/GS NJE/D

Pにしたがって順次､常駐 J､デ イリィスケジュール表

を起動する｡ デ ィリスケジュール表 は､ さらに､下位

の スケジュール表 (1Hスケジュール表)を起動時刻 に

したがって起動 し､最終的にJP､業務処理 プ ログラム

を起動することにより､自動 スケジュール運用が開始 SG/

｣ 

SCORSe

T 
r 

① ∫
される｡ 

SystemConstant 

スケジュールデータの実行 

C ltonro 
irrorMfo

S

66..

RSe

･6

OC は､ スケジュール表の定義時刻 にしたがい 

を起動 し､業務処理 プロ グラム を起動 してい く｡ 

FIGl ･4にスケジュールデー タの実行状態を示す｡ 

PJ

nnageiotopera nma met. 

-2-3
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1.6.7 スケジュー ルJ)変更

スケジュール運用を行なう過程で､何 らかの要因か

ら処理 スケジュー ルを変更する場 合がある｡ この スケ

ジュール変更 には､ 2通 りの方法がある｡ 

(1)スケジュールファイ/レの更新

スケジュールデー タJjソー スを変更 し､FG1 に63..I

示す手順で スケジュ-ルファイルを再作成する｡ この

OC

ュールファイルか ら読み込んだ時点で有効 となる｡ ス

ケジュールファイルは 2つあ り､ システム停止 を行わ

ず動的にスケジュー′レデー タJ)変更 を可能 としている｡

また､ スケジュールを変更 した場合､予 じめ､シ ミュ

レー ト機能 により変更の正常動作を確認する｡ 

RSe が スケジSL/S時変更 された スケジュールは､ 

Pによる一時的変更J()2
iagramit

n

hce

nage

toncepua

ioxecu

i16g...

tse

F 6 C ls mac d

pe t nma met. 
fo

スケジュール変更JPは､すでに主記憶上 に展開 され

ているスケジュール表の内容 を変更する｡ 変更可能な

内容には､JP名､起動時刻､受渡 しパ ラメータ等があ

SRSe

69..1

OC が管理する業務処理プログ

系間通信 と空間間通信 ラムの実行の最少処理単位につけた固有の名前であ t工

ステップの種類 と起動る｡ この変更は､主記憶上での一時的変更である｡ 

ステップ とは､ 

1

OC は､分散 システム間の業務処理プログラム

の実行を管理することを可能 としている｡ つまり､ ス

ケジュー/レ処理 は白系で実行 し､業務処理プログラム

は他系に依頼 し､実行する｡ また､白系内において別

空間で動作 しているフログラム間Jj通信 を行なうこと

を可能 としている｡ それぞれ､系問通信機能および空

S

68..

RSe 処理 スケジュール実行および資源割付 けの単位で もあ

る｡ ステ､ソプには､動作形態により以下の 3種類があ

る｡ 

(1)常駐 ステップ

常駐 ステップは､業務の開始 (マスタスケジュール表

の展開時)時 に常駐 JPか ら起動 され るプログラムで､ 

間間通信機能 により行なう｡ P1空間を与 えられて動作 し､動作時間やC U時間等の

(1)系間通信 制約が全 くない永久に動作するステップである｡ 

)2(

RSe

非常駐 スチッフ

一次系の スケジュー/レにもとすいて運開管制系に対 し 非常駐 ステップは､ ステジュール表､ またはオペ レー

OC

SSG 641..に示す ように､VI R集信処理では画像IF

/′′S タか ら起動 されたJPによって起動 される｡コマ ン ド発信等 を依頼す る｡ 画像一次系の 空間を与-

SL /′SRSe

/

OC GSに対 し

GSは､この起動依頼 に 処理が終了 した時点で終了する点で常駐 ステ､ソプ と異

は､AIM/DTPF通信 を開いて えられて動作する点は､常駐 ステップ と同様であるが

F

SRSeて起動依頼 を行なう｡ OC

対して通信振 り分けを行 ないAIM ′ 通信 によ りDTP なる｡ 

F

処理終了後 は､依頼元に処理終了通知 を行なう｡ これ を示す｡ 

IG1.6.6に､常駐 および非常駐 ステップの起動手順他系への業務処理プログラム起動 を依頼する｡ また､

RSe

RSeOC

(2)空間間通信 読み込み､解釈することによりステップ起動の処理 を

OC

SL/S は､ スケジュールファイルか らJPをらの機能 を系間通信 という｡ ①

RSeOC Sと異なる空間で

動作 してお り､プログラムの起動依頼､終了通知等を ②

L/ノS 開始する｡業務処理プログラムは､ 

RSe

CSRSe

OC

行 うために､何 らかの通信手段が必要である｡ このた 成する｡ 

め､ OC は､システム内共通領域 を用いた空間間通 ③J

RSe


E
SS′′′SRSe /

Sは､ 

Lをインタナル リーダに投入す る｡ 

OC がJSによって起動 される｡ 

L/S SS/SOC 起動のためのJCLを作

④L′S/ SS
RSe
RSe信機能 を開発 し､ OC Sと OCS/ 間の通信

を行なっている｡ ⑤RSe

SL

OC Sは､空間間通信機能 を開いて 

に対 して起動完了を通知する｡

S′′S/ /S

-33-
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OC

動依頼を行なう｡ 

RSe は､ OCRSeS
/
S に対 してステップの起SS/S⑥

Fig.1.6.7 Schematicdiagram ofresourcema

agement.

OC Sは､ステップ起動依頼の情報 をもとに

ステップが使用する資源の動的割け (ジョブ管理に対

RSe S/S⑦

してDYNALOCマ クロを発行)を行なった後､ステ

ップを起動する｡

L

OC Sとの通信 を行なうための

初期設定を行なう｡ 

(3)内部 ステップ

内部 ステップは､常駐あるいは非常駐 ステップ内の

RSe S/S⑧ ステップは､ 

ある処理単位であり､ 

て必要な資源を割 り付け､処理を依頼する｡ 内部ステ

RSeOCSは､その動作単位に対 し

-n

ップの動作形態は､子タスクであっても､常駐あるい

は非常駐 ステップのモジュールであってもよい｡ した

F一夕等)後続の業務処理プログラムの起動条件 (AX

画像の作成等)の一つとしてデー タセットの内容が作

がって､内部 ステップの開始､終了等の管理は､全て

親 ステップである常駐 ･非常駐 ステップが行なう｡ 

(4)ステップ実行に関する時間監視 ′/RSeこのため､ OCS

OC は､厳密な時刻 スケジュールを守るためス

テップに関 して以下のような時間監視を行なっている｡ 了通知等により､有効 または無効情報を資源管理ファ

この時間監視の定義は､ステップを起動するJPに定義 イルに出力 し､後続の業務処理プログラムへの資源の

する｡ 割付けを制御 している｡ 

SRSe

成済みであることが挙げられる｡

SL は､業務処理プログラムからのデー タセッ ト作成完

t tarteS
L
S( T: p S )2(ステップ実行時の資源割 り当てお よび開放(ア)ステップ起動遅延許容時刻 

mitTime)iL Seステップ実行時の資源割 り当ては､R OC

ステップ起動時に､何 らかの原因 (装置の使周競合 JPに記述 してあるステップの資源割 り付 け情報 を も

SL/S が 

L等)で資源待 ちの状態になった時､待 ち状態がSTを

過 ぎた場合､ ステップの起動をキャンセルする｡ この う｡ 割 り付けチェックが正常に終了 した段階で､資源

とに資源管理 ファイルを参照 して､資源割 り付けモ'=-(TI

L許容時刻をSTという｡ 

(イ)ステップ終了遅延許容時刻 

管理 ファイルに使間中の情報を設定する｡ また､ -

L 対 し､割

ELT: p E ､ OCS OCSツプ起動を行 うために

i

RSeRSednteS(

mitTim) り付け資源情報が設定 されたステップ起動情

SL′′′ は SS/ に

スケジュールの遅れ等が発生 して､ステップが終了 S′′SRSe

S
Se
161..

報を通知する｡ OCSノ は､その情報を参照 して必

しなかった場合､後続の処理 スケジュー/レに影響を与 要資源を動的に割 り付ける｡ チップ終了時は､資源管

えないようステップの実行を強制的に終了する｡ 二の 理 ファイルに使用済情報を出力 し､該当資源の開放が

許容時刻をELTという｡ 行われる｡ 

(3)資源の障害および保守時の対応


0 R OC の資源管理
 ステップが使岡する資源に障害が発生 した場合､ ス

RSeRSe

RSe

テップからの障害通知により､資源を 

OCS配下資源に関する状態を設定 した資源管理 フ から外し､それ以降 ステップへの割 り当て対象としな

OCSの資源管理 は､共用 DASD上 に存在 す る OCSの管理

SRSe)を参照す OC

ることにより行なう｡ 資源管理ファイ′レの資源情報 は､ コマンドにより行われる｡ 保守時は､オペ レータコマ

tnnageResourse:ァイル (RMF Ma me leiF い｡障害復旧時の への登録通知は､オペ レータ

システム定数で定義された資源管理情報 を元に作成 さ RSeンドにより､該当資源を OCSの管理から外 し､保守

れ､資源状態の変化が発生 した場合は､逐次､更新す S

trec 

RSe終了時に､やはりオペレー タコマンドにより OC

に対 して資源の登録 を行 う｡ しか し､DASD (Di

D luaievcetorag

67..IFGl

に資源管理の位置概略を示す｡ Access S e D )に関してはDVCF (

ることにより常に最新の状態 となっている｡ 

(1)データセットの有効性の管理

RSS作成 したデータセットは､(たとえば､VI 画像デ 

luVo me

ているため､保守によるDASDの切 り離 し､登録は行っ 

)il
F itac y
C Itonro を開いた二重化構成 となっ
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ていない｡ 

1.6.11 スケジュール リカバ リ

分散システムにおけるシステムダウンに対 して､運

円管制系は､ホットスタンバイ切 り替え､画像系は､

システム切 り替えにより行うことは前述 した｡ ここで

は､ReSOCSが行 う系内での業務処理 スケジュールの

リカバ リ処理について述べる｡ 

ReOCS/ は､ スケジュール運間中にスケジューS tS

･レの起動､終了情報等をチェックポイン トデータとし

て取得 している｡

スケジュール リカバリは､ このチェックポイントデ

ータを使用 して行い､スケジュールをシステムダウン

直前の状態に戻 し､再実行することにより行 う｡ シス

テムダウン時に実行中だったステップは､ リカバ リ後､

｢システムタやゥンによるステップ終了を示す完了コー

ドで終了 した｣扱いとなる｡ また､システムダウン中

に実行予定であったステップは､ リカバ リ後､時刻に

従って起動処理が行われる｡
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この､技術報告を作成するに当たって､富士通株式
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画像データ処理の流れ 
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気象衛星センターでは､VI 画像データから気象情SS 素が並べられている｡ このデータから画素単位の処理

報を抽出する､もしくは抽出可能な様に加工すること はそのままで容易に使用できる｡ しかし､画像単位の

が､重要な業務である｡GMSの運用開始当時は､FAX 処理に対しては､線単位のデータをその面を構成する

作成､風計算､海面水温算出､雲量分布算出､雲頂高 に必要なだけ読み込まな くては処理できない｡

鷲算出の各処理 と台風中心決定､雲解析業務が行われ 一方､各処理で共通しているのは､画像の切出し(必

ていた｡その後､昭和5年には､台風強度推定業務､4 要最少区域に含まれる画素の抽出)､位置の計算 (画素

55

SS

VI R格子点データ作成処理が追加 された｡ 年

には､衛星のティル ト (VI Rの機械中心軸と衛星の

SS 昭和 が地球上のどの緯経度にあたるかの計算)と物理量変

換 (輝度温度､反射量への変換)である｡ 旧計算機シ

7

8

スピン軸のズレ)に起因する座標変換誤差を小さくす ステムでは､各処理毎に､これら本来共通化できる処

るための自動位置補正処理の導入｡また､昭和5年に､

雲型判別 ･自動雲域判定処理､昭和5年に､輝度温度

理を行っていた｡これは､先に述べた様に､各処理が

時をずらして導入されてきたことに因る｡ ことに､ヒ

C1

CS分布図作成､I CPデータ作成､長波長放射量算出の

各処理が開始された｡昭和6年には､GP Pデータ作成

ストグラム作成は､各処理独自の使用形態で行われて

いた｡

1-処理が行われた｡ (表2 参照) 計算機更新に際しては､共通化できる処理をまとめ､

これらの処理は､その処理形態から､画素 (ポイン

ト)単位の処理､画像 (面)単位の処理 と統計的処理

に分けられる｡ 画素単位処理は､FAX作成などの様

に､画素一つ一つをハンドリングして成果物を作成す

る処理であり､画像単位処理は､風計算などの様に面

的広がりを演算の基データとする処理である｡ また､

統計的処理は､雲量分布算出などの様に､ある格子内

の画素のヒス トグラムを処理して､結果を算出する処

理である｡ 

今後の新規業務の導入に､その負担を軽減するように

した｡また､輝度温度分布図 ･雲解析図に代えて､広

域雲画像情報図 ･雲画像情報図を作成する業務変更を

行い､雲解析技術 と計算機処理の一体化を図り､プロ

ダクト配信の高速化を行った｡

新計算機システムでは､基本データ作成処理として､

画像準備処理､基本ヒストグラム作成処理､基本雲格

子点データ作成処理がある｡ 画像準備処理は､画像単

位の処理 (画像表示等)を容易にするために行われる｡

SSVI R画素は､衛星が回転 しながらスキャンして撮

像する線 (走査線)単位のデータで､-走査線毎に画 切 りでブロック化する処理 と､ディスプレイ上で他の

この処理には､円形画像を走査線方向と画素方向の区

高橋大知 TTihac AKAHASHI 
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気象情報 と重ね合わせて画像表示を行うために必要な

地図投影変換を行 う処理がある｡ また､基本 ヒストグ

ラム作成処理は､各処理での使用形態のどれにも対応

できる範囲と細かさのヒストグラムを作成する｡ 基本

雲格子点データ作成処理では､基本ヒストグラムを基

に､地球表面温度および雲に関する共通 した処理を一

括 して行っている｡

基本データ作成処理により､計算機システム内には､

生のVISSR画像データ､準備済画像データ､基本ヒス

トグラムデータと基本雲格子点データが存在する｡ 生

のVISSR画像データからの処理には､自動位置補正処

理､キャリブレーション処理､FAX作成処理､降水強 

＼＼＼ SeSraaucfTIrtree℃auem

度指数算出処理､ISCCPデータ作成処理がある｡ 準備

済画像データからの処理には､ランドマーク抽出処理 

(姿勢処理)､風計算処理､雲画像情報図修正､熱帯擾

乱解析､VTR動画作成があるO 基本ヒス トグラムデー

タからは長波長放射量算出処理､GPCPデータ作成処

理､VISSR格子点データ処理､基本雲格子点データが

あり､また､この基本雲格子点データからは､表面温

度 (海面温度)算出処理､雲量分布処理､広域雲画像

情報図作成処理､雲画像情報図作成処理が行われる｡

これらの処理関連を図2-1に示す｡

第 3章からは､主に､計算機更新によって変更 ･追

加になった処理について説明する｡
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1 はじめに 法があるが､ この方法は､処理に時間がかか り過ぎる

ため､運岡上必要な速報性が確保できない｡

GMSにより取得 されるVI R画像 を解析する上で､SS

画像位置合わせ (VI R画像デー タの各画素 と地球表SS

そこで ｢アース ･エッジ検出法｣による画像位置合

わせが考え出された｡ (ーァ-ス ･エッジ検出法による 

面上の緯経度 との対応づけをすること)は､非常に重 SSVI R画像の位置合わせについて｣気象衛星センター

要な処理の一つである｡ 技術報告第 3号)

S

星固有の定数 ･軌道情事餌''よび姿勢情報を用いて行わ

GMSのVI R画像データの画像位置合わせは､衛S

れている｡ しかし､姿勢情報を作成する姿勢決定予測

処理では､昼間J-可視画像データのみを使開して姿勢)

を決定 し､その決定値を基に予測 しているので､その

予測値の精度は､夜間の画像デー タに対 して低下する｡

気象衛星センターでは､衛星固有の定数 ･軌道情報

および姿勢情報を用いて作成される座標変換情報 (画

像位置合わせのための情報)を ｢アース ･エッジ検出

法｣で求めた歪強直情報決定値により修正 し､各処理

に使開している｡

ここに､座標変換情報の作成に使用するデータおよ

SR観測

時の ミラー動作等によるTILTの変化などによって も､ て述べる｡ 

その精度は低下する｡ これらの理由により､画像位置

合わせの精度は､当初の目標であった ｢赤外画像で 1

Sまた､衛星の 1日周期Jj内部温度の変化やVI び歪補正情報決定値による座標変換情報の修正につい

ラ イン以内 (可視画像で 4ライン以内)｣の達成が困難 2 座標変換情報を作成するためのデータ 

となったリ､各画像によりそJ)精度に差があらわれて

い る｡ (1)衛星固有の定数

画像位置合わせの精度を向上されるためには､各画 衛星固有の定数は､画像 フレームサイズ､ステッピ

ング角､サンプ リング角およびVISSR取 り付けミスア像 ごとに既知の地球 上の地点 と画素 との対応を求め 

(ランドマーク抽出 という)その画像にあった座標変 ライメント量等であり､それぞれの衛星について運用

換情報 (画像位置合わせのための情幸剛 を作成する方 開始前に､地上試験のデータおよび ミッションチェッ

-

AtsuMi oNESAS
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ク時の取得データを基に画像定数データの一部 として

設定されている｡

これらの定数は､各衛星に対してその運用期間中は

一定の値を使開している｡ しかし､VISSR取 り付けミ

スアライメント量については､姿勢決定時の残誤差を

これに含めることにより､姿勢決定予測の精度向上を

はかっているため毎日変えている｡ 

(2)軌道予測データ

軌道決定予測処理では､約 6時間毎に行われる三点

測距のデータを使用して､ 1回/日､衛星の軌道を決

定し､その決定値を基に 1週間先までの軌道予測デー

タを作成する｡

座標変換情報の作成では､この予測データを使用し

ている｡ 

(3)姿勢予測データ

姿勢決定予測処理では､衛星か ら常時送られてくる

リアルタイムテレメトリデータ中の衛星搭載姿勢セン

サのデータ､昼間に観測された数個の可視VISSR画像

データから各画像ごとに既知の地球上の地点 と画素 と

の対応を求めたランドマーク観測値データおよび軌道

予測データを使用して､ 1回/日､衛星の姿勢を決定

し､その決定値を基に､ 3日先までの姿勢予測データ

を作成する｡

座標変換情報の作成では､この予測データを使用し

ている｡ 

(4)歪補正情報決定値

歪補正情報決定処理では､衛星固有の定数 ･軌道お

よび姿勢予測データから作成された座標変換情報を実

際に観測 したVISSRデータから ｢アース･エッジ検出

法｣により補正情報を決定して修正する｡ 修正する情

報は､衛星のTILTの変化により座標変換情報中のス

テッピング角､サンプリング角･VISSR取 り付けミス

アライメント量がみかけ上変化することから､これら

の情報を修正する｡ また､座標変換するときに軌道 ･

姿勢の情報を参照する各画素の観測された時刻を正確

にもとめるため､予測値が使周されている観測開始時

刻およびスピンレー ト等も修正する｡

歪補正情報ファイルは､これらの情報を各画像毎に

累積 したデータであり､これらの情報でその画像の観

測前の予測値から作成した座標変換情報を修正すれば､

座標変換精度は向上する｡ 

3 座標変換情報の作成

座標変換情報は､衛星に固有な定数､軌道予測情報､ 

-41-

姿勢予測情報の 3つの情報から構成されている｡

気象衛星センターの座標変換情報は､これらの情報

のなかの衛星に固有な定数のみを ｢アース･エッジ検

出法｣で決定した歪補正情報決定値をもとに置き換え

または補間による修正を行っている｡ 軌道予測情報 と

姿勢予測情報の修正は行わない｡

置き換えまたは補間により修正する定数は､衛星に

固有な定数のうちステッピング角､サンプリング角お

よびVISSR取 り付けミスアライメント量である｡ これ

は､衛星のTILT変化による画像の位置ずれをみかけ

上 これらの値だけが変化したと考えることにより座標

変換情報の精度を上げ､画像の位置合わせをより正確

にすることができるからである｡

また､これらの値の変化は､衛星の制御時を除けば

次の様な傾向をあるので､次の観測または翌日の同時

刻付近の観測にその傾向を反映させていくことができ

る｡

①時間的変化は比較的緩慢である｡ 

② 1日の周期性がある｡

③各日の同一時刻の決定値は類似 している｡

④時刻が近い場合の決定値は類似している｡

ただし､制御時は､その変化傾向が制御前後で不連

続 となるため制御前の傾向を制御後の観測に反映させ

ることができない｡

静止気象衛星システムから出力されるデータを作成

する処理で参照する座標変換情報は､そのデータの性

質 (利用者への速報性やデータの位置精度の要求度)

の違いにより作成方法および精度に若干の差がある｡

以下､それらについて述べる｡ 

(1)ストレッチ ドVISSデータの座標変換情報


ストレッチ ドVISSRデータの座標変換情報は､ 1


回/日､翌日の各観測予定時刻毎の情報を作成する｡


この情報は､衛星固有の定数を含んだVISSR固定情

報部 と軌道および姿勢予測データからなる軌道姿勢デ

ータ情報部があり､前者は各観測予定時刻毎の情報を

また後者は観測時間帯をカバーする情報を作成する｡

各観測予定時刻毎のVISSR固定情報部の作成処理

では､ステッピング角およびサンプリング角を前日(ま

たは前々日)の同時刻の歪補正情報決定値で置き換え､

また､VISSR取 り付けミスアライメント量は当日の姿

勢決定予測処理で決定 したミスアライメント量に前日 

(または前々日)の同時刻の歪情報決定値のミスアラ

イメント修正量を加えて補正 している｡

ただし､観測予定時刻の前日 (または前々日)の同

時刻の前後15分間に歪補正情報決定値が存在しない場
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合は､その時刻の前後の時刻の歪補正情報決定値で補

間 した値で補正する｡ また､制御が行われた場合､制

御前の歪補正情報決定値は補正に使開しない｡

歪補正情報決定値から座標変換情報の補正値を決定

する方法を図 2に示す｡

観測予定時刻t､2 t l 3は､前日まl t､3の補正値f､f2､f
 

たは前々日の時刻tい tt
5､6とその時の歪補正情報決定

値f｡､fS､f6とから次の式で求められる｡ 

Itl- t4-Al≦ C 

1t3- t6-B l≦C 

f fJ , f6l- f 3-

5 - ｡

f2-
f f

× (t2-A-tl) T fl 
t5- tl 

(A- 1日､ B-2日､ C-15分)

また､軌道姿勢デー タ情事開口は､軌道および姿勢予

測データをその まま使開し､情報J)修正はされていな

い｡

この情幸鋸ま､VISSR運 刺 青報 の一部 として予 め 

CDASに送 られ ていて､各観測時 に ス トレ ､ソ+ ド 

VISSRデー タの ドキュメンテーション情報 といっし

ょに画像データに付加 され､観測 と同時に机間者に配

信 される｡ 

(2)VISSRデータの座標変換情報

気象衛星セ ンターで集信 した VISSRデー タの座標

変換情報は､利間者への速報性などから歪補正情報決

定値で衛星固有の定数を補間して作成 したもの と歪補

正情報決定値により衛星固有の定数を置き換えて作成

したものがある｡ これは､歪補正情報決定値を求める

のに､観測終了後約 10分を要するからであり､観測終

了前から画像データを座標変換 しようとする場合は､

歪補正情報決定値で衛星固有の定数を補間 して作成 し

た座標変換情報 しか使岡できない ｡ 
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気象衛星セン ターで菓信 した VISSRデー タの座標

変換情幸酎上 画像ハラ メー タファイルに作成される｡

画像パ ラ メー タは､各VISSR画像デー タの観測予定時

刻の直前に衛星固有の定数 ･軌道および姿勢予測デー

タ等からなる座標変換情報を含む情報 として作成 され

る｡ ここで､衛星固有の定数のうらVISSR取 り付け ミ

スアライメン ト量は姿勢決定予測処理で決定 した ミス

アラ イメン ト量に置 き換えられるが､軌道および姿勢

予測デー タは修正され +,,:い｡

①歪補正情報決定値に上る補間

この ようにして作成 された画像バ ラメー タの座標変

換情報のうち衛星固有の定数を観測予定時刻までに歪

補正情報決定値を便開して補間する｡補間する情報は､

ス トレ､ソチ ドVISSRの場合 と同様にステッピング角･

サンフ リング角およびVISSR取 り付け ミスアラ イメ

ン ト量であるが､その補間方法が多少異なる｡

補間方法は､これから観測 しようとするVISSR画像

データの観測予定時刻の前日 ( ~または前 々日) J)同時

刻付近およびそれぞれの直前に観測 されたVISSR画

像デー タの歪補正情報決定値を取 り出し､前日 (また

は前々日)Jj2観測点での歪補正情報決定値の変化傾

向を観測予定時刻の直前に観測された V ISSR画像

データの歪補正情報決定値にバイアス的に加 えて修正

している｡

歪補正情報決定値から座標変換情報の補正値を決定

する方法を図 3に示す｡

観測予定時刻 tの補正量 fは､当日および前E])J時刻 

tl ｡ 3 7 ) ､f 3とから､t､tとそJ時 J歪補正情報決定値fl 2,f

次の式で求められろ､ 

t-A≦ tl<t 
t1-B-C≦ t2≦ tl- B十 C 

t- B+Cく t t1- B十 Al 3≦ 
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換情報の領域を修正する｡

この座標変換情報を使開する処理 としては､風計算4時間2分､ B- 1日､ C-1分)

この座標変換情報を使用する処理 としては､速報性 処理や基本データ作成処理等がある｡ 

05

の高い各種WE AXやHR AX等がある｡

②歪補正情報決定値による置 き換え

上記①で修正 した画像ハラメータ内の座標変換情報

のうち衛星固有の定数 ･観測開始時刻およびスヒンレ

ー ト等を ｢アース ･エッジ検出法｣により求められた

歪補正情報決定値で置 き換えることにより修正する｡

この処理は､画像パラメータファイルを直接修正す 

F-F (3VI) SSR保存デー タの座標変換情報 

vISSR保存データには､VISSR画像データと画像パ

ラメータが保存 されている｡ 画像パラメータは､その

なかの座標変換情報を前項①の方法で歪補正情報補決

定値から補間 されたもの と前項②の方法で歪補正情報

決定値により修正 されたものの 2種類を保存 し､処理

内容によって選択できるようになっている｡
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1. 概要 

GMSのVI R画像デー タは､センサーに入射 したSS

PCCH

放射エネルギーを量子化 して､輝度 レベルとした もの

S

ョンである センサーキャリブレーションは衛星の打｡

このVI

海面水温､雲量分布､風ベ ク トルの算出などの画像処

理に利用 される｡ 各画像処理では､輝度 レベルを物理

量に変換 して利開するが､その とき輝度 レベルと温度

や反射量 と対応を決めるのがセンサーキャリブレーシ

S

ち上げ前の地上試験で も行われているが､GMSは軌道

上でキャリブレーションを行 う機能があ り､打 ち上げ

後の環境の変化に対応 して対応表 (キャリブレーショ

ンテーブル)を更新することがで きる｡

R画像 データは､FAX画像の作成､である｡

SSキャリブレーションテーブルは､VI R画像データ

やテレメ トリデータからキャリブレーションに必要な

デー タを抽出 して作成する｡ 二のキャリブレーション
Sog.Fi1 Flw ofVISR c

本文では､キャリブレーションに関するデー タの流 を編集 し､キャリブレーションテーブルを作成する処

droceureio
b tra
i
la np
テーブルは､画像 パ ラメータの一部 として各画像処理

RSSで利開され､またス トレッチ ドVI 信号の作成で も

利開 される｡ テレメトリデー タのキャリブレーションデー タ

S(

3.

VISRキャリブレーション処理)｡れに沿って､関連する以下の 4つの処理の概要を説明 哩 

SSキャリブレー ションテーブルをVI R画像 デ

ー タの画像パ ラメータ部 に反映する処理 (画像パ ラメ

ig.

SS

Fする ( 1)｡ 

1. VI

SS

ksayu

R画像 データのキャ リブレー ション輝度

デー タを編集する処理 (キ ャリブレー ション情 報編 ータ編集)｡ 

ス トレッチ ドVI R覇ルックア ップテーブル

Ma

隻 )｡ 

ionb traila

ion.d trouc

2.

4.
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を作成する処理 (VISSR運剰 吉報作成)｡

画像パ ラメータ編集 とV ISSR運用情報作成の各

処理では､キャリブレーションに関するデータ以外に F 

1 

R
【hL
∩V
U
【.HL
N
C
V

軌道姿勢の情報や画像取得のため､の情報をもとにあっ

かわれるが､キャリブレーションに関係することにつ

いてのみ説明する (その他の情幸削こついては､各々の

項目参照のこと)｡ 

2. キャリブレーション情報編集

255 
キャリブレーションに使周するデータには､VISSR HTⅣIGBR ELEVESSL

画像データにあるキャリブレーション周輝度データと､
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トレメ トリとして送 られて くるVISSRセンサー関係

の温度データがある｡ キャリブレーション情報編集で
stakena sereepsr n

は､このうちVISSR画像データのキャリブレーション
ivt e. 

周輝度データの抽出を行 う｡ 

VISSR画像 デー タか ら抽出するキャリブレーショ

ン用輝度データには､以下の ものがある｡

7-
6-
5-
4-･ステアケース輝度データ -3 

1-センサーの出力電圧をデ ィジタル化する電子回路
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仙R 
00Z WOO6段階の輝度データである｡ 通常､ この輝度データ

は可視赤外 ともにVISSR画像 デー タの第 4スキャ

ンラインに含まれる｡

-

･黒体 シャッター輝度データ 

VISSRに取 りつけてある黒体 シャッターを一時

的にVISSRの視野内に挿入し､黒体 シャッターの輝

度 デー タを測 定 す る｡ 通 常､ この輝 度 デー タは 

VISSRの赤外画像 デー タの第 3スキャンラインに

6-

含 まれる｡

･宇宙空間輝度データ

宇宙空間の輝度データである｡ 宇宙空間は､赤外

では絶対温度OK､可視においては反射量 0%のター

ゲッ トとして用いられる｡

･太陽輝度データ 

VISSR走査鏡 に取 りつけられた太陽プ リズムを

通 してVISSR画像内に取 り入れ られた太陽の輝度

データである｡ この太陽プ リズムは､太陽像の輝度

が反射量50±20%に相当するように設計 されてしゝる｡

太陽プ リズムの視野はVISSR画面上 より150先行 し

ているため､太陽輝度デー タが取得できるのは16Z

の画像のみである｡

これらのキャリブレーション輝度データはノイズ等

の影響を除 くため輝度データ種別毎にヒストグラムを 

-4

itfoitraliig
ile
F b onin rmaon 
f .

作成 し､次のような統計処理を行 う (Fig.2)｡

･一定の頻度に達 していない輝度レベルのものを除

外する｡

･輝度データ種別ごとに設けた上限レベル と下限レ

ベルによって､その範囲以外のデータを除外する｡

残ったデータの平均値 を各キャリブレーション輝度

データの値 としてキャリブレーション情報ファイルに

登録する｡

キャリブレーション情報 ファイル (Fig.3)は先頭の

コン トロール部 と画像の取得開始時間別にグループ化

したデータ部で構成 される｡ コントロール部は､輝度

デー タを取得 したVISSR画像の観測開始時間を基準

にして､格納する位置を割 り振 る｡ 各グループには､

最大 8日分のデー タを格納するスペースがある｡ この

itratsllu･3 I on ofca
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スペースがい っぱい になった場合 は､ 8日分のデー タ 

J)うち最 も古いデー タを新 しいデー タに書 き換 え､常

言新 しいデータ 8日分が保存 される｡ キャリブレーシ

ョン情報 ファイルには､キャリブレーション開輝度デ

ータのほかに､VISSRキャリブレーションで決定する

赤外キャリブレーションテーブルや可視キャリブレー

ションテープ/レも時間別にブ/レ-プ化 して同様の方法

で格納 されている｡

従来か ら､キャリブレーション情報編集は 3時間毎 

∫)観測および16Zの 1日9回､観測終了後､実施 してき

たが､ 1989年 1月 5日か らは､ 1時間お き 1日24回の

全ての定時観測か らキャリブレーション開輝度デー タ

を取得 している｡ 

3. VISSRキャリプ レ-シ ョン処理 

VISSRキャ リブレーション処理は､キャリブレーシ

ョンテーブルを作成することを目的 とする｡ 処理に開

いるデー タはキャリブレーション情報編集 ファイルの

キャ リブ レー シ ョン輝 度 デー タ とHKEファ イ′レの 

VISSRセ ンサー関係の温度デー タである｡ HKE77

イルはテレメトリデー タを編集 した ものである｡ この

温度データは赤外キャリブレーションで使開される｡

赤外および可視の各チャンネ/しのキャリブレーション

は以下のように行 う｡ 

3.1 赤外チャネルキャリブレーション

赤外チャネルキャリブレーションは､赤外の256階調

の各輝度 レベル と等価黒体温度の対応をとる処理であ

る｡使周する輝度データはステアケースデー タ､宇宙

空間輝度デー タおよび異体 シャッター輝度デー タであ

る｡ これ らのデー タは､キャリブレーション情報 ファ

イルの中か らつぎの手順で取 り出す｡ まず､キャリブ

レーション処理 を行 うVISSR画像 デー タの観測開始

時刻を基準 にして､キャリブレーション情報 ファイル

に登録 されている時間別グループの うち最 も近 いもの

を選ぶ｡ このグルーフの中か ら過去 8日分のデー タを

取 りだ し､それ らの平均値を各輝度デー タの値 として

処理に開いる｡

赤外チャネルキャ リブレーションでは､輝度デー タ

のほかに黒体 シャッターの温度デー タを使′弔する｡ こ

のデー タはテレ メトリデータを物理量変換 した HKE

ファイルか ら取 りだ し算出する｡ 検索 にはキャリブレ

ーション処理 を行 うVISSR画像 デー タの観測開始時

刻 を用いて､その時刻を中心に前後 10分間の平均値 を 

異体 シャッターの輝度データ取得時の異体 シャッター

温度の値 として取 り扱 う｡

続いて､作成 したキャリブレーションテーブルの有

効性 を検証する｡ 検証の方法は､前日の同時刻のキャ

リブレーションテーブルと統計処理で比較 し､一定の

基準以上の変化があった場合 には新 しいキャリブレー

ションテーブルを有効 とみなしキャリブレーション情

報 ファイルに登録する｡ 変化量が基準 に満たなかった

場合は､新 しし亘ノのは登録せず前回のキャリブレーシ

ョンテーブル,をその まま残す｡作成 したキャリブレー

ションテーブルの登録 はキャリブレーション輝度デー

タと同様の方法で観測時間別に登録 される｡ 

3.2 可視チャネ/レキャリブレーション

可視チャネルキャリブレーションは､可視の64階調

の各輝度 レべ ′レと反射量の対応を とる処理である｡使

開するキャリブレーション開デー タは､ ステアケー ス

デー タ､宇宙空間輝度デー タおよび太陽輝度デー タで

ある｡この うち､太陽輝度デー タは16Zの観測で しか得

られないため､赤外キャリブレーションのように観測

時間別のキャリブレーションテーブルは作成で きない｡

そこで､可視 キャリブレーションでは次のような方法

を開いる｡

可視画像データの取得する時間帯 は昼の時間帯､21
 

Zから09Zまでである｡ 可視 キャリブレーションはこの


時間帯のキャリブレーション処理の ときのみ実施する｡


ステアケースデー タと宇宙空間輝度デー タは､キャリ

ブレーション実行時間に近い 4つの輝度デー タを集め､

その平均値を使 う｡ 太陽輝度データは最 も新 しいデー

タ 1個を使開する｡

このように して作成 した可視キャリブレーションテ

ープ′レは､赤外キャリブレーションテープ/レと同様の

統計処理をもちいて検証を行 う｡ 比較するキャリブレ

ーションテープ′レは､時間 グルーブに関係な くもっと

も新 しい ものを開いる｡ このキャ リブレーションテー

ブルに対 して一定以上J)変化があった時､新 しいキャ

リブレーションテーブルが有効であると見なしキャリ

ブレーション情報 ファイルに登録する｡

可視キャリブレーションで使用する太陽輝度データ

は､不安定な期間があるため､キャリブレーションと

ともに可視 ノーマライズ処理 を実施 している｡ 可視 ノ

ーマライズ処理は可視 キャリブレーション処理 を補正

する処理で､可視 キャリブレーションと同様 に 4つの

センサー間の誤差 を小 さくすることを目的 とする｡ こ

の可視 ノーマライズテーブルは画像定数 ファイルに登
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録 される｡ 

4. 画像パ ラメータ編集

画像パラメータとは､画像デー タの座標変換に使開

する軌道､姿勢のデー タや､可視､赤外チャンネルの

キャリブレー ションテーブルおよび菓配信 に必要な制

御情報など､VISSR画像デー タを処理するのに必要な

データである｡

画像パ ラメー タ編集は､VISSR観測に先立 って各観

測ごとに必ず行われる処理である｡ 画像パ ラ メー タは､ 

VISSR集信の最初 にVISSR画像 ファイル,の先豆凱二ノ＼

ラメー タ部 として複写 さる｡ 画像パラメー タに登録 さ

れる可視および赤外チャネルのキャリブレーションテ

ーブルは以下のようにキャリブレーション情報 ファイ

ルか ら検索 される｡ 

4.1 赤外キャリブレーションテーブル

赤外キャリブレーションの検索は各観測Jj開始 を基

準にして行 う｡ まず､キャリブレーション情報 ファイ

ル,に登録 された時間 グルーブの中か らもっとも観測開

始時間に近 いグループを見つける｡ つぎに､その中で

最 も新 しいキャリブレーションテーブルをその観測の

赤外キャリブレーションテーブルに探聞する｡

画像パラ メー タ編集 はVISSR観測 より先に行 うた

め､画像パラ メー タに探聞されたキャリブレーション

テーブルは､そのVISSR画像のデー タか ら計算 した も

のでな く､すでにキャリブレーション情報 ファ 目しに

登録 してある､過去のVISSR画像か ら計算 されたキャ

リブレーションテーブルである｡ 

4.2 可視キャリブレーションテーブル

可視 キャリブレーションテーブルは､画像定数に登

録 した可視 ノーマライズ処理 を行ったキャリブレー シ

ョンテーブルを周いる｡ 

5. VISSR運用情報作成 

GMSか ら送 られてきたVISSR信号 は､一旦､CDAS

のVISSR取得制御装置にとりこまれ る｡VISSR取得制

御装置の機能 は､VISSR信号の集信のほかに､取得 し

たVISSR信号 をDPCに送 るための フォーマ ッ トへ変

換､ス トレッチ ドVISSR配信のためのフォーマ ッ ト変

換などである｡ VISSR運刺 青幸削ま､これ らの処理を行

うため に必 要 な情報 の ことで観測 が は じ まる前 に 

DPCで作成 さj工 事前にCDASに送 られている｡ キャ

リブレーションテーブル,はVISSR信号をス トレッチ

ドVISSR信号 に変換 するル ッ クア ップテーブルの作

成のために使用 される｡

ス トレッチ ドVISSRの レベ ル,値 はそれ 自体が物理

量 (反射量や温度)を表す ようにすでにキャリブレー

シ ョンされているため､各ユーザ J-)開いるレベルー温

度変換 テーブル (Tablel)とレベ ルー反射量変換 テー

ブル (Table2)は固定 されている｡ VISSR信号をこ

の ス トレッチ ドVISSRレベ ルに変換す るル ックア ッ

プテーブル (Fig.4)はVISSR運 酬 肯幸臥二含まれ､各

観測 ごとに各時間のキャ リブレーションテーブルをも

とに作成 される｡ 

VISSR連関情事酎ま､通常､1日 1回12Z帯 に16Zの観

測分か ら 1日分各観測 ごとに作成 し､CDASの VISSR

取得制御装置に送 る｡ 

6 赤外キャリブ レーションテーブルの特徴

赤外キャリブレーション処理 J〕手順は1987年 3日に､

従来行われていた 1日に 1つのキャリブレーションテ

ーブルを作成する方法から､ 3時間毎の時間別に作成

する方法に変更 さオした｡ つ まり､旧処理では 3時間 ご

とに集めたキャリブレーション開デー タを 1日分の平

均値でキャリブレーションテーブルを作成 していたが､

新処理では各観測時間別にキャリブレーション開輝度

データを 8日分集め､その平均値 を開いて時間別にキ

ャリブレーションテーブルを作成するようになった｡

画像毎の黒体シャッター温度の代表値の決め方 も､旧

処理ではVISSR観測開始時間か ら40分間J)平均値で

あった ものを､新処理ではVISSR観測開始時間前後 10

分間の平均値 としている｡ 
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帥S●TSZ LOZ 
V帥●ZSZ 90Z 
LOS''SSZ SOZ 
69T'托Z予OZ 
TZO●SSZ SOZ 
C99●SSZ ZOZ 
969●9SZ TOZ 
6TS'LSZ OOZ 

SSS9S 66 

9ET'6SZ 96T 
予S6●6gZ L6T 
ZZL'OVZ 96T 
ZOS'TVZ S6T 
予LZ●Z関や6T 
LSO●印Z S6T 
予6L'帥Z Z6T 
ZやS'帥Z T6T 
C9Z●帥Z O6ー 
LTO●9fZ 69T 
帥L'帥Z 99T
ウ9予●L柁 L9T
9LT●帥Z 99T 
S99●帥Z S9T 
SgS●帥Z閃T 
6LZ●OSZ S9ー 
L96●OSZ Z9T 
帥9■TSZ T9T 
SZS●ZSZ O9T 
966●ZSZ 6LT 
T99●SSZ 9LT 
tZS'VSZ LLT 
SL6■粥Z 9LT 
SZ9●SSZ SLT 
69Z●9SZやLT 
606■9SZ SLT 
帥S●LSZ ZLT 
SLT'9SZ TLT 
TO9●9SZ OLT 
S誹●6SZ 69T 
仲0●09Z 99T 
予S9°09Z L9T 
予9Z●T9Z 99T 
699●T9Z S9T 
TLや̀Z9Zや9T 
690●S9Z S9T 
中99●S9Z Z9T 
SSZ●ウ9Z T9T 
Z閃●予9Z O9T 
9誹'99Z 6ST 
900●99Z粥T 
C9S●99Z LST 
LST●L9Z 9ST 
9ZL●●L9ZZ SSTT 
S6Z●99Z予St 
6S9●99Z SST 
6TV'69Z ZST 
LL6●69Z TST 
TSS●OLZ OSt 

Z90TL帥ー 

OS9●TLZ帥ー 
SLT'ZLZ L中一 
LTL'ZLZ 9n 
9SZ一SLZ帥ー 
Z6L●CLZ帥ー 
SZS'予LZ帥ー 
SS9●中LZ Z中一 
C9g.SLZ Tn 
LO6●SLZ帥T
6Z予●9LZ 6ST
帥6●9LZ gST 
予9予'LLZ LST 
LL6●LLZ 9ST 
9帥●gLZ SET 
L66●9LZやST
ZOS'6LZ EST 
900●09Z ZST 
LOS●09Z TST 
SOO●T9Z OSt 
ZOS19Z 6ZT
966●T9Z 9ZT 
9帥Z̀9Z LZt
9L6●Z9Z 9ZT 
S9f●SgZ SZT 
TS6●S9ZやZT 
S帥●閃Z SZT 
LT6●閃Z ZZT 
L6g'S9Z TZT 
SL9●SgZ OZT 
TSS●99Z 6TT
9Z9●99Z 9TT
96Z●L9Z LTT
69L●L9Z 9TT 
6SZ'99Z STT 
90L'99ZーlT 
ZLT●69Z STT 
9g9●69Z ZTT 
660●06Z TtT 
09S●06Z OTT 
6TO●T6Z 60T
LLや●T6Z 90T
SS6●T6Z LOT 
L9g'Z6Z 90T 
0閃●Z6ZZ SOT 
T6Z●S6Z中OT 
OVL●C6Z SOT 
LgT'ウ6Z ZOT
SS9●予6Z TOT 
LLO●S6Z OOT 

OZ S6Z 66 

096●S6Z 96 
66g●96Z L6 
9g9●96Z 96 
ZLZ●L6Z S6 
90L'L6Zや6 
9ST'96Z S6 
99S.96Z Z6 
L66●96Z T6 
関や●66Z O6 
帥9●66Z 69 
SLZ●00g 99 
969●00S Lg 
9TT'TOS 99 
9SS'TOS S9 
粥6●TOS閃 
tLS'ZOS S9 
99L'ZOS Z9
00Z●GOS T9 
ST9●SOS 09
ウZO●予OS 6L 
S帥●予OS 9L
帥9●予OS LL 
SSZ●SOS 9L 
099●SOC SL 
990●90SやL 
ZLや●90C SL 
9L9°90S ZL 
6LZ●LOS TL
Z99■LOS OL 
閃0●90S 69 
関や●90S 99 
閃9●90S L9
C9Z●60g 99 
T99●60S S9 
LLO●OTE f9 
SLや●OTS E9 
999●OTS Z9 
T9Z●TTS T9 
SS9●TTS O9 
帥0●ZTS 6S 
下帥●ZTS gS 
SZ9●ZTS LS 
0tZ●STS 9S 
96SS''CTS SS
096●STSやS 
S9g71S SS
帥L'下lC ZS 
SZt●STC TS 
VOS'StS OS 

Z99'T帥 

9SZ●9TS帥 
ES9●9TS Lや 
LOO'LTS 9V 
09S'LTE帥
tSL'LTS帥 
ZZT'9TS帥 
Z帥●9TS Zや
T99●9TS TV 
OSZ●6TC OV 
96S'6TS 6g 
996●6TS 9g 
SCS'OZS LS
00L'OZS 9g 
L90●TZS SS 
S帥●TZS柁 
66L'TZE SS 
予9ー●ZZC ZS 
9ZS'ZZS TS 
ー69°ZZS OS 
VSZ●SZS 6Z 
中一9●SZE 9Z 
CL6●SZS LZ 
TSS'ウZS 9Z 
S99●予ZS SZ
9SO●SZSやZ 
99S'SZC CZ 
LCL'SZS ZZ 
閃0●9ZS TZ 
0帥●9ZS OZ 
LLL'9ZS 6ー 
LZT'LZS 9T
関や̀LZS LT 
OS9●LZC 9T 
ZSZ●9ZS ST 
LS9●9ZS fl 
SLO●6ZS ST
9SS'6ZS ZT 
969●OSC TT 
CtL.OSS Ol 
0帥●TSS 6
SLZ●ZSS 9
09Z'ESS L 
9帥●椛S 9 
帥6°GSSSS G 
TTL'LSC中 
予S9●6SS S 
9帥●Z中S Z 
Et9●帥C T 
9帥●帥S O 

allZaua0O!lAOat召SSI a〇∂1IaqZ ntldl11JuSauつtA∂APq11S ttエ 
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Tal2 SrthdVIS eecneso oabdbe tece SRlvlovrinfrleo 

LEⅧL ALBEDOLEⅧL ALBEDOLEVEL ALBEDOLEVEL ALBEDOLEVEL ALBEDOLEVEL ALBE

0 0.000000 
1 0.000252 
2 0.001008 
3 0.002268 
4 0.004031 
5 0.006299 
6 0.009070 
7 0.012346 
8 0.016125 
9 0.020408 

11 0.030486 
12 0.036281 
13 0.042580 
14 0.049383 
15 0.056689 
16 0.064500 
17 0.072814 
18 0.081633 
19 0.090955 
20 0.100781 

22 0.121945 
23 0.133283 
24 0.145125 
25 0.157470 
26 0.170320 
27 0.183673 
28 0.197531 
29 0.211892 
30 0.226757 
31 0.242126 

33 0.274376 
34 0.291257 
35 0.308642 
36 0.326531 
37 0.344923 
38 0.363820 
39 0.383220 
40 0.403124 
41 0.423532 
42 0.444444 

44 0.487780 
45 0.510204 
46 0.533132 
47 0.556563 
48 0.580499 
49 0.604938 
50 0.629882 
51 0.655329 
52 0.681280 
53 0.707735 

55 0.762157 
56 0.790123 
57 0.818594 
58 0.847569 
59 0.877047 
60 0.907029 
61 0.937516 
62 0.968506 
63 1.000000 

3時間毎のキャリブレーションテー プ ′レか らみた､

センサーの日変化をFi. 2レベg5に示す｡二の図は､10

ルに対応する温度の変化である｡ Fi. A)は､食期g5(

間の前か ら食中Jl4日間の変化である｡ これか ら､セ)0

ンサーの日変化は食期間前では小さかったが食期間に

はい り食が深 くなるにしたがって大 きくなることがわ

かる｡ この日変化を拡大 したのが Fi. B)である｡g5 (

16Zに温度が もっとも下が り､ この影響が00Zごろま

で続 くことがわかる｡ 旧処理では､ 1日 1個のキャリ

ブレーションテープ/レであるため､ この変化に対応出

来なかった と考 えられる｡ 最 もセンサーが変化する12 

Zか ら16Zの温度差 は270K付近で 4--5Kである｡ 旧

処理のVISSR画像データを使開すると､食明け後の時

間帯の温度が高 く貸出 される傾向がみられる｡

キャリブレーションテーブルを 3時間毎に作成する

ようになったあ とも､キャリブレーションテープ/レを

作成 しない時間では､画像パ ラメー タ編集によって最

も近い時間のキャリブレーションテーブル,が使開され

る｡ 例 えば､ 18Zで作成 されたキャリブレーションテ

ーブルは 17Zや 19Zで も使開 され る｡ このため17Zや 

19Zでは､ Fi. B)か らわかるように各時間で lKg5(

程度O-誤差が生 じる｡ 99) この誤差をな くすため､ 18年 

1月 5日はキャリブレーション処理 を 1時間毎に行 う

ことになった｡ 

DO 

Fi. A)で同 じ温度の値が数 日つづいているのはg5(

キャリブレーションテーブルの検証 によってテーブル

が更新 されなかったことを示す｡現在の検証の方法で

は､小 さな変化に対応 しない｡センサーの感度 は毎 日

少 しづつ変化 しているため､小 さな変化をキャリブレ

ーションテーブルに反映 した場合､Fi. A)の様なg5(

変化にかわる｡ (A)と (C)を比較 した時､温度差は

最大で1K程度になる｡ この ように小 さな変化 もキャリ

ブレーションテーブルに反映すると多少の精度向上が

期待で きる｡

さらに小さt,:変化を反映 させるためには次のような

方法が考 えられる｡ 現在､輝度デー タを安全性確保の

ため 8日分平均 して開いているのを､ 1観測か ら得 ら

れた輝度デー タだけを開いてキャリブレーション処理

すればさらに小 さな変化にも対応で きるはずである｡

キャリブレー ション処理は､各画像処理の基本 にな

る重要な処理の一つである｡ キャリブレーション処理

の精度の向上は各画像処理の精度の向上 にもつながる｡

このため小さな変化 も反映する処理の導入はキャリブ

レーション処理の精度の向上 に有意義である｡ また､

精度の向上 とともに安定 したデータの提供 ということ

もキャリブレーション処理では重要である｡
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技術報告 (特別号 ⅠⅠ-データ処理編) 

3.3 FAX作成 

3 FAX ImaeP essingrocg3.

Ab

Thef mieimaed aaep dins

t tsrac 

leveradroucertagl
iacs
 forfltuseuidnsok ff ma meor Clal lteoroog

eahtc

do ca 

swasa dadmo

dta

m. 

ge

teraure.atod wtec as mp TheS

eimaed aadNOAAAVHRRi dima atowa htes

n

fnrare

te

ded

furaceftonourose


n


i

ta


h


hceanograp

g


ra

lb

an

tsyse

dta

iivs

taa.sonteb softeVI RimaedgSShiashl inays'

Thefollwigf mileiacsn nlepacehdatter meiefid tuerotofMSC cmp

TheSS leAX( aS eTmp mif iteraureacse
furac
Se
F
-T gefnrareSSroi dsprouce) df mVI Ri dima

Srodsprouceic-ea eFAXi df mVI RS

eah tosic-einOk ks

l i lteoroogcaoitcuregS

ro

Sive

srena

hrcdP ib Thea gFAX a sVI R imaeasp sfrme

Th )i medf mL

nO

iivn
hrc
ay.hoa

e

btcoer

l tanayss. 

an

i

leWEFAX (WE mih f ieracsta LowF-R AX ( leiacsioR ltesou- nf mi) 

itcuereH,, soⅠJp1 Th

cI

8.89

ihtsereograp

fWEFAX ismo loaritcuritecorzero
ie
fid df m s dp etop -

apan.inldncuasaiovernec gFrE ti gJlrLt(-i)

pe-p1 概要 LMa Ty lFAX画像に分けることができるこ

円形系FAX画像は､衛星が取得 した地球画像の全部

または一部を切 り出し､軌道 ･姿勢情報等をもとに､itpcureAX画像 )は､衛星で取得 した

画像データを気象解析を行 う上で扱い易いように写真 その画像に対応するように海岸線や緯経線を挿入した 

F leF iacsmi(

FAX画像である_

した地球画像 を天気図等で使用されているポー ラステ

一 方､地図投影系FAX画像は､取得形式にしたものである｡

F-このFAX画像には､HR 3AXとWEFAX(昭和6年 

レオ地図や メルカ トー JL,地図に投買うしたFAX画像でF-月にLR01

一次系で作成 され､衛星回線お よび地上回線を通 じて ある_

AXか ら呼称変更)の 2種類があさ工 画像

利間者に配信 されている｡ F-なお､HR

気象衛星センターで作成･配信を行っているFAX画 保存する保存FAX画像がある｡ 

AXには､この他にFAX画像を縮小 して

像 には､計算機更新にともない､従来からの雲解析用 F-HR AXは､地 上回線 を通 じて気象庁に配信 され

に加えて､海面水温FAX画像､海氷FAX画像､そして る二一万､WEFAXは､衛星回線を通 じて国内 ･国外

保存FAX画像が新たに加わった｡ の気象官署や一般利開者に､地上回線を通 じて気象庁

および報道機関等に配信される., 

Ta

を行っているFAX画像の一覧 とその配信先を示す｡ 

leb2. FAX画像の種類 lに､現在､気象衛星センターで作成 ･配信

-5-3

pe


F

-

-

ks(

FAX画像は､HR

っている､これらのFAX画像は､その画像形式か ら､ 日本付近 を中心にアジア地域 を範囲 とした北緯 

Di Ty つ

AXとWEFAXの 2種相か らな ① ポーラステレオWEFAX画像 itcureP( 1)

06 で3000万分の 1のポー ラステレオ地図lFAX画像 と地図投影系 地球画さらに円形系 -

白川嘉茂 igihshsYo eSHIRAKAWA 
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DCPTa e1 KidofFX sd mi df

F-

F-

romtnae

F-

F

isseitpcure

像を投買主して表 示する 画像は､赤外画像(H, HR AX画像は､縦横を 2

に縮小 しHR AX画像上に 4画像格納 し､ 

A

wEAX画像は､HR

nlb

User 

JJ MMAA 

DPC 

JMA/GMS

X 

N am e

F1｣1ト diskHR-FAXVViiiissbbllee//ⅠⅠffnnrraarrddPloa-tsereog hrapi HR-FASeaS furaceT teeemperaurreHR-FAX (M terccaor ) 

SeaⅠceHR-FAX (Ploar-tsereo ) 

A hrcivedHR-FAX

Four- itsecorzedWEFAX

Type

DiksMap

Diks

Hihg-R ltesouionF iiacsmle

(HR-PAX)

WEtaherF iacsm ile (WEFAX)

､ nJ一 分の lL面積にして 4分

{Jlli,よひ､- 赤外強調画像( の 3画像が の 日視画像 

ある､この うち赤外強調画像は､夜間､可視画像に AX画像上に フ ォーマ .ノト

代わ-ノて配信さiLるものて､､雲解析を谷 鋸 こするた

F-

F

Ri

6

F-

F

変換 して1画像格納 している｡

め特定温度禎域を強調 して表示している なお､ニ 現在保存対象とな1ているFAX画像は以下の通 り 

HR AX画像 

可視 ･赤外ホ-ラステレオf AX画像 

wEAX画像 :ポーラステレオWEAX画像 

は､季節の気 F-.可視 ･赤外円形 HR AX画像c) LT強調処理のための階調変換テープ , 

応するため､夏用､ I+用､存 ･秋用の 3象現象に対

用意されて る桂根 か い

分割WEFAX画像4 itcur
P
･ e2②

地球全球画像 (,ホ外画 を 4分割 して 長像 ･ J′十十る

こiL;,の地球画像は､おたかし､の周辺狛 二重なり を

持たせている 円彬系HR FAX画像作成処理お よひ'地Ex]投景子系 

3. FAX画像の作成

海面水温HR FAX画像 iturPI e3 HR FAX画像作成処理については､処理理論および処③

海面水温の分布状況の把握 を H的に作成 さiLた 理手l胤 二関 して従来処理からの変更点はないし 詳細に

15.

FAX画像である

ぞdL緯度22 して､ 4

北半球閏 と南半球用かf)リ､そjL っいては､気象衛星センタ- 特別73Ⅰ技術報告〔 L-ト 1:

昭和5年)を参照されたい035 万分の 1の

-地球画像を投影 して表示する また､海面水温分

,しカ トー )L,地 Fx] -ノ 

F

FⅥEr

ボー ラ ステ レオWEAX画像 

AX)

tereoPloa( rs

従来のH～J画像をホーラステレれ酎象としたもの

31.布の識別を客 ら封こするため階調変換による強調処理

を施している､ 

F-④) 海氷HR AX画像 

冬季期間オホ-ツク海および､新海湾等に発生する

itcureP( 4J

F-である｡地図投影系HR AX画像作成処理 と同様の理

海氷の分布状況の把握 を目的 としたFAX画像て､f) 論にもとづいて処理構成されてお り､処理 手順に 多少

る 北緯6Oで900万分の 1のホ-ラステレオ地図- の違いがあるものの､ほぼ同様の方法で作成される｡ 

SS地 球 画像を投量目ノて表示する GMSのVI R画像 F-FWEAX画像はHR AX画像に比 して､その扱 う

(可視 J を用いたものとNOAAのAVHRR画像 ･′車 デー タ量が少か ､ため亡二記憶領域を外部記憶に栢る必

-05.外 ･1 Jm/5.ll Jを用いたものかあり､それぞiL 要がなく､内部記憶だけて･処理することが可能なため､

海氷域の判 別を谷 易にするるため強調処理 を砲Lてい 一つのプログラムで処理 しているてこの処理フ ローを 

igureF lに示す 

F-保存HR AX画像 

気象衛星センターで作成 ･配信を行 

itcur
P
( e5)⑤

ノているFAX 

F

32.

WEAXl 

4分 割 WEFAX画 像 i dtsecorze--Four-

L画像を写真形式で保存するためのFAX画像て､ある 
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-

画像 を作成す る処理､画像から各画素の最高温度値を

抽出する重ね合わせ 処理および強調のための階調変換

処理の三つの処理か らなっている｡処理 フ ロー をFi

e2に示す｡ur

FAX像作成処理 と同様の処理 手順 を用 いて海面水温 

g

1 P essgfloinrocig.F woWE AXp

- og Mec MT: trcaor

F

ihrap

f

tserePloar
:
SP

iond trouc

従来の 7分割画像に代わるWEFAX画像である_円

形系HR FAX画像作成処理 と同様の処埋 手順 を開い

て作成 されるたれ その作成方法に変更点はな く､主

に運乳 上の考慮か ら分割数､切 り出 し範岡および､画像

中心の変更を行 -ノた 

-

33. 海面水温FAX画像の作成 a S e TemfuracSeし -

eHR FAX)

海 面水温FAX画像は､海面水温の分布状況の把握 を

目的に作成さjLたFAX画像て､､GMSの赤外画像デー

-tperaur loinroc･igF 2 P ess gfwo F-TSSf AXp iond trouc

331.. 海面水温FAX画像の作成

タか ら作成される 海面水温FAX画像は､地図投影系FAX画像作成処

GMSの赤外センサーは､使用する赤外波長帯 0.(1 埋 り /しカ トー ル作成処理 )と同様の処理手順を開い

m)の特性か ら､海面が雲 で覆われた場 合､/J25.
1
-
5 SS200て､1日 2回､ UTと1UTのVI R赤外画像デー タ

その雲 を透過 して海[由か 一㌧の放射 を測定することがで より作成する｡この時､FAXの階調を海面水温の分布

70(2 -300K)を中心に割 り当てる｡階

gur

きないこ このたれ ′ホ外画像か ら海面水温 を抽出する する温度領域 

ためには､その妨げ となる雲 を除去す る必要がある二 調変換の グラフをFi e3に示す ｡

海面水温 を抽出する場合､雲が時間経過 とともに移

動､発達､消滅するのに対 して､海面水温は短時間の

変動が少ないことか ノ)､ 1観測 の画像だけな く､観測

l 

｢ 

l

+

l 
ITH仙 E 60 

時別の異なる便数の画像 を組み合わせ て処理す ること

ができる｡ 二の観測時別の異なる画像の :)ちには､何

れかの画像で晴天城の存在が期待で きる これ らの画

0EJ 
rl

山 

4

3 

o 

nu 

像の うナフ1校で も晴天域の存在す る画像が あdLば､海

面が雲 よりも輝度温度の高いことを利鞘 して､各画素

)

山 

l

毎に画像 を比較 し最高温度値を選択することによ -,て､
>･-

く⊂その領域の海面水温 を抽出することができる このよ
lこ:⊂

しコうに､こうした部分的な晴天城 を組み合わせ ることに

ょって雲の,影響 を除去し､全体 として広い領域にわた

って海面水温 を抽出することか で､きる
AC
BL
K 0 

海面水温FAXL酎象作成処理て'は､雲 を除去するのに
[

[

urvel ieveconversoihtrg nig.F

fo

℃｣ 
K] 

3 FAX b essl nc

rS


10-02- 043020100
有効でかつ､海面水温分布の変動 が ない と見徹せ る期

間 という条件を考慮 し､ 4日間の 8観測 の画像 を使用

している

32.1332.3032.2932.8232.7232.2632.52

F-T
S
 AX 
海面水温FAX画像作成処理は､地図投影系FAX画 
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.2 海面水温FAX画像の重ね合わせ処理
WH E 60
IT

ここでは 8観潮の画像デー タを比較 し最高温度値 を

抽出する処理 を行 う｡

この重ね合わせ処理では､ 8観測分の画像デー タを

3.


4.

GMS海氷FAX画像で開いるV

T凡Ar 

rT

山 

>

山 

I ＼ ?
一度に処理す るのではな く､1日 2回海面水温FAX画

l像が作成 されるのに合わせて処理 を行 う_,このたれ ＼ 

uT

WV 

九

つJ
最高温度値 を抽出 したFAX画像デー タを退避 ･保存す l 

V

る画像ファイル 〔8観測分の画像デー タを､このフ ァ C･Jt
l 

イル上に逐次､重ね合わせてい くことか ら重ね合わせ U 

ファイルと呼ぶ )を用意する｡ 二の重ね合わせファイ

ルは､ 8観測分の画像デー タの重ね合わせに先立ち初
lB CK 0LA

期化される｡ このことか ら､初回の画像デー タについ
J｣vele｢10
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lt n orma

ては比較す る画像デー タがないたれ 重ね合わせ処理

は複写処理 と同等の処理 とな り､ 2回目以降の画像デ ig

cu

4 FF .

rv

igr

F

AX b
SST-AXeforー タか ら､重ね合わせ ファイルに保存された画像デー

タとの間で重ね合わせ処理が行わiLる

この重ね合わせ処理 を 8観測分繰 1)返 した後､ 8観

測の うち最 も温度値の高い画素ばか りを集めたFAX
画像ができあがる｡ 

3

重ね合わせ処理によって作成された画像に対 して､

強調のため､さらに階調変換処理 を施す _ニ拙 ま､海

面水温FAX画像の利用 目的が海面水温その もの を算

出するのではな く､二の画像をもとに海面水温分布の

パターンを識別することにあることか ら､より海面水

温の温度差を強 く表現するためである〕二の階調変換

3.
.3 海面水温FAX画像の強調処理

の グラフをF

二二で行 う階調 変換 は､FAX画像 作成時 に行 う 

urig e4に示す二

roF-loinro
IS

cessgf AXp -
V

すでにFAX階調 となっているLj像デー タを別のFAX

階調に再割当する処理である. 太陽天頂角が大きく)太陽光が十分に当たらない場所

では輝度が低 く解析が困難なこと (主な対象領域であ

.5 P wofGMSICEFig
SR階調か らFAX階調-の階調変換 とは異な り､

duction

3.4海氷FAX画像の作成 

urig

F-IceHR AXl

海氷FAX画像は､GMSの可視画像デー タとNOAA 間､とくに太陽天頂角が大きくなる)､また高緯度にな

のAVHRR赤外画像デー タから作成されてお り､それ るに従い空間分解能が著 しく低下するなどの問題 も存

ぞれの特長を活か して利用 している 在するこ 

e 

ea(S るオホーツク海は高緯度に位置す ることから､冬季期

GMS海氷FAX画像作成処理の処理 フ ロー をF

6-

IS

.1 GMS海氷FAX画像の作成 5に示す｢ 

)

-5


SR自月見画像には､ 

GMSが静止衛星であることか ら対象 とす る領域の画

像デー タを定常的に取得す るこ とが で きるこ と､軌

道 ･姿勢の正確な値が決定 ･予測されてお り精度の高

い座標変換 を行えるなどの有効な点がある｡ しか し､

一方では可視画像であるため太陽高度が低 く (以下､ 

F_(1
 太陽天頂角に もとづ く補 i 

衛星で観測される可視画像は､物体に入射 し､反射

した太陽光を観測 したもので､表現 している物理 量は､

反射率ではなく反射量である､二の反射量は､太陽天

頂角による太陽光の入射 量の増減:=あわせて変化す る

ことから､同 じ対象物であって も入射量が異なdHf観

3
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測される輝度値は異なって くる｡ このようなことから､

画像の相対的な評価を可能 とするため､太陽光の入射

量を一様 と見倣すような補正 を施す｡

二の補正は､衛星で観測 される反射量は衛星天頂角､

衛星方位角および太陽方位角に関係な く､太陽天頂角

に もとづ く太陽光の入射量のみに依存するという等方

位性の考え方に もとづ き､観測された反射量に対 して 

1/COSβを乗ずることにより行 う｡ 現在､運用されてい

る補正曲線は､1/COSβを基本 としてFAX画像上で視

角的に良好 となるような関係式を用ている｡ また､ 1′/ 

COOの値は､Oが 7/2に近づ くにつれ発散す るためS T

しきい値 を設定 した｡ 

(2)輝度補正 とプロ､/ク処理

この輝度補正は画素単位に処理する必要があるが､画

素ごとに太陽天頂角 とその補正係数 を算出すると莫大

な計算時間を要するため､地図投影変換のための画像

ブロック処理で使用されるプロ､ソク単位に補正係数 を

算出 しプロ､ソク内の画素に対 しては同一の補正係数 を

用いて処理時間の短縮をはかっている｡ 

3.4.2 NOAA海氷FAX画像の作成 

NOAA海氷FAX画像で用いるNOAA･AVHRR赤

外画像 ( anl4:05 l.5Fm)は､高い輝度温Chne- 1.- l L

度分解能 と空間分解能を有 している｡ 取 り分け､GMS

の可視画像の空間分解能が著 しく低下する高緯度では､

衛星直下点で約 1kmという空間分解能は非常に有効で

ある｡ しか し､一方では低軌道を飛行する極軌道衛星

であるため､地球重力の偏 りや大気摩擦抵抗の影響か

ら軌道 ･姿勢の正確な値が決定 .予測できず精度の高

い座標変換が行えないこと､広範囲にわたる画像 を取

得できないなどの問題 も存在する｡

二のNOAA海氷FAX画像は､太陽高度の特に低 い

期間､GMS海氷FAX画像に代わって利用される｡

NOAA海氷FAX画像作成処理 の処理 フロー をFig-

ure 6に示す｡ 

(1) キャ リブレー ションおよびFAX階調変換 

GMSのVISSR画像の場合､観測 した輝度値 を物理

量に変換するためのキャリプレ-ションテーブルがあ

らか じめ 用 意 され て い るの に 対 して､NOAAの 

AVHRR画像の場合は用意 されていない｡ このため､

画像二次系のTOVS処理 で行 っている処理 と同様 の

手順で､ HRPTデー タ･1マ イナーフレーム毎に含 ま

れるキャ リブレー ション情報 (宇宙空間､衛星内部 タ

ーゲ､ソトICTの観測デー タおよびICTの温度を測定す

る 4つのPRTデー タ)をもとにキャ リブレーション係 

Fi6 Pocessngflw o AA IEFg r i o fNO C-AX 
prd

.
cinouto

数 を決定 し､キャ リブレー ションテーブルを作成する｡

この際､キャリブレー ション情報を全フレームから抽

出 してキャ リプレ- ション係数 を決定す ると､膨大な

計算時間を必要 とするため､先頭から100マ イナーフレ

ームのキャ J)ブレー ション情報のみを用いてキャ リブ

レーション係数 を決定 し､全フレームの画像デー タに

対 して適用 している｡ 

FAX階調変換では､AVHRR画像の持つ高い温度分

解能 を活か して､海氷が分布 していると思われる温度

範囲 (245-275K)を強調するような階調変換テーブル

を設定 した､このことによ l)､海水域の判別だけでな

く､結 氷か ら融氷にいたる海氷の状態変化をい 巴握す

ることができる｡ なお､ここで表現 されている温度値

は､大気補正等を行っていないことか ら定量的に使用

するはできないしこの階調変換の グラフをFigure7に

示す｡ 

(2) 複数軌道の合成

極軌道衛 星であるNOAAが撮像す るAVHRR画像

は､軌道に治った約2800kmし2048pixel/line)の帯状の

画像である｡ これに対 して海氷FAX画像は､オホーツ

ク海から潮海湾に至 る約5000kmの範囲を対象領域 とす

ることか ら､ 1軌道の画像デー タだけでは領域全てを

満たすことはできない｡ このため､隣合 う複数の軌道

の画像デー タを合成することによ り対象領域 をカバー

する｡

隣合 う軌道の間には､お互いの撮像範囲に重複する

領域が生 じる｡その重なりは高緯度になる程大 きい｡

このため､各々の画像 を合成する際､ どちらの画像 を

使用するかの 目的に応 じた使い分けが必要 となる｡ 後

の軌道の画像は､撮像時刻 が新 しいので情報 としての

鮮度が高 く雲解析等の場合は有効であると考えられる
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この保存 FAX作成処理 には､HR-FAX画像 用 と 

WEFAX画像周の処理がある丁処理 フローをF u 8

w ofFAX AB

22 242 252 262 272 2

F . AXb h e n o u7 F g essl l v nc
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が､海氷は短時間の移動や変化が少ないことか ら､無	 に示す､ 

co
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索に利用されている

条件に後の軌道が有効 とい う訳ではない む しろ､ 

NOAA画像の場合は､画像の空間分解能が直下点か ら

離れるに従って著 しく低下す るうえ､放射経路 も極端

に長 くな り大気の景3/響 を大 きく受ける点を考膚すると､

より衛星直下点に近い画像 を選択 をす る方が有効であ

る｡ 理想的には､両画像 を比較 して雲がな く海水域の

表れた画像を選択すれば有効な画像が得 られると考え

られるが､海氷 と雲 との判別を必要 とす るため､処理

時間等を考慮す ると必ず しも得策ではない｡

これらの点 を考慮 して重複領域の扱いに関 しては､

NOAA･AVHRR画像の持つ高い空間分解能 を重視す

F-

F-

F-

lr) HR AX保存画像の作成 

HR AX保 存画像は､HR AX保存画像 をラ イン､

ビクセ /し方向 とも 2個に 1個の割合でサンプ リングし

縮小 してHR-FAX保存画像上に 4画像格納 した もの

であるO

この保存FAX画像は､全紙サ イズで出力したのち裁

断 して 4っ切 リサ イズで保存するため､裁断時の切 り

しろを設ける必要か ら､ラ イン方向は､サンプ リング

した画像デー タか ら､さらに グレー スケールを 2ライ

ン､ スケー JLマー クを 8ラインおよびア ノテ-ション

を10ライン削除 し､ピクセル方向は､保存FAX画像の

る立場から､重複領域の画像デー タを比較 して､各々 バ ックポーチ部分の 2/3 (

の衛星直下点か らの距離 を基準に､それぞれか ら空間 として使用 している二 

分解能の高い画像デー タを取 り出し､組み合わせ るこ (2) WEFAX保存画像の作成 

148ピクセル)をL酎象領域

(3)軌道合成 とプロ､ノク処理	 WEFAX保存画像は､WEFAX画像 を変換 してHR-

本処理では 1軌道ごとに処理 を行 うため､画像プロ FAX画像上に格納 した ものである 

･ソクファイル内でプロLt/ク単位に画像デー タを書き替 WEFAX画像 をHR-FAX画像上に格納す る場合､ 

F-えることにより合成処理に対応す るこなお､この手法	 WEFAXとHR 8.

′′.ix
0p
7.

AXとでは､走査線密度が3

elmmと異な′

4と10. 

の場合､画像プロ､ソクフ ァイルをプロ､ソク処理時に初 1i42n 1.e/mm､画素密度が8 8と18

期化す ることができないので､プロ ソク処理に先立ち	 るため､WEFAX画像 をHR F-

8-

F-ivhc

初期化す る｡	 させ ると､画像の大 きさが変わるとともに縦横比が違

って くる=このため本 来の縦横比 とす るよう､ ラ イン

edHR AX)

-5

AX画像に1:1に対応

3.5 保存FAX画像の作成 (Ar 方向に対 して 5ラインを 6ラインとす るようなラ イン

保存FAX画像は､従来は雲解析作業で開いたFAX

画像 を保存に開いていたが､雲解析作業のデ ィスプ レ

ー化によ りFAX画像出力が廃 止されたため､FAX画

像 を写真形式で保存する必要か ら作成 したものである

これ らは､雲画像情報図の再解析や事後の調査 ･検 

補間処理 (5ラインに 1ラインの割合で同一 ラインを

重緩 して挿入する)を行っている､ただし､画像は全

体的に縮小されるため､本来の縮尺である3000万分の 

1のポーラステレオとは異なった縮尺 となる√

階調表現 においては､従来のWEFAX画像 (LR-
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FAX画像)が､WEFAX受画機 (LR-FAX受画機)の

階調再現能力の制約から16階調であったのに対して､ 

HR-FAX受画機は64階調の階調再現能力を持つこと

から､WEFAX画像が64階調の階調で表現されてい

る｡ (症 :WEFAX画像は､計算機処理の段階では64階

調の階調を有 している) 
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3.4 降水強度指数 
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2.1

降水強度指数 とは､レーダーから得られる降水強度 降水強度指数を作成する手法を説明する｡ 

とGMSから得 られる可視データ及び赤外データとの

. 作成の手法概要

21. 推定多項式重回帰分析を行い､そこで得られた多項式を用いて衛

星データから降水強度を推定したものである｡ 降水強

度指数は降水短時間予想の初期値や､レーダー探知範

囲外の観測不能データを補うために利用されることを

目標に設定されている｡ このため降水強度指数は､レ

ーダーが観測する降水強度 と同じデータ形式で算出さ

れる｡

降水強度指数は､ 5km格子間隔を持つ斜軸ランベ ｡32a

降水強度指数を作成する方法は､可視データと赤外

データを併用する可視赤外併用方式 と赤外データのみ

を用いる赤外単独形式に分かれる｡ 

(1)可視赤外併用方式

可視データを使用する時は､次の多項式で表される

推定式を用いる｡ 

ALB+aTBB2+aALB2

6a

laaop- 十 TBB十 

TBB･ALB十 TBB3

+a5･

｡･+a7ALB3+a8TBB2ALB+a･ル ト座標を用い､日本列島を十分覆 う700×300の格子

fzuu

から構成させる範囲について出力される｡ TBB･ALB2- -- ･(1) 

このデータはバイナリデータに変換され､毎正時 3分 P:降水強度推定値 (0-61のレベル値) 

Ka miSUZUKI 

142- のレベル値)TBB:赤外輝度温度 0

(

(

0-100のレベル値)

以内にADESSに送信される｡ 

ALB:反射強度 

a｡:定数

可視の反射強度は太陽仰角に依存する｡ 可視赤外併

鈴木和史 

-76-
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用方式では可視データについて､地表面に入射する太 2.3 表現特性の変換 

陽光が一定になるような補正を行 うことができる｡ 太 )､ (式から得た降水強度推定値 Pは､レーダー

から得られた降水強度より一般に小さな値になり､そ

3)(1

陽高度角を補正する方法は､Davis( 7194)の方法を利

用した｡ のまま用いるのは実用的ではない｡そこで次式の表現
LI,

州

･月日.山-･J遠)赤外単独方式

赤外データのみを用いる推定式は､(1

(2 特性の変換を行って､レーダーから得られた降水強度

)式でALB-0と に近い値 として表現する｡ 

することにより得られる｡ 

SI-a･P+P ･ (4････････ ) 

p-b.+b BB3･････････)(23TBB+b BB2+b

赤外データのみの降水強度推定は､可視データと赤

2TlT α､βは定数

b｡:定数

この変換を行ったS

tyisteititip

Iを降水強度指数 

a onin n

r_ -de

)と呼ぶ｡ α､ 

it(Satelle

･････････(5

外データを併用した降水強度推定に比べて推定精度が βは次の連立方程式を解いて求める｡ 

) 

i cvedInd reexofp

落ちる｡ つまり(2)式から得た降水強度推定値は､(1)式 Rm -a･Pm+P
から得た降水強度推定値に比べ精度が悪い｡従って Rl-a･Pl+P･････････(6) 

TBBを加工 して得 た赤外 パ ラ メー タの TBBMNTと Rm :レーダー探知範囲内で得 られたレーダー

式からの推定精度の低下を防 ぐ

工夫がなされた｡ 赤外単独方式の推定式は次の多項式 Pm:レーダー探知範囲内で得 られたPの最大

で表される｡ レベル値｡ 

Pl:レーダー探知範囲内で得 られた Pの頻度

TBB｡Vを導入して､(1) 降水強度の最大レベル値｡ 

C cITBB+C2TBB2+C3TBB3+.p- 分布で､大きい方から数えてレーダー存

+C.TBBMN+C 5.(35T ) 在格子数の1 倍に対応する順位に相当

0X20の領域内の平均 TBB するPのレベル値｡ 

BAv･････････ 

TBa N2:

2:

定数c

TBB〕V

:n

0X20の領域内の TBBの分散 Rl : レーダー探知範囲内で得 られた Rの最小

レベル値 /h(1mm rに対応)｡ 

(5)式は観測されたレーダ強度の最大値 までPを増

TBBMNは小さい (雲頂温度が高い)程､ Pを小さく 幅すること､ (6)式は 1mm/hrとして表現される推定

する効果を持つ｡緯 ･経度 2度で平均化するので､晴 5,値Pの総数をレーダーの総数1 倍にすることを意味

5.

(5､･

している｡ 1 倍 という値は､弱い降水強度 も表現でき

粒状の巻雲は平均温度が高 くなり､こうした無降水の るように経験的に決めた｡ 

巻雲を除去できる｡ TBB｡は､大きいほどPを小さく )､(

天域を含むバンドの北緑の巻雲や周辺の晴天域を含む

6)からα､βを求める 

することが多い｡粒状の巻雲域は分散が大きくなり､

発達 したCBクラスターはある程度の広が りを持つの (R

(P

m


m･Rl-Rm･Pl)


-Rl)/(Pm-Pl)･･ (7･･･････ )a-

で分散は小さくなる｡ /(Pm-Pl)･･ (8･･･････ )p -

2.2 層別化 1.0.5.-3 ､βは0 程度の

雲頂高度の高い発達 した雲 と雲頂高度の低い雲から 値をとることが多い｡ 

の降水機構は異なっていると考えられ､従って雲頂温

度毎に違った特性を持つであろう｡ このため温度によ 2.4 LUTデータ

る層別化を行 うことは､推定精度の向上が期待できる｡ 降水強度の推定に必要な情報はLUT (Look Up 

実際の例で計算すると､αは1 

Table)データと呼ばれ､過去のデータを基に前 もってこの処理では最大 5群に層別化する機能を有する｡

量

目
卜いいいr
IJ
･享1--I.1-｣

,

皇 

しかしあまりに細かな層別化は､独立データへの適用 準備されている｡ 実時間で行われる降水強度指数作成

の際かえって推定精度の低下を招 くので､ 2- 3程度 業務では､LUTデータを入力して降水強度の推定をす

の層別化を用いている｡ 層別の聞値温度は､季節毎に る｡

変える｡ 

8--6

.

｣..
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-

UTデータは､推定多項式の係数､層別の閥値､表

現変換定数等からなる｡ 

3. 降水強度指数作成業務 SI ESTIMAT工〔刑 

SYSTEM 

SS
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S
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J

iagra

t tporsyse
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Isupn

i34g...F

te

1 Bl kd mo

m adS m.

降水強度指数作成業務の概念図をFi に示す｡
[

降水強度指数作成業務は降水強度指数作成システム

と降水強度指数支援システムに分けられる｡

降水強度指数作成システムは､降水強度指数の作成

341g..

ADESSに降水強度指数のデータの送信を完 亘 コ1n ｣｢ ~ ~ ~~ at-0_--i-

_Ta )データの作成及び更新を行う｡

｢データ累積｣は､レーダーデータの圧縮 ･合成､

leb

i34g...F 2G

IZil
＼y 

から配信までを毎時行う｡ VISR前半ファイルの作成

完了後ただちにこの処理は実行 され､観測正時後 3分

S

までにC

了する｡ 処理は一次系計算機､管制系計算機を用いて､

スケジュールに従って自動的に行われる｡

降水強度指数支援システムは､各種データの累積､

降水強度指数作 成時 に参照す るLUT (L koo

-ys

Fi降水強度指数作成システムで行われる処理を 

42.

･3･g

に示す｡ 

LUTデータ作成｣は､累積 したレーダーデータと

衛星データから重回帰分析を行って､LUTデータを作

成する｡

｢ 

iotits
S
(

LUTデータ更新｣は､精度よく降水強度を推定で

きるようにLUTを､随時あるいは自動的に更新する｡ 

Ie ma ns

｢ 

m)te

-onactan

)ion

(

tecjro

VISadIR d

32.

iversontoLAMBERT p

31.

km

044

S

0

SデータをVI Rファイルから切 り出す領域は､5

の格子間隔を持ち､赤外パ ラメータの平均や分散を求

めるための余裕を考慮して降水強度指数を算出する領

域 より外側に2格子ずつ広い70×3 の格子から成る｡

35･341

321..

Up 

LA竺 ｣ 

業務概要

衛星データの累積から成 り､毎時処理される｡ この処

理は二次系計算機を剛 ､て､スケジュールに従って自

動的に行われる｡

降水強度指数作成システム 

ランベル ト変換処理 

降水強度指数は ｢レーダー合成図｣ と同じ座標系で

データを取 り扱うため､衛星データを斜軸ランベル ト

座標に変換する｡

--づ9 

70.
5
005.162.
2


667.1

その領域 は､ ( N,11 E)､ (1 N,

E)､ ( N, E)を四660.51786.3478.
2
1 E)､ ( N,

隅 とする矩形である｡ 
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1 R34..-leTba weenSI t toupubteionltea 323..l leve IdisseS( mi )iontna通信 

dp

***** snd tenoe

an ni itnensioiittrecpa 作成 された降水強度指数は､以下の手順で配信局デty. 
ー タに変換 される｡oemp gl tp tresen.leveal loyn

(1)並べ替え

降水強度指数はピクセル方向に700､ライン方向に 
l 

PRECエPlTAm 0N 
+ + ■■ ■l

v lNE YTNSTTEJ の格子から構成 される｡003 利用者である本庁予報課でPREC工PTTATI〔洲SI 

INTENS工TY 

(n】m/hr) (mm/nr､) 開いるには ｢レーダー合成図｣ と同じ配列が望 ましい

0000ため､ピクセル方向は3 ､ライン方向は7 になるよ
NODATA *************** *****

O.O ｣8.｡< <56..～ うデー タを並べ替える｡ 

***** *************** 

***** 
***** 12'二二 三1.6'｡ 日 78 

データ圧縮

降水強度指数データは連続 したデータ値が多 く存在

)2(

(〕(< .(.〕 < 1〕 
***** 

._ I: -

する｡ 連続 したデータを圧縮 してデータ量を減少させ
***** _二:::: ; ::::: 
***** *************** ***** 

ることにより､送信時間の短縮やファイル容量の縮小
1 52

_

1.〕 <2口 53 l(≦ 1. を実現できる｡(≦ . 6L.] <8〕0
 

***** 54 ***************
 
3降水強度指数は 0から6…… 56T ***** 

2.0≦ < LL.(〕 
2｡'■〕≦ 3̀''0*****

***** 7 データにLOC方式の圧縮技法 
8 0.O≦ <96.05

58
55 

689

レベルで表現 される｡

(神田､1 )を適用 し

この***** 

00********* この処理を行うと､2-359 
***** 

LL.0≦ < 8.

60***** %までデータが圧縮 されることが多い ｡ 

0

*****

***************

61qb.0≦ (3)電文作成62 *****


***** 63
 
********** 

ilo.つ≦ <L18.0
********** 

8.0≦ < 

1 42 以上の処理を行われた降水強度指数データは､電文

フォーマットに従い電文に組み立てられる｡ 電文はヘ

ディングと本文から構成 される｡ 

て､デー タの圧縮を行う｡*********** 
***** 32つ <L00.≦ 1.

33. -tporsysIsup
S
降水強度指数作成支援システム (

100.0.00.

衛星データは次のようにレベル化 される｡ 可視デー

から1 までを 毎に細分 tem)

赤外データの 降水強度指数作成支援 システムは､デー タ累積､ 

タの場合､反射強度の 

05Co.

10

Co

1

0

4

0

0Co

した 0から1 までの1 レベルである｡

場合､+2 から-100 までを 毎に細分 した 0か

ら2 までの2 レベルである｡04

i343g...FLUTデータ作成､LUTデータ更新を行う｡ の

処理フロー概略図に従って､それぞれの処理を説明す

る｡ 

322.. 降水強度指数作成処理 itonitesIS( ma )

331.. データ累積処理 uta
D
( aaccmu )ionlta衛星データを予め求めておいた推定式に代入 して､

降水強度指数を算出する｡ データ累積処理では､レーダーデータと衛星データ

データの格納期間は 2日間程度で､順Loo降水強度指数算出に必要なLUT ( kUpTa

データは､LUTファイルに格納 されている｡ 処理する 次最新データに入れ替わる｡各データの累積処理を説

各時刻毎に､対応する時刻のLUTデータを､LUTファ 明する｡ 累積 されたデータは､次処理の降水強度指数

イルから入力する｡ 作成処理に用いられる｡ 

)leb の累積を行 う｡

0

0

64.11164.
2


降水強度指数は､3

領域は ( N,

0×700の格子に算出され､その (1)レーダーデータの圧縮･合成 resoR d dtaar a( acmp

19.4(､E) 8N, ､733.4 E) 8.1(

-

oniso

589.
3


nadcmp

E)､ ( N, E)を四隅 とする矩 衛星センターでは､C

形である｡そして､ 1格子 8ビッ トの情報を持つバイ ーダーサイ トの降水強度観測データを毎時受信 してい

ナリデータに変換されるが､現在使用している範囲は る｡ このデータを､気象庁が作成 している ｢レーダー

)itonios

120N, 477.2 944.51 ADESSから分岐された各レ

ble-341..0から63レベルのうち17レベルである｡Ta 合成図｣ と同じ手順で合成を行 う｡

に降水強度指数の出力レベルと降水強度 との対応を示 はじめに､各レーダーサイ トの観測データをデコー

す｡ ドし､圧縮処理を施 してファイルに累積する｡ 次にこ

の圧縮データを入力 して合成処理を行い､480×250の 

-

-0-7
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＼CE
a SSlヨ
ii
DA-
テーブル とデータブロックから構成 される｡ 

(1)指示テーブルの更新

指示テーブルは､処理時刻毎に処理モー ドを決定 し､

入力すべ きLUTデータが格納 されているブロック番

号 を指示する｡

指示テーブルは月毎に更新する｡ この時は特に太陽

高度が低い朝夕の処理モー ド (昼型処理/夜型処理)

の適否を判断 して､各時刻の処理モー ドを決定する｡ 

L UT d atacalculatlOn 

データブロックの更新

データブロックにはLUTデー タが格納 されている｡ 

LUTデータは､作成処理モー ド､推定式作成に用いた

データの観測時刻､推定多項式の係数､層別化の個数､

層別化の閥値温度等から成る｡ 更新には ｢マニュアル

更新法｣と､｢自動更新法｣があ り､任意の方法を選択

)2
(

｢マニュアル更新法｣は､LUT作成処理で作成 した

過去のLUTデータの中から､精度良 く推定出来ると考

えられるLUTデータをマニュアルで更新する｡

｢自動更新法｣は､最新のLUTを採用するか否かを

プログラムが判断 し､自動的にLUTデータを更新す

る｡ 

bymul - ge lntユrerSSO

lo

ーダーデータをは､合成 レーダーデータファイルに累

Fi Ge lf fSIs m･tsupw o

格子からなる合成レーダーデータを作成する 合成レ｡

tysepornera343g...
4. 降水強度指数の出力例 

0

345g...

0


344g...


1
988年1月 6日0UTCの降水強度指数の出力例 を 

Fi ､Fi に示す｡ 

数の分布図である｡ 推定式を作成 したデータの観測時

積 され､後続のLUT作成 ステップに周いられる｡ i344g...F は可視赤外併用方式で求めた降水強度指

衛星データ累積)2
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現特性変換の定数はα-1 ､β- であった｡ 

988年 1月 6日00UTCの可視画像 をF ､赤
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に格納する｡ 8
に示す｡

重回帰分析 を行 う領域は､等ビーム高度8000m以下 

J)レーダー探知範囲内とする｡LUT累積 ファイルに格 参考文献 
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1 はじめに 像情報図修正､熱帯擾乱解析､VTR動画作成､ランド

マー ク抽出などの画像二次系計算機の各処理に利用さ

GMSで観測 されたVI R画像デー タは､可視画像SS れている｡ 

が133 ピクセル ×1 ライン､赤外画像が 

セル ×2500ラインの画素から構成 され､ また､各々の

000067 6688ピク

2.計算機更新による変更

画素は可視が 6ビット､赤外が 8ビットから成る膨大

なデー タ量を有 している｡ 画像準備ファイルは､円形については､風計算処理

Sこれ らのVI R画像データか ら､画像処理装置の画S

像表示用にデータを切 り出して転送するには､かな り

を始めとして画像処理装置を使用する各処理などで従

)979来から使用 さており(加藤､1 ､その基本的な考え

の処理時間が必要 とされる｡ 従って､あらかじめ切 り 方は今も引 き継がれている｡ 7891 年 3月の計算機更新

出しサ イズ､ブロック構成などを考慮 した共通の規格 の際に次の様な変更が行われた｡

に基づいて画像データセットを作成 し､各処理がそれ 第一に､2000万分の 1の北半球ポーラステレオ投旨;,

を利周する方法をとれば､種々の計算や画像表示のた 変換画像 ファイルを新たに作成したこと｡ これは､ こ

めの処理の効率化が図れることになる｡ このため､ の縮尺の投影形式の天気図が多く､画像処理装置上て

SSVI R画像 ファイルか ら､円形の画像準備 ファイル

と､ポーラステレオ投影変換画像 ファイルを作成する

天気図 と画像 との重ね合わせ表示を可能 とすることを

目的 としている｡

420

のが画像準備処理である｡ 円形の画像準備ファイルは､ 第二に､画像処理装置の画像デ ィスプレイの表示サ

( ×1 画素)にな り､全球画像､ 4分割画像､区分画像､及び座標変換､キ イズが旧装置に比べ約 4倍 0821

ャリブレーション情報等の画像パ ラメータから構成 さ

れ､ポーラステレオ投影変換画像 ファイルは､2000万

分の 1の北半球ポーラステレオ投影変換画像から成っ

ている｡

画像準備処理は､画像一次計算機で実行 され､これ

により作成された画像準備 ファイルは､風計算､雲画

6従来の円形系の1分割画像に対 して､全球 を 4分割画

像 4枚で構成 し､表示する方式 としたこと｡

第三に､従来は一つのデータセットの中で別れてい

た可視､赤外のファイルを分離 し､別々にアクセス可

能 としたこと｡

第四に､画像管理プログラムによる一元的な管理を

宮武真一､大島 隆 
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行 うために画像デー タセット形式にしたこと｡ これは､

毎時観測が開始 され､また､DASD上の保有期間 も最大 

3日となるなど､使周できる画像準備 ファイル (円形

画像及びポーラステレオ投影変換画像)の数が飛躍的

に増大 したことに対応 して､個々のアプ リケーション

プログラム (風計算処理など)に代わって管理､検索

することを目的 としている｡ 

3. 画像データセッ トとその管理

画像管理プログラムで扱 う画像デー タは､GMSの 

VISSR画像データから作成する可視 ･赤外の円形の画

像準備データ､ポーラステレオ投影変換画像データの

みならず､天気図､出力プロダク ト用のCDFデータ､

及び画像処理装置表示用の地形図データも含 まれる｡

これらの種類に関係な く画像デー タを ｢画像デー タセ

ッ ト｣ と称する統一 した形式で作成することにより､

画像管理プログラムによる一元管理を可能 としている｡ 

3.1 画像データセットの構成

画像データセッ トは､コン トロールテーブルとデー

タ領域から構成 される｡

コン トロールテーブルは､画像データセットの管理

情報が設定 されているヘ ッダ部 と､各メンバ (デー タ

の処理単位)の情報が設定されているデ ィレクトリ部

から構成 されている｡

データ領域には､メンバ単位に各種のデータが格納

される｡各メンバに格納 されているデータの属性等 (観

測 日時刻､可視赤外の別､縮尺率など)がコン トロー

ルテーブルのディレク トリ部に設定 されて､画像デー

タセット形式 としての取扱いが行われる｡

業務運用上は､円形の画像準備ファイル､ポーラス

テレオ投影変換画像 ファイル､地形図等の各種の属性

毎に､画像デー タセットが格納 されるファイルがあら

かじめ決められてお り､新たに作成する際に各々の属

性に相当するファイルを更新する方式を探聞している｡ 

3.2 画像管理

さまざまな種類の膨大な数の画像デー タセットの効

率的な利周を図るために､画像管理プログラムが画像

二次系計算機の常駐 ジョブとして実行 されている｡

画像データセットの属性を示すディレクトリ情報や

更新者IDなど画像データセットに関する情事削ま､画像

データセットのメンバ単位にテーブル形式で画像管理

プログラムにより管理 されている｡ 

(1) 画像データセットの更新

画像準備処理等により画像デー タセットの更新を行

う場合､画像デー タセットの更新依頼 を画像管理に対

して行 う｡ 画像管理では､更新依頼の条件に当てはま

る属性の画像データセッ トのうち､原則 として､最 も

古 く作成 (更新) された画像デー タセッ トの格納場所､

ファイル名などを画像準備処理に通知するとともに､

その画像データセットを更新中の状態にする｡ 更新中

の状態では､その画像データセットが他の利間者から

使周されないよう管理 されている｡ 画像データセット

の更新が終了 し画像管理に対 して更新完了の通知が行

われた後に､他の利用者からの使用が可能 となる｡ 

()画像データセットの検索2

アプ リケーションプログラムは､必要 とする画像デ

ー タセットの検索要求を画像管理に対 して行 う｡ 画像

管理では､画像データセットの情報を格納 したテーブ

ルの検索を行い､要求に当てはまる画像データセット

の格納 されているボリューム通番､ファイル名など必

要な情報を通知する｡ これにより､アプ リケーション

プログラムは画像データセットの割 り付けを行 うこと

ができる｡ 

4. 画像準備処理 

VISSR画像データを入力 として､画像データセッ ト

形式で､円形の画像準備 ファイル､又は､ポーラステ

レオ投影変換画像 ファイルを作成する｡ 各々のファイ

ルは､別々の処理プログラムで作成 されるが､両方 と

も次のように､サブフレームを基本単位 としたデータ

である｡ すなわち､ 1ラインが 1ブロックで構成 され

るVISSR画像データに対 し､画像準備により作成され

る画像データは､1024画素 ×4ライン､ 1画素 1バイ

トの大 きさを一単位 としたサブフレームの集合体で構

成される｡ この 1サブフレームがプロ､ソク化 され､画

像データセットのデータ部にライン方行の並びで順次

格納 される｡ 

4.1 円形の画像準備 ファイルの作成

円形の画像準備 ファイルは､切出 し､サンプリング､

ブロック化などの画像データの編集処理により作成 さ

れる｡

画像準備ファイルのデータ部は､画像パ ラメータ部

と画像データ部から成っている｡ 図 1に画像準備フェ

イルの構成を示す｡ 

(1) 画像パ ラメータ部の作成 
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座標変換､キャリブレーション等の画像ノくラメー タ (2) 画像データ部の作成 

をVISR画像 ファイルから取 りだし､画像データセッ

トに画像パラメータ郡 として作成する｡ これには､単

なるデータ転送だけでな く､画像パラメータの座標変

換ブロックの観測開始予定時刻をできるだけ実際の観

測開始時刻に近 くなるような補正 (注 1)を行ってい

る｡ 

S VI R画像 ファイルから､サブフレームを単位 とす

る全球画像､ 4分割画像､区分画像の画像データ部の

各メンバを作成する｡ これは､切出し中心 とサンプリ

ング率の指定により行っている｡ また､これらの値を

変えることにより任意の大 きさの画像デー タが作成で

きる｡

表 1に各画像サンプリング率､大 きさ等の一覧を示
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差が大 きくなる｡ 

VI R画像 ファイルの画像パラメータの第 1ブロ

観測時刻をパ ラメータとして使用 している｡通常の全 2ックには､ある間隔で抽出された観測時の1点分のス

球観測の場合には､観測開始予定時刻 と実際の第 1ラ キャンカウン トと観測時刻が格納 されている｡ これら

インの観測時刻 との差は小 さいので問題 とはならない｡ の情報をもとに外挿することにより､観測開始時刻(第 
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と､第 1ラインを観測すると想定 される時刻 (観測開 
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RSS 4.3 画像準備ファイルの更新

RSS81日2回の観測 により得 られる全てのVI 画像 デ

ータを対象に行われる｡ 一方､ポーラステレオ投影変

が設定 される｡ 

SI4換画像処理は､風計算開観測を除 く 1日2回のV RS
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42. ポーラステレオ投影変換画像 ファイルの作成
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像の大 きさを示す｡ 
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4.2 風計算処理 
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風計算処理は､静止気象衛星が一定√)時間間隔で撮

像 した画像 を用いて､小さな横雲や巻雲を追跡 し､そ

の移動量 を求めることにより風ベ クトル (雲移動ベ ク

トル)を算出することを目的 としている｡ これにより､

熱帯地方や南半球など高層観測デー タの得 られない領

域で風データが算出され､数値予報の初期値 としての

利用の他､台風周辺の風の推定にも別間されている｡

1g.ら 1日 4回の処理を行っている｡ Fi に､気象衛星セ

ンターにおける風計算処理システムの概要を示す｡風

ベ クトルの算出には､大 きく分けて自動法 とマニュア

ル法の 2つの方法がある｡

自動法は､風の流れを代表する トレーサ雲 (積雲や

巻雲など)の選択､追跡 を全て計算機で自動的に行う

ものである｡ トレーサ雲の選択は､一定の緯経度毎に

選択の雲指定候補点を設定 しておき､その候補頁を中

心 とした一定の領域内に風ベ ク トル算出に適 した雲が

存在するか否かの判定を赤外画像を用いて行 うことに789気象衛星センターでは､1 年 4月以来下層風 と上

層風を算出し､世界各国にデー タを配信 してきた｡ 処 より､雲指定点 を決定するt,J)である (自動雲指定

L07:0理対象は概ね､50N-50S､9 E～1 Wの緯度､経 演)｡トレーサ雲の追跡は､自動雲指定法によって選択

度各々100度の領域である｡昼間の下層風の算出には可 された雲指定点の周辺の輝度分布の情報をもとにして､

視画像､それ以外は赤外画像を便関する｡ 当初は 1日 一定の時間間隔の画像 との間で相互相関法によるパ タ

2回の処理であったが､1987年 3日の計算機更新時か ーンマッチングを行 うことにより移動位置を求めるも
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のである｡ これ らの トレーサ雲の選択及び追跡によっ

て求めた画像上の雲の始点 と終点の座標を､衛星の軌

道 ･姿勢の情報 をもとにして地球上の緯度､経度に変

換することにより風向 と風速を算出する｡ また､ トレ

ーサ雲の赤外画像の輝度から雲頂温度 と高度を算出し､

風ベ クトルの高度を設定する｡ これら高度設定 も含め

た風向 ･風速の算出を､風ベ クトル算出 と呼ぶ｡

マニュアル法は､画像処理装置の画像デ ィスプレイ

のループムービー上でオペ レー タが目視によって画像

間の雲の動 きを識別し､ トレーサ雲の選択や追跡を行

うもので､画像上の雲の始点 と終点が求められて以降

は自動法 と同様に計算 される｡

下層風ベ ク トルの算出には全て計算機処理による自

動法を開いてお り､上層風の算出にはまず自動法で行

った後､さらにマニュアル法で追加算出を行 うという

方法を採用 している｡

算出された風ベ ク トルは､計算機による品質の自動

評価の後､画像処理装置上でオペ レータによる品質の

管理を行い不良ベ クトルが削除 される｡ 品質管理に合

格 し最終的に残 った風ベ ク トルが､ADESSを経由 し

て気象庁数値予報課や､GTS回線を経由して世界各国

に配信 される｡ 算出されたデー タは､モニター周にメ

ルカ トール投影形式で風ベ ク トル図出力 されるととも

に､磁気テープに保存 される｡ 毎 日発行 される観測月

報にその一部が掲載 される｡ また､算出ベ クトルの精

度をモニターするために､高層観測データとの統計的

な比較 も行われる｡

運用開始当初の算出システムは浜田 (1979)に記述

されているが､それ以来､算出ベ クトル数の増加や精

度向上を目指 して様々な改良が加 えられてきた (市沢､ 

1983)｡中で も大幅に変更 された点は､下層風算出がマ

ンマシン法から自動法になったことと､今回の計算機

更新時に､上層風算出がループフ ィルム法から､自動

法 と画像処理装置によるマンマシン法の併開 となった

ことである｡ また､処理方式の変更だけでな く､今回

の更新を契機に画像処理装置 も新 しいもの とな り､処

理能力 も格段に向上 した｡ ここでは､計算機の更新時

だけでな く運用開始以来のこのような変更点の内､ こ

れまで記述 されてこなかった点を重点にして､現在の

気象衛星センターにおける風計算処理システムについ

て説明する｡ 

2 人出力データと他処理 とのインターフェイス 

2.1 人出力デー タ 

(1)画像データ

連続に撮像 された 3枚の画像準備された円形の画像

データ (画像データセッ ト形式に準備 されたVISSR画

倭)を使開する｡ ルーチンでは､ これ らの画像デー タ

は画像管理配下 となっている｡ なお､調査などで､画

像管理配下外の画像データを使用する場合は､必ずし

も連続に撮像 されている必要はない｡ 

(2)赤外関連データ 

1日 2回数値予報課から送 られて くる鉛直温度分布

の12時間予報値 と､気象衛星センターで毎回作成 され

る晴天放射量場データが､雲指定の赤外 ヒス トグラム

解析や雲頂高度計算に利開される｡ また､格子点風デ

ータの12時間予幸剛直が､自動品質評価に利用される｡ 

(3)高層観測データ 

ADESS経由で送 られてきた高層観測デー タが､マ

ンマシン品質管理に参照局データとして利周 される｡

また､精度モニ ターのための統計的な比較用データと

しても使用される｡ 

(4)風ベ クトル配信デー タ

算出された風ベ クトルは､国際気象通報式SATOB 
(FM88-ⅤⅠ)コー ドに編集 されて､ADESSを経由し

て数値予報課や世界各国に送 られる｡ 

(5)歪み補正情報データ

画像一次系計算機で作成される歪み補正情報データ

は､風ベ ク トルの算出精度向上のために､赤外画像 を

開いた自動位置修正に利周される｡ 

(6)その他

画像処理装置の表示閏として､画像管理配下のポー

ラステレオ投影変換画像データ､天気図等の図面デー

タ､地形図等のベ クトルデータが利周される｡ 

2.2 画像検索

ルーチンで使周する 2- 3枚の画像データは､画像

管理プログラムによって管理 されている中から検索 さ

れる｡ どのデ ィスクに必要な画像データが格納 されて

いるかについては､アプ リケーション ･プログラム側 

(風計算処理)で予め知っている必要はな く､撮像時

刻などの検索条件を示せば画像管理プログラムが必要

な情報を教えて くれる｡

風計算処理では､使開する 2- 3枚の画像データを

観測時刻の古い順にA､ B､ C画像 と呼んでいる｡ 円

形の画像データの場合､ 3時間毎の観測では 3日分､
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それ以外は 1日分を画像管理プログラムが管理 してお

り､どの画像をA､ B､ C画像 として割 り当てるか､

どの画像を雲指定画像 とするかが重要な問題である｡

なお､風計算処理を行うためには､ 2枚以上の可視ま

たは赤外画像があることが必須条件である｡ また､こ

れらが可視画像の場合は､自動雲指定処理の赤外 ヒス

トグラム解析のために雲指定画像に相当する赤外画像

が存在することが必要である｡

風計算処理を行うための使開画像の決定は､まず､ 

Fig.2に示した選択を行う｡ 即ち､時刻 T(風計算処理

時刻)とその時刻から△T時間 (風計算処理有効時間間

隔)さかのぼった時刻の間に観測されたVISSR画像デ

ータを､使用する画像データとし､古い順にA､B､ 

C画像 とする｡ ただし､△T内に 4枚以上の画像データ

がある場合は､ Tに近い 3枚を使用する｡ この図の場

合は､ n-2､n-1､nを各々A､B､C画像 とす

る｡ これだけでは至極単純な事柄であるが､ルーチン

では処理時間の迅速化を図るため､使開する予定の 3

枚目の画像データの観測 (画像準備)が終了していな

くても自動雲指定処理を実行できるように､次のよう

な方法で決定 している｡ まず､自動雲指定処理では雲

指定画像 (B画像等)までを決定 し､ 3枚目の画像が

ない場合はC画像の決定を保留 してお く 次の風ベ ク｡

トル算出処理でA､ B､ C画像の最終的な決定を行う｡

これにより､ C画像の観測及び画像準備の終了後直ち

に風ベクトル算出処理が実行できるようにしている｡ 

Tと△Tの指定だけで､これらの処理を行うようにな

っている｡ なお､決定きた画像データの撮像予定時刻

は風ベ クトルファイル (後述)に書き込まれ､これ以

降に画像データを使用する処理は､風ベ クトルファイ

ルから読み込んだ撮像予定時刻を検索条件 として画像

管理プログラムに検索を要求する｡

また､画像準備された画像データが衛星のミラー障 

害など何らかの原因で使円できない場合は､Fig･2の

方法で得られたA､ B､ C画像の内､シスインの指定

により､その画像データを使用せずに風計算処理を行

うことができる｡ 

2.3 歪み補正情報による画像の自動位置合わせ

風計算処理では､連続する複数の画像データを使用

して風ベ クトルを算出するために､画像間の位置合わ

せの精度が重要である｡ 例えば､画像間の位置ズレが

赤外画像で 1画素を越えると､場合によっては算出さ

れるほとんど全てのベ クトルが品質の自動評価 (.51

節)で不良 とされる結果 となる｡ 画像上の位置から地

球上の緯経度への座標変換には､軌道 ･姿勢の予測デ

ータを開いており､軌道 ･姿勢の変化傾向が良好に予

測されているなら､位置合わせの誤差は小さくなる｡

しかし､衛星の姿勢制御の後や食期間中などには､か

なりの量の位置ズレが発生することが予想される｡ こ

のため､何らかの方法による画像の位置合わせが必要

となる｡

画像の自動位置合わせ (高橋､1981)は､3.1章の処

理で作成された歪み補正情報を基にして､ ミスアライ

メント行列の算出や Y軸方向の ミスアライメント量な

どを補正することによって行う｡ また､この修正を行

う場合には､風計算処理で使用する全ての画像データ

に対 して行う必要があり､ 1枚でも歪み補正情報が無

い場合には､画像データに対する修正は全 く行われな

いようにしなければならない｡さらに､現在のところ､

画像の自動位置合わせ処理は全球画像の場合に可能 と

なっており､例えば北半球画像に対 しては､そのアル

ゴリズムが開発されていないことに注意する必要があ

る｡
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2.4 その他のインターフェイス

風計算処理は､ReSOCS(運開スケジューラ)との間に

通信 インターフェイスを持ってお り､画像管理配下の

データセットやシスイン ･デー タ､ワー クデー タなど

を除いて､全てのデー タセッ トがReSOCS配下 となっ

ている｡ 

3 風計算処理の初期設定条件

自動雲指定､風ベ クトル算出､自動品質評価など風

計算のためU)各処理に使用する各パラメータは､雲指

定画定デー タファイルに格納 されている｡ 毎回の処理

では雲指定画定データファイルを修正する必要はない

が､上層風の設定高度など季節によって変更を要する

パラメータのため､毎月 1回､雲指定画定デー タファ

イルの再作成処理を行っている｡ なお､ルーチンでは

不要であるが､算出領域 を変更する場合や､自動法に

よる算出密度を変える場合などには､再作成処理が必

要 となる｡

毎回の風計算処理においては､自動雲指定処理が こ

のファイルから各パ ラメー タを読み込んで処理を行う

とともに､各パ ラ メー タを ｢風ベ クトルファイル に

書 き込んでいる｡ 風ベ クトルファイルは風計算処理で

最 も中心的に別間されるもので､以降の処理は全て､

この風ベ クトルファイルを媒介として行われる｡ 風ベ

クトルファイルは､ F層開､上層開､高層デー タ間の

各コン トロールレコー ドと､下層開､上層閏のベ クト

ルレコー ドから偶成されている｡ 各コン トロールレコ

ー ドには､画像の撮像予定時刻､雲指定点数､算出開

パラメー タなどが格納 されている｡ 各ベ クトルレコー

ドは 1個の風べ クト)L,の算出情報が 1レコー ドに格納

されてお り､下層岡に1800個､上層閏に1200個用意 さ

れて､ これ らが算出可能なベ クトル数の上限 となって

いる｡ 

4 自動法による風計算

下層風 も上層風 も､まず自動法によって風計算が行

われる｡ 上層風はこの後のマンマシン法による風計算

に引 き継がれる｡

自動法は､自動雲指定処理 と風ベ クトル算出処理か

ら構成 されている｡ 

4.1 自動雲指定処理

上層風用には巻雲を､下層風聞には積雲等を雲指定

点 として選択するための処理で､詳細については､浜


田､他 (1984)､大島 (1988)､気象衛星センター (1988)


を参照のこと｡ 

(1)雲指定候補点の設定

追跡に適 した トレーサ雲を選択するために､予め雲

指定候補点が画像デー タ上に一定の緯経度間隔で格子

状 に設定 されている｡ ルーチンでは､風計算の処理対

象領域である50LN～49〕S､90oE～171つWの範囲を緯

経度各 1度間隔で設定 してお り､合計 1万点の雲指定

候補点が開意 されている｡ これ らの 1万点の候補点を

次項に述べる選択 方法で順次チェックし､雲指定点を

決定する｡ なお､ このチェックは 1万点の全てについ

ては行わず､予め､打ち切 り点数を定めておいて､選

択 された雲指定点がそJj打 ち切 り点数に達 した時点で

本処理を終了する方法をとっている｡ 従って､処理対

象領域で雲指定点が均等に分布するように､雲指定候

補点のチェックの順序がランダムになるようにしてい

る｡ 

(2)雲指定点の選択方法

本処理に続 く風ベ クトル算出処理で行われるマッチ

ングは､CPU負荷が高 く計算時間 もかかるので､でき

るだけ有効な雲指定点を選択 してお く必要がある｡ そ

のために､次のような位置による選択 と赤外ヒストグ

ラムによる選択を行 う｡ 

i)位置による選択

①陸地占有率が予め設定 された閥値以下であること｡

これは､下層風 と誤って陸地や海岸線を追跡すること

を避けるように､ F層風の算出は海上のみを対象とす

るための ものである｡

②衛星天頂角が予め設定 された閥値以下であること｡

これは､衛星天頂角が大 きいと画像の歪みも大 きく､

追跡結果の精度 も悪 くなるからである｡

③可視画像を使開する場合は太陽天頂角が一定値以下 

(昼間の領域 )であること｡ 

ii)赤外 ヒストグラムによる選択

この選択は､雲指定候補点を中心 として一定の大 き

さで､雲指定画像の赤外データを切出し､ これから作

成 した ヒス トグラムを解析することによって行 う｡ 

Tablelに､選択で開いるパラメー タの種類 と運周で

現在使用中の値を示す｡また､Fig.3に選択で用いるハ

ラメー タとヒストグラムの例を示す｡ ここで開いるバ

ラメータの多 くは､赤道帯 と南北の中緯度帯で別々の

パラメー タとなるよう､50〇N-25oN､250N-25〇S､ 

25JS～50oSの 3つの緯度帯別に値を設定で きるよう

になっている｡ また､緯度帯分割の緯度の値 も変更可 
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L ttowes emp. 

(

ある時刻における画像上の雲が一定時間後の画像上

のどこに移動 したかを知るには､その雲の形に似た部

分を見つければよい｡自動雲指定法により選択 された

rorpi lxes｣bmelN

雲指定点の移動位置の算出に､計算機処理では相互相

関法によるパ ターンマッチング法を開いている｡

これはまず､一定の時間間隔の 2枚の画像を重ね合

わせて､雲指定点を中心 とした一定領域内で対応する

輝度レベルの間の相関係数を求める｡ こJ)際に､画像

を 1画素ずつずらして､各々J)位置にIJHナる相関係数

を求め､最大の相関係数の位置を追跡雲の移動位置 と

するものである｡

)

) 

d

Bimn	 

Mim

｡M tm

L

L

B	

T

T

T	

(

(

｡WBlBT いま､ B画像 とC画像のノ､ターンマッチングを考え

ると､Fig.4で示 したように､B画像か ら追跡雲を中心MlLT(

q

｡W) 

としてテンプレー トエリアを切 り出す｡ これ と同じ緯

TBBm｡x 
度､経度を中心 として､ C画像からサーチエ リアを切

り出す｡ このテンプレー トエ リアをサーチェ リア内で
Wames t tepr m . 

移動 (移動範囲はラグェ リア部分) させ､次の式 (注 

Warm 1)により各々の位置 (, ppq)に拙 ナる相関係数 C (, 

)を計算 し､相関係数の配列を求める｡ 
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ただし､ ここで開いている変数は以 下J)ヒIjDである｡

能である｡ これ らのパラメー タを開いて以下のチェッ くT)- T (i.j)一千

クを行 う｡ くS)- S (i十 p,j+ q)一首 (p,q) 

lif

T (i､j):テンプレー トエ リアの輝度レベル① トレーサ雲の雲頂温度 ｡im(TBB ｡､､TBB｡)が上層

N,3.12,i,J - ---限界温度 ihg(TBBh )と下層限界温度 (TBBl の間_(川 )

にあること｡	 S (i+ P.j十q):サー+ェ リアの輝度レベ ル 

12.i.j= ･･････N.3.lmnmaiTBBh如 く TBB ヽ -TBB

② トレーサ雲の温度幅が設定 された温度範囲内にある

<TBBlL川

NIMIN-h
P,(1 - -

2 ' 2 
+1,- -

' 
些二

2 
些 - 1､ 

こと｡ 

I)-N
.T <TBBl t 帆-TBBmi｡< T2 2_ 

-m③ トレーサ雲の上層雲量 (Ca)が設定 された範囲内

にあること｡ 

UlFz

I(,(A	 )はラブェ ))ア内の位置 

IT-去2 ,

NN
iCm｡≦C｡ 

iii)打ち切 り点数

ml≦ cm｡､ 

)jt,(
以上の選択 に全て合格 した ものを良好な雲指定点	 NN 
(トレーサ雲) として選択 している｡ ただし､数値予 IS(i･pl,z去2FP

報課へ送信する制限時間 と計算機能力の関係上､打ち

切 り点数を下層風が800点､ ヒ層風が500点 としている｡ 
こうして求めた配列の中で､相関係数の吊 も大 きな

位置がマッチング位置､すなわち追跡雲の移動位置で

S(A,q)- ,j･ q)

42. 風ベ クトル算出処理 ある｡ また､処理時間の短縮を図るため､高速 フ- リ

)マッチング処理 (移動位置の算出) ェ変換 (FFT)を導入して相関係数の配列計算を行っ(l
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JaJTJPO〇J 鋸l∂JdsJ川 ーnutnー t3Ln一O∂U○∂ーL3MUOJfPO〕 

'∂n∂u∂JM一八T1八tgg J叩JdJーPpOOH⊥O⊥ 
uoJJSTUrb ∂JJtt11J叩∂ 叩Jd∂⊥ a○∂Lf0O%ZJ∂J nu

'∂n∂u1ー叫3Lx⊥ J叩Jd∂STJ 川gg 
aLOJJSI〇U｢Lb aJJtt11 O%∂ J叩J J⊥ nu∂a70 Jl叩n∂d u∂

sJ●luSJdt npp∂口I∂dI 'JH⊥U ∂! ̀pT甘SUe叩1 1J ''∂a∂A1Jーu1ue〕 

'∂n∂u∂SM1 u1 J叩Jdl11∂Ou TJgg
St∂IJUⅩ LJ∂3∂L?OO%J叩Jdu ∂ fUA3∂官ZPで八` an uOJJSTUrb ∂JJtーIJX叩∂n∂⊥ 

3∂u s's∂U川 りq P∂J-?JJUTUO uJtfJ3olS川 JO∂Jn叩 ∂J叫 1 UJOJJ PaU IuJ∂1∂P SJ∂1 JtfJPd (tf) 

'̂llt叩 tuOnnl∂BlZ〇lS0!坤 ZtZ3l!0Jl∂utlZt ∂qZ ZZl官p O〇1 tll∂a1SSuZ ut1oSq1∂1Ztd ltエ 

(難雨I7II÷-II血畠)呈掴拙封 J/-.音｢



技術報告 (特別号 II-データ処理編) 

T 

IMAGE B IMAGE C 

rofprocesslngSequencetOderlVehJlnd

Double ma scheme between 

imageBandimageC.

l 
-･
‖

T

N 

十

三

･
･
･ 

-･-

i 

Pl
1JJJ

j
丁 
q 

1

-

-

-
･･ 
･1 

..L

･･ 

･･ -

-----･･｣ 
㍗ 

HACREA,S] ETLAPEMTEAR

i 4g.F macr pb weent

eads ha

ている｡ マ ッチ ン グ処理 の詳 細 について は､浜 田 

teii honsltea

rea.

it

earc


Shce


nltpa

-em

( 79)､気象衛星センター19 ( 88)を参照のこと｡19

2枚の画像間J)マッチング計算を行 うときには､処

理時間に対するサーチ範囲が問題になって くる｡ 即 ち､

広い領域の中から対象となる雲をサーチしようとする

とマッチングに要する処理時間が増大 し､サーチエ リ

アを小さくすjLは算出可能な最大風速が小 さくなる｡

気象衛星センターでは､この問題を解決するために､ 

2段マッチングの方法を採開 している｡ i 5g.これはF

に示 したように､まず 2枚の画像から一定の比率で切

出 したサンプ リング画像を使閏してマッチングを行い

大 まかな移動量を求める粗マッチングと､続いて､ こ

の粗マッチングで得 られた位置を中心 としてオリジナ

)C.1cr( J(
htaclnF eM lng 

lc(
)BC

トJIc(｡ 
ldnLlO

)
Clou

J｡c,
d恥t nh

r)c
(V

N bume:(⊃ BC(t ).ルの精度で 2枚の画像 を切出してマッチングを行 う補

正マ､ソナングから成 り立っている｡ 最終的な雲の移動

量は､粗マッチングにおける移動量 と､補正マッチン

グにおける移動量のベ クトル和 となる｡

通常､ 3枚の画像がある場合には､ B画像で雲指定

i 5g.F inghtc

点を求め､ まず､ B､ C画像間､次にA､ B画像間で

各々 2段マッチングを行い(2段 2段マッチング)､べ

クト/レVB〔とベ クトル VABを算出する｡ なお､処理時間

の短縮のために 2段 1段マッチングが可能である｡ こ

れは､ B､ C画像間の 2段マッチングは前述の とお り

であるが､ A､ B間では粗マッチングの替わ りに B､ 

C画像間の結果をもとにした推定位置を使用して､補

マッチング処理で求めたのは､ トレーサ雲の始点 と

終点の各画像デー タの画像準備フアイ/レ上の位置 (ラ

イン番号､ピクセ/レ番号)である｡ この位置を各々の

画像の軌道 ･姿勢データをもとにして､測地学的緯経

度に変換 し､緯度はさらに地心緯度に変換する｡ 始点

と終点の平均地心緯度 と平均経度の点を地球半径 とす

る球体近似を行い､緯度差 ･経度差から移動距離 とそ

g.(Fi

6)｡ この場合､各画像問の時間間隔の差を考慮 して､ する｡ 次に始点 と終点の撮像時刻の差で上記の各値 を

正マッチングだけを行うようにした ものである の南北成分､東西成分､および方位角 (風向)を算出

(2

この推定位置を決定 している｡ 

)風向､風速の算出 

割

(3

って､風速 とその南北成分､東西成分を算出する｡ 

)代表高度の設定
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V3 : --1 V30 Vl 一一･ 設定 される｡

V2 

AB め､仮に1 として雲頂高度を算出 している｡

･. 上層風処理の場合は､正確な射出率が分からないた

em gtod eVa

0.

iervinhtac

V

Coars

上層風の

代表高度は､高層観測風 との統計的比較調査をもとに
v l ･. .c

して､Ta

ている｡ Ha

lb

( b89ma , ｡2 d1aan, ,891
da


e2に示 した季節 と緯度帯別の値 を設定 し

2)
V2:F em gtod

V3｡ ーVBCXニ

ierveinhtacilr v ac. 

2t/lt
(4)リスター ト機能

P風ベ クトル算出処理はCU負荷が高 く､算出点数が

多い場合は実行にかな りの時間を要する｡ 従って､シ

ステムダウンなど何 らかの原因で処理の実行が中断 さ

れた場合､それまでに算出されたベ ク トルが利用でき

:p dv rtod e VAB. 

:

nb wee

nb wee

n

n 

te

te

io

io

b toserva

b toserva

iervtecoitce
dre


V3 

l:T ei

eAadi eB

2:T ei

. 

tnerva

mag

tnerva

n

im

imag

im

t

t

em gtod eVAB.iervin
htac
inF

lofVISSR

lofVISSR
0これは､ベ クトルの算出1

点毎に風ベ クトルファイルへ算出結果を書 き込み､チ

るような考慮をしている｡

eBadi eC

Threes (2 d1)ma gs mehceinhtc

. 

an

mag

teps

nimag

Fi
m treeima do ec

gtod VAB, ep dv

oars

tecor

htf

itcedre

I tges nsea.

htierve

h
6g.

fro

in
duse.

ェックポイン トを設定することで､算出途中までのデ
ema htc-

ータの保存を可能にしている｡ リスター トモー ドで再(V30) is 
実行することにより､その算出途中からマ､ソナングが

開始 される｡ 

各画像の赤外データから､追跡 した雲の雲損高度を

算出する｡ 雲頂高度は､算出した風ベ クトルの始点 ･ 5 自動品質管理

終点を中心 とした一定領域内の最低温度から求めてい

る｡ 算出された風ベ クトルは､できるだけ品質の良い も

0下層風処理の場合は､射出率を1 として算出 した雲. のを出力する必要がある｡ 算出ベ クトルの全てについ

頂高度を軌 てゝ､中 ･F層雲の判別を行う｡ 中 ･下層 てオペレータがその品質をチェックすることは､多大

雲の判別は雲頂高度が冬期 は600mb､他の季節 は605 な労力 と時間を要する｡ そこで､できるだけ計算機に

mbを基準 として､これ以下の高度の ものを下層雲 とし よって自動的に不良ベ クトルの削除や品質チェックを

てい る｡ なお､中層雲 と判 定 され た風ベ ク トル は 行うことが必要になる｡ 計算機による自動品質管理に

05

出力を行わない｡ これ らのチェックを通過 し

た下層雲の風ベ クトルは､一様に8

SSEDA は､風ベ クトル算出の過程で行 うもの と､算出後に他

mbの代表高度 と のベ ク トルとの比較によって行 うものがある｡ 

2 ivttepresenanTa Widr eh

A.ZNSA＼ーSN一T O~ ＼ OL EEー

leb ihgigneihegtto be ass dtoh dns.itl llevecou- dmonwi
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300mb400mb 300mb 250mb 

200mb 

200mb 

200mb 200mb 
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oEQ2255U
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5.1 風ベ ク トル算 出J)過程 で行 う+ ェ ッ ク (自動評

価)

風ベ ク トル算出の過程 で以 下の ようなチ ェッ クを行

って､ 自動的 に不良ベ ク トルの削除や フラ グ立 てをす

る｡ この5.1節 に関す る詳細 は､浜 田 (1979)を参照 J) 

† レ
＼- ｣ ○ 

(1)相関値 曲面 に関す るチ ェ､ソク

トレーサ雲 を追跡 したパ ター ンマ ッチ ン グ√)相関係

数値が際立 って高いか どうかJ)相関曲面Jつ形朕 を+ ェ

ツクす る｡ 

(2)風ベ ク トルの雲頂高度の変 化チ ェ､ソク

トレーサ雲が安定か否か ( /衰弱中か )u)目安発達 r

として､ A､ B､ C画像 3枚 における トレーサ雲J)雲

頂高度の差が大 き過 ぎるか否か をチ ェ､ソクす る｡ 

(3)風ベ ク トルの風速 の変 化Jl+ 与､ソク 

2つの風ベ ク トル (VIBとVfうし)uT)べ ク トJL,差が大 き

過 ぎるか否か をチ ェ､ソクする｡ 

5. 風ベ ク トル相互 U)2 -比較 

(1)比較項 目

算出 された風ベ ク トルJl品質評 価 を行 うために､以

Fの ように風ベ ク トルを相互 に比較 チ ェ､ソクす る｡ こ

の際､ 自動的 に削除す るか､該 当の風ベ ク トルにフラ

グ立 て を行 うかのいずれかの機能がある｡ 現在J)ルー

チ ンでは､ こ こではフラ グ立 てのみを行い､該当 J)風

ベ クトルを､ こJ~後J) )マ ンマ シン品 質管理でオペ レー

タによ りチ ェッ クす る方法 を探 聞 している｡ 本節 と次

の5.節 は自動品 質評価 処理 として実 行 して い る もJ3 )


である｡
 

i)同 レベ ルチェ､ソク

算出 された風べ ク ト/レが､同 じレべ ),-同園の風J)LJ) -

場 に適合 しているか否かのチ ェ､ソクで､次の比較 を行

つ｡

①下層風ベ ク トル と､同園の下層風べ ク ト)LU)平均場,T

との比較

②上層風べ ク トJL,と､周囲の上層風ベ ク トル,J)平均場

との比較 

ii)異 レベ ルチ ェック

算出 された風ベ ク トルが､異な るレベ ルにおける周

囲の場 と比 べてシアーの大 きい iJJ)であるか､間違 っ

て異層 を追跡 していないかのチ ェ､ソクで､次J)比較 を

行う｡

①下層風ベ ク トル と､同園の下層風べ ク ト ′レの平均場

との比較

②上層風ベ ク トル と､周囲 Jj LJ平均場I上層風べ ク ト),)

ヒ J)比較 

(2)風ベ ク トルチ ェ､ソク方法 

i)比較対象領域 J) ( ))設定 注 L

風計算 処理の対象領域 を､緯経度 方向に分割 した領

域 (分割領域 ) を比較対象領域 と考 える｡

分割領域 J)緯 度帯 Jl幅 を各々△¢､△人とする と､分

割領域 はチェッ ク対象 とri:る風ベ ク ト ルが常 にその領

域 J)中心 付近 に来 るように､緯経度 方向に隣 合 う領域

とそれぞjL△¢ /2､△入 2ずつ重複する ように作成

す る｡ こJ) 〕 r理√~ため､実際J処理で は一旦､風計算uL )

対 象領域 を△¢ 2､△入 /2J)小領域 に分割 し､風ベ

ク トルJ')平均場Jl計算 J)際､閣 合う一日固L])小 領域 を集

めて 1つJ)分割領域 を作成 している｡ Fig.7に示 した

ように､一般 にある風べ ク ト7Lを含む分割領域 は 4つ

存在 す る｡ 風ベ ク ト ル とiつJ 分割領域 J 中心 とJ)) ) -間 

J)距離が吊 いいさい もJ.)を､比較 対象領域 ヒしてい る｡ 

ii)平均ベ ク トル とJ)比較


比較対 象領域毎 にそJ- LJ
)中に含 まれ る風べ クト),l平

均ベ クトルを計算す るO そJ)~際､+ ェッ ク対象 となる

べ クト7レは､平均ベ ク トルの計算 には含 まな い 計算｡

され,+=平均ベ ク トル と､個 々J')風べ ク ト 7LヒJj比較 を

行い､そのベ クトル差が予 め設定 された基準 を満 たす

か否 か をチ ェ､ソクする｡ 

5.3 数値予報 デー タとの比較

日此 較項 目

気 象庁数値 予報課 か ら送 信 されて くる数値予 報 値 

(風の 12時間予報) と､以 下uT)ように比較 チェックす

る｡ 

①下層風ベ ク トル と､最近接 レベ ルJl同国の数値予報

風べ ク ト)L,i)平均場 ヒJ)比較

②上 層風べ ク ト)Lと､吊近接 レベ ルJ)同園J)数値予報

風ベ ク トルU)平均場 とU)比較

ニJlF T票､ 自動的 に削除す るか､該 当J)風ベ クトルに

フラ グ立てを行 うかのいずれかJ)機能がある｡ 現在の

ルーチンでは､ ここではフラグ立 てのみを行い､該 当

の風べ ク ト レを､ ニJ)後の マ ンマ シン品 質管理でオペ

レー タに よりチェッ クす る方法 を採 用 している｡ 

(2)風べ ク ト/レチ ェック方法 

i)参照す る数値予報の格子点風ベ ク トルの決定

数値予報風べ ク ト叫 ま格子点値 (現在 は､緯 度経度

各 5度毎)で送 られて くる｡ 次 O)3項 目J- )チ ェックを

行い､参照す る格子点風ベ ク トル を決定 している｡ 

a)緯経度 方向

個 々の風ベ ク トルの位 置 を中心 として､影 響 半 径 

-94-



技術報告 ( Ⅰ-データ処理編)特別号 Ⅰ

dtueiLta
一〇･

千
1 

1
-

∧】
･--

# C4 塀仰 +卯御1C I +W･%蛋l宅

狂 

琴窄聯繁窄委穆≠搾++-Z+)+:h(

/ 

Hii#ン8%&:iL::{j

＼ Rl

3 

Z奴勉泌C 3彪 

4

2"jj;y･T?頚シン)///r

%十 RR-クt,".Jだ R2

i 

∴& rC･ ■ 

-

Z左++r

iarson

ircau

o

n

o

niot

i × × × × 

8g.

dn. 

Fi f cmp

lcoud mo n wid ad nme lp

wi

(〕 c udmotlo nHlnd to bechecked.lO

c l～ C4: Centprlo nOreaio ch baslc arecat a.
itoncep onC en 

i dtce 

bte

dre

we
R l～ fe4 : [11StanCP be etwenWlndvec rato ndCl～ C4･

｢ 1 : smalla a(△¢/×△Å/22re )lS l/4BasIC areaL 

a(△¢× △ Å) lSdreBa ed From rullldslr a ev

earthdlSrCOVerage. 

enbte

itce

n

verag

io

i l drca pre

ea

t

l ltcacua

ir

ou

L


G


'.

αma

×: dp

0: me d雨n 

+
Nu

Cl dmo nwi

l: we

dn.itcei l drcaprenu
fo
iton me dwi

pe

ob｣prt

Fi

lV

⊂コs
: 

7g.

ThLS area )Sused toca ulc tpaveragJa e hlnd 

osedtobeu dted anddl Ct nl

P H川d lo bpchecked. 

lOre n thevlClnlty Orthe 

ew dfin d.ile

verageThe a a u d to c e al ltacuase
re
 h kdece.dtobec

hetiiicnwids dadd nintev yofth

ewi


io
i trec
n

n


pee
n

j itec v
bo

itsanceimit of d l dcou 
dtobech kdece. ircaunniot

lidvn. 
mO nwidadnme lp i dtcedre

dntio

dn.

lou

itcei l drca pre

te


u


tsanc


an


i:αDi eb ween c d mo n wi

dnme dwi

)α lma( 以内にある格子点を､参照する格子点風べ クト 

｡､は次の条件を満たす もの とすαm′レとする｡ ただし､ 

る｡ 

L/2≦ ､<2Lαma

ここで､ Lは格子点風ベ ク ト

/ ここで剛 るゝ変数は以 下J)とお りである｡ 

-αma､ ( KL) 

L :緯度方向格子点間隔 

:影響半径ル J)緯度方向J)格子点間

i 8g.F隔である｡ 

図を示す｡ 

に､参照する格子点 と影響半径J)概念

K 05.:影響半径決定ノ､ラ メー タ ( ≦ K<2) 

α

α.

:重み決定伺係数 

:比較対象風ベ クトルと格子点間の距離 

b)高度方向

個々の風ベ ク トルの代表 高度 を中心 として､±△P 

(気圧高度幅)以内を対象 とする｡ 1 :比較対象風ベ クトルの順序番号

C)時間差 こうして計算 した格子点風ベ ク ト ルJ)平均場 とのべ

クト′し差が､予め設定 された現準 を満たすか否かをチ算出時刻 と参照する格子点風ベ クトル

の時刻 ヒの時間差が一定時間以内を対象 とする｡ ェックする｡ 

風べ ク ト )-,LO

ii)格子点風べ クト)LJ)平均場 とJつ比較

6 マンマシン法による雲指定及び品質管理格子点風ベ クトルJ)平均場 ､詔､'＼( は､参照する格

子点風ベ クトルに対して以 下に示す重み関数 (W .) と

式を用いて､加重平均に上り計算する｡ 良好な トレーサ雲があ りrjが ら自動法で算出できな

かった領域で､画像処理装置を使用してマンマシン法

2｡xαm

∩

+ 

.

iα

1

∩

i-

1

両 蒜 -∑wiVhWP/∑ 

+α( /L)2 1 α( /L) ′

1i-
WWii による雲指定を行う｡ これは､ルーチンとしては､上

層風ベ ク トルの算出に自動法 と併関して用いられてい

αi る｡ また､良質の風べ クト/レを出力するために､自動
× 

1

｡x｡' α 品質管理 とともにマンマシン法による品質管理が行わ 
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れる｡

本処理では､画像処理装置の画像デ ィスフレ イ装置

及びグラフ ィックデ ィスプレイ装置を一体 として使開

する｡ 画像デ ィスプレイ装置では､時系列の 2- 3枚

のVISSR画像のループムービーを表示 し､雲の移動を

見なが ら雲指定 を行った リ､風ベ クトルを重ね合わせ

て品質評価 を行 う｡ グラフィックデ ィスプレイ装置で

は､風ベ ク トルを矢羽根表示 し､風ベ クトル間の一貫

性のチェックや高層観測デー タとの比較などにより､

風ベ クトルの品質評価 を行 う｡

なお､ノ､- ド障害などで､画像 デ ィスプレ イ装置､

またはグラフ ィックデ ィスプレイ装置のいずれか一万

が使開できない場合で も､正常な他方を使開 した処理

の実行が可能である｡ 

6.1 VISSR画像表示方式

風計算処理のために画像処理装置に表示できる画像

データは､画像準備処理 (4.1章参照)で作成 される全

球画像､ 4分割画像､区分画像 と､オペ レーション中

に任意にサ ンプ リング率を指定することにより作成で

きる任意画像､及びポーラステレオ投影変換画像であ

る｡ これ らには､各々可視画像 と赤外画像 とがある｡

画像デ ィスプレイ装置上の表示のサ イズは1280×1024

画素であるが､ この うち画像表示 に使開 され るの は 

1024×1024画素で､他は各種 コマンドの入力岡や情報

表示用に使用 される｡ 

(1)表示 メモ リと画像 メモ リ

画像処理装置で使周される画像データ等は､処理 (デ

ータ転送等)の高速化を図るため､MMC(注 3)の画

像 メモ リへ転送 され､そこから画像デ ィスプレイ装置

の表示 メモ リへ送 られて､階調変換テーブルと対応づ

けられて表示 される方式 となっている｡ この場合､デ

ィスクの各画像 ファイルから表示 メモ リへ必要な都度

転送 しているのでは時間がかか りすぎるので､頻繁に

使用する画像や表示開図形デー タを常に画像 メモ リに

格納 してお く方法をとっている｡

画像 デ ィスプ レ イ装置 の表 示 メモ リ として は､ 

1280×1024×8ビットの大 きさの Rメモ リ､ Gメモ リ､ 

Bメモ リと1280×1024×1ビットの大 きさを持つメモ

リ 4枚で情成 されるオーバーレイプレーンがある｡ オ

ーバーレイプレーンの内 1枚 は手書 き入力専周メモ リ

で本処理で使周せず､残 り 3枚 を矢羽根などの図形や

文字を画像 に重ね合わせて表示するのに使用する｡ 階

調変換テーブルは､ Rメモ リ､ Gメモ リ､ Bメモ リの

データ値 と表示輝度値の対応を決めるテー ブルである｡

画像デー タを表示する場合は､デー タを表示メモ リへ

転送 し､階調変換テーブルへ画像デー タに対応する表

示輝度値 を設定することに上り､表示 メモ リヒ階調変

換テーブルとを対応づける｡ 

MMCの画像 メモ リは､ lMバ イト(1024×1024バ イ

ト)を処理単位 として､ 1台につき16Mバ イトの領域

を有する｡ これは､ルーチンでは 4Mバ イトと12Mバ

イトに分割 して使開される｡ 本処理では､通常 12Mバ

イトの領域を使開するが､ 6Mバ †卜で実行で きる機

能 も有 している｡ ただし､ 6Mバイ トの場合はループ

に使開する画像などの転送時間が遅 くなるので注意 を

要する｡ 

(2)表示画像の基礎単位

風計算処理で使岡す るJL,-ブムー ビー は､1024×
 

1024画素単位で最大 3枚の画像 (A､ B､ C画像)か


ら成ってお り､可視 と赤外画像を合わせると 6枚が考


えられる｡ /レ-チンで使円するループムー ビーは､ 1


画面だけでな く処理対象領域毎に必要であ り､オペ レ


ーションの操作性 を高めるためには､で きるだけ多く

の画像デー タを画像 メモ リに格納 してお く方法が考え

られる｡ しか し､ これは画像 メモ リのサ イズが小 さす

ぎて不可能である｡

従って､実際のオペ レーションを考慮 して､表示画

像の基礎単位を次のように設定 している｡ ループを行

う画像 として､可視 と赤外画像を合わせた 6枚に対 し

て､雲の移動の追跡用の可視あるいは赤外のループ画

像の 3枚 と､ループ画像 とは反対の画像種 (赤外 また

は可視 )の雲指定画像 (A､ B､ C画像のいずれか)

の 1枚の計 4枚 を基本 としている｡ この 4枚の基礎単

位を基にして､各処理が行われる｡ 

()分割画像 と区分画像の スケジュー リング34


4分割画像 は､全球領域 を 4枚の画像で画像ディス


プレイ装置に表示で きるようにした ものであるが､ こ


のままでは画像間の境が見に くく､オペ レーション上

不都合な場合がでて くる｡ そこで､各 4分割画像の間

に 4枚 と､中心に 1枚の計 5枚の画像 (4分割画像の

表示領域 を変えた ものに相当)を加えて､全体で 9枚

の 4分割画像 を周意 している｡

これ ら 9枚の 4分割画像の表示 スケジュールを設け

て､スケジュールに従って表示画像の準備 を行い､本

処理中の画像表示の待 ち時間を極力少な くすることを

目指 している｡ この場合の準備する画像は､上記の基

礎単位 4枚である｡ 表示画像の準備は､オペ レータか

らのアテンション待 ちの間に行 う｡ スケジュー リング

は､北西の画像 を一番 として東へ横 に行 き､次に一段
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下の西から東へ行 く順序で､南東の画像が 9番目とな

っている｡ 例えば､今､ 2番目の 4分割画像上で雲指

定などのオペレーションを実行しているなら､準備 し

ている表示画像は 3番目である

同様にして､オリジナル精度の区分画像は､東西 12


枚､南北 8枚の計96枚から構成されていて､ 4分割画


像 と同様のスケジュールに従って表示画像の準備を行


っている｡ なお､区分画像の場合は画像の重なりは無


い｡それを補 うものとして任意画像が用意 されている


が､任意画像のための表示画像の準備は行えない｡


また､準備を行 う表示画像が 4分割画像か区分画像

か､あるいは､赤外ループか可視ループかは､予め指

定 してお く他､オペレーション中においても変更でき

る｡ 

6.2 表示画面の制御

画像ディスプレイ装置 とグラフィックディスプレイ

装置で各々の表示 ･操作の機能を備えている他､片方

の表示画面に対応して他方の画面 を表示させるなど､

相互に連動 して動作させることが可能である｡ 

(1)画像ディスプレイ装置

画像装置の専用画面 としては､全球画像､ 4分割画


像､区分画像､任意画像､ポーラステレオ投影変換画


像があり､図面データの専用画面 としては､天気図 (200
 

mb､300mb､850mb)､風実況図がある｡ また､これら


の図面データとポーラステレオ投影変換画像 との重ね


合わせが可能である｡
 

i)全球画像表示

本処理が開始されると､全球画像のループムービー

が表示され､これにより大規模な大気の流れを見るこ

とができる｡ また､算出された風ベ クトルの雲指定点

が層別に表示され､上層､下層各々の算出ベクトルの

分布状況が把握できる｡

本表示は､マンマシン法により雲指定のオペレーシ

ョンのためのコントロール,画面でもあり､上層雲指定

か下層雲指定かの選択､雲指定画像 (A､ B､ C画

倭)､ループ画像種 (可視､赤外)などの変更は､この

全球画像の表示画面においてのみ行うことができる｡ 

ii) 4分割画像表示

通常､ルーチンの雲指定や品質管理で使用する画面

である (Fig.9)｡ 4分割画像のループムービー､ある

いは時系列画像の重ね合わせなどを見ながら､マンマ

シン 1点指定法､マンマシン 2点指定法により追加雲

指定が可能である｡ 雲指定が行われると､直 ちに風ベ

クトル算出が行われ､算出ベ クトルが矢印で雲画像上

に表示される｡

また､ループムービー等の表示画面に､自動法やマ

ンマシン法で算出した風ベ クトルを矢印で表示 し､雲

の動 きと算出ベ クトルとの整合性のチェックを行 うこ

とができる｡ この際､算出ベクトルの雲頂高度や代表

高度の表示､任意の雲の雲頂高度の算出を行うことが

できる｡

その他､海岸線､緯経線の表示が可能である｡ 

iii)区分画像表示

オリジナル精度の区分画像の画面で､機能は 4分割

画像 と同じである｡ 

i)任意画像表示v

キーボー ドからサンプリング率を入力 し､任意のサ

イズの画像を表示することができる｡ ただし､この画

像は前 もって準備されておらず､作成に時間がかかる

ため､ルーチンでは使用していない｡

機能は 4分割画像や区分画像 と同じであるが､海岸

線や緯経線の表示は行わない｡ 

Ⅴ)その他

天気図､風実況図の表示や､これらとポーラステレ

オ投影変換画像 との重ね合わせ表示ができる｡ また､

上層風用 と下層風用に使用するための階調変換テーブ

ルの作成や修正が可能である｡ 

(2)グラフィックディスプレイ装置 

i)QCコントロール画面

上層､下層毎の風ベクトル有効点数､インデックス

付加数が風ベ クトル等出方法別に表示される｡ グラフ

ィックディスプレイ装置における､品質管理の進行状

況がCloudW indField毎に表示 される｡ 

ii)CloudW indField

マンマシンによる品質管理処理 として､風ベ クトル


の空間的一貫性のチェック､高層観測風 との比較を行


う画面 (Fig.10)であり､12枚の画面で全球を網羅 して


いる｡ ただし､画面の境を見易 くするため､緯経度 4


度の幅で重なるように画面を設定 している｡


算出ベ クトルが上層､下層別に色分けして表示され

る｡ 自動品質評価の結果別の色分け､外部 インデック

スが付加 されたベクトルの色変えなどが可能である｡

また､算出ベ クトルと高層観測風 との最適合 レベルの

情報なども表示される｡ 

iii)マッチングサーフイス

風ベクトル算出時､あるいは､本処理の雲指定によ

る算出時に保存 されたマッチングサーフイスが表示さ

れる｡ 各画像間､ また､粗マッチング､補正マッチン

グ別の相関面視察が可能である｡ 
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iv)雲指定情報

画像デ ィスフレ イ装置上にI' L際､算出日十る雲指定 J)

された風ベ クトルJ)緯経度､風向､風速､雲頂高度な

どJ)情報が､算出J)都度表示 される｡ 

6.3 雲指定処理

本処理は､画像デ ィスフレイ装置 を使開してマニュ

アルにより上層風 または下層風を算出するものである｡

ルーチンでは主 として上層風Jj追加算出のために行 う｡

上層風の算出に適 した巻雲系の雲があ りなが ら､自動

法で算出できなかった領域で､オへ レー ダが雲の移動

を見なが ら トレーサ雲を追跡する｡ 追跡方法には､マ

ンマシン 1点指定法 とマンマシン 2点指定法がある｡

なお､本処理は､自動法の後の追加算出のために実

行されるシステム となっている｡ 追加算出ではな く始

めから本処理 を実行するためには､前 もって自動雲指

定処理が終了 していなければならない｡ これにより､

本処理で使開するマ ､ソチング等のパラメータが風べ ク

ト/レファイルに設定 される｡ すなわ ち､風べ クト/レ算

出処理の終了は､本処理の実行の必須条件ではない｡ 

(1)マンマシン 1点指定法

雲の移動の始点を指定 して､移動後の終点を自動法

のマ､ソナングと同 じ方法で算出するものである｡ 雲指

定画像はA､ B､ CJ)任意の画像が選択できる｡

雲指定画像 を B画像にした場合､算出べ クト/レV､B､ 

V B(は自動法 と同様に算出する｡ Aまたは C画像 を雲

指定画像にした場合､まず V､R(VBL)を計算 し､貸出

された B画像上の位置か らマ ッチングによ りC画像 

(A画像)上の位置を求めて､ VB〔 (V､B) を算出す

る｡

算出モー ドには､単数指定 と複数指定モー ドがある｡

単数指定モー ドは､雲指定､マ ッチング､結果の矢印

表示などの一連の処理を風べ クト/レ1個毎に行 うもの

である｡ 複数指定モー ドは､雲指定だけを複数貞 まと

めて行い､その後､マッチング開始 コマンドにより､

マッチング､矢印表示等を複数点 まとめて実行するも

のである｡

なお､算出結果の風べ クト/レは､ V BLを表示 してい

る｡ ただ し､通常のルーチンで使 開する 4分割画像上

では､べ クト/レの長 さを 2倍にして表示 している点に

注意 を要する｡ これは､ A､ B､ C画像の )L,-プムー

ビーによる雲の移動距離に近 くなるようにするためで

ある｡ この場合 を除いては､ベ ク トルの長 さはそのま

まで表示 され る｡ 

(2)マンマシン 2点指定法 

雲移動J'始点 と終点J) j双方を指定 して風ベ クトルを

算出する t,-である｡ 雲指定画像 J)a) 組合せにより､ A 

-C､ A-B､ B-CJ)3種類があ り､任意に選択で

きるようになっている｡ 通常 は ′し-プムー ビーUl)1枚

目と 3枚 目の画像に合致 した A-Cの指定が行われる｡ 

6.4 マンマシン品質管理

で きるだけ良質な算出べ クト′レを出力するために､

マンマシン法による品質管理を行う｡ 画像デ ィスプレ

イ装置 とグラフィックデ ィス7レイ装置の双 方で処理

が可能であ り､)L,-+ンでは各々の特性に合った使い

方をしてしゝる｡ 

(1)画像 デ ィスプレイ装置における品質管理

ルーフムービーで全体の流れを見なが ら､貸出 され

た風べ クト/レの矢印 と対応する実際の雲の動 きを比較

する｡ この際､自動品質評価J)結果を参考にしなが ら､

不良ベ クトルに インデ､ソクス付加 を行って削除する｡ 

(2)グラフ ィックデ ィスプレイ装置における品質管理

算出 された風ベ クトルを画面 上に矢羽根表示 し､同

園の風べ クト/レと比べて極端 に異なる風向､風速で左

い かどうか､他 J)層を間違って追跡 していないか､高

層観測風 と比較 して どの程度の差かなどのチェックを

行 う｡高層観測風 (注 4)は､各層毎の水平分布表示

や､各観測地点毎の鉛直分布表示が行われ､比較チェ

ックに使開 される｡

グラフィックデ ィスプレイ装置は画像 を表示できな

い かわ りに､ グラフィックの表示 ･消去の応答速度が

早い有利 さがある｡ 

7 出力処理 

7.1 ADESSへの送信

自動及びマンマシンの品質管理に合格 した風べ クト 

/レは､国際気象通報式 SATOB(FM88-ⅤⅠ)第 3節の

形式に編集 され､ADESSを経由 してGTS回線 により､

世界各国に配信 される｡ また､気象庁数値予報課に対

して :士､SATOB第 2節の風の高度 として､代表高度の

代わ りに雲頂高度の情報 を設定 した形式で送信 してい

る｡ 

ADESS送信の時間は､1987年 3月の計算機更新時

から30分早 くな り､VISSR観測終了後から 2時間50分

となっている｡ さらにマ ､ソチングの 2段1段の探聞で､ 

1989年 3日か ら 2時間35分 とする予定である｡ 

rfl'必要に応 じて､ Lj､ NI報や訂正報 を送信する場合

がある｡
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7.2 保存開資料の出力 

(1)保存出力処理

風ベ ク トルの算出結果のモニ ター と保存のために以

Fの処理が行われる｡ 

i)保存用磁気テープの作成 

ADESS配信 されたか否かにかかわ らず､算出の途

中で削除 されたベ クトルも含めてすべてのデー タが保

存の対象 となる｡ 風ベ クトルファイルのコン トロール

郡を編集 した もの と､べ クト/レレコー ドを順編成ファ

イルで累積 し､ 1日 1回00UT帯 の処理の際に磁気 テ

ープに吸い上げている｡ 磁気テープは 1カ月分がシン

ブルファイルで 1本 となるように累積 している｡ これ

は､最終的には､算出が途中で終了 しているベ クトル

を除いて､ほぼ 2-3ケ月で 1本の磁気テープにまと

められ る｡

なお､毎回算出 される風ベ クトルの保存のためのバ

･ソクアップ閏 としてカセッ トテープを使開 している｡ 

ii)風ベ クトル図

毎回の算出のモニ ター岡として､ 5千万分J)1のメ

ルカ トー/レ投影形式の風ベ クトル図を出力 している｡ 

Fig.11にその例 を示す｡ 

iii)風実況図

画像処理装置の画像 デ ィスフレ イ表示開J)風実況図

を出力する｡ 風実況図は 2千万分の 1の北半球ポーラ

ステレオ投影形式で､日本付近で算出 された風ベ クト

ルの分布 を示 している｡ ここで出力 されたファイルを

使用 して二値画像変換処理を行い､画像管理配下の画

像 デー タセッ トを作成する｡ これ を雲指定 または品質

管理で表示用に使関することがで きる｡ また､ この画

像 デー タセッ トにCDF変換処理 を行 えば､CDF配信周

ファイ/レが作成できる｡ 

(2)その他 

i)外部提供用磁気テープ

第一次地球大気開発計画全球実験 (FGGE)の際に取

り決められたデー タ交換形式で､外部提供開磁気テー

プを作成 している｡ 1978年の気象衛星センターの風計

算処理の運用開始以来のデータを保存 してお り､ 1本

に 6カ月分のADESS配信 された風ベ ク トルデー タを

格納 している｡ 

ii)観測月報

毎 月発行 され る気象衛星セ ンターの観測 月報 に､ 

ADESS配信 された風ベ ク トルデー タの一部が掲載 さ

れる｡ 

8 精度評価

風ベ クトルの精度は､国際的には静止気象衛星調整

会議の取 り決め (浜田､ 1981 により､毎年夏 と冬の 

2回､高層観測風 との比較調査を行い､結果の交換 を

している｡ 最近の結果 をTable3に示す｡

また､ これ らJ)他に､気象衛星センターにおいては､

算出 された風ベ ク トルの精度をモニ ターするために､


高層観測風 との比較 デー タを毎回の処理で累積 し､ 1


カ月単位で統計処理 を行 っている｡ 1988年の結果 を
 

Fig.12に示す｡
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(注 1)計算式上 は NxN領域のサーチエ リア全体で

計算するようになっているが､テ ンプレー トエ リア以

外をマスクすることにより､実質的にはM ×M領域 (チ

ンプレー トエ リア)の範囲で相関係数を計算 している｡ 

(注 2)本項で用いている比較対象領域､分割領域､

小領域の用語は､プログラム解説書では､それぞれ､

比較対象小領域､小領域､仮小領域 となっている｡ 本

項の方が処理の内容をより正確 に示 していると思われ 
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●8T`∂∂AON Jmo2P∂1Pu!u!0uIntq. tù 86ゥ1 quI.̀o11A!∂PS爪 O1PO〇 aJtB

oz仙 bt tHH BBE SV b∃MO｢日昌Et一トロ 'ヘON ZDDOD 
V⊥Y□ 〔 ⊥r,SSCy DU∃LrN LⅠ⊥∨t∃ ⊥d∩L∃]j9Jl∃

,
J⊥ NDⅠ^jS80 

･.I些藍●0O粍一一l冠DE ーノ準桝JC▼〇t一ーE ㌔ K【倉■一F叫 9SSC.とZ一一…こ● ● +】蘇一●● _8(占～○OIIIと!T～lDDO○○E許ー _一▲

_･;I台._ ^ -DL,､D(C･～1Bてぶ一ー～l _..′目A /OOO 誌 8三 EE■■々 …

O三野≠､′一㌔竃.l㌢痕J/イLSS蓋…s日とo>○十 亡OO=一⊥とととととJ2札̂亀CINRl一こe～〇Iヂ＼ー浩をシノ〆尋弓巧コ LbEg壷SI●9L0{t,～とO～～Fこここ :t張こ"'l～ メ Er適 EE ㌧予£一一IIo)一上SUT遜 

t)一一o■Y'tEこ髄獣 ～tope'+BDD○1-恵埠mUj11と,い空t･..ELE鴻▼≠㌫lt∵∵ .ht宇…/蝉 .人h■tG.. 0''sいUh1Tss[199i6d運き:̀U巧∪､ L;1〈∴二軍o rl一● LL～一t)へ1㌧守 1 FUU〈 〇b≦T東L+.O lDIJl

8> LLtZ y jdrI ZJJg 山｣L9St∃dl1 

.研軒 P鮎O一〇1J､lL●m6 D一61L. O, 〇三.…～振 冒.●●■】Iきき婚 止i●一夢十㌦一一一I , 誌 き雪ぎ●〇B〇一S隼;､.～ ＼Ⅶ～.A 9だ Z ･Oi冠〇～⊂〇〇D～ 甥議l 〇

(蟹面16-喜一II台場畠)宣撫,I混岩 76l



技術報告 (特別号 II-データ処理編) 
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4.3 熱帯擾乱解析 
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熱帯擾乱解析業務は､衛星画像から､TD(

ess )や台風など熱帯低気圧 

する)の中心位置および強度に関する情報を抽出し､

ionDepr

. 日的 ･概要	 を示す｡ 

2. マン ･マシン対話型処理

h 431too..	

l ispayunge
I


台風解析で使用する画像処理装置をP に

示す｡同装置は､画像表示装置 (ma Di t: 

(以下台風 と総称

F(M8

式､以下SAREPと称する)で国内･国外の気象官署へ

国際気象通報式 ⅩⅠ-5 衛星気象資料実況通報

)IDP､図形表示装置 

通報することを目的としている｡ また､台風の暴風域･ よび入力装置で構成されている｡ 入力装置には､英数

it:nlspaiG hrap( cDi yu GD)お

強風域の推定に関する情報 (台風雲パ ラメータ)を抽 FP字キーボー ド､プログラムファンクションキー ( K)

出し気象庁予報吉日予報課へ通報する｡ これらの情事削ま､ および電子ペンがあり､解析者 (オペレータ)は､そ

PIl:onsoeingeprocI(ma essgC C)を用

いたマン ･マシン対話型処理によって解析される｡ 熱

帯擾乱解析業務に関わる業務処理を以下に示す｡ 

(∋中心位置情報抽出処理

②強度推定処理 

画像処理装置 れぞれの入力装置から各業務処理の解析手順に基づい 

Flow Claltropfor

PE③SAR 作成処理

31.igF

kroyu

④台風雲パラメータ抽出処理

⑤観測値 ファイル併合処理

⑥業務補助処理

これらの各処理は､中心位置情報抽出処理をメイン

とする業務処理グループと強度推定処理をメインとす

る業務処理グループ及び台風雲パラメータ抽出業務処

理に区分され運用 される｡ .4. に業務処理の流れ

Hi iKOBA木場博之 

ingroc

l tnayss

43g...

ealcycon

-30

Fi 1 P ess
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技術報告 (特別号 ⅠⅠ-データ処理編) 

lonsoeinrocgh 43too..P 1 ImaeP essgC

て設定された指令 (コマンド)を入力し解析する｡た 編集される画像は､解析時刻と､ループ表示用とし

PDだし､電子ペンによる入力は､タブレットおよびI に ての 1時間前および 2時間前の 3枚の画像である｡た 

設定されたメニューの選択である｡ 

3 中心位置情報抽出処理 

ig.F 432に中心位置情報抽出処理のファイルイン

ターフェイスを示す｡観測値ファイル (中心位置情報

ファイル)と表示用画像データファイルは､ 2個の台

風を同時に解析できるように､2系 (主系､冗長系)

用恵されている｡ 

(1)表示画像編集

中心位置情報抽出に用いられる画像 (表示画像)は､

SS準備済画像データセットの区分画像データ (VI Rオ

4201

PD

リジナル画像)から､表示画像データ ( ×1

として､表示用画像データファイルに編集される｡編

集される領域は､I に表示された赤外全球画像上で､

)420

65

63521867

オペレータに指定された位置を中心とする､2 ライ

ン× ピクセル(赤外画像)､5 ライン×1 ピクセ
esslYr

40

ル (可視画像)で､それぞれ約 4倍と2倍に拡大表示

ー1 -

喝eProc

finrocoftnerac

A litener nayss

C lonsoe 

li.

hpoo


Ir

igF .432 Fe I e frP essg o

Ty nC

される｡なお､軌道 ･姿勢予測誤差による画像の位置

ズレは自動的に補正される｡



技術報告 (特別号 ⅠⅠ-データ処理編)

だし､ループ表示開画像は､ 1回目の,L,-プ表示コマ


ンドが受け付けられた時点で編集 される｡
 

(2)表示画像編集

表示画像データセットに編集された表示画像データ

は､MMC(MassMe r otollr M (maemoyCnr e)のI I g

Memory)を経由し､表示装置のリフレ､ソシュメモリへ

転送することによって表示される｡ 表示制御はオペレ

ータのコマンド (メニュー選択)によって行い､表示

画種 と時刻の変更､およびJL,-プ表示を任意に行うこ

とが出来る｡ また､海岸線､緯経度及び台風の経路が

オーバーレイ表示でき､コマンドによって表示 ･消去

が任意に出来る｡ 

(3)階調変換

表示される画像の階調はLUT (LookUpTable)の

値によって決 まる｡ 当処理では､あらかじめ設定され

た表示テーブルの選択､あるいはオペレータが任意の

表示テーブルを作成することによってLUTデータを

変更し､表示画像の階調を変える｡ ループ表示中の階

調変換 も可能である｡ 

(4)図形表示

情幸田由出結果､過去の記録および解析 メッセージな

ど情報抽出に必要な事項が､GDに表示される｡ 

(5)情報抽出

中心位置情報の抽出は､オペレータが表示メニュー

の中から抽出項目を選択し､該当する解析要素を入力

することによって行う｡ なお､抽出結果は､オペレー

タの採否にもとづいて観測値ファイル (中心位置情報

ファイル)に格納される｡ 以下､抽出する情報の種類

と解析方法を示す｡

①中心位置と移動速度

中心位置 と推定される点を表示画像上で指定する｡

中心位置が指定されると､前 3時間､前 6時間および

前 12時間の移動速度が自動的に決定される｡ 

(塾中心位置の確度

中心位置の確度は中心が推定される領域の大きさで､

オペレータは中心位置を示す雲特徴の分布から､その

最大径を解析する｡ 同時に雲パターンを選択する｡ 雲

パターンは統計的確度 として利開される｡ 

(参雲システムの大きさ

台風の雲システムで､中心を取 り巻 く､ほぼ円形の

厚い雲域部分の平均の大きさを解析する｡ 

4. 強度推定処理 

Fi...にファイルインターフェイスを示す｡観測g433

Irrc roc lngCnoeteP ess osl

Fig433 Fie Itrae fr Poessn f... l nefc o rc lg O

TyphoonIntensityAnalysts

値ファイル (強度履歴ファイル)は､ 2個の台風が同

時に解析できるように､ 2系 (主系､冗長系)用意さ

れている｡ 

(1)表示画像編集

画像編集方式は中心位置情幸田由出処理 と同様だが､

表示画像データは準備済画像データセットからMMC

の画像 メモリおよび表示装置のリフレッシュメモリへ

編集される｡ 編集する画像は､可視画像及び赤外画像

データである｡ なお､強度推定処理でも軌道 ･姿勢予

測誤差による画像の位置ズレは自動的に補正される｡ 

(2)画像表示

オペレータが画像表示メニュー (画種､時刻､表示

階調テーブル)或し)はPFKを選択することによって､
解析に必要な画像を表示出来る｡ 当処理では､表示変

更が瞬時に行なえるように､リフレ､ソシュメモリの画

像 と画像メモリの画像を入れ替えて表示する｡ また､

海岸線､緯経線及び解析補助図形としての1Do.0 Lgスパ

イラル曲線をオーバーレイ表示し､コマンドで表示 ･

消去が任意にできる｡ 

(3)階調変換

表示されている画像の階調は､LUTデータを再設定

することで変更できる｡ 可視 ･赤外画像ともに､ 3通

り (標準､高輝度部強調､低輝度部強調)のモノクロ

表示用の階調テーブルが準備されており､コマンドに

よって､表示中の画像の表示階調が任意に変更できる｡ 
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技術報告 (特別号 II-データ処理編)

また､強度推定のための､赤外画像の擬似カラー強調 (1)処理概要 

表示ができる｡ AREP作成処理は､中心位置情報ファイル､強度履

歴ファイル いづれ も主系 と冗長系ファイル)及び(

S

図形表示

強度推定に必要な図形､強度変化グラフ､解析結果

)4(

及び過去の解析履歴は､解析項目が選択 された時､そ 電文を作成する｡ 電文作成はプログラムによって自動

の都度必要に応じてGDに表示されるが､コマンドによ 的に行われるが､オペレータによる修正 も可能である｡

っても任意に表示することができる｡ 作成されたSAREP電文は､一般気象報フアイ′レの一

つであるADES配信ファイルに書き込まれると共に､S

SAREP履歴ファイルからデータを入力 してSAREP

(5)強度推定

SAREP履歴アァイルに累積される｡ なお､ADES配

信 ファイルに書 き込 まれた SAREP電文は､直ちに 

S熱帯低気圧の強度推定は､DVORAK法の赤外強調

､木場､19画像解析手法 (Dl k1ora, , 489 に基づいて)48

Ⅹ5F

ADESStI mb )を解析する教 urr yn ｡

(M8一Ⅰ際気象通報式｡DVORAKはマン･マシン対話型方式で行う 法の解析

を参照｡ダイアグラムがプログラミングされ､オペレータは､

erutitnensenIc へ配信される｡SAREPの内容については､国C( 解析

気象衛星資料実況通報式)

2() SAREP作成区分と配信時刻強度解析フローに従って解析項目 (メニュー)を選択

31..lbTa e4

きると､入力すべき解析要素 と入力方法がオペレータ は､台風の位置､強さ(台風または TD)および観測時

に通知される｡ 入力された解析要素をもとに強度が決 刻の組合せによって強度情報の有無 と配信先が定めら

定される｡ しかし､入力された解析要素が不適当ある れ､それぞれに電文冒頭符が設けられている｡SAREP

いは決定基準を満足していない場合には､その旨のエ はこの電文冒頭行毎に作成され配信される｡SAREP

に SAREP作成 区分 を示す｡SAREPし､解析要素の入力 (解析)を行 う｡ 解析項目が選択

ラ-メッセージが通知される｡解析結果はその都度GD 32..lbの配信時刻を Ta e4 に示す｡配信時刻は､観測時

画面に表示され､オペレータの採否にもとづいて観測 刻と台風の個数によって異なり､また複数個の台風の

値ファイル (強度履歴ファイル)に格納される｡ 
場合の配信順位は､台風の位置や予報部予報課の台風

臨時観測体制などに基づいて決められる｡ なお､配信

5 SAREP作成処理 は 3個までの台風について行い､障害等により台風解

析が出来ない場合は配信されず､かつ NIL報 も配信さ

れない｡にファイル インター フェ イスを示す｡i434g...F

3..lbADESS配信ファイルは､Ta e4 1に示す電文冒頭

符毎に設けられている｡
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技術報告 (特別号 ⅠⅠ-データ処理編)
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(b)眼の特徴 と大 きさ
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6. 台風雲パラメータ抽出処理 眼の特徴 (円形で明瞭な眼､眼の緑が不規則あるい

hdlceu

h

l43e..b

LV り SneP1 ‥ eWallが存在する)､ 
60m inute 

tvercasQenseQ⊆ ltenra (中心が円形の積乱雲域で
lthe 2nd& 3rd l 

覆われている｡ 眼は無い)､ 
1AtnS-T le Sae〔b dserve.JrOnelyeCaIp(r)

DOの中に眼が存在する)､⑦

⑧ (温帯低気圧へ移行期 の台eofSAREPR tepor 

in°Ban gE )ye｡は不明瞭､ 

)概要

台風雲パ ラメータ抽出処理は､気象庁予報吉日におけ

(l

)C(C

長径 と短径I 

DOの大きさ 

)-大 きさ (眼J )>よび平均 )｡ 

R( の解析を支援｡) ｡)

R Rするため､衛星画像から ｡と に密接に関係する台5 3｡

3(R5 C

)(d

DOの長径 と短径および平均｡ 

対流雲域の大 きさ

風雲パラメー タ (萩原 ･他､ 1989)を抽出し､この雲 中心から､台風の雲システムの外側にある低気圧性

る台風の暴風域 と強風域 

5パラメー タと強度推定処理で得 られたCI数からR.と の曲率を持つ対流雲列までの乗､西､南､北の 4方向 

報課へ 

R3.J)半径を推定 し､雲パ ラメー タとともに予報部予

で通報する｡

本処理は､SAREPで通報 された中心位置 とCI数を

Fax

‡Dtaa
∴

ファイルインターフェイスを示示すす｡｡ 

(2)画像表示 ∫-｣＼＼＼､ / 

入力デー タとして､汎周の気象解析処理フロラムによ

435g...って行われる｡Fi に雲ハラメータ抽出に関する

402×1 画素 )は､

準備済画像データセットの区分画像デー タ (オリジナ

4210(台風雲パ ラメー タ抽出周画像 

5.ル画像)から､等倍 と1 倍に拡大した画像である｡ 後

)3者は､( に示す雲パ

れる｡ 表示画像の階調変換､可視 ･赤外画像の重ね合

わせ表示が､ コマンドによって任意にできる｡ /最上

軌道､姿勢予測誤差に依る画像の位置ズレは自動的に

補正される｡ 

ラメー タ､ Lb) (､C)J)解析に使弔さ､ 

(3)台風雲パラメータ抽出

抽出される雲パラメータJ)種頬 と解析要素を以下に

(a)雲システムJjバ ターン

雲画像の視察により､以下の雲バ ターンで最適なも

のを選択する｡ tearahpoo

Fig
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技術報告 (特別号 ⅠⅠ-データ処理編)

の距離 暴風域半径の推定､研究時報 (投稿中)O 

前線性雲バンドまでの距離)e(

中心から､偏西風帯の位置を示唆する前線性雲バン

ドの両線までの最短距離｡ 

R5)4
( ｡とR3｡の推定 

R｡と 3
R5 ｡の推定式は台風の雲ノ､ターンで層別化さ

れている｡雲パ ラメータの抽出が終了するとR｡とR


が推定される｡ 層別化された雲ノ､ターンは､以下の 3


通 りである｡
 

①CDOが無い｡
 

5
 03


②CDOはあるが､眼は無 い

③眼が存在する｡ 

｡

通幸)5
( 即寺刻

台風パラメータの抽出とR5｡､R3｡の推定は､ 1日 5


回､0､0､0､1および1UTCに行われ､対象とす

る台風は最大 3個までである｡ 

8
2
6
3
0


7.
観測値ファイル併合処理

観測値ファイル併合処理は､中心位置情報抽出処理

又は強度推定処理において 2個の台風を同時に解析す

る場合､それぞれの処理で観測値ファイル (主系又は

冗長系)を占有するため､処理終了後両ファイルの内

容を同一にするために行う｡ 本処理は主系ファイル使

用ジョブでのみ実行される｡ 

8.
業務補助処理

口)観測値保存処理

()2


中心位置情報 と強度履歴はMT(1本 /ノ年)にそれぞ

れ保存 される｡ ただし､越年台風は前年度分として処

理される｡ 一万､SAREP履歴はリストで保存 される｡ 

観測値ファイル初期化

中心位置情報ファイル､強度履歴ファイル､及び 

SAREP履歴ファイルは保存処理終了後初期化 

イルクリアー) される｡
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44.
 ビデオ動画の作成 
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1, 日的 画像､赤外全球部分画像 (北半球)､赤外北半球ポーラ

ーステレオ画像が累積録画されている｡

ビデオ動画は､衛星画像をビデオテープに累積録画

し､保存 しているt,のである｡ ビデオ動画は再生する

89

989

データの保有期間は､解析用 ･保存用共1

からである｡ ただし､1 年 1月 5日以前の全球画像

7年11月

ことにより､過去の任意の期間の雲画像を､動画とし は､ 3時間毎の画像である｡ 

てみることが出来る｡ このため､雲解析業務の支援資

料のほか､長期予報課の主に熱帯地方の大気 ･海洋の

診断､一般の調査 ･研究 と､幅広 く別間されている｡ 

2 作成するビデオテープの種類

ビデオ動画は利用目的に応じ､解析用ビデオテープ

と保存用ビデオテープの 2種類が作成 されている｡ 

Use

)441..-lebaT(
Ⅰmage

ldnK
解析開ビデオテープは､衛星気象解析報作成､雲画

像情報付加等､雲解析業務の支援資料 として別間され

る｡ ビデオテープ 1巻の収録期間は､ 2ケ月で､毎時

の赤外全球画像､赤外全球部分画像 (北半球)が累積
y'OurhddeO､recr 1

録画されている｡ 1mage

1 V1tnera保存用ビデオテープは､調査 ･研究等に活用できる

Tkoue

ように､累積 ･保存しているもので､ビデオカセット

テープに複写する時のマスターテープになる｡ ビデオ
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技術報告 (特別号 ⅠⅠ-データ処理編) 

を重ね合わせる｡ さらに画像時刻を画像の隅に挿入し

3. 処理方法 て､録画開√)画像が作成される｡

t tpul作成された画像は､IOA (II OL Adl tpu )tapor

を経由して､ F

VTR装置J録画機能によって 1(ンチ ビデオテーフ

に録画 される.｡ 1(ン+ビデオチーフには､初期化時

M

)~

rymeMemO )に一旦格納 され､Fra(ビデオ動画作成 ･再生処理 フロ-をF に示

す｡ 

iii1g...

'れVi ot er (タイムコー ド)が割 付 J

はじめに､ビデオテープに録画するためJ)画像を作 までに録画 された画像時刻ア ドレスJ)次J〕ア ドレスか

apde( にア ドレス ており､それ31. )ingdecorビデオ動画作成処理 

-

成する｡ 画像デー タセットか ら雲画像 と地図をMMC ら､順次録画 していく

MassMemo oll)に展開し､画像 と地図 一回に作成 される録画岡画像は 2erC tonrry(

｡

j:1画像 rJ)て､

作成 ･録画を最新画像時刻 まで繰 り返す｡一本 J〕ビデ

オテープに数種項 J〕画像が録画 されるが､2ケ月分 (約
一十･･二

1･014 コマ) i) Li,J':,余裕を持ち重P :い位置に､それぞれllmage,机a～ 

L
._

の画像J7録画開始7 ドレスが決められている｡

2〕 

(1

録画方法には､次U- 憧頬がある｡ 

)等間隔録画法

画像一枚を､ 1イン+ビデオチーフ JJ〕2コ7に録画

する｡ 保存円VTRJつ全球画像､全球部分画像 (北半

)-球)､北半球ポーラステレオ画像､および解析円VTRJ 

全球画像が､ こJ)方法で録画 される｡ 

ii42g...


)

F


(2不等間隔録画法 

に概念図を示す｡画像一枚を､ lインチビ

0デオテープの 2コマに録画するが､最終画像だけは1

コマ録画する｡ 前72時間の範囲は､ニJl方法を 3回繰

り返す｡ ニJ)ため､最新J)72時間連続動画が常に 3回

j:分録画されていることにr る｡

録画するのは､動画 として再生する時､最終画像の静 

lL時間を長 くして見やす くするためである｡ 次 Jj動画

最終画像を他 より長 く

一･t

itun

---

＼-
作成時には､前回J)最終画像の 3コマ目から同様,な方

法で録画 してい く ｡

.

匠○

g

l lan epayng

FiAA1 Ge

dr

In｡○｡｡｡
LPS工D
コ｣ ｣ 
'｣Ay VTR】

解析甲VTRJ)全球部分画像 (北半球)は､雲解析作

業√)補助資料 として前72時間の雲画像を動画 として繰
decorapdeloflnera w ofVi ot er ing 

り返 し再生するため､ ニJ〕方法で録画 さdLる｡ 

rfお､ 二の方法で L過去の画像は 2コマずつ録画 ･

ll 

TEirfo･-d =
lこ阿･icdollat広t727DurS fF i∝】oflatest72ho叶s】

latest72hours

Fig.4.4.2 Amethodofvideotaperecordingforroutineanalysis. 

Example shows the recording ti

Tx2 (lower)2hoursafterT
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-データ処理編 )

累積 されているため､保存用画像 ヒして利昭できる｡ 解析開動画ビデオテ-フJj作成は一目 5回行われ､

開始時刻は､0:00UT5

ⅠⅠ

:2,UT00:7UT,ll:00UT,101:70,

UTである｡

録画されたVTRは､再生を制御することに上り､特 保存開動画ビデオテーフJ)作成は一日 2回行われ､開

始時刻は､1 UT

00)llgl iepay｡t erapdei'＼(32.

技術報告 (特別号 

再生処理 

定期間の連続画像を繰 り返 し表示することができる｡ 処理を 2回に分

特に解析開VTRJ)全球部分画像 (北半球)は､衛星 けておこなうのは､画像データセットの毎時画像は前 

気象解析幸E作成業務や雲画像情報図情報付加作業 J)支

時間J)連続動画を

特定時間の画像 も､さかのぼりコマ数 (再生の開始 UTにそれぞれチーフJ)拝卜け替えが行われる｡

かのぼる画像コマ数)や繰 り返 し数 (再生開始ア ドレ

スから終了ア ドレスまでの動画 1回分を繰 り返 し再生

する回数)を設定 して､再生を制御できる｡ うになっている｡ 

-フJ)-交換

-

¢ 

c 

-

ll:,

時間しか保有 していないため､ジョブの遅延等によ

る録画画像の欠落を防 ぐためである｡

42

03:

2

UTであり､マップタイムに合わ

せた雲解析業務で最新 J)前7時間動画を別間できるよ

6100:3

援資料 として別間されるため､前7

繰 り返 して再生することができる｡ 解析岡 と保存開J)ビデオチーフは､ 1 UT.

2

2

4. 運用方法 解析聞及び保存明ビデオチーフは､ 2ケ月毎 U)奇数

(け 

月初めに新 しいチーフに交換される｡ そのため､チー

(l)スケジュール フはあらかじめ初期化を行い､録画が可能引 犬態に用

解析用及び保存円ビデオテ-フ J- 意 して53く｡)作成 ･再生は､ス

ケジュール起動 される｡それぞれJ.)処理開始時刻 を 

Fi.. に示す｡43.4
g


UT,である｡00:61,03:3

O3:7 UT003:5画像ア ドレスを決めるため､最終画像ア ドレスからさ 解析用ビデオチーフJ)再生は0 UT,

03:32,03UT UT:71,03
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基本ヒス トグラム作成 
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003画像は､赤外が0000､0 002009､0600､0 ､1 ､1500､ 

1. はじめに 0081 ､2 001 UTの もの､可 視 が0000､0 6003 ､0 00､ 

0090 ､2100UTのもので､ある｡ 

衛星の画像データを適当な小区画に区切 り､各区画

で画素のヒス トグラムを作ることは､衛星のデータ処

理では一般的な方法の一つである｡ この時の小区画の

区切 り方には､一定のライン間隔とピクセル間隔で区

切る方法 と､緯経度線で区切る方法がある｡ 後者の方

法で作成したヒストグラムは既に座標変換されている

ので､一度このようなヒストグラムデータを作ってお

くとこのヒストグラムを用いる処理では座標変換が不

要となる利点がある｡ 

2. 基本ヒス トグラムの作成方法

基本 ヒストグラムを作成するに当たり次の 4頁が特

に考慮されている｡ 第一は処理時間を短 くすること､

第二はデータサイズがもとの画像データより大きくな

らないこと､第三は格子の検索が容易であること､そ

して第四は可視データのセンサー間のばらつきをなく

すことである｡ ここでは基本ヒストグラムの作成方法

GMSの画像データ処理では､ 7891 年 2月まではこの について､この 4点から解説する｡

088

ようなヒストグラムとして､赤外の海面水温開ヒスト ①処理時間の短縮

基本ヒストグラムで扱う小区画は40×4 で､座標05.95.05.グラム (北緯 5 度-南緯 4 度､東経9 度 西経～

05.71 度の海上部分を緯経度 1×1度の区画に区切っ 1818変換で求めるべき格子点数は4 ×4 と非常に膨大な

数である｡ そのため､これらの座標変換を本来の方法0たもの)と赤外基本ヒストグラム (北緯6 0

502.

度～南緯6

0度､東経8 52.06度～西経 1 度の全域を緯経度 ×0 度

の区画に区切ったもの)の二通 りのものを作成してい テン処理には成 りえない｡そこで基本ヒストグラムの

で行ったのは､計算時間が懸かりすぎて現実的な)レー

789そして1 年 3日の計算機システムの更新に伴っ

て､前者のヒストグラムに関係する処理を基本ヒスト イン番号とピクセ/レ番号を求めて､次にそれらを簡易

た｡ 作成では､まず座標変換で緯経度 5度毎の格子点のラ

グラムをベースにしたものに変更し､赤外のヒストグ 座標変換 toi.kh haas(Ta Ka , )で内挿して緯経度 

度毎の格子点のライン番号 とピクセ/レ番号を求め

0891

ラムに関係する処理を赤外基本ヒストグラムに一元化

0

502.

d keyu

した｡同時に､可視の基本ヒストグラムも赤外と同じ る二段階の方法をとっている｡ これにより､座標変換

に必要な処理時間は約2分の 1に短縮されている｡

Hi

規格で作成を開始した｡基本ヒストグラムを作成する こ

佐々木秀行 iSASAKI 
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の時に問題 となるのは､簡易座標変換の精度であるが､ データを利関するに当たってはヒストグラムの並び万

座標変換 との誤差は赤外で は緯度方向､経度方向に整然 と並んでいることが望 まライン､ ピクセル以

下 と評価されており､実岡上は差 し支えないと考えら

05.05.

しい｡ところが､VI R画像データのスキャンライン

れる｡ ヒス トグラムの切出し範囲の概念を図 1に示 は地理的な緯度経度 とは一致 していないため､スキャ

す｡ ンラインを順次処理 してヒストグラムを作成してゆ く

②データサイズの縮小 と､同一緯度帯のヒストグラムが出来上がるタイミン

SS

データサイズの縮小については､個々のヒストグラ グは区画の経度によって異なる つまり､同一緯度帯｡

の4

帯のヒストグラムが順次出来て くるので､複数の緯度

08ムの長 さを不定長にすることで対処している｡ つまり 

1区画のヒストグラムは､各格子で赤外が2 ､可視が 

のすべての階調の画素数を格納するのでな く､各区

65

46

区画のヒストグラムが出来上がるまで､他の緯度

帯のヒストグラムを並行して作成してゆかねばならな

画に含まれる画素の最低階調から最高階調 までの画素 いことになる｡ また､この並行処理する緯度帯の数は､

数を格納するしている｡ こうして､ 1区画のヒストグ 衛星の軌道 ･姿勢の関係 との関係で一定でない｡現在

ラムは緯度 と経度方向の通 し番号､最低階調､最高階 の処理では赤道でのスキャンラインの傾 きが 8度まで

調 と全画素数の 5要素 と､最低階調､最高階調までの なら作成可能の設計 となっている｡このようにして､

画素数で構成されている｡

③簡便な格子検索

基本ヒストグラムは座標変換済のデータであるので､ 

PIXEL 

08基本 ヒストグラムは､まず同一緯度帯の4 区画のもの

を西から東へ並べ､次にこれを緯度帯が北から南に並

ぶようにして､整然 とした配列 としている｡ また､任

意の場所のヒス トグラムの検索が容易に行えるように､

ファイルの第二ブロックには各緯度帯の西端に当たる

区画のヒストグラムの番地を一括して格納 してある｡

④センサーの正規化

可視データは 4個のセンサが開いられているため､

これらから一つのヒストグラムを作るためにはチャン

ネル間の正規化が必要である｡ 現在の可視の基本ヒス

トグラム作成では､チャンネル 1のテーブルを基準に

した正規化を行っている｡表-1は1988年 2月22日の可

視のキャリブレーションテーブルで､可視の階調 0 

3-6

ものである｡

4

54

4

4

6

に対するチャンネル 1-4の反射量の値を示 した

ここで階調が3の場合を例にとると､チ

ャンネル 1では3､チャンネル 2では3､チャンネル 

3では3､チャンネル 4では3と3の各階調での画素

4数の合計が､ヒストグラムでの階調3の総画素数 とな

っている｡
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5.2 長波長放射量 
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赤外基本ヒストグラムデータは､｢ひまわ り｣の赤外デ

5
2.
02.1 5Ⅹ0 度の範囲の

画素の頻度分布であり､ 3時間毎に 1日8回作成され

地球の熱収支を見積 もることは､大気大循環の機構 る｡ 長波長放射量算出処理では､赤外基本ヒストグラ

. はじめに ータから算出される地球座標で 

00

5.


0

25.
ムデータをもとに x2 度の範囲内の各種統計量が

算出される｡ 算出範囲は赤外基本 ヒストグラムデータ

の作成範囲と同じ北緯6度から南緯6度､東経8度か

を理解するうえで重要である｡ 通常､長波長放射 とは 

3-100LmF の波長域の放射を指すが､｢ひまわり｣の赤

25.
05.外センサーは赤外窓領域である1 -1

しか観測 していないため､長波長放射量を厳密に算出

/mの放射J

06
ら西経 1 度である｡

することはできない｡しかし､長波長放射のエネルギ 長波長放射量算出処理には､時別処理､半句処理､

ーのヒ-クがこの波長帯にあることから､｢ひまわり｣ 目処理がある｡ 

で観測される赤外放射量から長波長放射量を近似的に

推定することができる｡ 21.
 時別処理 (気候値用ヒストグラム作成)

気象衛星センターでは､赤外センサーで観測される 時別処理では､赤外基本ヒストグラムデータの (10
 

平均輝度温度を長波長放射量と称 し､長期予報向け衛 5.
25.
0Ⅹ1)格子のヒストグラムを利用して x2 度の範

星資料 として気象庁の長期予報担当官署へ提供してい 囲内に含まれる輝度温度の平均､標準偏差､最高値､

る｡ 最低値､格子内の全有効画素数､及び全球降水気候計

6
(5. 3章参照)で使用される1階

長波長放射量算出処理 級の輝度温度ヒストグラムを算出する｡

画データ作成処理 

2


9
6
3
この処理は 1日8回 (00､0､0､0 8
5
2
､1､1､1､ 

行われ､算出結果は時別累積ファイルに累積 さ1
2
UT)長波長放射量算出処理の概要を第 1図に示す｡

irhzu

長波長放射量算出処理の入力データは基本データ作 れる｡

成処理で作成される､赤外基本ヒストグラムである｡

Ka大津和裕 oOOSAWA 
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26

2.2 半句処理､目処埋	 領域の放射強度か ら外向 き長波長放射 フラッ クス 

半句処理では､はじめに時別処理で作成された時別	 (OLR)を推定する試み､気象衛星センター技術報

告､第1号､2ト3累積ファイルの各種統計量の各時間毎J)半句平均値が

算出され(半句処理 Ⅰ)､次に､この時別 半句平均値か

ら半句平均の統計量が算出される(半句処理 )ⅠⅠ ｡ 時引

値の半句平均をもとめることにより､欠測や運用中止

により生ずる観測回数のばらつきの影響を除き､輝度

温度の日変化を等しく取 り入れることができる｡

月処理では､半句平均累積ファイルの各種統計量の

月平均値が算出され､結果は月平均累積ファイ′レに累

積される｡ また､月平均累積ファイ7L,の各種統計量Jj

過去 3か月の平均値が算出され､結果は 3か月平均累

積ファイルに累積 される｡ 

3. 長波長放射量算出処理結果の出力

半句処理､目処理の結果は等値線図の形式で長期予

報担当官署へCDFで送られる｡ 出力図J)一例として半

句平均輝度温度分布図を第 2図に示す｡

また､半句処理の結果は国際気象通報式 7F(M4

GRID)に準じた形式でADESSを経由して長期予報課

へ送られる｡ 

4. おわりに

気象衛星センターでは､赤外窓領域の放射量から長

波長放射量を推定する試みが行われている｡ 手法の詳

細に関しては操野 ･内山 

引用文献

1(988)を参照 されたい ｡

8891操野年之､内山明博 ( ):GMSで観測 された赤外窓
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5.3 GPCP処理 
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水蒸気の凝結によって放出される潜熱は､大気大循 GPCPデータ作成処理の概略を第 1図に示す｡ 

環の主たるエネルギー源である｡ したがって､降水量 GPCPデータ作成処理は､GPCPデータ累積ファイ

を全球規模で把握することは､大気大循環の機構を理 ル作成処理とGPCPデータ累積ファイル吸い上げ処理

解するうえで重要である｡ から構成される｡ 

. はじめに . GPCPデータ作成処理 

C全球降水気候計画 (GPP)はWMOと国際学術連合

会議 ( 

WCRP)のプロジェクトの 1つで降水の時間 ･空間 GPCPデータ作成に使われるデータは､長波長放射(

CSU)が共同で実施 している世界気候研究計画I 入力データ 

00

060

)1

平均量を全球規模で観測/推定することを目的として 量算出処理で作成される時別半句平均値ファイルであ

(988

時別半句平均値ファイルには､北緯6度から南緯6

度､東経8度から西経1 度の範囲で地球座標の 

いる｡ GPCPの詳細については操野 ､操野 ･中 る｡

1988)を参照されたい｡村 (

気象衛星センターでは､｢ひまわり｣の赤外放射デー

(

タから作成されるヒストグラムデータを磁気テープに

NOAA)の静止衛星降

625.度の範囲内の輝度温度に関する各種統計量及び1

階級の輝度温度ヒストグラムの半句平均値が 3時間毎累積 し､アメリカ海洋大気庁 

P(GSDC)に送っている｡ 

DCでは､各静止気象衛星のセンターから送られ いる｡

水データセンター 85296

5

P

､0､0､1､1､1､2

GS

て来るデータをもとに月平均降水量を算出している｡ ヒストグラムの輝度温度階級を第 1表に示す｡ 

年から199年まで続け

3(00､0 1UT)に格納されて

689GPCPデータ累積処理は1

られる予定である｡ 

0

2.

GPCPデータ累積ファイルには北緯4 0

2 GPCPデータ累積ファイル作成処理 

度から南緯4

25.070度､東経9度から西経 1 度の緯経度各 度の範囲内

の輝度温度の平均値､最高値､最低値､標準偏差及び

yltoog

ion.tta

21.

25x. 

大津和裕 irhazuK oOOSAWA 

-12-1
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月)行われ､3か月分のGPCP

ここで､N､Nl_は正規化前の全出現度数と各階級の

出現度数､M､M._は正規化された全出現度数と各階級

の出現度数､ Kは正規化定数である｡

この処理は月一回 (6半句分)行われ､結果は半句

毎のGPCPデータ累積フアイ/レに格納される｡ 

3 GPCPデータ累積ファイル吸い上げ処理 

に年 4回(1､ 4
､

テープに累積する｡

2.


GPCPデータ累積ファイ/レ吸い上げ処理は 3か局毎

GPCPdataprocessing 

ing.roctawoGPCPd ap essflof
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i 1g.F
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16


ファイル :1半句分)を磁気

階級の時別の半句平均輝度温度ヒストグラムが格納

される｡ このとき､ファイル形式などの内容を記録したテー

輝度温度の平均値､最高値､最低値､標準偏差につ プ ･ヘッダー ･ファイルを磁気テープの巻頭に､画像

いては､長波長放射量算出処理で算出された値がそJj 取得状況を記録したインフォメーションファイルを巻

まま格納される｡ 末に付加する｡

一方､ヒストグラムについては月平均処理の簡便さ

を考え､欠測や運用中止により生じた各時間毎の全出 引用文献

現度数のばらつきがなくなるように､各時間毎に出現 操野年之､1988:全球降水気候計画 (GPCP)の経過 と
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基本格子点データの作成 
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1 はじめに 

年 2月までの旧計算機システムでは､海面水温7891

1

)と雲量 

が海面水温用ヒストグラムから､雲頂高度 (加藤､ 

979(阿部､山本､ 1 9(阿部､小野田､1 )97

)979

は準備ずみ画像から､長波長放射量は赤外基本ヒスト

7年 3

月の新計算機システムを導入するに当たり､このよう

な算出処理を基本ヒストグラムをベースにしたものに

一元化し､計算機資源を効率的に使周するシステム構

成をめざした｡ この一元化の最大の特徴は､各個別の

プロダクト作成処理を行う前に基本ヒストグラムから

気象要素の抽出を行い､これらをひとつのデータセッ

トに格納 しておくということである｡ このデータセッ

891グラムからそれぞれ独立に算出されていた｡ 

トが基本格子点データ i lterevaouhotg.taairou(

d keyu

Cl dG dD )で､その Fi 1 DaeFlw ofteCl dR

作成の処理フローを図-1に示す｡基本格子点データを

作る際には､気象庁の数値予報モデルのデータや地表 頂角､太陽方位角､衛星天頂角等 も格納されており､

面状態に関する気候データなどの関連データと放射伝 気象要素の総合的な保存用データベースとしての役割

達モデルが用いられている｡ また抽出された気象要素 もはたしている｡ 現在の基本格子点データの内容を､

以外にも衛星データを処理する際に必要となる太陽天 表一1に示す｡また､抽出された晴天放射は基本格子点

Hi

-ifi

icsitsttsa

佐々木秀行 iSASAKI 
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2. 入力データの特徴 
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Stta 5. 1を参照｡ 

)基本ヒストグラム 

)晴天放射

晴天放射とは､雲のない状態の地表と大気から射出

(I

(2

された放射とそこで反射または散乱された放射の合わ

さったものである｡ 以下の記述では､赤外域の晴天放

射は晴天輝度温度､可視域の晴天放射は晴天反射量と

呼ぶことにする｡

抑 止 ) 晴天輝度温度は､一般的には地表の表皮温度に比べ
) 

- て大気の影響のために低く観測されるが､その程度は

地表面と大気の状態によりGMSの観測範囲内でも時

9間的､空間的に様々な分布を示す｡ (佐々木､1 )58 例

えば､砂漠での晴天輝度温度の目変化を考えてみると､

乾燥した砂又は土壌の熱容量は小さいため表皮温度は

大きな冒変化を示し､乾燥した大気は赤外の波長帯で

は比較的 ｢透明｣であるため､この大きな目変化はほ

とんど大気の影響を受けずにそのまま衛星の測定値に

反映されることになる｡ 逆に､熱帯地方の海上を考え

rAiz+tuh 

- ) 

* tperaure 

ivetotheSloa

nt
n
∩

l Te岬e traure(400血 

o
k

k
/

it

loudTopHihegtfrtheMiin+u■ Te

R lesutofClearSyRdaianceR i ltereva 
learSyRdaiance 
/seaCoastFlag 
larZ ienthA lnge 
i iewngAiz+tuhA lnge,MeasuredRltea
elleVi iewngZ ienthA lnge

C

C
I dan.
So
6.Vr
Sta

データに格納されると共に､晴天放射データ lear(C ると､海面水温の臼変化はわずかで､湿潤な大気はこ

うした目変化も ｢不透明｣に覆い隠すために､衛星のyRkS )にも出力されて､これをさらにDtaaianceda

learlayze客観解析して解析晴天放射データ (An d C

yR )が作成されている｡i Dtance aa
da
k
S 作成された

観測する晴天輝度温度の日変化は非常に小さなものと

なることが考えられる｡ このような場合､晴天輝度温

基本格子点データは雲画像情報図や半句または月平均 度は地表の表皮温度を表すという通常の考えとは逆に､

の雲量分布を作成するために､また解析晴天輝度温度 大気中の水蒸気量の指標として利用できるということ

は海面水温を算出するために開いられる｡ つまり､デ が指摘されている｡(阿部､ 1noue,iank､0
8
19 Ao dl )289

000

06

ータ処理システムの構成の観点から見ると､基本格子 晴天反射量は､地上と太陽と衛星の位置の関係に依

点データと晴天放射データは画像データである基本ヒ 存し､途中の大気の影響も､晴天輝度温度よりも複雑

ストグラムの解釈結果として､画像データと利用向け なものとなる｡ しかし､GMSの反射量の定量的な利周

のプロダクトとの中間に位置づけることができる｡ は新システムが導入されてから始められたので､晴天

基本格子点データは､北緯6度～南緯6度､東経8

隻-西経 1 度 の領 域 で､緯 経 度 

反射量の性質は今後調査されてゆくことになる｡

3502. 度毎 の20. 雲アルゴリズムでは晴天放射の多様性に対処するた

0884400( 0×4 )の小区画毎で算出される｡

ほぼGMSの観測視野内の全域に相当する｡

この新システムの導入に伴って､いくつかの気象要

素抽出のアルゴリズムも変更された｡基本格子点デー

タ作成処理には､そのうちの晴天放射の抽出､雲量の

算出､雲頂高度算出の新アルゴリズムが組み込まれて

おり､これらを以下では一括して雲アルゴリズムと呼

ぶ｡基本格子点データ作成のプログラムは将来の拡張

性を見込んで､新しい気象要素の算出プログラムの追

加が容易に行えるように作られている｡ 

この領域は めに､可視､赤外ともに格子間隔が緯経度 度､時

間間隔が 3時間の分解能で晴天放射を抽出している｡

ただし､この時に前日の同時刻 の解析晴天放射を使周

しているので､晴天放射は出力データであるとともに

入力データでもあると言える｡ 雲アルゴリズムで前日

の値を用いているのは処理スケジュールのためである

が､雲の有無で起こる輝度温度や反射量の変化に比べ

ると､晴天放射の変化は大部分が地表面の日変化で規

則的であると考えられることからこのような便宜的な

処置を取っている｡

なお､瞬時視野以下の雲の取り扱いは､晴天放射を

考える時は重要な問題であるが､ここではいっさい考 

502.
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(GMS標準大気)を開いてきた

RSS

2

子点データの作成に開いるのはこの内の高度､温度と

相対湿度の1時間予報値である｡

ていないのは基本格子点データをVI 観測終了後 

23

30分程度で作成するという時間的な制約があるためで

ある｡ 時間毎に処理される基本ヒストグラムと1時

割当には､各高度における大気の影響 (一般的には温

度の減少分)を考慮する必要がある｡ 雲アルゴリズム

では､各々の高度に一様な黒体を置いた時にそれらの

温度が衛星から何度にみえるかを予め計算しておく方

法を取っている｡ そして雲の高度は､衛星の測定した

温度をこの大気補正すみの鉛直温度分布に当てはめて

算出している｡ 計算に用いる放射伝達モデルは､第 

2項にある海面水温を算出するためのものと同じであ

る｡ 表 

度分布と各高度における大気補正量の例である｡ 

l K 

00044 

慮していない｡ 

大気の鉛直分布が必要である｡ 従来は､この鉛直分布

として月毎の気候値 

が､現在は気象庁の全球の数値予報モデルの緯経度 5

度間隔の格子点データに置き換えられている｡ 送られ

てくる格子点値の内容は表一2に示すとおりで､基本格

ここで解析値を用い

間毎に更新される大気の鉛直分布の時間の対応を表 

3に示す｡ 

*Tropopause Level 

5-12-



技術報告 (特別号II-データ処理編)

基本格子点データは緯経度0.25度毎に作成されるの

に対 して､12時間予幸田直は緯経度 5度毎の値である｡

そのため､緯経度 1度毎の鉛直温度分布は､最近樟J)

4点の格子点値から図 2のような方法で内挿 してい

る｡ そしてこの緯経度 1度毎o)内挿値をそJ7点を中心

とする緯経度 1度区画内にある4×4個J)緯経度0.25

度区画の格子に透間している｡

(i+1,j)

A lln/ + B

n l l

il l

(i,j+ 1)

｢ 二 ｢

. -1

5 E i

｣

l

(i十1 , j + 1)

Interpolation

E - ((5-∩)(5-∩)･A+帆(5-∩)･B+∩(5-帆)･C十nm･D)/25

E ;GridPointValueof l'xl'Interval
A-D:GridPointValuesof5. x5' Interval

m,n;DegreesbetweenAandE

Fig.2 SchematicView ofInterpolationof

loXloGridPointValuesfrom5oX5oValues.

(4)地表面状態の区分データ

地球の表面の状態は様々でそれらを分頓すると､ま

ずは海域 と陸域になる｡ 陸域は､砂漠､森林､雪氷な

ど､より細かいものに分額することができ､さらに同

じ場所でも目変化や年変化など時間変化が加わ り､よ

り複稚な様子を示す｡ これらの地表面の状態の変化は

衛星データにも反映 され､晴天放射は地表面の状態の

モニターに利開されているが､衛星データを取 り扱J)

際にこうした地表面の状態の多様性を考慮することが

精度のよい気象要素の算出に不可欠である｡ 例えば､

時間 と場所にかかわらずにある一定Jj,温度以下を曇 り

とするような衛星データJつ取 り扱いを行った場合､地

表面が低温 となる高緯度地方は晴れているにもかかわ

らず曇 りと判別されることが頻発 し､空間的あるいは

時間的な系統誤差が生 じること.'二なる｡ 次項Jj晴天放

射の抽出では､ニJ)ような地表面状態の空間的､時間

的な多様性へ対処するため､前項の細かい晴天放射 と

共に地表面状態の区分デー タを開いている｡ これは､

GMSJ)観測範囲内J〕地表面の状態を緯経度0.25度毎

に特徴づけたデータでそJ7内容を表-5､図 3(a)～lf)

言示す｡

TypeorData Contents

ConstantData ConstantdatausedlntheretrleValorclearsky
radlanCe

PatternDataor DIUrnalvarlat10nPatternOrClearskybrlghtnesstemperatUreexpressedbythreehourslnterVa】Values.
DlurnalVarlat10n (100LyplCalpatterns)

Theyareusedin川 THRESHOLDtest.

PatternDataor HIStOgramShapepattern(46typicalpatterns)
HIStOgramShape TheyareusedlnIRMSTOG RAMSHA PEtesI.

MaporDIUrna1 Patternnumber(1-100)OrthedlUrnalvariationorclearSkybrlghtnesstemperaturelSglVentOeaChO.25°
VarlationPattern latitude/10ngitUdesegment.

ThlSmaPisusedlnIRmRESHOLDtest.

MaporHIStOgram Patternnumber(1-46)orclearskyhistogranlSgiventoeachO.25°latltUde/longltUdesegmentatthreehourly
ShapePattern observationtlrne(00,03.... ,21UT)

Table.5 ContentsofSurfaceTypeClassifica-

tionData

地表面状態J7区分データは､1984年11Fj～85年lO月

i)赤外の晴天輝度温度をもとにして決められたもので

あるが､今後デー タの蓄積を行って､気候値 としてよ

り有効 となるようにする必要がある｡

(5)雲格子点デー タ

雲アルゴリズムでEL 基本格子点データは主要な出

力デー タであるが､夜間の可視データが別間できない

時の霧 または層雲の判別のために､同データを入力デ

ータとしても使開している｡ これは､霧 または層雲の

輝度温度が通常の雲に比べて高 く､また空間的に均質

な分布 となることから､夜間の赤外データだけでは周

辺の晴天域 との区別がつき難いためである｡ 具体的に

は､直前 (3時間前)の基本格子点データからその場

所が霧 または層雲 と判別されているかどうかの結果を

赤外のしきい値テストに反映 させている｡
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-∠Z1--

つ｡OS01〇っOUIOIJS!∂岩utztI∂ln叩1∂duI∂エaqエ
112Al∂1uIlnOLI-CLIl!爪エn901X∂uaqlOlエnOOUIOIJS!∂岩utz召∂uI!エaqエ

'∂ln叩1∂duI∂エSS∂ulLI3!1g句sltZ∂〇JO(09-I)Sul∂1叩duO叩叩ZAttZuln!0(tz)E●3!J

TLe
lO･
I>5
C
KI

TB4
10I
･,S
OKJ

TB
8
10
-
>S
O
Kl

Tt
KI
I_
II
>S
O
■】

TBa
1
0
-
-
,
5
0

m

T
B
O

lD
･
･
,
S
C

K
)

T
B
8

10･
-V
S
O

n

TBE
)
(
O

-･
VSO
≡

TZK
-1
0･
･>S
Q
LJ

TBB
LD-
,54
≡

T_8
一〇･
･･･S
C
KJ

■
_
一
_

T__
lOI
･･S
OK
J

■
_
__

T
B
B

10
･
･
･
S
O

M
-

■

●

t

_

一

■

_

T
L
B

(〇
･
･
･
小
0

'
J

●

_

_

_

_

T
B
8

10
･
･
･
S

OKJ

じ

LI

Fl

TeO一〇
-
･
･
S
Q

'
I

I
i_
_

T

一〇
一〇･
･･SO
Kl

_
■
_

_

TL○
lO･
･･S
DK
J

TBd
(D･
･･S
OK
J

]8一
10･
,SO
Kl

TEX
)
(0･
･･S
Q
LI

TIE
)
10･
･,5
0l
ご

Tfe
(
0
･
･
,
5
0

'
I

TBd
L0･･
･･SO
KJ

TBO
(0
･SO
n

T等
-〇･-
,S4
'l

T

BO
(0･
,SQ
l三

TBd
t9･
-LS
DK
I

=
_
_
L
J

l
小

t

+
_
_

l

●ー

■

▲

●
■
●
耶
y
■
'
■

TOG
J○-
-
･SO
■l

TJB
10-･
,SO
KJ

TLB
t0･･
.Sd
MI

■
_●

UVつOC.-OD)UnOll

T
B
B

l
O
･
･
･

BO
K)

●

小

_

_

■

TBJ)
tOr
.,一
〇三

●

M

t
r
●

(蟹面研∂-よIII主値封)宣撫=lM貿

T
E古

10
･
･
･
S
Q

'J

I
iY
_

_

JJ

TB
B

t0
.
.
V

SOK
J

●~

t

■
■

■

TLB
一〇･
･･S
DK
)

TBB
LOI
･･S
OK
-

TBO
lO
-･>
SdAl

TB
O
t0
--
>S
O
A)

TB
〇
lO
-･
･S
O
AI

T●
_
(0
･-
･50
'
-

T
I
C

-0
-

1
SO
≡

T
B
J

LO
I
･
>
SO
K
I

Tま
40-
'SQ
tJ

T
●_
LD･
･VS
O'
-
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技術報告 (特別号ⅠⅠ-データ処理編)
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3 晴天放射の抽出

晴天放射は､衛星データを処理するにあたり非常に

重要な役割をはたす要素であり､その抽出は衛星デー

タの処理U)もつとも基本的P,:もJ)である｡ この抽出ア

JL,ゴリズムについては種々J)機関で開発あるいは実開

化されており､相互比較 も行われている｡ (RossoWet

a1.,1985)

雲アルゴリズムでノ)晴天放射の作成は､おおまかに

言って次J)二つJ)ステッフから成る｡ 第一のステッ了

はこの項で述べる晴天放射の抽出である｡ ここでは､

緯経度0.25度区画のヒストグラムに､データの有効性

のチエ､ソクと､数種類のしきい値テストとヒストグラ

ムの形状テス トを行っている｡ 第一 ステッフJj全体J〕

フローを図-4に示す｡各テストでは､テスト√)内容を

満足したか否かレ)結果を表 6にあるようなコー ドで

出力する｡ ここで､コー ド名 ｢CLR｣ は個々のテスト

の結果が｢晴天域あり.∴CLD.は｢晴天域なし一､｢F/

S.は ｢霧 また(士層雲.､ーUND一は ｢不明｣であった

ことを示す｡ また､｢CLR.a/)出力コー ド値に ｢1_ヒ

｢2｣ があるのは､しきい値テストヒヒストプラム形

状テストでビJlタイプJ)テスト結果であるかを示すL

J)で､｢CLD｣についてi/同様である｡ 最後にすべてJ)

テストJ)出力コー ドを集計して表-7に従って､晴天､

曇 り､霧/層雲､ 不明のいずれかに判定 している｡ そ

して､晴天と判定 された場合に､晴天輝度温度は赤外

ヒストグラムJ)高温側のPHO/.の画素の加重平均値が､

晴天反射量は可視ヒストグラムの低輝度側のP._%の

画素の加重平均値がそれぞれJつ晴天放射 として計算さ

れる｡ここでPtlとP.は予め設定 された定数である｡二

の定義は､地表面の輝度温度はどの高さuT)雲の輝度温

度より高温で､地表面の反射量はどの高さJ)雲の反射

量より低いことを前程にしているもJ)である｡ そU-)た

め､冬季Jl高緯度地方でみられる温度逆転層や雪で覆

われた場所では､こうした仮定は成 り立たず､二二で

開いている定義は意味をもたないが､こうし日列外的

な現象に対 しては､GMSの二つのチャンネルを用いた

だけでは対処が困難である｡そのため､このような場

所での結果を利用する際に注意が必要である｡

第二のステ､ソプでは､第一のステップで晴天放射が

抽出されなかった区画に対 して､前Ejの同時刻のそJl

場所で√)晴天放射を基にして周辺の晴天放射の変化分

を考慮 して､客観解析 (青木､中島､1983)の手法で

当日の晴天放射 (解析晴天放射)を推定している｡ 同

時にこの客観解析では､第一のステップで不自然な晴

天放射を抽出していた場合に､それらを修正 して前日

からの連続性 を保つことも行っている｡ こうして､緯

経度0.25度区画で三時間毎に晴天放射が算出される｡

(1)データの有効性のチェック

①海//陸/海岸線のチェック

二のテストでは､緯経度0.25度の区画が海､陸､海

岸線を含む境界部のいずれになるかを地表面状態の区

分データから判別する｡

対象の区画が海か陸の場合には､地表面状態Jl区分

データに格納 されている晴天輝度温度の冒変化のバタ

ーンと晴天 ヒストグラムを入力する｡ これらは､続い

て行われるテストで､この場所の地表面の特性を表す

定数として開いられる｡ また､対象の区画が海岸線を

含む境界部の場合には､ここでテストを打 ち切 り､ニ

Jj区画では晴天か否かの判別ができない､とする｡

② ヒストグラムJ~)有効性のチェック

VISSR観測デー タは､赤外が約2500､可視が約10000

のスキャンラインで構成されているが､ニJ)スキャン

ラインの中には観測中J)障害でエラーラインとなるt,

〟)がある｡ 基本 ヒストグラムを作る際にはこのエラー

ラインは除外されるため､エラーラインを含む区画の

ヒストグラムは､本来含まれるべき画素数からエラー

ラ イン上の画素数を除外した､有効画素のみで作られ

ることになる｡

こJ､)テストでは､エラーラインがない時の画素数と

実際Jj有効画素数JT)比率を算出してそJ)値を予め設定

された値以下の場合に､続 くテストを打ち切っている｡

Lg)可視データJ)チェック

VISSR観測データには､ヒ記J)エラーライン以外に

もデータ伝送上J)何らかJl原因でデータにエラーが含

まれることがある｡ いわゆる､ビット化けである｡

こしりテストは､こうしたビット化けデータのうらの

正常T,:値から大 きくずれたものについて､その間辺Jj

値 と比較するニヒにより除去するもので､次の不等式

を評価に用いる｡

NT()Ill≧N I

N､1【､
Nr.Tu

L､1【､2- LM､≧△Ll
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Fig･4 GeneralFlowoftheRetrievalofclearSkyRadiance

(S:HistogramshapeTest,T:ThresholdTest,Ⅰ～ⅠⅠⅠ:TypeofTest,Blank:NoTest)

-l.34-



-SST-

AOnOl:)686̀

AOnOl〇I8.6

AOnOl〇6S

古⊥S/90dIS

AOnOlコ6Zー̀

苫Ⅴヨ13IZー̀

↓lnS細ⅠⅡ●Ⅰ ⊥S⊥S

古ⅠSⅠ∧

(ト1H9川)ヨ9qnr

(トlVG)ヨ90nrJOSllnSH叫1.'×

AOnOlコ×××8

苫↓S/90d×××S

↓lnSaHⅡ ⊥S⊥S

古ⅠSⅠ∧

(C-1VC)ヨ9Qnr

(トlVO)ヨ9qnrJOSllnSHaql:×

AqnOl:)8××

古Ⅴヨ13a××

⊥lnSヨE刀⊥S⊥S

苫ISⅠ∧

(Z-1VO)ヨ90nr

苫⊥S/90d (ト⊥H9川) 390nrくつ (ト↓H9IN) 390nrくつ (ト⊥H9川) ヨ90nrくつ90909900

↓lnSヨ苫ⅢⅢ ⊥S⊥S

(d-1H9IN)ヨ9qnr

lqnO13 (C1Vq) ヨ9qnrくコ686̀6 I86̀6

AqnOlコ (S-AVO) 390nrくつ6S6 IS6

AmOlコ (S-AV口) ヨ9qnrくつ6Z●T6 IZt̀6

MnOlコ686̀I

UVヨlコI86̀I

AOnOlコ6§I

UVヨlコ (Z-AVG) 39□nrくつI§I 6Zt̀I

UValコIZ●tI

↓lnSヨUⅠⅡⅠ̀Ⅰ ⊥S⊥S

古ⅠSⅠ∧

(トlVO)ヨ90nr

(1S∂エON:可utZ旧1̀S∂エJO∂dAェ:III～I1̀S∂エPIOqS31tu.:エ1̀S∂エ∂dtZqSunZIBoIS!H:S)

●tlZA∂叩∂aPnOl〇∂qlu!S39Gnfs∂qlJOIS∂エPIOqS31tu.
/∂dtzqstumBoIS!HaI/SIAJOS∂PO〇叩dlnO∂qlJOSuO!叩u!qtuO〇PutZSltnS∂召乙●∂lqtZエ

00ONnlJ叩nN 習∂u叫∂PO〇 一ndーnO

99SS冒/｣

8686686Olコ

aIaIIItnコ

ⅢⅡⅠⅢⅡIⅢⅡⅠⅢⅡI]JAL⊥Sヨ⊥
Pt叫Sa叫1∂dYLIS u官J30ーS川PlO11S∂｣111∂d叩S uJ官J30ーS川訓VN

lS∂エPtOqS∂lLIエ/∂dtzqs

tutzIBoIS!HaⅠ/SIAJO∂PO〇lndlnO9'∂lqtZエ

(難敵研4-.Tt-II台場畠)崖据馳岩



技術報告 (特別号ⅠⅠ-データ処理編)

ここで､NT｡HLはヒストグラムの全画素数､N､71lTは最

低レベル (LM.JJj画素数､L､日､2は最低レベル,の次に

高いレベル値である｡Nl､Pl､△Llは予め設定 された

定数である｡

ヒストグラムがこの不等式を満足した場合には､最

低レベルの画素を棄却 して､それ以外の画素で新しい

ヒストグラムを作り直す｡

④赤外データの ノイズチェック

このテストも､低アルベ ド側の ノイズチェックと同

じで､赤外データのビット化けデータを除去するもの

で､次の不等式を評価に開いる｡

∧上Ⅰ｡TAl_≧N 2

▲＼'､一､＼
NTOl-.1I_

≦Pり

L,M.､九一LMlx2≧△L,2

ここで､N,oil._はヒストグラムの全画素数､N､日､は

最高レベル (LMIX)J)画素数､LMlx2は最高レベルJ)

次に低いレベル値である｡ N2､P2､△L2は予め設定 さ

れた定数である｡

ヒス トグラムがこの不等式を満足した場合には､最

高レベルの画素を棄却 して､それ以外の画素で新 しい

ヒストグラムを作 り直す｡

⑤可視データの使開チェック

可視の基本 ヒス トグラムデータは､2100､0000､

0300､0600､0900UTの観測データについて作成される

が､このテス トでは､どの区画で可視データが有効か､

つまり昼間 となっているかを判別している｡ その結果､

以下のテストで可視 と赤外を開いるアルゴリズムか､

赤外のみを用いるアルゴリズムかの選択を行う｡ さら

に､サングリントの領域でも､可視データは使用でき

ないと判別 している｡ サングリン トの領域の判別は､

以下に示すMinnisandHarrison(1984)の方法を開

いている｡

① E≦37rJ IE-O J<=26こ す≧90 o
② 37〇<E≦46o lE-∂ l<28C 少≧120 C

③ 460<E IE-O l≦30㌧ 少≧140｢
ここで､;は太陽天頂角､βは衛星天頂角､少は太陽

方位角である｡

(2)可視データのテス ト

可視データのテストは､可視のしきい値テストと可

視 ヒストグラム形状テストの二つで構成される｡ そし

て､前者にはタイプーⅠとタイプーⅠHの二通 りのテスト

が ある｡

①可視 ヒストグラム形状テスト しタイフ Ⅰ)

このテストでは､対象とする可視ヒストグラムの最

低レベル,付近でJ)画素の集中度を次√)不等式で評価す

る｡

八'ユ＼‖＼

Nr｡Ill

ここで､N上､日､は最低レベル (L､日､)としきい値レベ

ル (L､..､+△L｡)の間に含まれる画素数である｡ P｡と

△L｡は予め設定された定数である｡

ヒストグラムがこの不等式を満足すると､このテス

トの出力コー ドとして ｢CLR (- 1)｣を設定する｡ ま

た､不等式が満足されないときは､~cLD (- 9)｣を

設定する｡

②可視 ヒストグラム形状テスト (タイプ一ⅠH)

このテストは霧や層雲を識別するために設けられた

もので､対象とする可視ヒストグラムの分散 (V､.～)

を次の不等式で評価する｡

V" <=V4

ここで､V4は予め設定された定数である｡

ヒストグラムがこの不等式を満足すると､このテス

トの出力コー ドとして ｢F/S (- 5)｣ を設定する｡

また､不等式が満足されないときは､｢CLD (-8).

を設定する｡

③可視 しきい値テスト (タイプ Ⅰ)

二のテストの概念は､次に述べる赤外 しきい値テス

トと同じで､対象とする可視 ヒストグラムの最低側の

P｡%の画素の加重平均値 (A)を次の不等式で評価す

る｡

A≦A｡十△Ao

ここで､A｡は前日の同時刻の同じ場所における晴天

反射量､△A｡は場所 とデータ時刻に依存するしきい値

で地表面状態の区分データに予め設定されている｡ ま

たP｡は予め設定されている定数である｡

ヒストグラムがこの不等式を満足すると､このテス

トの出力コー ドとして ｢CLR (- 1)｣を設定する｡ ま

た､不等式が満足されない ときは､｢CLD (-9)｣を

設定する｡
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(3)赤外データのテスト

赤外データのテストは､赤外ヒストグラム形状テス

トと赤外のしきい値テストの二つで構成される｡ そし

て､両者 ともタイプ Ⅰからタイプ ⅠⅠⅠの三通 りのテス

トがある｡

赤外 ヒストグラム形状テストは､対象 とする場所が

まった く雲に覆われていない場合のヒストグラム (以

Fでは晴天 ヒストグラムと呼ぶ)を想定したテストで

ある｡ 例えば､海上における晴天 ヒストグラムは､こ

こで対象とするヒストグラムの領域が緯経度0.25度 と

狭いため1-2レベルにすべての画素が集中した形状

となることが期待できる｡ また､地形が複雑な領域に

おける晴天 ヒストグラムは､たとえ緯経度0.25度 と狭

い領域でもその場所に固有のばらつきを示すはずであ

る｡ このように晴天画素のみで情成される晴天 ヒスト

グラムの形状は各場所で固有である､という仮定にも

とづいて事前に同意された晴天 ヒストグラムと観測デ

ータから作られたヒストグラムが比較 される｡

赤外のしきい値テストの概念図を図-5に示す｡この

テストの基準 となる値は､前日の同時刻の同じ場所に

おける晴天輝度温度である｡ そして､二の基準値より

ある温度幅だけ小さい所にしきい値を設けて､このし

きい値 と赤外のヒストグラムを比較することで晴天 ピ

クセルの有無を判別する｡ 具体的には､ヒストグラム

の一部がこのしきい値より高温であると､赤外のしき

い値テストの結果 として出力コー ドの ｢CLR (-1)ー

▲ C1｡arSky… tan｡｡

△ ThresholdValue

Fig.5SchematicViewofIRThresholdTest

を設定する｡ ニJ)テストで軌 上る基準値からの温度幅

は､場所 とデータ時刻 に依存 しており､それらは地表

面状態の区分データに予め格納 されている｡

ri)赤外ヒストグラム形状テスト (タイプ Ⅰ)

このテストでは､対象とする赤外ヒストグラムJ)最

高レベル付近での画素の集中度を次の不等式で評価す

る｡

JV 上＼1＼＼

Nl｡…

ここで､N上､.､､ は最高レベル(Lm､)としきい値レべ

･レ(L､,､､-△L6)の間に含まれる画素数である｡ P 6ヒ

△L6は予め設定された定数である｡

ヒストグラムが この不等式を満足すると､このテス

トの出力コー ドとして ｢CLR(-1)｣ を設定する｡ ま

た､不等式が満足されないときは､ーcLD (-9)｣ を

設定する｡

②赤外ヒストグラム形状テスト (タイプーⅠⅠ)

このテス トは晴天 ヒストグラムを基準 として､観測

のヒストグラムの形状から晴天域の判定を行うことと､

夜間の赤外データだけから霧や層雲を識別するために

設けられたもので､次のような手順でテストを行う｡

まず､対象 とするヒストグラムと晴天 ヒストグラムと

の比較を行 うため､ヒストグラムを2レべ′レ毎に集約

して クラス分けを行い､集約 されたヒストグラムJ)高

レベル側 から10クラスだけを切 り出す｡つまi工 もと

のヒストグラムの高レベル側の20クラスがこのテスト

で取 り扱われる｡集約 されたヒストグラムはさらに､

正規化されて画素数の分布からパーセントの分布にす

る｡ この正規化ヒストグラムと晴天ヒストグラムとの

比較を行 う｡

正規化ヒストグラムを作成した際に高温側20レベル

からはみ出した残 りの部分の画素数をNRES､ その時

刻､その場所の晴天 ヒス トグラムの レベ ル幅 を△

LLLR､正規化ヒストグラムの高温側2レベルのパーセ

ントの租をQ上､,､､ ､晴天ヒストグラムとその正規化 ヒ

ストグラムをそのずれが最少になるように重ねあわせ

た ときのずれ量 をDHsTとする｡ また､P7､LS､Q 8､

D9は予め設定された整数である｡

このとき､まず次の不等式の評価を行 う｡

N RES

N TOTII
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ヒストグラムがこの不等式を満足すると､このテス

トの出力コー ドとして ｢CLD(-8)｣を設定して､こ

こでこのテス トを終了する｡ また､不等式が満足され

ないときは､次の不等式の評価を行う｡

△LcLR≧L8

Q△､1､､≧ Q8

ヒストグラムがこの不等式を満足すると､このテス

トの出力コー ドとして ｢F/S (-5)｣ を設定して､

ここでこのテストを終了する｡ また､不等式が満足さ

れないときは､さらに次の不等式の評価を行う｡

β HST≦ β 9

ヒストグラムがこの不等式を満足すると､このテス

トの出力コー ドとして ｢CLR(-2).を設定する｡ ま

た､不等式が満足されないときは､｢CLD (- 8)｣ を

設定する｡

(参赤外ヒストグラム形状テスト (タイプlII)

このテストは霧や層雲を識別するために設けられた

もので､対象とする赤外ヒストグラムの分散 (V.R)を

次の不等式で評価する｡

VlR≦ VIO

ここで､Vl｡は予め設定された定数である｡

ヒストグラムがこの不等式を満足すると､このテスト

の出力コー ドとして ｢F/S(-6)｣を設定する｡ ま

た､不等式が満足されないときは､｢UND(-0)｣を
設定する｡

④赤外しきい値テスト (タイプ Ⅰ)

対象とする赤外ヒストグラムの高温側のPl1%の画

素の加重平均値 (T)を次の不等式で評価する｡

T≧To+△To

ここで､T｡は前日の同時刻の同じ場所における晴天輝

度温度､△T｡は場所 とデータ時刻に依存するしきい値

で地表面状態の区分データに予め設定されている｡ ま

たPllは予め設定されている定数である｡

ヒス トグラムがこの不等式を満足すると､このテス

トの出力コー ドとして ｢CLR(-1)｣ を設定する｡ ま

た､不等式が満足されないときは､｢CLD (-9)｣ を

設定する｡

⑤赤外しきい値テスト (タイプーⅠⅠ)

このテストは､可視しきい値テストと赤外ヒストグ

ラム形状テストが共に ｢CLR｣のコー ドを出力してい

るのに赤外 しきい値テス トが ｢CLD｣ となった場合

に､赤外しきい値テストを再度行うためのものである｡

このテストは赤外しきい値テスト(タイプーⅠ)と同じ

であるが､△T｡がある与えられた比率で大きくなって

いる｡

ヒストグラムがこの不等式を満足すると､このテス

トの出力コー ドとして ｢CLR(-2)｣を設定する｡ ま

た､不等式が満足されないときは､｢CLD (-8)｣ を

設定する｡

⑥赤外しきい値テスト (タイプーⅠⅠⅠ)

このテストは赤外しきい値テスト(タイプ Ⅰ)と同

じであるが､T｡として前日の同時刻の同じ場所におけ

る晴天輝度温度ではなく､霧 ･層雲閏の判定に使用す

る基本格子点データにある輝度温度を用いる｡

ヒストグラムがこの不等式を満足すると､このテス

トの出力コー ドとして ｢F/S (-6)｣ を設定する｡

また､不等式が満足されないときは､｢UND(- 0)｣
を設定する｡

4. 雲量､雲頂高度の算出

(1)画素 (ピクセル)について

｢ひまわり｣に搭載されている放射計 (VISSR)の瞬

時視野は､衛星の直下点では赤外が 5kmx5km､可視

が1.25kmx1.25kmの領域に相当する｡ 一般に､瞬時視

野内には晴天の部分 と種別や高度が異なる雲とが混在

しており､測定される放射エネルギー (Ⅰ)は赤外の

場合､次のように書ける｡

I- (1 n)R+n ((1 e.)R+e｡I〔) (1)

ここでRは晴天域での放射エネルギー､Ⅰ｡は雲の放

射エネルギー､nは瞬時視野内での雲域の占める割合

(部分雲量)､e｡はその雲の射出率である｡ つまり､第

1項は瞬時視野内の晴天部分からの放射エネルギー､

第 2項は半透明な雲の部分からの放射エネルギーで､

そのうちの前者が雲の下の地表からのもの､後者が雲

自身からのものである｡

e｡とnは一般的には0-1の値であるが､個々の画
素についてそれぞれの値を見積 もることは不可能であ

る｡そこで､気象要素の抽出にあたってはe｡- 1､n-

0又は1を前程にしている｡ つまり､瞬時視野内は完

-138-



技術報告 (特別号ⅠⅠ-データ処理編)

全に晴天か､あるいは全域が十分に厚い雲に覆われて

いるかのどちらかを仮定して以降の処理を行う｡

(2)層別雲量の算出方法

衛星による観測は多層構造の雲でもその最上層のも

のしか観測しない｡そのため､ここでいう層別化とは

複数の気圧面での温度を ｢しきい値｣としてヒストグ

ラムを細分化することである｡ また､雲量は各温度帯

に含まれる画素数の全画素数に対する比率 として定義

する｡

雲域 と晴天域の ｢しきい値｣は､晴天放射の抽出で

/EBいた値であり､この値より低い温度の画素はすべて

｢分に厚い雲域 として扱われる｡ その画素数の全画素

数に対する比率が全雲量で､さらに､これらの雲域の

部分を前項の大気補正ずみの鉛直温度分布をもとにし

て高度別に切 り分ける｡ 切 り分ける層は400mb､500

nlb､600mb､700nlbの各層である｡ 層別雲量と雲頂高度

の算出方法の概念を図-6に示す｡

(3)雲頂高度の算出方法

ここでの雲頂高度は緯経度0.25度区画内の最低温度

に対応した高度で､大気補正ずみの鉛直温度分布を参

照して算出される｡ ただし､雲の射出率を1としてい

VISSRIRhistogram.
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るため､綿雲などのように薄い雲は実際の高度より低

く算出されているニヒに留意 しておく必要がある｡
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62.
 海面水温 
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GMSの赤外データによる海面水温の算出は､ 

. はじめに の気候値で行 うこと､

などである｡ 

8791 年

1 2から 年 月までは阿部､山本 

05.われてきた｡ そこでは､北緯5

789

95.

( )の方法で行

度～南緯4 度､東

度の領域を対象に､緯経度 1×1

0891 2. 放射伝達モデル 

GMS05.

度のサイズの区画で晴天輝度温度を抽出し､それに井

経9 度 西経1705. の赤外放射計は､｢大気の窓｣ と呼ばれている～

)cm05925.05.1 -1 pm( -800 の波長域の放射を測定 し

ヒ ( )の方法で計算した大気補正量を加えてGMS

の海面水温 としていた｡この海面水温算出処理は通常 地表面､海面､雲などの放射表面からの放射量そのも

1日 1回行われ､算出された日々の海面水温算出処理 のでなく､大気を伝達する間に､大気中に介在する吸

を経て句平均海面水温へ､さらに句平均海面水温は月 収物質によって減衰を受けるので､放射表面に対応す

平均海面水温へ と統計処理 されていた｡算出結果は旬 る放射量より普通の場合は少なくなる｡ この波長域で

0891 ている｡ しかしながら､衛星で測定される放射量は､

02

3

の吸収物質 としてはH ､C

WMOフォーマットの電文で気象庁 と全世界のユーザ cH4､N20､HN0等が考えられるが､大部分は水蒸気

O2､03､エーロゾル､平均値 と月平均値が等値線図で気象庁へ､句平均値は 

n
inre


ーに配信されていた｡	 による吸収である｡ 海面水温の算出に用いられている

放射伝達モデルは､We badHill( )の方法7891 年 3月にデータ処理システム閏の計算機が更新 0891

l.iyahされ､この時 に海面水温の算出 もUc maeta

( この変更の主な点は､ 

taiya
h
をもとにしてUc mae l.(

でルーチン化 したもので､その概要を以下に示す｡

7891 )が衛星センター

7891 )の方法に変更された｡

(1)大気補正の精度を向上 させるために放射伝達モ

デルを用いること､ 

まず､この放射モデルは､平面平行大気で局所熱力

学的平衡が成 り立つものとし､散乱過程は考慮 しない｡

(2)晴天輝度温度の抽出を第 6. 1. 1項で述べた i),このとき､波数L'での上向き放射 I ( は次のように

方法で､ 3時間毎に緯経度 52.
5
02. ×0 度のサイズの区 表される｡

dsR leyno

de

(

画で行 うこと､ 

3)算出した海面水温の品質管理は
 

Hi y


)2891(

佐々木秀行 ukiSASAKI 
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dT(Z.U)
 
I (U)-B(Ts,U)･T(Zsル)+ B(T(Z),U)


dz 

ここで､ B (T､ U)は温度 T､波数 Uのブランク関数 

I(Z､V)は高度 Zから衛星までの透過率､添字のSと 

STはそれぞれ地表面 と衛星を示す｡衛星に搭載 されて

いる放射計にはセンサー固有の波長応答特性があるた

め､測定される放射エネ/レギーはこのセンサーの特性

に応 じたものである｡ この応答関数を¢ (U) とする

と､波数U付近での上向き放射 I (U)の測定値は､ 

(V)･I (U)dLJ 

I U--()

¢ (U) dLJ

と書けるが､実際の処理では応答関数を760-1000cm~1

の波数域で30cnl-1小 きざみ幅で階段状に近似 して､ 

∑如 i･I(リi)･Aリi 
i(〟)

∑

Z

如 iAyi

として計算する｡ ここで I(ui)は30cm-1の小 きざみ

幅での放射エネルギーで､地表面の温度および大気の

各層での温度 と透過率から放射伝達式で計算される｡

その際に､大気の各層では気圧､気温､混合率が一様

と仮定されており､透過率は水蒸気の吸収線によるも

の､水蒸気の連続吸収によるもの､そして混合比が一

様な気体によるものの 3種類を以下のようにそれぞれ

独立に考慮 している｡

水蒸気の吸収線による透過率の計算

吸収線による透過率Tjは次の多項式で近似計算 され

る｡ 係数 Ci(vi)は760-1000cm~1の波数帯を 8分割 し

て30cm11毎に WeinrebandHillにより与 えられたも

のを用いている｡ この多項式は気圧､温度および水蒸

気量が一様な層に適用されるので､実際に計算される

大気の上端か ら各層 までの透過率 は Weinreb and 

Neuno#e 17)の近似法で求められているc Ued7 r (93


はスケール化された水蒸気量､ Pは気圧､Tは温度で､


これらは高層観測あるいは数値予報モデルの格子点値


ⅠⅠ-データ処理編) 

1
4
 
ln (-ln (Tj))-∑C (vj)Xi
1
1-

Xl- i 

x2-0･1ln (U% 

x3 l, i-7i( ) 

x4-ln (A ) 
X x2X35 -

X6-x2X. 

) X7-x22 

X8-X4X7
 

X 9-X3X. 

Xl x2X. - 7


Xll-X.X6 

X12-X42 

Xl3-X3X6
 

Xl- X6. X3

水蒸気の連続吸収による透過率の計算

水蒸気の連続吸収係数 k (T)はRobertsetal. 

(1976)の方法をもちしゝて次の計算式でもとめられる｡

各層および各波長帯で求めた ku(T)と各層の水蒸気

量から光学的厚さを求め､水蒸気の連続吸収による透

過率Tjが計算される｡ 

Ku (T)-Cu (T) (P H2｡+ γ･(P-PH2｡)) 

cu(T)-Cvo (T -296)･exP (To(圭 忘 )) 

Cuo-a+bexp (-β･LJ) 

T.-1800K 

a -1.25×10-22mole-1cm2atmll 

b-2.34×10118mole-1cm2atm~1 

β-8.30×10~3cm 

PH2｡-水蒸気圧

一様混合気体による透過率の計算

これは､CO2､N20､CH4､02の気体で､llJLm付近

の大気の窓領域ではあまり大 きな影響はなく､このモ

デルではLOWTRANの透過率の算出方法を開いた｡ 

3. 大気補正 (晴天放射から表面温度の算出)

近年では､衛星観測による海面水温の算出は､複数

の赤外センサーを用いて回帰式で行うのが一般的な方

法 となっている｡ しかし､GMSが搭載する赤外センサ

ーは 1チャンネ/レであることから､GMS海面水温の算

出には高層観測や数値予報モデルの格子/[封直など大気

の鉛直分布が不可欠である｡ そこで､ 1チャンネルの

赤外データだけから海面水温を算出するにあた り､補

正すべき量が大気の効果だけでなく最下層つまり地表

から与えられる｡	 面 (あるいは海面)の温度にも依存することを考慮 し

て､以下のような方法が用いられている｡まず､-70-+ 
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の1 毎の表面温度を設定する｡0Co0Co
8
 そして､与えら 4.
海面水温の算出

05.

5
02.

れた大気の鉛直分布を用いて､設定した各表面温度に

対応した輝度温度を計算する｡ この表面温度 と対応す 大気補正 された表面温度は 3時間毎に基本ヒス トグ

度の小区画で算出され

この小区画の表面温度をもとにして､北緯5 度

る計算輝度温度の関係を示したのが図-1(a)と (b) ラムの処理範囲内で緯経度 

で､実際の計算では両者の関係はルックアップテーブ る｡

ルとして用意されている｡ 一方､衛星の観測値 として 05.
7
95.
95.
～南緯4 度､東経8 度～西経1 度の範囲を対象

は､晴天輝度温度が抽出されており､この温度に対応 に､緯経度 1度の区画の表面温度を算出する｡ その方

する表面温度をテーブルから求めると､それは大気補 6
法は､緯経度 1度の区画内の1の小区画の単純な平均

正 された表面温度 とみなすことができる｡ ただし､地 であるが､すべての小区画で晴天放射が抽出されてい

0.表面 (あるいは海面)の射出率は1 としている｡ るとは限らないため､有効なもの (第 6. 1. 1項で


種々の大気について表面温度 ･輝度温度の関係を求 晴天輝度温度が抽出された区画の値)のみの平均であ

めてみると､大気中に含まれる水蒸気量が多い程､図 る｡

1 (b)のように表面温度･輝度温度の関係を表す曲 この 3時間毎､緯経度 1度毎の表面温度から､観測-

線の傾 きが水平に近 くなる｡ このことは､衛星の観測

値がもつ温度情事削まほとんどが大気からのもので､表

面からのものはわずかしか含まれていないことを示す｡

このように表面温度 ･輝度温度の関係を表す曲線の傾

きが水平に近い場合には､衛星の赤外データの量子化

ノイズが表面温度を算出する際に非常に重要となって

くる｡ つまり､輝度温度のわずかの差が表面温度に換

算したときに非常に増幅され､この増幅された温度幅

でしか表面温度が求められないことになる｡GMSの場

時刻別の平均値を半句 (又は旬)を単位 として計算し､

この時刻別の平均値をさらに平均 して､半句(又は旬)

平均表面温度を求める｡ それらと気候値の海面水温 と

の比較で品質管理を行って､最終的な半句 (又は旬)

平均海面水温を算出する｡ また､月平均海面水温は旬

平均海面水温から算出する｡ 

5. 海面水温の品質管理

05o.Cであるため､

OoC以上の間隔でし1.


合には､輝度温度の量子化ノイズは 

夏季の日本近海や南方海域では 

品質管理に用いる海面水温の気候値は､ dsR leyno

82
19
( )の気候値をもとにして次のような内挿により

か海面水温が算出されないことになる｡ 求めたものである｡ 
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度 1度 ×1度の格子であるが､図-2のように両者の格 - ド)で気象庁 とさらにGTSで全世界のユーザーへ送

tiluaSS- Tq yc

502.

05.度ずれている｡このため

気候値の海面水温 を図-2にある式で内挿 し､GMSの 気象衛星センターに保存 されている海面水温関係の

格子に適合 した値 としている｡ データは､上記の もの以外に晴天輝度温度に大気補正

度格子で 

子の取 り方は緯度経度共 に られている｡

時間的な内挿 を施 したその ままの値､つまり､緯経度 

気候値の海面水温 は月毎の値であるので代表 日時 を 3時間毎 に算出された ものがある｡

各月の中心の日付 とし､品質管理の対象 とする半句 ま

たは旬の中心の日付の値 を直線内挿で求めている｡ 追記 dsR leyno の海面水温 は､気象庁長期予報課の栗
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以上のようにして求めた気候値の海面水温を用いて､ 原弘一予報官が入手 した ものを､気象庁海洋課 を経由

図-3に示すフローに従って半句平均又 は平均のGMS して当センターのデー タベースに組み込んだ ものであ

海面水温 を評価する｡ もし､良好なデータとみなされ る｡

なかった場合 には海面水温データファイルの各格子点

のデータ (3ワー ドで構成 されている)の 3ワー ド目 参考文献 
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1 気象衛星センターでは､GMS 1が運用を開始 した

昭和5年からGMSの赤外データを使って広範囲の雲

雲が大気に及ぼす影響 として､放射過程に関するも 量を算出している｡

開始当初は､北緯5度から南緯4度､東経9度から

. はじめに

のと､熱､水及び運動量の鉛直輸送過程に関連するも

のがある｡ bm17西経1 度の範囲で緯経度各 1度の格子で､400 を境

放射過程に関してみると､雲は地球の放射収支を支 に上層雲､下層雲､これらを合わせた全雲量の半句及

配する最 も主要な要因である｡ 雲が放射収支に与える び月平均が算出されていた｡上層/下層､雲域/晴天

影響 として､高層においては､雲は高い反射率を持つ S判別のしきい温度 としては気候値 (GMSA :GMS標

ために地表や大気が太陽から受け取る正味の放射量を 準大気一一一緯経度各 5度格子の月別鉛直温度分布気候

減少させるが､同時に赤外放射の放出面が低温である 値- )を使用してし､た｡ 上層雲と下層雲を分けるし

ため宇宙区間に放出される赤外放射量 も減少させる｡ bmSきい温度 としてはGMSAの400 に対応する温度を

同様の放射収支を地表付近でみると､地表に到達する 使用 し､雲域 と晴天域を分けるしきい温度 としては 

太陽放射は雲によって著 しく減少するが､大気から地

表に向かうした下向き赤外放射は増加 し地表面の放射

冷却は抑制される｡ このように､雲は熱源となる太陽

放射の減少 と､赤外放射の放出を妨げることによる温

室効果 という相反する効果を放射エネルギー収支に及

ぼしている｡

また､雲の生成に伴う潜熱の放出は大気循環の主た

5CoSGMSAの表面温度から を減 じた温度を使用して

いた｡このため､放射冷却により陸域の温度が雲域/

晴天判別のしきい温度より下がった場合､晴天域を雲

域 と誤る可能性があり､雲量の算出は海上のみに限ら

れていた｡

その後､昭和62年 3月の気象衛星センターの計算機

更新に伴い雲量の算出方法､範囲が変更されている｡

るエネルギー源である｡

従T;て､雲の分布を知ることは大気大循環の機構を

000算出範囲は北緯6度から南緯6度､東経8度から西経 

度に拡大され､上層雲 と下層雲を分けるしきい温度061

理解するうえで重要である｡ としては数値予報課が作成している格子点予測鉛直温

ところが､雲量観測は主として地上の気象観測点な 度プロファイルの400mbの温度を使用し､雲域 と晴天

どに限られており､広範囲のきめこまかいデータを得 域を分離する温度 としては晴天輝度温度 (6.1章を参

ることが困難である｡ 照)から格子毎に観測時刻を考慮 したバイアス値を減

大津和裕 irhazuK oOOSAWA 
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Fig.1 Generalflow ofcloudamountprocesslng.

じた温度を設定 している｡この結果､陸域でも目変化 星資料 としての利用に停 まらず､様々な気候学的な研

の影響を受けずに正確な雲量の算出が可能 となった｡ 究にも利開されている｡ 

これに加え､昭和63年 7月から対流活動の監視を目

的とした､上層雲量の平年偏差を算出している｡ 2. 雲量分布算出処理

これらの算出結果は磁気テープに記録されると共に

等値線図で長期予報担当官署に送 られる｡ 雲量分布処理の概要を第 1図に示す｡

また､雲量分布処理ではVISSR格子点データが作成 雲量分布処理には雲量分布算出処理 と後に述べる雲

されている｡ 量平年偏差算出処理がある｡ 雲量算出処理は時別処理､

VISSR格子点データの作成は昭和53年10月に開始 日処理､半句処理､月処理から構成される｡ 

され､ 5層 (400mb以下､400-500mb､500-600mb､ 

600-700mb､700mb以上 )の部分雲量､雲域の平均Tbb 2.1 入力データ

(等価黒体温度)､雲域のTbbの分散､Tbbの最小値が 雲量分布処理の入力データは､ 3時間毎に 1日 8回､

格納 されている｡ 基本データ作成処理で作成される基本雲格子点データ

開始当初は､ 1日 2回 (00､12UT)北緯50度から南 である (6. 1章を参照)｡


緯50度､東経90度から西経 170度の範囲で緯経度各 1度 雲量は基本雲格子点データに格納されている部分雲


の格子で算出されていた｡ 詳細は前田 ･高橋 (1984) 量から算出される｡ 部分雲量 とは､雲域 と晴天域を分


を参照されたい｡ 離する温度及び700･600･500･400mbの気温を開いて
 

計算機更新以降､VISSR格子点デー タは 1日 4回 5層に層別化された緯経度各0.25度の範囲内の雲量で､

(00､06､12､18UT)北緯60度から南緯60度､東経80 北緯60度から南緯60度､東経80度から西経160度の範囲

度から西経 160度の範囲で緯経度各0.5度の格子で算出 で算出されている｡ 

されている｡ 

VISSR格子点データはADESS経由で数値予報課に 2.2 時別処理 (雲量算出処理)


送られ､数値予報の初期値 として利開されている｡ 詳 時別処理では､基本雲格子点データから緯経度各 1


細はBaba (1987)を参照されたい｡ 度格子の時別雲量 と0.5度格子のVISSR格子点デー タ


雲量分布処理で算出されるデータは長期予報向け衛 が作成される｡ 
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時別雲量算出処理では､基本雲格子点データの (4
 

x4)格子を対象に以下の処理を行い緯経度各 1度格

子内の上層 ･下層 ･全雲量を 1日 8回 (00､03
 d 
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UT)算出する｡ 部分雲量から上層･

6


1
9
0､1､1､1､2


下層 ･全雲量を導出する手順を以下に示す｡
 

8
5
2


yCSe
Dla
1
POr lngSMean 

㊨ ㊨ ◎ ◎ ㊨

l}

3m hnean

h

tonP tas

a

)t～n

5d}nean

CH- C1/N 
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CT 
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-

C2+ C3+C｡+ C5レ/

Cl+ C2+C3十 C｡+ C5)//〟

〟(

(

■ean

㊨ ◎ 

ここで､ CH ･CL･CTはそれぞれ上層 ･下層 ･全雲量

を示 し､Nは緯経度各1 度格子内に含 まれる全赤外画

400 以下､400-500 ､bmbm(

0.
taatdOtupu:

素数､ Clか ら C5は 5層 

出力 されるデータの種類を第 1表に､出力図の一例500-60 ､600-700 ､700 

各層に含 まれる画素数である｡ として半句平均上層雲量分布等値線図を第 2図に示す｡ 

算出結果は時別雲量データファイルに累積される｡ 

3. 上層雲量平年偏差算出処理

bmbm0bm 以上)に層別化された

R格子点データ作成SSIr2 1


時別処理では､時別雲量算出と同時に基本雲格子点 ヒ層雲量平年偏差算出処理では､ 9年間の上層雲量


データの (2x2)格子内の 5層の部分雲量､雲域の データをもとに作成された平年値から上層雲量の平年


22..


偏差を算出している｡b平均Tbb(等価黒体温度)､雲域のTbの分散､雲域の 

上層雲量平年偏差算出処理には半句処理､月処理が

ある｡ 

SSTbの最小値が格納 されたVI R格子点デー タが 1


日4回 (00､0､1､1UT)作成される｡8
2
6


b

31.
 平年値の作成23.
 日処理､半句処理､月処理

8
7
9


7
8
9
1


平年値の作成に使開したデー タは1 年 2月か ら 

年 2日の 9年間に累積 された半句毎のGMSによ

日処理では､時別雲量データから目平均雲量を算出

し､結果を日平均雲量データファイルに累積する｡

半句処理では､日平均雲量データから半句平均雲量 る雲量である｡ データは気象衛星センターの計算機更

9o新以前の ものであるため､作成範囲は500N-4 S､0o9
を算出し､結果を半句平均雲量データファイルに累積

する｡

目処理では､半句平均雲量デー タから月平均雲量を

算出し､結果を月平均雲量データファイルに累積する｡

また､月平均雲量データから過去 3か月の平均雲量を

算出し､結果を 3か月平均雲量データファイルに累積

する｡ 

1Wc
7
E～1 

者を合わせた全雲量の 3種が緯度経度 1度毎に算出さ

れている｡

平年値を作る統計期間が十分でないことに加え､こ

の雲量データにはもともと年毎の変動があり､また同

じ年の半旬間にも大 きな変動がみられるため､半句毎

の 9年平均値でも半句間に大きな変動が残 りそのまま

の海上部分であ り上層雲量 と下層雲量､両

雲量算出処理結果の出力 では平年値 として適切な時系列を得ることができない｡24.


ここでは､半句毎の 9年平均値の時系データを各格7
SSVI R格子 点 デー タは国際 気 象通 報 式 M4

GRID)に準 じた形式で数値予報課にADESSを経由 し 子毎にフー リエ展開し波数 6まで合成することで平滑

て送 られる｡ 化した値を平年値 として採用した｡ 合成する波数の決

半句処理､月処理の結果は等値線図の形式で CDF 定に際しては､各波数毎に振幅の分布､位相を調べ､

によって長期予報担当官署に配信 される｡ また､半句 悔雨前線やモンスーン等の気候学的に重要な現象の強

F(

度､位相､空間的広が りが十分表現 される様に配慮 さ

1
04
0れている｡第 3図に北緯3度､東経 1 度における､ 9
7
9


SS処理の結果はVI R格子点データと同様のデー タ形

M47 GRID)で長期予報課に送 られている｡F(式 

-9
4
1
-
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年 1月か ら1987年 2月の半句平均上層雲量､半句毎の 

9年平均値及びフー リエ解析により得 られた平年値 を

示す｡

月平均の平年値 はこの半句平年値か ら､ 3か月の移

動平均 は月平年値 を平均 して作成 されている｡ 

3.2 半句処理､月処理

半句処理では､半句平均雲量 と半句平年値か ら半句

上層雲量偏差 を算出 し､結果 を半句上層雲量偏差デー

タフアイルに累積する｡

月処理では､月平均雲量 と月平年値か ら月上層雲量

偏差 を算出 し､結果 を月上層雲量偏差デー タファイル

にに累累積積すするる｡｡ また､過去 3か月の平均雲量 と 3か月平上層雲量偏差デー タファイル

年値か ら 3か月上層雲量偏差 を算出 し､結果 を 3か月

3.3 上層雲量偏差算出処理結果の出力

半句処理､月処理の結果 は等値線図の形式で CDF 
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unitdigitofChristianEra.1:1981),9-yearaveragedhighcloudamount(solidline) and 

5-daymeanhighcloudamountnormalderivedbyFouriermethod (boldline) at30oN, 
140E.o

LJする大きな変動がみられる｡

出力されるデータの詳細を第 1表に､出力図の一例 15度から25度付近では夏季を除き変動は殆 どみられず､

として半句上層雲量偏差等値線図を第 4図に示す｡ これより高緯度になると再び全期間を通じて短周期の

変動がみられる｡ 特に､北半球では夏季モンスーンに

によって長期予報担当官署に配信 される｡ に対Ft, また､両半球 とも 

4. 上層雲量偏差の特性 伴う大きな変動が見られる｡ これらはNitta(1986)の

解析結果 と同様である｡

ここでは､上層雲量偏差の経度断面､緯度断面の時 長周期の変動 としては､1982-83､1986-88年のエ

系列データを解析 し､各緯度帯での変動の特徴､熱帯 ル ･二一二ヨに伴う赤道付近の負の偏差が顕著であり､

域での長周期変動について述べる｡ 同時にこの時期は季節内変動が弱まっていることが示

0第 5図に半句平均上層雲量の偏差の16oEに沿う時 されている｡

間一緯度断面を示す｡ 第 6図に月平均上層雲量の偏差の赤道に沿う時間一

短周期の変動についてみると､赤道を中心とした南 経度断面を示す｡

北それぞれ10度の範囲にいわゆる30から60日周期変動 この図から､ 2回のエル ･二一二ョ現象とそれに続 
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64.
 雲画像情報図 
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1.

雲画像情報図は大気中の雲の鉛直 ･水平分布を表現 信 されていた｡ 雲域の境界を明瞭に表 したことや､雲

するように設計 されている｡ 二の雲画像情報図は衛星 型､発達 ･衰弱 ･移動のデータを図のなかに盛 り込ん

雲画像の情報 を､主に短期予報 と航空予報の支援資料 だことで､予報への有益な衛星資料 として活岡されて

として役立てることを目的 としている｡ 情報図の原図 いた｡ 輝度温度分布図は､低温な雲頂温度 を伴 う雲域

はGMSの赤外データを用いて作成 されている｡雲画像 は降水活動 と強い関連がある､ という調査か ら､雲頂

日的 ･概要 ていた｡雲解析図は雲解析の結果を解析者による手書

きの雲域の分布図 として､観測正時後 4時間以内に配

情報図には日本付近を対象 とした ｢雲画像情報図｣ と､ 0温度分布図を自動作成 し観測正時後5分後 までに雲パ

極東域 を広 く対象 とした ｢広域雲画像情報図｣の二種 ターンや活発な対流活動の場所に付加資料 を記入 して 

頬がある｡(以後､この二種類をまとめた表現をすると 160Z､18Z､2Zの一 日 3回配信 されていた｡

b(

きは雲画像情報図を用い､個々に言及するときは ｢雲 ｢雲画像情報図.における雲分布は平均の等価黒体温

Tb)の等値線 と､層別化雲域のハッチパターン､)画像情報図｣､｢広域雲画像情報図｣を用いる｡ 隻 

7891 年 3月 1日の計算機 システム更新以前は予報支 bb

°Td haas

極大 Tb値及び下層雲域の局地 Tb値によって表現 さ

援資料 として､雲解析図 と輝度温度分布図が出力され れる｡ 雲型 を表すシンボル､雲 システムの発達 ･衰弱

iAs麻生 正 
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とその移動､雲パ ターンは計算機 との対話型処理によ 1)基本 ヒストグラム作成 

って情報図原図に付加 される｡ VI 前半ファイルの作成完了後､直 ちに北半球の

｢雲画像情報図｣は日本付近のポーラーステレオ投影 基本 ヒストグラム作成が開始 される｡ 当処理は雲画像

図法によって作成されており､縮尺は1000万分の 1で 情報図の原図作成時刻を早めるために行われるもので､

ある｡ 作成はは 3時間毎で､観測正時後45分以内に 全球基本 ヒストグラム作成とは別個の処理 となる｡ 作

RSS

AD へ送信される｡SSE 成するファイル形式は全球基本 ヒストグラムと同じで

｢広域雲画像情報図｣における雲分布は雲頂高度の等 ある｡ 

値線 (フィー ト表示) と層別化雲域のハッチパターン 2)基本雲格子点データ作成

によって表現 される｡ ｢広域雲画像情報図｣はメルカ ト 北半球基本 ヒス トグラムファイルの作成完了後､直

ール投影図法で､範囲は赤道から北緯6度までと東経 

度から西経1 度 までを含んでいる｡縮尺は2500万分

0

7090

ちに北半球基本雲格子点データ作成が開始される｡ 当

処理 も雲画像情報図の原図作成時刻を早めるために行

の 1である｡ 作成は 3時間毎で､観測正時後5分以内

にAD へ送信される｡

0

SSE

われるもので､全球基本雲格子点データ作成 とは別個

の処理 となる｡ 作成するファイル形式は全球基本雲格

なお､雲画像情報図についての詳細な解説は ｢雲画 子点データと同じである｡ 

像情報図について｣(気象衛星センター､昭和62年 2月) 3)原図作成

にまとめられているので参照されたい｡ 北半球基本雲格子点ファイルの作成完了後､雲画像

0

処理フロー 後に ｢雲画像情報図｣の原図が作成され､続いて､｢広

i641g...

観測正時の 5-1分

域雲画像情報図｣が作成される｡

雲画像情報図作成の処理フローをF に示す｡ 原図の作成については§

情報図の原図作成が開始される｡

2

3.4.6 で述べる｡ 

4)情報付加 (｢雲画像情報図｣)

了 つ ｢雲画像情報図｣の原図はベクトルデータ形式で作成
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TSSRH
ionPd trcuc

V Dtaarnitsogra されているため､画像処理装置での作業が可能なよう

に二値画像に変換 した後､マン ･マシン対話型処理で
ノ	 ＼＼ - ､ 〔二 ⊃ 

gram R
i 'tsc Fv

Ilr
ISS ･ 情報付加作業が行われる｡ マン ･マシン対話型処理は

Dtaaj

＼L- IDPその他周辺機器を円い､｢熱帯擾乱解析.の§GD･ 
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のと同様である｡

情報付加の詳細については§6 で述べる｡ 

FD

D

-

FD5)C 変換

情報付加 された ｢雲画像情報図｣はC コー ドに変

換 され､CAADD

像情報 図｣も同様 にCFコー ドに変換 され､ C 
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3. 原図の自動作成処理
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雲画像情報図は､基本雲格子点データを開いて雲域
＼ ＼〔二二⊃了

を層別化 し､ 52.
o
502. XO 0の格子を一単位 として分類

した雲域の層に対応するハッチバ ターンと､等傾線､

JT:

Dtaa

9; CV
川 i	 

]t. 

tL'

T)(l

･一
＼ /
一､､ 

数値データで構成される｡ 層別化には基本雲格子点デ｢叩FSSド, SSn

t

l douittaoloin

io

l

roc

iicn

F:

t


lfnor


:


i64g...F 1 P essgF wfrS elleC

ma nC

VJVi yofJ

ータのなかの部分雲量 と平均Tbbを利開する｡｢雲画像

t.har

6-

情報図｣においては極大値･極小値Tbb､濃密雲域の極

小値Tbb､局地Tbbの三種類の数値デー タとTbbの等
E tas.Far:EFapan,

値線を描 き加え､｢広域雲画像情報図｣においては濃密 

-15



技術報告 (特別号 ⅠⅠ-データ処理編)

･ 
!⊃ ⊂=⊃ ⊂⊃ 
llu ; 】Llec∴

b ntant c.d= 悔p vria
皿 iLa

s
r iD al at

⊂
iTemFatUeCrr,L::= Poie! rflll 

■ 

■-､__J ＼ _. ._. ､ ､ _-,･ノ 

6事 
dd

:
メp ノ// /-ヽ ＼

SICC(OrlEial)rdutlO
.

nPccn 

/ ＼､

一_ 一一 
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Production

雲域の中の極大高度 と雲頂高度の等値線を加える｡

雲画像情報図日動作成のファイルインターフェース

をFig642...に示す｡ 

1)雲域の層別化処理 とハッチパターン 

a.雲域の層別化処理

層別化には基本雲格子点デー タのなかの部分雲量 と

平均Tbbを利開し､晴天域､下層雲域､中層雲域､上層

雲域､濃密雲域の五つの層別化雲域に分類する｡ この

分頬のために､表面温度 (Ts)､700mb温度､400mb温

度､最上層温度 (Thl､後に説明)が用いられる｡

五階級の層別化雲域への分類は次の通 りである｡

･晴天域

平均TbbがTs- aより暖かいこと｡ aはバイアス温

度で格子毎に観測時刻を考慮 した値 となっている｡

･下層雲域 

Ts- Omb 0/以aと7O 温度の間の層の部分雲量が50.


ヒであること｡


･中層雲域 

700mb温度 と400mb温度の問の層の部分雲量が80%


以上であること｡ 或いは､全雲量が80%以上で卓越す


る部分雲量がないときに中層雲域 と分類される｡


･上層雲域 

400mb温度以上の高さの層の部分雲量が80%以上で

あり､平均 TBBが (Th1-b)より暖かいこと｡ bはバ

イアス温度で現在 4k (広域は 6k)を用いている｡

･濃密雲域

上層雲域の条件の内で､平均 TBBが(Thュ-b)よワ冷


たい雲域｡
 

(Th.-b)は上層雲域の中でより冷たい雲域を抽出する


ために導入した｡ Thlは400mb以上の雲量が80%


以上 を占める0.25×0.250の格子領域での赤外 ヒス ト

グラムのモー ド温度である｡ この基準を用いると濃密

雲域は解析領域における殆 どの活発な対流雲域 (Cb

域)を含む｡ 

b.ハッチパターン

層別化された雲域に対して､以下の四種類のハッチ

パターンを開いて図中に表示する｡ なお､｢広域雲画像

情報図｣ ではこれらの雲域のうち､上層雲域､濃密雲

域の二つだけが表現されている｡

･下層雲域 : ･上層雲域 :

･中層雲域 : ･濃密雲域 : 

2)等値線表示

･｢雲画像情報図｣では等値線はTbb値で､その間隔は 

-1oから-5oCまで1oC毎で､ 10oと- 0 C0C 0 0 - C 3oの

等値線は太い実線で､ -2oCと-4oCの等値線は細0 0 

い 実線である｡ :>)で囲んだ領域は雲頂温度がく , -

50oCより低い領域である｡､

･｢広域雲画像情報図｣では等値線は鉛直温度プロファ

イルを開いて変換 した雲頂高度で､等値線は10000､ 

20000､30000､35000､40000､と45000フィー トであ

る｡ 30000と45000フィー トの等値線は太い実線で､そ

の他は細い実線である｡ 

3)数値データ表示

･｢雲画像情報図｣に表示されている数値データには､

極大値･極小値Tbb､濃密雲域の極小値Tbb､局地Tbb

の三種類がある｡ 極大値 ･極小値Tbbは等値線が閉 じ

て､かつその面積が小さいときに検出し､比較的大き

な数字で記入する｡ 面積の大 きい濃密雲域に対 しては､

その単位格子の個数が 2個以上に対 してその雲域の極

小値Tbbを一個検出して表示する｡ 局地Tbbは-100よ

り暖かい雲頂温度を持つ下層雲域のTbb情報を与える

ために導入したもので｡ 3×3の単位格子の配列要素

が全て下層雲域のときに､その中心にTbb値を小 さい

数字で挿入する｡ 挿入間隔は数値が重ならないように

注意 してある｡

･｢広域雲画像情報図｣に表示されている数値データ

は､濃密雲域の中の極大高度 (1000フィー ト単位)で

ある｡ 

4. 情報の付加 (｢雲画像情報図｣)

｢雲画像情報図｣は自動作成された原図､予報上重要

な雲型や雲パ ターンなどを表す記号を解析者が対話型 
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F
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b.雲域の大きさ/雲頂高度の変化傾向 

(H､ A)

㊧ (+､+)
L ｣

㊦ (+､ o)∴
 
achn1e 
V
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､.･､.
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② (O､+)且つ (+､ -) 

⑪ (0､ 0)

㊦ (0､-)且つ (-､ 0)

㊥ (一､ -)

ここで､Hは領域の支配的な雲域の雲頂高度で､A

lrT噂eProcesslng G)nsole 

ell
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ty 
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t
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I lC】n
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C

C
V
o

は雲域の広がりである (十､ 0､-)はそれぞれ (増

大､変化無し､減少)を表す｡これらの記号は水平ス

km600

はクラウドクラスターに対応する大きさの擾乱に対 し

て付与 される｡雲頂高度/雲域の広がりの変化傾向は 

-ケ- J'tが400 のオーダーJ)メソスケール､また

6.ig.F 4,3 FeI efrManoftneracli

e P ess of Ad

Ma

d

-

rocivlt tnerac

inehc
3時間間隔の 2枚の画像を比較 して判断する｡なお､

ing 
この雲頂高度/雲域の広がりの変化傾向の実例につい

ii lrgnadI ma ntoOiotfnorlnayseA
ては ｢雲画像情報図について｣のHl章 -2を参照され

VJ-CICS
たい｡ 
ii)雲型

一》:絹雲､ 

処理を通 して付加する｡ この処理のファイルインター

亡と):LL⊥:中層雲､フェースをFi に示す｡なお､雲域の解析順序

は､日本に影響を及ぼす程度が大きいと判断した雲域 横雲､ 盈 :積乱雲､ a :層積雲､ = :霧/層雲 

643g... 横雲､ 血 :雄大

からとする｡ iii)雲パターン

:シーラスストリーク 

1)付加情報の内容	 ≠ - % :トランスバースライン 

dA

iv

a.雲域の組織化の変化傾向	 ぺ :雲渦の中心､功 :雲渦の中心 (上層

④ 急速に発達	 雲のみ)

⑧ 発達	 ら :台風の中心 (眼有 り)ち :台風の中

官〉変化無 し 心 (眼無し)
 

)雲移動量
 

i)発達 ･衰弱の情報 JL :対流雲列､

⑲ 衰弱 

⑥ 急速に衰弱 E 雲域の移動方向} :

kmこれらの記号は水平スケールが600-1000 のオー k51 t:移動の速 さ (ノット) 

ダーの総観的､或いは準総観的な大きさの擾乱に対し

て付与される｡ 対象とする雲域が発達 しているか､衰

弱しているかは 6時間間隔の 2枚の画像を開いて判断

する｡ 発達 ･衰弱の判断する際の着目点は､①雲域の

大きさ (拡大/縮小)､②雲域の走向 (南北走向化/東

西走向化)､③上層雲の高気圧性曲率 (増す/減る)､

④雲の疎密度 (密になる/疎になる)､⑤雲頂高度 (上

がる//下がる)､⑥雲の厚さ (厚くなる//薄 くなる)､

⑦雲渦 (明瞭化/不明瞭化)､⑧対流雲列 (明瞭化 //不

Ⅴ)下層雲域■■■■■ヽ
1㌧
一
_
--
ー)･ハッチパターンで表現されなかった

下層雲域の境界 

2)情報付加の作業項目 

① 盈 記号の付加

図中でCbと他の雲型 との判別が難 しい個所につい

て､Cb域が分かり易いように付加する｡ 

②	 組織化の程度の変化傾向記号の付加 

a 変化傾向は原則 として 6時間間隔で判断する｡ 

明瞭化)､⑨対流雲の量 (増加//減少)､⑩対流雲J)活 b 情報の付加は雲域の変化傾向の場合､雲域の特

動度 (上がる/下がる)である｡なお､実例について 徴点或いは中心付近に記号を付加 し､雲パターン

Iは ｢雲画像情報図について｣のH章 -2を参照された を示す雲渦､対流雲列等の変化傾向の場合､対象

い ｡ とする現象の近傍に付加する｡ 
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③ 雲頂高度､雲域の大きさの変化傾向記号の付加 

a 変化傾向は原則として 3時間間隔で判断する｡ 

記号は対象とする現象の近傍に付加する｡ 

④ q
b

匂轟功 記号の付加 

⑤ ¶ 鮎-≠ -ゝ･O.記号の付加 

⑥	 特徴点の移動記号 

a 移動速度の算出時間間隔は原則として 3時間と

する｡ 

b 移動速度は1kt単位で表 し､ 5kt未満はSTNR 

(Stationary)を付加する｡ 

C	 矢印記号は､原則 として雲域の緑､雲システム

の中心､Cb等の対象を基点 として付加する｡ 但

し､雲渦記号等のように､対象を基点 とすること

が困難な場合､対象の近傍に矢印記号を付加する｡ 

⑦ = G} 等の下層雲域の破線表示 

⑧ = O 等の下層雲型の記号付加 

⑨	 その他の雲型記号の付加

図中で雲型の判断が難 しい個所に付加する｡ 

5. ｢雲画像情報図｣の再解析

｢雲画像情報図.への付加情報の均質性を目指し､ま

た､雲解析技術の向上を図り､かつ気象衛星センター

発行の月報掲載用の原稿作成を兼オって､前日作成され

た00UTCと12UTCの ｢雲画像情報図｣を対象にマン･

マシン対話型処理で再解析を行い､必要な部分の修

正 ･追加をする｡ 再解析で注目する点は付加 した情報

が適当かどうかで､例えば変化傾向の判断が正 しいか､

正 しい雲型が付加されているか､或いは作業項目に述

べられている内容に合致した情報が付加 されているか

どうかである｡ 

6. 出力例 

1)｢雲画像情報図｣

｢雲画像情報図｣の例をFig.6.4.4に示した｡ 観測

時刻は1988年 9月15日00Zである｡ Fig.6.4.5は対

応する赤外画像である｡ 

2)｢広域雲画像情報図｣

｢広域雲画像情報図｣の例をFig.6.4.6に示 した｡


観測時刻は1988 5 Zである｡ i. . 7
年 9月1日00 Fg6 4.

は対応するメルカトール図法の赤外画像である｡ 

7. 利用上の留意点

計算された層別化雲域が､対象とする雲域の正 しい

層を表現しないことが時々生じる｡

･上層雲が薄い巻雲や薄い中層雲の場合､GMSは上層

雲や中層雲からの赤外放射に加えて､より下層の雲や

陸地//海面からの赤外放射 も受け取る｡ この場合､基

本雲格子点の温度は各層や陸地/海面からの全ての赤

外放射の平均温度 となり､分類された層別化雲域は対

象とする雲域の正 しい層より下層となることがある｡

･雲域の大きさが一画素より小さい場合には観測され

る赤外温度は一画素内の雲と陸地/海面の温度の平均

になり､計算される層別化雲域は対象とする雲域の正

しい層より下層となることがある｡

･表面温度Tsは領域が晴天域であるか雲域であるかを

決める決定的な因子である｡ しかし､海霧や層雲のよ

うに雲頂温度が海面温度 とさほど変わらない場合には

この判別は出来ず､晴天域と表現される｡

･陸上の晴天域は､特に冬の朝に下層雲域 と誤判別さ

れることが生 じる｡ これは夜間に陸上表面が放射冷却

で温度が低下し､GMSが受け取る赤外放射から換算し

た温度が (Ts- a)より下がって下層雲域 と判別され

るためである｡ 表面温度の日変化は考慮されているの

で､このことが起きるのは急速な寒気の吹き出しで大

陸や日本列島の表面温度が短時間に低下 した時である｡

参考文献


｢雲画像情報図について｣:気象衛星センター､昭和62


年 2月
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気象資料収集システム 
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1. はじめに 2. GMSの気象データ収集機能 

SGMSの基本的な ミッションの一つにDC がある｡

これはGMSの視野内の広範囲な陸上 ･海上にある気

taeD象観測所､船舶､航空機等に設置 された通報局 (

GMSにはDCP用 としてチャンネ/レ (周波数)が133

設 けられてお り､Up

帯が用いられている｡

-o20iknL- には4 MHz帯､D wn

7.iknL には1 GHz この内100チャ

R i legonafor
ta
itecoColl nPl m)から観測データをリアルタイム ンネル (


収集するシステムであり､DCSで集められたデータは の視野内でのみ運用されるDCP(RDCP)に割 り当てら


)24.04-21.
0
4 MHzが 岡 とされ､GMS

気象庁や国内気象官署で利周されるほか､GTSを通 じ れてお り､残 り33チャンネル 21.0420-.
0
4( MHz)が 

て外国の気象機関に配信 され､利用されている｡ i lonaIt tnerna 周で､他の静止衛星の視野内にも移動す

ts/tsEa We

METEOSAT (ESA)の各静止衛星がそれぞれの責任

GMS以 外 に も GOES (栄 )､ るDCP(

る｡ なお､DCPデータの伝送速度はUp

IDCP:船舶､航空機等)に割 り当てられてい

DinL- k･ -o

)
bps
//94

i 1g.
F


wn

領域から気象データの収集を行ってお り ( 及び 

､複数の衛星の視野内を移動するDCPが ど DCP報 1通あた りの通報時間は最大 1分 (伝送文字

数では最大6 文字 100 を割 り当ててお り､ 1チ

bpsiknL とも100 である｡ 

i 2g.F 参照)

の衛星にアクセスしても問題が生 じないよう､毎年開

).C催 される ｢静止気象衛星調整会議 (GMS で国際的

な調整が図られている｡

0

15.
0


ャンネル/1時間あたり3通 

～4通 ( 分間隔で受信一計画中)のDCP報を扱うこ

(2分間隔で受信一現行)

本稿ではGMSのDCSについて､そのデータ処理方式 但 し現実に4

を可能にするには､DCP内蔵時計に高い精度が要求 さ

0通のDCP報処理とができる計算 となる｡

/

toyas

を中心に解説するとともに､DCSDCPのこれ までの

経過並びに最近の傾向について紹介する｡ れ る｡

Mo佐藤元保 uSATOH 
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なおDCP報の収集処理業務 には食 による中断はな

いが､地上施設の点検 ･整備作業に起因する中断は避

けられない状況にある｡ 

3. 衛星センターに於けるDCP報の処理

衛星センターのDCP報処理は､運開管制系 (主系)

計算機システム (M-360R)によって行われてお り､

運用サポー ト処理 と収集処理からなる｡

運用サポー ト処理 とは､収集処理で使用する個々の 

DCPテーブル情報の作成を行なう機能であ り､収集処

理 とは､受信 したDCP報を個々に処理テーブル (DCP

テーブルファイル)により国際気象通報式等に編集 し､ 

ADESS系データ集配信プログラムへ送出する機能で

ある｡ DCP報処理のデータフローをFig.3に示す｡

運開サポー ト処理 として､臨時に試験閏のDCPテー

ブルを作成することも可能であ り､1989年 2月から南

極昭和基地 (69oS､39035E)で運閏が開始 されたDCP 

(データ収集はEUMETSAT)について も1988年 5､ 

7月に衛星センターでシュミレーションを行った｡

また衛星 セ ンターのDCP周計算機 システム は100
 

bpsで伝送 されるデータにのみ対応 しているため､ こ


れ以外の伝送速度を持つデータ､例 えば船舶用気象レ


ーダーの観測データの伝送 (1200bps)は衛星センター


の計算機 システム を介 さず､マ イクロ回線 を経 て 

CDAS～本庁問で直接行われている｡ 

DCPデータではないが､本庁～沖縄気象台間の気象

データ通信 (4800/1200bps)もそれ までのAl短波通信

の代替 として､CDAS- GMS-沖縄に現在使用 して

いない呼出型 DCP周回線 を利周 して1988年 12月か ら

行われている｡

なおCDASに於けるDCPデータの処理については､

通信機器編 ･｢DCP系装置ーの項を参照 されたい｡ 

3.1 運用サポー ト処理 

3.1.1 DCPテーブル情報の管理

各DCPに対する収集 ･編集の方法は､DCPテープ/レ

情報 として一括 して管理されている｡ 管理方法は次の

通 りである｡

･プロフィルデータの管理

プロフィルデータの管理にはDCPマスタファイル

に於ける管理 と､DCPテーブルファイルに於ける管理

がある｡ マスタファイルの管理 とは､各プロフィルデ

一夕の状態 (有効/無効/′テス ト)の管理であ り､テー

ブルファイルに於ける管理 とは､各プロフィルデー タ

の設定 (登録/更新/削除)を意味する｡

･DCPテーブル情報の更新順序 

① DCPマ スタフ ァイル作成 プログラムを使 用 して 

DCPマスタファイルに書 き込 む各プロフィルデータ 

(データの収集 ･編集情報等)を更新 ･登録する｡ 

② DCPマ スタフ ァイルに文字式で登録 され てい る 

DCP毎のプロフィルデータを､DCPテーブル作成プロ

グラムにより､DCPテーブルファイルに登録する｡ 

③ DCPデータ収集プログラムに対 し､DCPテーブルフ

ァイル更新通知を発行する｡ 

④ 1時間毎 に行われるデータ入力チェック後 にDCP

テーブルファイルの入力を行い､DCPテーブル情報の

更新を行 う｡

･DCPテーブル情報の構成 

DCPテーブル情報は､次の 3種類のデータより構成


されている｡


①総括制御情報部 -DCPテープ/レ情報全体の管理情

戟 (DCPのエン トリ数､DCP種別毎のレコー ド情報部

へのエン トリ位置等)

② レコー ド位置情報部一各プロフィルデータ毎のシリ

アルNo.とレコー ド位置

③データ部-各DCP毎のプロフィルデータ 

3,2 収集処理 

DCP報の処理は次の順序で行なわれる｡ 

3.2.1 データの受信 

GMSで中継 されたDCPデータはまずCDASで受信

され､ア ドレス毎にグループ分けされた上､CDAS～衛

星センター間のDCP専用マ イクロ回線 を通 って衛星

センターに伝送される｡

入力データのフォーマッ トについてはTabellに示

す｡ 

3.2.2 モニタリング

モニタリングは次の項 目について行 う｡ エラーの場

合は予め設定 された手順によりMLF (MessageLog-

gingFile)に表示され､コンソールに対 しては 1時間

毎に､過去 1時間に於ける出力モニタリング数を示す

モニタリング代表メッセージを出力する｡ モニタリン
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-

タ叫I7bワ人'1
hp

′しけ† 

Fi Ge lf dtap essa

バッファオーバ発生時された メッセージを確認する｡

I'-

ECS(グ代表 メッセージが出力された場合は 

ing.roc

'2


lonera

E ddtxene 

3g.

poreSupC loso

･
瓜
田 

I 

OCPマスタ

.竹ボナ｡りうL 

1
PCI7

(オレフィンi) tT占G) 

w ofDCP

3.
 0' 異常 電文長監視タイムアウ ト

発生時t)の メ､ソセージ検索機能 を開いて出力

･データ入力チェック 4.
 '8
0' 異常 電文待 ちタイムアウ ト発

DCPテーブルのデータ入力チェック表示がチェッ 生時

クを行 う設定 になっている場合､データ着信抜けの有

Bos･DCPア ドレスのBCH ( eCh

を出力する｡ em)チェック/登録チェック

H hocquengh iurdau無 をチェックし､データが未入力の場合 はメッセージ

･NCP受信ステータスチェック 0受信 したDCP報のア ドレスに付加 されている1ビ

ッ トのBCH符号によるランダム誤 り訂正機能 により､krt-

Progra

DCPデー タの受信 はNCP G (Newo

m-G)を介 して行われるが､以下の事象毎に回 受信 したDCP報のア ドレスの検出 と 2ビッ トまでの

C ltonro 

線 より受信 したデータに受信 ステータスバ イトを付加 訂正 を行 う｡

し て VTAM IG lecoltrua(Vi Te mmu

G)にデータを通知する｡ これにより

ionsi tnca ･データ送信時刻チェック

-hdotcAcessMe

データ受信状態のチェックを行 う｡ ィールデータ ｢時刻チェック表示 Y///N｣の項を ｢Y｣

通番 ステー タス 正常′′ 事象 にした場合､デー タ送信時刻 と登録時刻 とのずれをチ

バ イト 異常 ェックし､タイマーの状態を監視する｡ データ送信時

個々のDCPについて､テープ /レファイル上のプロフ

1.
 

). 

-

5


'3


刻のずれが1秒 より大 きい場合はメッセージを出力す

2' 異常 ス トップビッ トエラー発 る｡

生時 ･パリティエラーチェック

デー タ中のバ リティエラーの有無 をNCP Gがチェ 

'3
8'
 正常 EOT受信時 

オーバーラン発生時

-68
-1




技術報告 (特別号 ⅠⅠ-データ処理編)

･ソクし､ハ リテ ィエラーデー タがある場合､ メッセー

ジを出力す る｡

･ブイ位置情報チ ェック

ブ イより送 られる観測 デー タに含まれてし)るロラン

の 2項 目の内容か らブ イの現在位置 を求め､ブイの漂

流許容範囲であるか否かの監視 を行 う｡ ブ イ位置が漂

流許容範囲外の場合､DCPテーブルに登録 されている

緯 度 ･経 度情 報 か らブ イ位 置 の緯 ･経 度 を求 め､ 

ABNORMAL POSITION メッセー ジ として出力 す

る｡

･ブイ機器状態チェック


ブ イよ り送 られ る観 測 デー タに含 まれ てい る HK
 

(HouseKeeping)デー タの内容 か らブイ機器状態の

監視 を行 う｡ ブ イ機器が正常 な場合 はHKデー タとし

て'0000'が設定 される｡

異常が発生 した場合 '0000'以外の値が設定 され､メッ

セージが出力 され る｡

･船舶収集責任境界線チェック

抑設定範囲 ( E～180LE)を越 えた船舶 のDCP報 に

っいては メッセー ジを出力 し､ADESS配信 は行 われ

ない｡

なお 日本 は1989年 1月 1日､｢他の静止衛星が 70-E

でデー タ収集 を開始するまで｣という条件で､GMSの

デー タ収集責任領域 (船舶対象)の西側 をこれ までの 

94Eか ら7 Eに拡張 している｡' 0 o

3.2.3 データの編集

･コー ド変換

受信 デー タはそのデータ形式 によ り､文字 デー タと

二進形式のデー タの 2種類 に分 けられ る｡

文字 デー タの場合､DCPか ら送信 されるデー タコー

ドは国際アル ファベ ッ ト (IA)No.5コー ドで表現 され

る｡ 衛星 センターの計算機 システムではEBCDICコー

ドによるデー タ処理 を行なっているため､IANo.5コー

ドか らEBCDICコー ドへの コー ド変換処理 を行 なって

いる｡コー ド変換 はIANo.5コー ド-EBCDICコー ド変

換 テーブル (Fig.4)を使開す る｡ なおバ リテ ィエラー

デー タは全て ｢′/. に変換する｡

文字 デー タは更 に 1ワー ドが 8ビッ ト構成の同期式

の もの と11ビッ ト構成の調歩式の もの とに分かれ るが､

新規計画 のDCPについては伝送効 率の点か ら同期式

に統一 している (Tablel､｢5.デー タ｣の項参照)｡

但 しこれ までに設置 された調歩式のDCPについて も､

衛星のチ ャネル及びCDAS～衛星セ ンター間のDCP回

線 を ブループ分 けすることで引 き続 きサポー トされ る｡

衛星セ ンターでは1987年 3日の計算機 リプレー スによ

り､同期式/調歩式デー タを同時 に処理することが可能

になっている｡ なおそれ までは衛星セ ンターの計算機

シ ステムで は同期 式の デー タ処理 が出来 ないた め､ 

CDASの フォーマ ッ ト変換装置で調歩式に変換 してい

た｡

二進形式の例 としてはオペ レー シ ョナル ASDAR報

があ り､ これについては衛星セ ンターで独 自に編集 プ

ログラムを作成 し､処理 している (後述)｡

･ブイデータの編集

ブイか ら送 られ る観測 デー タは､衛星 セ ン ターで 

SHIP/DRIBUの 2種項 の気象通報式及びブ イ報 に編

集する｡ ブイデー タの編集には以下 に述べるような特

徴がある｡

各 ブイ ロボ ッ トDCPは伝送時の デー タの劣化 を避

けるため､ (予備系を有するものは予備系 も)予 め設定

された時間内に約 1分間の間隔 を置いて 2通のデー タ

送信 を行な う｡

衛星 センターでは連続 して受信 した 2通のデー タの

うち､ 1通 日をブ イ幸臥二､ 2通 日をSHIP及びDRIBU

至臥主それ ぞれ編集 してADESSへ伝送 す る｡ また予備

系を持つブ イの場合､予備系か らの送信 デー タは 2通

の うち 1通 日のみブ イ報 に編集 し､伝送する｡

もし 1通 日に受信 したデー タにパ リテ ィーエ ラー等

があった場合 はデー タエラー とみな し､ブ イ報 として 

2通 日のデー タを伝送する｡

また 2通 日に受信 したデー タにエラーがあった場合

は､SHIP/DRIBU報 として 1通 日のデー タを伝送 す

るシステムを とっている｡

･船舶データの編集

船舶 デー タは基本 的 にそれぞれの国際気 象通報 式 

(SHIP/PILOT-SHIP/TEMPISHIP/BATHY/ 

TRACKOB報)の形式で送信 されて くる｡ 処理 として

は入力 デー タか ら観 測時刻 を読 み取 り ADESS配信

開ヘ ッダーに設定す るほか､テーブルファイルに登録

された船舶の コールサ インを電文 に付価する等の編集

を行 う｡ 但 し次の場合 はデータの編集 を行わない｡

①観測時刻異常時 (入力データか ら観測時刻が正確 に

読み取れない)

②電文長エラー (ビッ トエラー等のために､ EOTを確

認 で きない)

またSHIP報 の処理 ではコールサ イン以後 のデー タ

が 1群 5文字であるか否かのテェックを行い､相違す

る場合 5文字 に変換 している｡ 
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NFt五一L. 

ndat■

0∩●(人 力(4号 ) 

aM憲 ●ど
n 0∩● 

fiFig5 D n. e ioit nofthemodu itla on

1観測分のデータ (レポー ト)は10項 目となったほか､･ASDAR (Airc fttoSra atelleDait lataRe y)データ

の編集

①経 緯 

ASDARは大型航空機に搭載 されたDCPから気象デ

ータを静止気象衛星経由で収集するシステムであ り､

予備実験 (プロ トタイプ)のASDARがGOS(全球観測

観測密度 を高め､上昇/下降中 (難着陸時)に も観測

し､鉛直方向のデータも報ずるようになった｡ ステー

タスとは航空機が①上昇中/水平飛行中/下降中/不安

定 な状態､②気温 の精度 は低 い/高い､③慣性航法/ 

oMEGA航法､④ このデータは定時観測/最大風速､⑤ 

ACARS (注)インターフェースは休止中/稼動中､の19組織)の新デー タソースとしてFGGE期間 ( 78年 12月 

-1979年11月)中に運用 された｡ 5つの情報を一度に報ずる項 目である｡

同実験が成功裏に終了 したことにより､プロ トタイ 航空機の飛行状態にもよるが､最大29レポー トが 1

プのASDARは本運開 (オペ レーショナル)のASDAR っのメンセージとして 1回の通報で送 られる｡ これだ

8年 5月 1日)し､GOSの一部 として継 けのデータ量を文字データ (8ビッ ト構成)を用いてへ と発展 19( 8

続運用されることになったものである｡ 但 しデー タ構

成及び気象通報式が変更 され､プロ トタイプの､文字

形式の電文 をAIREP報に編集する方式から､二進形式

のデー タを新通報式 FM-42ASDARに編集す る方式

となった｡

規定のデータ長 649文字 (バイト)以内で送 ることは不

可能であり､ このため 6ビッ トのデータにセッ トビッ

トと奇数パ リティビットを加えた､ 8ビッ ト･1バイ

トの二進形式のデータ構成を採周している｡ 1レポー

トは､21バ イトのデータにレポー トの区切 りのスペー

o.ス (IAN 5コー ド)を付加 して22バイト構成 としてお② オペレーショナル ASDARの特徴

り､最大29レポー トを送 る場合で も必要 とするバ イ トプロ トタイフJ 

時間の) 8地点で J)自動観測データ (7

)-ASDARでは､水平飛行中の (過去 1

数は638で済む ことになる｡5.分毎 )を 1通

にまとめて送信する｡ 通報項 目は､①航空機ID､②緯 (注)ACARS:(Ai ftrarc C icommun ita onAddress-

tsintringa gSy em)気象データを航空機か ら

温､⑦風向､⑧風速､ となっている｡
地上に超短波 または短波で高速に送るシステム

これに対 しオペ し -シ ョ+ ′しのASDARでは通報項 ③衛星センターに於ける処理

目に①乱気流､至ス÷- クス (航行状況)が追加 され､ 衛星センターではプロ トタイプの ものは1979年 1月 

ndR度､③経度､宮観 測時間､⑤高度 (フ ィー ト)､⑥気 epo

1--17
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11日から処理 していたが､オへ レーショナルASDAR

の本運用を前に1986年 1月､プロ トタイプとオペレー

ショナル双方のASDAR報を処理できるようDCP処理

システムを変更 した｡ 但 し実際の新ASDAR報が末入

電のため､処理システムの動作については未確認であ

る｡ 

WMOではこの試験のため､1988年12月か ら 3カ月

の間に英国籍の航空機を利用して各静止衛星の視野内

で新ASDAR報 を発信する計画を立てている｡ 

ASDARデー タは船舶 DCPと異な り､60〇E～180こE

の収集責任領域から収集 される｡

このデータ収集領域は更に 6分割の上､符号化され

ており､ADESS配信周ヘ ッダーにデータ職別符(例 : 

UAPN2)として設定 される｡

･中国DCP等､一般的なDCPデータの編集

一般的なDCPデータとは国際気象通報式 (SYNOP

戟)の形式等､そのまま配信可能な形式で送信されて

くるものを指す｡処理 としては入力データにADESS

配信周ヘ ッダーを付加する編集を行なうのみである｡

本編集方式の場合､DCPマスタファイル上のプロフ

ィルデー タとして ｢時刻変換指示符 Y′′N｣の項があ

り､ADESS配信用ヘ ッダー中の 6文字のデータ職別

管 (また はデー タ種類 コー ド)TTAA [ii] (例 : 

SMAU80)の 2文字目に特別の意味 を持たせている｡

即ち ｢時刻変換指示符 Y/N｣は､データ職別符の 2
′

文字目を､データの収集時刻により変換するか否かを

指示してお り､｢N｣以外が指定 された場合､時刻によ

りデータ職別符の 2文字 目を変換 し､｢N｣が指定 され

た場合は設定 された文字のままとなる｡

｢N｣ 以外が指定 された場合の､収集時刻によるデ

ータ職別符の 2文字 目の変換は次の とお り｡ 

00､0､1､1Zには --- 1 I -------- '6 2 8 一一一一一----- 日 -M' 

03､09､15､21Zには ---m ----=-一一一日-----'I' 

(例 :SMAU80-SIAU80)

上記以外の時刻には一一-一一一日一一一-一一一1----------一一--'N' 

(例 :SMAU80-SNAU80)

なおこの変換処理は､ブイ及び船舶データの編集の

場合､無条件で行われている｡ 

ADESS配信用ヘ ッダーは上記のTTAA [ii]の他､ 

CCCC (編集局名一例 :RJTD)､YYGGgg(観測日時

分)で構成されてお り､観測データ (本文)の直前に

付加される｡ このヘ ッダーに設定する時刻は観測電文

に含まれている時刻 を使用する｡ 従って観測データ中

の時刻が正確に読み取れない場合､ADESS系集配信

ⅠⅠ-データ処理編 ) 

プログラムから職別 不能 メッセージが出力 される｡ 

3.2.4 データの配信

国際気象通報式に編集 したデー タはADESS系集配

信プログラムへ送出する｡ 

ADESSに対するデー タの配信は基本的に即時配信

であり､データが編集 された時貞で即時に配信が行な

われる｡但 し､収集 したデータをADESSへ配信するか

否かは､個々のDCPマスタファイル上のプロフ ィルデ

ータ ｢ADESS配信表示 Y ′N.の更新で制御する｡ 

3.2.5 ジャーナルデータの取得 

DCP報処理では､DCPデー タの取得のみを行なう 

DCPジャーナルファイル､及びシステム共通のジャー

ナルファイル (HLF:HistoricalLogFile)に対 してジ

ャーナルデータの記録を行なっている｡ 

DCPジャーナルファイルにはDCPデー タのみが記

録 されており､1987年 3月の計算機の リプレースによ

り､TSS端末画面による即時検索が可能 となった｡ 

DCPジャーナルファイルのデー タ部 は複数ブロッ


クからなり､最旧デー タを最新デー タで書 き換えるこ


とによりサイクリックに使用 している｡ 同ファイルに


は199 過去約 15
8年 2月現在､ .カ月分のDCPデータが収

録 されているが､DCP局数の増加 とともに収録可能期

間は短縮 しつつある｡ 

HLFにはDCPデータと､ADESS配信異常時のエラ

ーデータが記録 される｡ 

4. 通報局 (DCP)の種類 

DCPは目的によって設置場所や運岡形態が決 まり､

通報内容 も異なるが､主にWMOの規定する国際気象

通報式 (5項､｢DCP局が 備えるべき技術条件｣参照)

を報ずる｡ 次に現在運間中のDCPについて記す｡ 

4.1 RDCP 

4.1.1 海洋気象ブイロボットDCP (気象庁)

日本近海 4カ所に係留されており､ 3時間毎に観測

データを自動通報する｡ 観測データは衛星センターの

計算機 システムによってSHIP/DRIBUの各通報式及

びブイ報に編集 している｡ 
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4.1.2 船舶搭載 DCP

気 象庁 の観 測 船 や一般 商 船 に搭 載 され､SHIP 

TEMp-SHIP /PILOT-SHIP′′BATHY /TRACK-

OB報等の観測データを送信する｡ 

4.1.3 山岳 DCP

伊吹山測候所 (滋賀県)で は従来型 に代わ る山岳 

DCPを1988年 11月から試験 していたが､1989年 4日か

ら本道 閏を開始す る｡ 本DCPはSYNOP報及 び HKデ

ータを毎時通報する｡ 

4.1.4 赤道海域ブイロボ ッ トDCP

気象庁 と東海大学は､赤道海域 における海上気象及

び海洋データを収集す るため､ 16LEの赤道上 に海洋0 

観測用係留ブ イロボッ トDCP(3時間毎通報)を設置･

運用している｡ 

4.1.5 波浪観測係留ブイロボ ッ トDCP 

1988年 10月山形県鶴 岡市 由良港沖 に設置 され､波

高 ･波向等の波浪データを 3時間毎に自動送信 してい

る｡ 

4.1.6 国外に設置されているRDCP

GMSの視野内にある各国 ともDCP局の新設 には積

極的であ り､中国か らは毎年技術者がDCPの新規テス

トのため来庁 しているほか､オー ス トラ リア､ニュー

ジーラン ド等か らもDCP増設の申請並びに新 たな通

報形式の導入についての照会が相次いでいる｡

特 にオー ス トラ リアは1988年12月に離島′/沿岸 にDCP

を 8局増設 した｡

国外 RDCPの登録数は1989年 2月現在､次の とお り


である｡


中国 :16


オー ス トラ リア :22(気象20､ブ イ 2)


ニュージーラン ド :2


ニューカレ ドニア (仏):2
 

4.2 1DCP 

GMSの視野内に入った場合､定められた範囲か //.了f

料 を収集するIDCPの登録数は次の とお りである｡

船舶 :28隻 (日本の商船 3､米 12､オース トラリア 6､ 

ESA7) 

SHI′TEMpS P /P/ -HI BATHY等の通報式 を送信

する｡

航空機 :11機 (オース トラリア他)

プロ トタイプのASDAR報 を送信 してお り､衛星セ

ンターではこれ をAIREP報 に編集 し､ADESSに配信

している｡ オペ レーショナルASDARを報ずる航空機

はまだ実際に運行 されていない｡ 

5. DCP局が備えるべき技術条件 

DCP局の開設 にあたっては次の技術条件 を備 える

ことが要求 される｡

･時刻精度 :誤差が長期 に渡 り15秒以下｡

･通報 :3時間毎の自 (辛)動通報型｡通幸即寺刻 (分)

は指定する｡

･送信デー タ長 :1回につき最大 1分間｡

･送信周波数 :402.OMHz～402.4MHzの内､指定す

る 1波｡

･間波数安定度 : .×1-以下､位相 ジッ長期 に渡 り15 06


タは 3 (RMS)以内｡


･送信電力 :最大 20W､等価等万福射電力 (EIRP)は 

43-/46dBm｡

･偏波面 :右旋円偏波

･占有帯域幅 :1.8KHz以内

･スプ リアス発射電力 :地球局は無変調搬送波 につい

て60dB以 下､且つlmW以下｡但 し他の局 (船舶地球局

を含む)は2.5/JW以下 ｡

･デー タ電送速度 :100±0.005bps

･変調 方式 :PCM-PSK､変調度 :無変調搬送波につ

いて ±60､入力信号 :NRZ-Lとし､マンチェスター

コー ドにより符号化 されたデー タで変調する｡(Fi.g5

参照)

･なお電気的特性 については上記の条件 に拘 らず､国

際電気通信条約及び同条約付属無線通信規則並びに､

自国の電波法に適合し､且つDCP装置は電波主管庁の

認可を得 ることが出来 るものでなければならない｡ 

-173-



技術報告 (特別号 ⅠⅠ-データ処理編)

･デー タフォーマッ トをTablelに､ア ドレス割 り当

て基準 をTable2に示す｡

･通報デー タは原則 としてWMOが定める国際気象通

報式 (下記)に従った電文 とする｡ 気象衛星センター

ではこれに冒頭符号に付 し､気象庁のADESSを経由

して日本国内及びGTSにより外国に配信する｡

現在､次に示す通報式のサポー トが可能である｡ 

FM121VM (SYNOP):地上実況気象通報式 

FM13-VIll(SHIP):海上実況気象通報式 

FM1- l DRI 漂流ブイ実況気象通報式4 VH( BU):

FM33-V (PILOT-SHIP):海上高層風実況気象通

報式 

FM36-V(TEMp-SHIP):海上高層実況気象通報式 

FM421IX (ASDAR):航空機実況気象通報式 

FM62-VM (TRACKOB):航路海面観測通報式 

FM63-Ⅴ (BAYTHY):表層水温通報式

･留意事項 

1.電波検査に伴 う事前デー タを必ず提出すること｡ 

2.デー タフォーマッ トは原則的に国際気象通報式 に

従うこととするが､これ と異なるデータフォーマット

の採用を希望する場合は､必ず事前に照会 し､了解を

得ること｡ 

3.DCP L上定期的に保守点装置設置後 は､事前連絡o)

検を実施すること｡ 

6. DCP報収集状況 

1989年 1月 1日～31日の 1カ月間 に於 けるDCP報

の収集数は次の とお りである｡ ()内は同期間に運岡さ

れたDCP数 (注)を示すC また数値にはエラーが発生

したDCP報 も含 まれるため､ADESS配信数 とは一致

しない｡

ブイ (5) 2,461通 

伊吹山 (2) 1,487 

ニューカレドニア (2) 478 

中国 (13) 1,754 

オーストラリア (10) 4,619 

波浪ブイ (7) 1､597 

赤道海域ブイ (1) 248 

観測船 (気象庁 ) (16) 513 

商船 (1) 238 

(IDCP)米国 船舶 (7) 588 

(IDCP)オーストラリア 船舶 (4) 737 

(IDCP)ESA 船舶 (2) 139 

(IDCP)ASDAR (4) 859

計 (74) 15,718適 

(注)DCP数は観測所 ･ブ イ･船舶等の無線局数 とは

異な り､各観測点に設置 されて.ゝるDCPの数 (種類)

の合計を示す｡

例 :波浪ブ イの場合､ 1観測点 に 7つのDCPを有

し､観測時毎 に 7通 (種頓)のDCP報 を送信 してい

る｡ 

7. 今後の展望 

GMSのDCSは､その優れた特徴-広い地域からリア

ルタイムで観測精度を保ったままデータ収集ができる

ことと､その経済性-から国内外の注目を浴びてお り､

当分DCP局数の増加並びに通報形式の多様化傾向が

続 くもの と思われる｡

通報形式の関連 ではWMOの FM-94BUFRコー ド 

(二進形式汎用気象通報式 :BillaryUniversalForm 

forDataRepresentation)の採岡等､デー タ伝送効率

の向上の点か ら今後二進形式のDCPデー タの扱いが

増える場合は､通報式等への編集 (二進形式一文字形

式)は衛星センターで行なわず､ユーザーに二進形式

の まま配信する方法等 も検討 されよう｡

関連資料 

1.InternationalData Collection System Users' 

Gud､IS Jnay1 ), 事務局ie S UE6 (aur 988 CGMS

2.気象衛星センター電子計算 システム業務処理プロ

グラム プログラム解説書 通報局データ処理編

参考文献

日谷道夫 (1985):新ASDARシステムについて.気象

衛星センター技術報告､第 11号､55-60

桃井保清･坂井武久 (1980):GMSによる気象資料の収

集方式.気象衛星 センター技術報告特別号 Ⅰ- 1､ 

GMSシステム総合報告､ Ⅰ機器解説編その 1､63-80
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技術報告 (特別号 ⅠⅠ-データ処理編) 

Tab1e 1 
･1D C P デ - - ･マ

1.無変調搬送波 
CDASの DCP受信用復調器のロ ックオンに使用す る｡ 

2.ビット同期
ビット同期の確立に使用す る 1､ 0､ 1､ 0､ ･の シーケンス とす る｡ 

3.同期ワー ド
ワ- ド同期 を確立するための MLSによる次のビット列であ り､ 次に示す ビットパ タ

ーンをビット 1か ら送出す る｡ 

100010011010111 
l)(b 15)(b

4.ア ドレス
を気象衛星センターでのデ-タ編集処理の際に DCP

2に示す基準によ り指定する｡ なお､ ア ド

議 るす別 ためのビット列であ り､ 
lebaIDCP及び RDCPに対 して､ T

レス部 31ビ ットの内､ 後半の 10ビットは BCH方式によるチ ェックビ ット列であ
り､ 次に示す ビットパ ター ン (例. IDCP)をビット 1か ら送 出す る｡ 

①
11

3
00(bl)


@ ③ 
01

1)(b
1100011111言LllOO雷 

00 100001010111

5. データ 
畳 

.榊 

1ワー ド8ビ ット (奇数パ リテ ィ付 )梢成の国際アル ファぺ ッ 5符号
(F .4)か らなる気象デー タであ り､ 最大語長は 649文字 とig

○
る

,.
なお伝送順序はビ ット 1か らであ り､ ビット8をパ リテ ィピッ 

b1--b7:データ (国際アルファベ ットNo. 5符号 ) 
:パ リテ ィ (奇数パ リテ ィ付 ) 

75

ltO

(注 )
既に運用 されている調歩式電文 (1ワー ド､ 11ビット構成で偶数パ リテ ィビ ット付 )
の DCPデー タについては引続 きその捕集処理 を継続す るが､ 同一の伝送 回線 (送信
周波数 )に於ける同期式 と調歩式の DCPの混在運用は出来ない｡ 

6. EOT 
DCPデータの終了を示す (8--)31ビットの ビット列であ り､ 次に示す ビ ットパ タ
ー ンをビット1か ら送出す る｡ 

00100000 10111011 01010011 1100011
 
(bl) (b31)
 

RDCPの場合は､上のパ ターンの最初の 8ビットのみ を送出すればよい｡

(注 )

なお､ 従来の調歩式の DCPの場合は次に示す ビットパ ター ンをビ ット1か ら送出す る｡
 

00010000111
 
(bl) (bll)
 

-1 -



技術報告 (特別号 ⅠⅠ-データ処理編)

T ab 1e 2 
ア ド レ ス_ 専 rJり 当 て 基 当皇 

1. R D C P 

① 

コマンド種 類3ビット 

⑧ 

呼出形式2ビット )r

③

CP種 類3ビット 

㊨ 

グループ番号4ビット 

@ 

通番9ビット 

⑥

BCHチェック10ビビッットト 

① コマンド種類 
000 定時報告型DCP 
OOl 
010

:
･

呼出信号に従って観測を開始 し報告する形式 (使用せず ) 
呼出信号に従ってデータを送信する形式 ( JJ )

の答応 
0
1
0
1 

形式

O 
0
1
1

‥ 
‥
‥
‥
の種 

定時報告型 DCP 
DCP個々に呼び出される形式 (使用せず )

:.グループで呼び出され ,形式
一括して呼び出される形式 ( 〝 ) 

( JJ ) 

D	 CP 頬
010 陸上固定の DCP
011 ブイロボット/陸上同定の DC P

船舶 DCP 
10 1 陸上固定の DCP 

⑥	 通報式の形式 (グループ番号 ) 
0001: SYNOP/SHIP報 
0010: BATHY報 
0011: TEMP SH IP/PILOT SHIP報 
0100: DR IBU細 

⑤	 DCP毎の通番 
(上記いずれ も伝送順序はMSB らとする)か

⑥ BCHチェックビット 

2. 工 D C P 

① ② ③

国識別 DCPタ イ プ シ リア BCHチェックビット 
③ シ リアル番号12ビット ㊨0 ㊨ 10ビット

①

01,
010 
1
1

0
1

10
0

,

衛星運用 BTを示す識別符号 
1 

1,

,0
10011 ,

10 

0 0
1 1
0 0

0 00.

0
0
1
1000

1,
0,
0,
0,
1.

0
1

000
10
C

000

00

1 1
D Pのタイプを示す符号 

欧州宇宙概捕 (ESA)
日本0

1 0111,1111 米国
01 ソ連 

110 WM0

航空槻搭載 DCP (ASDAR)
⑧ 

76

0001 船舶搭載 DCP
衛星運用国が決定するシリアル番号 (通常通番 ) 

(上記いずれも伝送順序はHSBか らとする) 
21ビット目は､ 0とす る｡ 
BCHチェックビッ ト 

-1 -

③ 
( 
⑥ 
⑤ 
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